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科

學

史

硏

究
 

第

三

號

算
・.

額 

雜 

孜

1

淸
水
義
雄
氏
編
社
寺
奉
納
算
額
集

2

刊
行
算
書
中
の
算
額
分
布•

3

元
祿
四
年
京
都
祇
園
算
額

4

京
都
大
阪
の
箕
額

5

九
州

6

讃
岐
伊
豫

7

兵
庫
縣
の
算
額

8

靜
岡
縣
の
鸯
額
。
塚
本
五
郞
氏
遠
州
の
調
査

9

名
古
屋
大
正
十
三
年
の
算
額

10
昭
和
年
間
の
算
額

11
飛
驛
美
濃
の
算
額

12
信
州
の
算
額

13
山
形
縣
の
算
額
。
大
木
善
太
郎
氏
の
著
書

14
岩
手
縣
南
の
算
額
。
安
彥
專
一
氏
の
調
査

15
東
北
諸
縣
と
新
潟
縣

二

三

上
 

義

夫

16
群
馬
縣
の
算
額

17
埼
玉
縣
の
算
額
。
大
谷
恒
藏
氏
の
調
査

18
千
葉
縣
の
算
額

19
東
京
府
の
算
額

20
嚴
島
の
算
額
。
檜
山
義
況
略
傳
。
作
圖
題

21
現
存
算
額
の
數

22
題
術
の
解
釋

23
算
額
の
名
義
と
實
際
。
九
歲
の
少
年

24
以
下
三
次
四
次
方
程
式

27
現
存
の
算
額
と
算
書
の
所
載

28
算
額
と
算
者
の
地
方
分
布

29
埼
玉
縣
の
諸
算
額
の
價
値
と
忍
藩
算
者
の
奉
獻
算
題

80
齋
藤
宜
義
編
數
理
神
篇
の
所
載
と
の
比
較

31
數
理
神
篇
の
所
載
と
現
存
算
額
と
の
異
同

32
算
額
と
奉
納
者
の
實
力

- 

廣
島
在
住
の
理
學
士
淸
水
義
雄
氏
が
昭
和
十
七
年
一
月
「
社
寺
奉
納
算
額
集
」

と
題
す
る
和
裝
上
下
ニ
冊
の
謄
寫
版
刷
を
公
表
さ

れ
た
が
、

現
存
の
諸
算
額
を
廣
く
收
錄
し
た
も
の
で
、

和
算
に
興
味
を
有
す
る
も
の
の
等
し
く
感
謝
す
る
所
で
あ
る■ °

私
も
大
正
年
中
に

14〇



略

—
全
國
を
採
訪
旅
行
し
た
と
き
、
諸
地
方
で
算
額
を
見
た
の
は
可
な
り
の
數
に
上
り
、

又
昭
和
中
に
至
っ
て
近
縣
地
方
の
算
家
の
分
布 

を
調
べ
て
居
る
の
で
、

此
頃
に
見
聞
し
た
も
の
も
隨
分.
多
い
の
で
あ
る
。

中
に
は
此
ー
二
年
內
に
始
め
て
見
出
し
た
も
の
も
あ
り
、
他
か 

ら
知
ら
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
か
ら
、

ま
だ
發
見
の
餘
地
も
少
な
く
な
い
と
思
は
れ
る
。

け
れ
ど
も
全
國
に
亙
っ
て
諸
算
額
の
所
在
を
見
出 

し
て
收
錄
す
る
こ
と
は
、
實
は
容
易
で
な
い
。
其
事
情
は
私
自
身
の
經
驗
か
ら
充
分
に
知
っ
て
居
る
と
云
ふ
よ
り
も
實
地
に
體
驗
し
て
居 

る
。
淸
水
理
學
士
が
全
國
を
旅
行
し
て
本
文
に
九
十
四
ケ
所
と
追
加
ニ
ケ
所
、
計
九
十
六
ヶ
所
を
參
拜
し
て
、
算
額
百
四
十
一
面
と
測
量 

關
係
の
も
の
四
面
及
び
追
加
の
二
面
を
加
へ
て
百
四
十
七
面
を
見
出
し
收
錄
さ
れ
た
の
は
、
誠
に
多
と
す
べ
き
で
あ
る
。

緖
言
に 

和
算
書
で
知
っ
た
社
寺
全
部
と
、
內
地
官
國
幣
社
二
百
十
餘
社
全
部(

高
山
の
頂
に
在
る
奧
社
を
除
く)

、
全
國
半
數
以
上
の
府
縣
社
六
百
餘
社
、
 

繪
馬
堂
の
あ
る
鄕
社
約
三
十
社
、
西
國
四
國
坂
東
秩
父
百
ハ
十
ヶ
所
、
札
所
百
ハ
十
七
寺
、
其
他
を
蓼
拜
し
て
得
た
の
で
あ
る
。 

と
あ
る
が
、

此
れ
だ
け
の
旅
行
は
其
實
餘
程
の
時
日
を
要
す
る
。•

寺
社
の
數
も
合
せ
て
千
二
百
に
餘
り
、
・
其
全
部
の
巡
拜
は
容
易
で
な
い
。 

此
れ
は
調
査
の
勞
力
を
如
實
に
物
語
る
。

二 

淸
水
氏
の
擧
げ
ら
れ
た
分
布
の
統
計
表
に
依
れ
ば
、
寺
社
數
は
群
馬
一
三
、
京
都
一
〇
、
兵
庫
、

山
形
、
富
山
、

石
川
各
六
、
長 

野
五
、
岡
山
四
、
東
京
、

千
葉
、
愛
知
、
岐
阜
、

三
重
、
廣
島
各
三
、
茨
城
、
滋
賀
、
愛
媛
、
埼
玉
、
靜
岡
、

大
分
各
ニ
、
神
奈
川
、
栃 

木
、
福
井
、

大
阪
、
香
川
、
福
岡
、
長
崎
、
宮
城
各
一
と
な
っ
て
居
る
。

此
れ
は
追
加
の
分
も
測
量
額
と
云
ふ
も
の
も
加
へ
た
結
果
で
あ 

る
。額

面
數
は
愛
媛
縣
で
は
道
後
ハ
幡
の
二
十
一
面
が
ち
る
か
ら
、

ニ
ケ
所
で
も
二
十
二
面
の
最
大
數
と
な
り
、
群
馬
も
同
じ
く
二
十
二
、
 

兵
庫
十
四
、
京
都
十
、

岡
山
八
、
山
形
、
富
山
、
長
野
の
各
六
、

千
葉
五
、

三
重
四
、

其
他
は
三
か
其
れ
以
下
で
あ
る
。 

・

算

額

雜

孜
5

上)
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三

號 

四 

年
代
別
に
は
、
元
祿
ー
、
天

明

一
、
寬
政
五
、
享

和

一
、
文
化
六
、

文
政
ニ
ニ
、

天
保
ニ
ー
、

弘
化
二
、
嘉
永
一
六
、
安
政
一
ー
、

萬 

延
三
、

文
久
六
、

元
治
〇
、
慶
應
四
、

明
治
四
七
、
大
正
三
、
不
明
一
六
と
な
る
。

三 

元
祿
の
算
額
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
京
都
の
祇
園
卽
ち
ハ
坂
神
社
の
も
の
で
、
「
增
修
日
本
數
學
史
」
に
も
出
て
居
る
。
同
書
に
は 

(

元
祿
四
年)

東
海
坊
、
山
本
宗
信
ノ
奉
額
題
ヲ
解
キ
テ
之
ヲ
京
ノ
祇
園
神
社--

揭

グ
(

頁
一
六
八)

。 

-

東
海
坊
其
姓
名
ヲ
知
ラ
・
ス
、
蓋
シ
逸
號
ナ
ラ
ム(

頁
一
六
九)

。 

(
 

と
あ
る
が
、
東
海
坊
は
東
梅
坊
の
誤
寫
に
し
て
、
奉
納
者
に
は
あ
ら
ず
、.
奉
納
の
取
次
を
し
た
宿
坊
に
外
な
ら
ぬ
。
他
種
の
額
に
は
宿
坊 

西
梅
坊
の
取
次
の
も
見
ら
れ
る
。
私
が
參
詣
拜
觀
し
た
時
に
は
繪
馬
堂
の
外
側
に
掛
け
て
あ
り
風
ざ
ら
し
に
な
っ
て
居
る
の
で
、

大
切
に 

保
存
す
る
や
う
に
と
社
務
所
へ
言
っ
て
置
い
た
事
も
あ
る
。
數

學

史

に

「
此
額
繪
馬
堂
ノ
外
面
一
ー
ア
リ

.ヽ
.
.
.

」

と
あ
る
の
と
、
同 

位
置
に
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
後
に
參
詣
の
時
に
は
堂
の
內
部
に
掛
替
へ
ら
れ
て
居
た
。
算
額
集
に
も
內
部
の
位
置
が
示
め
し
て
あ
る
。 

東
梅
坊
と
正
し
く
寫
し
、
「
他
の
額
に
も
東
梅
坊
と
あ
る
も
の
多

と

と

註

記

さ

れ

て

居

る

の

は

、
數
學
史
の
誤
記
に
注
意
さ
れ
て
の
事 

で
あ
ら
う
。
但

し

「
奉
掛
算
法
術
」
と

云
ふ
下

に

單

に

「
東
梅
坊
」
と
の
み
寫
さ
れ
て
居
る
が
、
實

は

其

肩

に

「
宿
坊
」
と
あ
っ
た
と
思 

は
れ
る
文
字
が
か
す
か
に
注
意
さ
れ
た
こ
と
は
、

私
の
採
訪
雜
記
大
正
七
年
四
月
三
日
附
で
記
載
を
見
る
。

四 

京
都
の
算
額
で
は
北
野
と
安
井
神
社
リ
を
私
も
見
て
居
る
が
、
其
他
に
大
谷
墓
地
內
鳥
邊
山
妙
見
宮
、
猿
田
彥
神
社
、
武
信
稻
荷 

神
社
の
は
私
の
未
見
の
も
の
で
あ
る
。
京
都
府
で
は
伏
見
御
香
宮
へ
は
私
も
參
拜
し
え
。

乙
訓
郡
の
長
岡
天
滿
宮
、
久
世
郡
寺
田
の
水
度 

神
社
奥
村
兼
義
算
額
も
未
見
で
あ
る
。
但
し
寺
田
・
に
は
西
杖
丈
助
康
鄕
と
云
ふ
算
者
が
あ
っ
て
、

天

保

二
辛
卯
年
十
一
月
甲
子
日
に
同
神 

社
へ
奉
納
し
た
算
額
は
富
士
山
形
を
成
し
た
珍
ら
し
い
も
の
で
あ
る
が
、

粗
末
に
さ
れ
た
の
で
取
下
し
て
自
宅
へ
持
歸
っ
て
あ
り
、

私
は

142



遺
族
の
家
で
此
れ
を
見
た
。

天

の

橋

立

の

文

珠

堂(

智
恩
寺)

に
は
算
額
三
面
あ
り
、

文
政
元
年
と
天
保
ハ
年
と
萬
延
元
年
の
奉
納
で
、
何
れ
も
一
題
づ
つ
で
あ
る
。 

第
一
は
加
悅
町
佐
よ
木
龍
景
門
人
、
第
三
は
京
都
の
石
倉
淺
二
良
國
定
の
奉
納
で
あ
る
。

第
二
は
人
名
を
讀
取
り
得
な
か
っ
た
。 

大
阪
府
で
は
井
於
神
社
の
」
面
が
見
え
て
居
る
が
、

私
の
知
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
住
吉
に
も
大
き
い
額
が
あ
っ
た
や
う
だ
か
、
何
う 

ゝ

五
/

九
州
で
は
所
載
の
箱
崎
八
幡
宮
と
長
崎
諏
訪
へ
は
私
も
參
拜
し
た
が
、

大
分
の
は
見
て
居
ら
ぬ
。

此
外
に
私
の
見
た
の
は
、
博
多 

の
住
吉
神
社
、
秋
月
の
八
幡
宮
、
柳
河
の
某
社
等
で
あ
り
、
筑
前
糸
島
郡
小
富
士
村
の
算
額
は
參
詣
は
し
な
か
っ
た
が
、
寫
し
を
贈
ら
れ 

た
。 

\ 

六

讚

岐

の

本

山

寺

へ

も

參

詣

し

た

し

、

叉
觀
音
寺
町
の
琴
彈
八
幡
宮
で
も
算
額
を
見
た
。
現
に
寫
し
が
あ
る
。

.
伊
豫
に
は
道
後
の
八
幡
宮
に
二
十
一
面
と
云
ふ
多
數
の
算
額
が
あ

-S
が
、

其
他
に
は
太
山
寺
の
外
、
私
も
現
存
の
算
額
を
知
ン
ぬ
。• 

七 

兵
庫
縣
で
は
伊
丹
獲
名
野
神
社
の
兩
面
は
私
も
見
た
が
〔

宅

間

流

算

術

へ

「
海
內
無
双
、
諸
藝
之
司
」

と
冠
し
た
の
は
、
す
ば
ら 

し
い
。
併
し
其
題
術
は
左
ま
で
の
も
の
で
も
な
い
。

此

外

に

臂

岡

天

滿

宮(

鑄
物
師
山
天
神)

に
も
明
治
十
四
年
と
十
八
年
と
の
算
額
が
あ
っ
た
。
後
者
に
は
當
村
住
友
武
久
藏
連
中
と
あ 

る
。

末

に

「
岡
町
村
中
西
久
平
之
ヲ
觀
ル
」

と
あ
る
の
は
、
師
で
あ
る
か
ら
、
閱
と
云
ふ
意
で
あ
ら
う
。

兵
庫
縣
で
は
龍
野
及
び
姬
路
公
園
の
額
は
見
て
居
た
が
、
他
に
私
の
未
見
の
も
の
も
收
錄
さ
れ
て
居
る
。

此
外
に
私
の
見
た
の
は
、
楫 

保
郡
神
田
村
澤
田
の
挪
八
幡
宮
の
算
法
中
西
流
橋
本
正
好
門
人
、

明

治

庚

寅(

二
十
三
年)

の
額
と
尾
上
神
社
の
明
治
九
年
備
中
佐
藤
善 

算

額

雜

孜
(

三
上)
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科

學

史

硏

究
 

第

三

號 

六 

一
郞
貞
次
門
人
の
額
、

そ
れ
か
ら
藍
本
酒
垂
大
明
神
の
額
と
で
あ
る
。

此
後
者
に
は 

文
化
ハ
年
辛
未
正
月
吉
日
、
願
主
藍
波
田
村
寅
年
男 

と
あ
る
。

藍
本
の
波
田
に
は
算
者
下
垣
市
左
衞
門
寬
道(

サ
ネ
ミ
チ)

あ
り
、
安
政
三
年
歿
で
あ
る
が
、
享
和
二
年
に
川
本
文
四
郞
小
野 

知
勝
か
ら
授
け
ら
れ
た
文
書
が
あ
る
か
ら
、
寅
年
男
と
は
蓋
し
此
人
で
あ
ら
う
。

其
文
書
に
は
下
垣
內
市
左
衞
門
と
あ
る
。
下
垣
氏
は
後 

に
下
家
地
と
改
め
沦
〇

ハ 

靜
岡
縣
の
算
額
は
算
額
集
に
は
靜
岡
淺
間
神
社
の
天
保
九
年
の
測
量
の
額
と
、
遠
江
磐
田
郡
の
鎌
田
神
社
明
治
二
十
九
年
の
額
と 

が
見
え
る
が
、
「
靜
岡
縣
鄕
土
硏
究
」
第

十

輯
(

昭
和
十
三
年
四
月)

に
は
塚

本

五

郞

氏

の

「
遠
江
に
於
け
る
和
算
の
扁
額
」
が
載
せ
ら
れ
、
 

十
三
面
を
錄
す
る
。
中
の
二
面
、
濱
松
の
諏
訪
神
社
及
法
多
山
の
は
失
は
れ
て
居
る
が
、

他
の
十
一
面
は
保
存
さ
れ
て
居
る
と
云
ふ
。

(

一) 

濱
名
郡
新
居
町
諏
訪
神
社
、

明
治
三
年
午
四
月
、
關
流
鈴
木
錄
三
郞
政
辰
。

此
題
術
三

ヶ

條
は

鈴

木

圓

撰

「
容
題
新
術
」

に
錄 

せ
ら
れ
て
居
る
。
鈴
木
圓
は
政
辰
と
同
人
で
あ
る
。

(

二) 

同
郡
鷲
津
町
八
幡
の
諏
訪
神
社
、
慶
應
二
年
丙
寅
七
月
廿
五
日
、

田
內
傳
藏
久
行
。

(

三) 

濱
松
鴨
江
觀
音
、
享
保
十
八
歲
次
癸
口
九
月
日
、
鶴
見
齋
藤
重
基
謹
書
。

此
額
は
私
も
曾
て
見
た
が
、

文
字
は
讀
め
な
か
っ
た
。 

今
は
寺
で
保
存
し
て
あ
る
が
、
勾
股
眩
に
關
す
る
三
題
を
記
す
も
よ
く
讀
め
な
い
と
云
ふ
。

(

四) 

濱
松
市
利
町
諏
訪
神
社
額
、
「
神
壁
算
法
」
所
載
、

明
和
四
年
藤
田
門
人
水
野
喜
氏
。
此
れ
は
今
は
現
存
せ
ぬ
。

(

五) 

濱
松
龍
禪
寺
町
龍
禪
寺
、

上
嶋
村
中
村
補
主
。
年
月
不
明
。

(

六) 

濱
名
郡
長
上
村
天
王
の
大
歲
神
社
・
明
治
三+

六
年
、
最
上
流
算
法
、
當
村
袴
田
孫
一
郞
。

144



(

七) 

磐
田
郡
見
付
町
宿
地
藏
小
路
宣
光
寺
の
大
地
藏
堂
、
安
永
五
載
丙
申
ハ
月
吉
日
、
當
宿
上
村
和
吉
玄
次
。

(

八) 

同
郡
御
厨
村
鎌
田
醫
王
寺
、
安
永
八
己
亥
年
彌
生
吉
日
、
關
流
山
路
彌
左
術
門
主
住
門
人
江
塚
平
兵
衞

時
之
。

(

九) 

同
寺
、
安

政

三
丙
辰
年
三
月
吉
日
、
山
路
彌
左
術
門
平
諧
孝
門
人
、
東
新
屋
村
山
下
・
藤
右
衞
門
捧
滾
。

(

一
 〇

)
同
村
鎌
田
神
明
宮
、
明
治
二
十
九
年
三
月
、
山
名
郡
和
ロ
村
山
下
藤
右
衞
門
々
人
、
城
東
郡
大
坂
村
伊
藤
久
德

。
所
載
の
題 

術
は
凡

て

「
開
式
新
法
」(

享
和
三
年)

の
記
述
に
同
じ
い
と
指
摘
さ
れ
て
居
る
。

此
額
は
算
額
集
に
見
え
る
。

(

一
ー)

同
郡
袋
井
町
法
多
の
尊
永
寺
、

小
笠
郡
掛
川
町
大
池
の
後
藤
乙
藏
實
之
、

文
化
甲
子
元
年
所
揭
の
事
が
、

同
氏
の
履
歷
中
に 

見
え
る
。

(

一
ニ)

小
笠
郡
大.
坂
村
太
田
の
同
村
役
場
西
の
堂
、

明
治
二
十
八
年
三
月
、
當
村
增
田
權
左
衞
門
々
人
、
伊
藤
德

藏
、

三
問
題
共
に 

「
開
式
新
法
」
に
記
さ
れ
て
居
る
。

(

一
三)

同
村
太
田
神
宮
寺
、

明
治
亠
二
十
二
年
三
月
掛
之
、
當
所
增

田
槽
左
衞
門
々
人
、
伊
藤
久
德
及
外
四
人
。

此
等
の
中
、(

一
 

〇)

の
額
は
橫
七
尺
、
縱

二
尺
と
あ
る
が
、
算
額
集
に
は
縱
二
尺
、
橫
五
尺
と
あ
る
。

五
尺
と
七
尺
と
何
れ
が
實
大
に 

近
い
か
を
知
ら
ぬ
。
但
し
算
額
集
に
は
埼
玉
縣
大
宮
氷
川
神
社
の
算
額
を
縱
三
尺
、

橫
五
尺
と
さ
れ
て
居
る
が
、

此
額
は
橫
五
尺
よ
り
は 

遙
か
に
大
き
い
。

此
等
現
存
十
一
面
の
中
に
、
享
保
十
八
年
、
安
永
五
年
、

同
ハ
年
の
三
面
が
見
出
さ
れ
る
の
は
、
誠
に
珍
ら
し
い
。

「
開
式
新
法
」
か
ら
寫
し
取
っ
て
算
額
に
奉
納
し
た
の
も
、

亦
注
意
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

算

額

雜

孜
(

三
占 

七
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科

學
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硏

究
 

第

三

號 

ハ 

此
額
に
つ
き
て
算
額
集
に
は
、

三
題
中
の
第
二
問
に
於
て
、
「
今
有
ー
ー
ー
如
“
圖
圭
內
宿
ーB

三
十
三
個
數
下
ニ
と

あ
る
が

、

此
れ
は
實
は
圭
內 

卽
ち
二
等
邊
三
角
形
の
中
に
、
宿
圓
三
十
三
個
あ
り
て
、
下
に
敷
く
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
宿
圓
と
は
二
十
ハ
宿
名
で
呼
ぶ
所
の
諸
圓
と
云 

ふ
事
で
あ
る
。
題
術
中
に
元
圓
と
寫
さ
れ
て
居
る
の
も
、

二
十
ハ
宿
中
の
名
前
で
あ
る
の
だ
か
ら
、

凡
て
亢
圓
で
あ
る
。 

第
三
問
に
於
て
天
元
一
を
立
て
て
小
平
と
爲
す
と
云
ふ
の
が
、
立
天
元
一
馬
小
平
と
な
り
、
「
開
方
式
を
求
む
、
下
圖
の
如
し
」

が

「
開 

方
を
求
む
、
或
は
下
圖
の
如
し
」

と
な
る
。

又

「
依=

二
枝
術i
探
ー
答
商
法-

」

で
は
な
く
、•

「
三
枝
術
の
答
商
を
探
る
法
に
依
り
」

と
讀
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
「
開
式
新
法
」
に
は
善
商 

と
あ
る
。
數
字
方
程
式
の
逐
次
近
似
解
法
を
示
め
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
譯
解
に
は
單
に
云
々
の
方
程
式
を
作
れ
と
言
ひ
て
、

三
次
方
程 

式
を
示
め
し
て
居
る
に
過
ぎ
ぬ
。

九 

名
古
屋
大
須
觀
音
の
大
正
十
三
年
十
一
月
佐
久
間
又
四
郞
の
額
を
始
め
、

大
山
三
光
稻
荷
の
明
治
十
年
の
額
、

三
河
櫻
井
神
社
の 

文
化
二
年
の
額
も
、

私
は
皆
見
て
居
ら
ぬ
。

加
州
金
澤
卯
辰
山
の
大
正
三
年
十
一
月
佐
久
間
門
弟
中
と
云
ふ
の
も
、

大
須
觀
音
の
奉
納
と
同
一
人
と
さ
れ
て
居
る
。

大
正
年
中
に
金 

澤
及
び
名
古
屋
に
居
っ
て
和
算
を
修
め
若
く
は
敎
授
し
た
人
物
の
あ
っ
た
一
證
と
な
る
。

此
大
正
十
三
M.
の
額
を
算
額
中
の
最
も
新
ら
し
い
も
の
と
さ
れ
て
居
る
が
、
實
は
昭
和
年
間
奉
納
の
も
の
も
あ
る
。

十 

私
の
知
る
昭
和
年
間
の
算
額
は
茨
城
縣
友
部
驛
の
北
と
云
ふ
か
、

一
里
足
ら
、ず
の
所
の
御
宮
へ
光
又
寅
之
介
氏
の
門
人
奉
納
の
紙 

製
の
算
額
で
あ
る
。

光
又
は
上
州
萩
原
禎
助
の
門
人
で
、
此
額
に
は
圓
理
豁
術
に
依
っ
て
解
く
べ
き
題
術
な
ど
多
く
列
記
さ
れ
て
居
る
。 

伊
豫
の
道
後
八
幡
宮
に
は
昭
和
十
三
年
奉
納
の
も
の
が
、

多
數
の
算
額
の
中
に
ま
じ
っ
て
居
る
と
云
ふ
。
常
陸
の
は
昭
和
初
年
の
頃
で
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あ
る
か
ら
、
私
の
聞
知
し
た
も
の
で
は
伊
豫
の
額
が
最
・
も
新
ら
し
い
。

而
も
昭
和
中
奉
納
の
も
の
が
、
他
に
な
い
と
は
我
等
は
俄
か
に
判 

斷
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
〇

十

一

飛

驛

高

山

の

日

枝

神

社

、
天
明
五
乙
巳
歲
、

五
月
吉
日
、
高
山
今
井
孫
藏
義
行
の
額
、
同
國
古
川
町
の
天
保
四
年
高
木
允
胤
門 

入
額
、
美
濃
郡
上
郡
ハ
幡
附
近
の
口
明
方
村
八
幡
宮
の
嘉
永
三
年
高
木
門
人
宮
川
孟
弼
等
の
額
が
記
る
さ
れ
て
居
る
の
は
、
我
等
に
取
っ 

て
好
個
の
資
料
と
な
る
。

美

濃

ハ

幡
(

ハ
チ
マ
ン)

の
宮
川
孟
弼
が
越
中
富
山
の
高
木
允
胤
門
人
で
あ
っ
た
こ
と
、
高
木
が
能
登
か
ら
濃
飛
二
州
の
邊
へ
遊
歷
敎 

授
し
た
こ
と
な
ど
は
、

此
れ
を
知
っ
て
居
た
。

け
れ
ど
も
飛
驛
は
私
に
は
未
踏
の
地
で
あ
り
同
國
の
算
者
の
事
も
殆
ん
ど
知
る
所
が
な
い 

の
で
あ
る
。

遠
藤
利
貞
は
大
垣
の
谷
松
茂
の
門
人
が
濃
飛
の
間
に
擴
っ
た
や
う
に
言
っ
て
居
る
が
、

其
征
跡
の
あ
る
の
は
美
濃
ば
か
り
で
、
 

却
っ
て
尾
張
や
近
江
に
關
係
あ
り
、
飛
驛
の
關
係
は
一
人
の
人
名
だ
も
知
る
事
が
出
來
な
い
、
而
も
飛
驛
と
雖
も
算
法
の
全
く
傳
へ
ら
れ 

て
居
な
い
事
は
あ
る
ま
い
し
、

知
り
た
い
事
に
思
っ
て
居
た
。
然
る
に
今
や
算
額
集
に
依
っ
て
此
れ
を
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
何 

と
も
喜
ば
し
い
。

濃
尾
の
地
方
は
私
は
餘
り
あ
る
い
て
居
な
い
し
、

現
存
の
算
額
に
就
い
て
も
知
る
所
が
な
い
。

け
れ
ど
も
大
垣
地
方
の
小
倉
吉
貞
、
谷 

松
茂
等
一
派
の
諸
算
着
が
大
分
算
額
を
奉
納
し
た
こ
と
は
記
錄
に
傳
へ
ら
れ
て
居
る
し
、
今
に
於
て
も
よ
く
調
査
し
た
な
ら
ば
可
な
り
數 

多
く
發
見
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
も
思
は
れ
る
。

私
の
此
見
込
は
當
っ
て
居
ら
う
か
何
う
か
。

+
-
-
 

信
州
の
算
額
は
碓
氷
峠
安
政
四
年
の
額
、

別
所
溫
泉
の
北
向
觀
音
堂
、

上
伊
那
郡
羽
廣
の
中
仙
寺
の
各
一
面
と
下
伊
那
郡
元
善 

光
寺
の
二
面
が
擧
げ
ら
れ
て
居
る
。

そ
れ
か
ら
下
諏
訪
秋
社
の
額
も
見
え
る
。
此
中
で
伊
那
の
は
見
て
居
ら
ぬ
が
、

他
は
皆
此
れ
を
見
た
。 

算

額

雜

孜
,2

上)
 

九
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第
八
三a

- 

〇 

諏
訪
上
社
に
も
秋
社
と
同
じ
く
伊
藤
定
太
門
下
の
奉
額
が
あ
る
。

上
伊
那
郡
で
は
春
近
神
社
に
文
政
四
年
細
田
恭
文
撰
の
算
額
あ
り
、
寫 

し
を
作
っ
て
貰

っ
た
こ
と
が
あ
る
。

•

羽
廣
觀
音
の
額
も
私
は
未
だ
參
詣
し
な
い
け
れ
ど
、
實
物
大
の
寫
し
を
贈
ら
れ
て
所
有
す
る
。

中
等
敎
育
數
學
會
第
十
七
囘
總
會
に
出 

品
さ
れ
た
と
あ
る
の
は
、

其
寫
し
で
あ
る
。

下
伊
那
に
は
ま
だ
他
に
二
三
ヶ
所
が
知
ら
れ
て
居
る
が
、
私
は
見
て
居
ら
ぬ
。

北
信
地
方
で

私
の
見
た
算
額
は

雜
誌
「
信
濃
」

へ
あ
の
地
方
の
諸
算
家
の
事
蹟
を
紹

介

し
た
中
に
記
る
し
て
置
い
た
が
、

北
向
觀
音
堂 

の
額
は
昭
和
九
年
に
は
寺
の
客
殿
へ
移
し
て
保
存
を
計
ら
れ
て
居
た
。
「
算
額
集
」
に
は
其
寫
眞
が
出
て
居
る
が
、

ま
だ
觀
音
堂
に
在
っ
た 

と
き
の
も
の
と
思
は
れ
る
。
文
政
十
一
年
小
野
榮
重
門
人
齋
藤
善
兵
衞
邦
矩
の
奉
納
で
、
當
州
の
下
に
不
明
と
さ
れ
て
居
る
の
は
山
田
邑 

で
あ
る
。

此
額
は
信
州
の
此
地
方
へ
上
州
の
算
家
の
勢
力
が
及
ん
で
居
た
こ
と
を
示
め
す
。

山
田
は
別
所
か
ら
約
半
里
の
所
で
、

上
田
藩
の
竹
內
武
信
の
出
身
と
同
村
で
あ
る
。

序
に
言
っ
て
置
く
が
、

別
所
觀
音
の
額
の
序
文
中
に 

・
 

子
日
。■

吾
嘗
終
日
不
レ
食
。
終
夜
不
レ
寢
。
以
思
無
レ
益
。
不
レ
如
レ
學
也
。

と
あ
る
の
が
、
「
以
ー­
思
無P

益
、
不
”
知
レ
學
也
」

と
な
り
、
疑
惑
が
提
惑
と
な
り
、
「
其
疑
惑
す
る
所
を
質
す
」
が
賛
と
な
り
、

額
の
奉
納
は 

其
旨
二
あ
り
、

一
は
其
妙
智
の
力
を
仰
が
ん
が
爲
め
で
あ
り
、

一
は
其
師
恩
之
深
き
を
報
せ
ん
が
爲
め
な
り
と
あ
る
の
を
、
其
妙
を
仰
ぐ 

智
力
の
爲
め
と
讀
ま
さ
れて

居
る
。

、

北
佐
久
郡
長
久
保
新
町
に
も
算
額
が
あ
る
が
、
私
は
未
だ
見
ぬ
。

其
答
術
に
は
誤
り
が
あ
る
。
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北
信
で
私
の
見
た
算
額
は
上
田
か
ら
千
曲
川
の
川
向
ふ
の
五
加
の
小
さ
い
地
藏
堂
の
額
が
其
一
つ
で
あ
る
。
馬
車
を
待
ち
な
が
ら
ブ
ラ 

ブ
ラ
步
き
な
が
ら
思
は
ず
發
見
し
た
。

更
級
郡
の
長
谷
觀
音
の
額
は
屢■'

あ
の
下
を
通
行
し
て
氣
が
ゝ
り
に
な
・
っ
て
參
詣
し
た
ら
、
此
れ
も
思
は
ず
見
出
し
た
の
で
あ
る
。 

長
野
か
ら
裾
花
川
の
向
ふ
の
安
茂
里
村
久
保
寺(

地
名)

の
觀
音
堂
に
は
二
面
の
算
額
あ
り
、
其
一
は
安
永
末
年
の
も
の
で
あ
る
。 

筑
摩
郡
坂
北
村
碩
水
寺
に
も
あ
る
が
、

此
れ
は
未
だ
見
ぬ
。

十
三 

山
形
縣
の
算
額
の
中
、

西
田
川
郡
西
鄕
村
馬
町
の
棺
尾
神
社
の
算
額
は
、
私
も
大
正
五
年
に
參
詣
し
て
寫
し
取
っ
た
が
、

大
山 

算
學
社
中
、

文
政
十
一
年
ハ
月
と
あ
る
の
は
、
大
山
町
の
田
中
一
郞
政
均
一
派
の
奉
納
で
あ
る
。

田
中
は
萬
春
の
名
を
以
て
知
ら
れ
て
居 

る
。

而
も
他
に
齋
藤
尙
仲
門
人
と
書
い
た
も
の
あ
り
、

同
氏
關
係
の
事
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
算
額
集
に
記
せ
る
此
額
の
序
文
に
は
ー 

字
を
脫
し
、

二
字
の
誤
記
が
あ
る
。
難
明
也
の
也
字
缺
け
、

三
耳
は
三
事
で
あ
り
、
祈
將
來
算
額
躋
明
者
也
は
、
算
學
云
ん
で
あ
る
。 

鶴
岡
日
枝
神
社
の
算
額
は
私
も
寫
し
て
置
い
た
し
、

大

木

善

太

郞

氏

著

「
會
田
安
明
翁
事
蹟
及
山
形
縣
の
和
算
家
」

に
も
錄
せ
ら
れ
て 

居
る
。

羽
黑
山
の
文
政
六
年
齋
藤
尙
仲
門
人
奉
納
算
額
は
有
る
な
ら
ば
見
た
い
と
思
ひ
、
山
を
登
っ
て
參
詣
し
た
が
、
見
當
ら
な
か
っ
た
。
算 

額
集
に
は
同
山
本
殿
の
算
額
が
見
え
て
居
る
が
、
非
常
に
高
所
に
あ
る
爲
め
寫
し
得
ず
云
々
と
言
ひ
、
第
亠
ハ
問
に
新
森
屋
村
五
十
嵐
馬
吉 

尙
成
の
名
あ
り
、

又
下
川
村
、
酒
田
村
多
し
、
年
代
な
し
と
見
え
る
。

私
は
此
額
に
は
氣
附
か
な
か
っ
た
。
其
序
文
の
首
に

算
術
之
也
天
之
測
……

：

と
見
え
る
が
、

文
政
六
年
額.
の
寫
し
に
は
、 

- 

算

額
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算
術
之
難
也
。
大
之
測
天
地
、
小
之
折
秋
毫.
.
.

と
あ
る
か
ら
、
辛
う
じ
て
讀
ん
だ
も
の
と
し
て
は
、

此
寫
の
文
と
一
致
す
る
も
の
の
や
う
に
も
思
は
れ
る
。
け
れ
ど
も
寫
し
に
は
文
政
六 

癸
未
五
月
十
六
日
と
あ
る
。
而
も
其
後
に
二
三
行
の
記
述
が
あ
る
か
ら
、
非
常
の
高
所
と
し
て
は
讀
取
り
難
い
で
あ
ら
う
。
京
田
下
河
村 

が
四
人
、
酒
田
何
町
と
云
ふ
の
が
五
人
あ
る
。

此
れ
も
一
致
す
る
と
言
っ
て
宜
い
。

且
つ
第
六
問
は
京
田
荒
興
屋
村
五
十
嵐
馬
吉
尙
成
と 

あ
る
。

此
れ
に
據
れ
ば
、

文
政
六
年
齋
藤
門
中
の
算
額
に
違
ひ
あ
る
ま
い
。
私
が
尋
ね
て
見
當
ら
な
か
っ
た
も
の
も
現
存
す
る
事
を
確
め 

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
誠
に
床
し
い
。

寫
し
に
は
末
問
が
秋
田
土
崎
港
產
飯
塚
寬
藏
正
矩
と
あ
る
が
、
張
紙
に
酒
田
中
町
牧
野
宗
助
長
宗
と
あ
り
、
他
の
寫
し
に
は
後
者
の
名 

を
記
る
し
て
あ
る
ら
し
い
。,
額
の
實
物
が
現
存
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

此
點
は
何
う
な
っ
て
居
る
か
、
知
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
か
。 

此
種
の
人
名
の
振
當
を
變
更
し
た
も
の
は
、
額
面
や
刊
行
算
書
中
に
於
て
も

屢,

行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

飽
海
郡
一
條
村
の
八
幡
宮
の
額
は
私
の
知
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

明
治
四
十
三
年
の
奉
納
で
あ
る
。 

東
置
賜
郡
龜
岡
文
珠
堂
の
額
は
大
木
氏
の
書
に
其
存
在
は
記
る
し
て
あ
る
が
、
內
容
は
見
え
て
居
ら
ぬ9 

山
形
八
幡
宮
の
慶
應
三
年
後
藤
藤
吉
安
次
の
額
は
、

矢
張
り
大
木
氏
の
書
に
鈴
木
廣
吉
重
榮
の
序
文

-i
各
題
術
の
門
人
名
と
が
記
る
さ 

れ
て
居
る
。
後
藤
藤
吉
は

大
正
五
年
に
會
っ
た
が
、

翌
年
ハ
十
二
歲
で
歿
し
た
。

大
木
氏
は
門
生
等
が
近
鄕
の
神
社
佛
閣
に
奉
揭
し
た
る 

算
額
の
現
存
す
る
も
の
少
な
か
ら
ず
と
言
ひ
、
今
言
ふ
も
の
の
外
に
、

明
治
二
十
二
年
山
形
兩
所
宮
、

大
正
四
年
山
形
長
源
寺
境
內
觀
音 

堂
、
同
五
年
出
羽
村
千
手
堂
の
額
を
擧
げ
て
居
る
。

此
末
の
二
つ
は
寫
眞
が
出
て
居
る
。

其
他
山
形
湯
殿
山
神
社
、

山
形
兩
所
宮
文
政
十
三
年
、

山
形
鄕
社
天
滿
宮
明
治
十
四
年
の
額
の
寫
眞
が
出
て
居
る
。

何
れ
も
山
形
で
あ

巧。



る
が
、

文

字'
k±
讀
取
り
難
い
。
兩
所
宮
も
湯
殿
山
神
社
も
縣
社
で

あ
る
。

山
形
縣,
に
於
て
も
大
木
氏
の
書
に
見
え
た
以
外
に
も
、

ま
だ
算
額
は
大
分
發
見
さ
れ
得
よ
う
と
思

ふ
。

十

四

一

の

關

の

千

葉

氏

一

派

の

擴

ま

つ

だ

地

方

に

は

、

到
處
に
算
家
が
多
く
出
て
居
る
か
ら
、

此
邊
に
も
算
額
は
多
く
在
る
で
あ
ら 

う
。

平
泉
の
金
色
堂
や
達
谷
窟
な
ど
知
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。
唯
、

鹽
釜
だ
け
で
は
な
い
。

昭
和
十
五
年
一
月
岩
手
縣
膽
澤
郡
姊
體
村
出
身
の
安
彥
專

一
氏
が
岩
手
縣
南
地
方
の
算
額
若
干
面
を
謄
寫
版
刷

に

し
た
も
の
に
據
れ
ば
、
 

(

一) 

膽
澤
郡
小
山
村
藥
師
如
來
算
額
、

江
刺
郡
片

岡

村
(

現
岩
谷
堂
町)

餅
田
、

下
苗
代
澤
、

平
民
及
川
磨
、
諸
願
成
就
明
治
十
八 

年
十
一
月
吉
日
、

及
川
磨
の
父
昌
右
衞
門
は
醫
師
で
、
磨
の
誕
生
祝
に
此
算
額
を
奉
納
し
た
ら
し
い
。
磨
は
醫
專
卒
業
直
後
若
く
し
て
歿 

し
た
。

.(

二)

同
郡
佐
倉
河
村
縣
社

ハ
幡
神
社
算
額
、
關
流

八
傳
磐
川
安
倍
保
定
門
人
、
弘
化
二
乙
巳
歲
十
月
十
五
日
。

題
術
十
三
ヶ
條
あ
り 

終
末
の
ニ
ケ
條
に
は
安
倍
勘
司
保
訓
閃
人
小
岩
第
治
經
凤
と
安
倍
保
定
男

十
五
歲
安
倍
勘
司
保
訓
誌
と
あ
ー
る
。
安
倍
氏
は
一
の
關
か
ら
約 

一
里
の
山
の
目
村
赤
荻
で
あ
る
。

(

三) 

山

小
目
村
縣
社
配
志
和
神
社
、
關
流
九
傳
佐
藤
禹
志
三
武
濟
門
人
、

六
ヶ
條
、
嘉
永
五
壬
子
年
九
月
。

(

四) 

同
村
赤
荻
觀
音
寺
、
關
流
安
倍
勘
司
保
訓
一
致
閱
、
弘

化

四
歲
:
:

季

春

十
七
日
。

(

五) 

同
寺
、

五
ヶ
條
、

天
保
二
辛
卯
年
三
月
十
七
日
。

(

六) 

一
の
關
町
鄕
社
八
幡
宮
、
安
倍
保
定
門
人
、
天
保
九
戊
戌
歲
十
二
月
。

(

七) 

同
社
、
關
流
七
傳
千
葉
雄
七
胤
秀
門
人
、
天
保
九
戊
我
歲
十
二
月
。

此
兩
算
額
は
拜
殿
の
左
右
兩
側
に
在
り
、

同
大
に
し
て
、

算

額
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共
に
十
一
人
の
姓
名
を
列
す
る
。

題
術
は
省
い
て
あ
る
が
、
岩
手
縣
で
の
最
優
秀
な
も
の
と
す
る
。
後
者
十
一A

の
筆
頭
は
安
倍
貞
二
保 

定
で
あ
り
、

末
尾
が
千
葉
六
郞
胤
規
で
あ
る
。
前
者
は
筆
頭
に
千
葉
織
之
進
胤
英
あ
り
、
安
倍
門
人
は
恐
ら
く
其
次
か
ら
で
あ
ら
う
。 

兩
者
は
同
時
の
作
製
で
、

別
々
の
も
の
で
は
な
い
。 

/ 

千
葉
胤
英
は
胤
秀
の
次
子
、

六
郞
胤
規
は
長
子
胤
道
の
男
で
あ
る
。

六
郞
は
大
正
二
年
七
十
六
歲
歿
、
故
に
天
保
九
年
は
恰
も
生
誕
の 

年
に
當
る
。 

■

(

八) 

西
磐
井
郡
中
里
村
前
堀
村
社
熊
野
山
神
社
、
關
流
千
葉
胤
秀
門
人
小
野
寺
權
藏
保
之
、
弘
化
三
丙
午
年
三
月
九
日
。 

.

(

九) 

同
社
、
磐
水
千
葉
六
郞
胤
規
閱
、
門
人
中
里
村
下
大
林
、

小
岩
四
郞
兵
衞
自
問
自
答
、

明
治
三
十
七
年
十
月
十
七
日
敬
白
。 

(

十)

平
泉
中
尊
寺
辨
慶
堂
、
關
流
ハ
傳
小
野
寺
周
藏
秀
充
門
人
。

(

十
一)

同
堂
、
千

葉

善

右

衞

門

胤

番

、
安
倍
勘
司
保
圓
撰
、
嘉
永
二
年
四
月
。

(

十
二)

平
泉
村
達
谷
窟
、
未
調
査
。

(

十
三)

江
刺
郡
羽
田
村
鄕
社
羽
黑
山
神
社
、

同
村
羽
黑
堂
長
日
向
農
小
野
寺
謙
吾
が
大
正
年
中
に
同
社
掌
見
玉
氏
に
關
流
傳
系
を
書 

い
て
貰
っ
て
奉
納
し
た
も
の
が
あ
る
。 

• 

- 

岩
手
縣
の
南
方
に
於
て
此
れ
等
の
諸
算
額
が
見
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
尙

此
外
に
も
幾
ら
も
發
見
の
可
能
性
の
あ
る
こ
と
は
、
安 

彥
氏
の
記
す
る
通
り
で
あ
ら
う
。

宮
城
縣
北
部
の
千
葉
氏
勢
力
の
及
ん
だ
あ
た
り
で
も
、

勿
論
幾
多
存
す
る
も
の
が
あ
る
に
違
ひ
な
い
。 

十
五 

大

JE
七
年
に
私
は
東
北
諸
方
を
巡
遊
し
た
と
き
、

ハ
戶
に
於
て
二
三
の
算
額
の
あ
る
こ
と
を
聞
き
、
尋
ね
て
も
見
た
が
、

心
當

巧2



り
の
所
に
は

ー
も
見
る
こ
と
は
出
來
な
か
っ
た
。

け
れ
ど
も
地
方
人
士
の
間
に
記
憶
が
存
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
前
に
存
在
し
た
こ
と
言 

ふ
ま
で
も
な
い
。

あ
の
邊
ば
か
り
で
な
く
東
北
の
他
の
諸
地
方
で
も
算
額
は
必
ず
在
っ
た
で
あ
ら
う
し
、
之
を
見
出
さ
う
こ
と
も
望
な
し 

と
は
言
は
れ
な
い
。
岩
手
、
靑
森
、

秋
田
三
縣
の
如
き
は
算
額
集
に
は
ー
も
見
え
な
い
が
、
岩
手
の
一
部
で
は
上
述
の
如
き
も
の
が
あ
る 

と
云
へ
ば
、

今
少
し
知
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

新
潟
縣
に
も
亦
一
面
も
記
載
が
な
い
が
、

私
が
知
る
の
は
長
岡
の
蒼
柴
宮
と
水
原
の
八
幡
宮
の
山
口
坟
山
門
人
姓
名
錄
の
算
額
と
で
あ 

る
。
越
後
は
算
家
が
多
く
各
地
に
分
布
し
て
居
た
か
ら
、
隨
分
多
く
現
存
の
も
の
も
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

十
六 

群
馬
縣
の
算
額
は
私
の
知
っ
た
も
の
が
多
い
が
、
桐
生
の
天
滿
宮
、
榛
名
神
社
、
新
田
郡
細
谷
の
額
な
ど
は
未
見
の
も
の
で
あ 

る
。
齋
藤
宜
義
門
人
岸
幸
太
郞
の
額
は
平
井
の
秋
葉
神
社
と
山
名
ハ
幡
だ
け
擧
げ
て
あ
る
が
、
平
井
附
近
並
に
藤
岡
邊
に
て
四
五
ヶ
所
に 

現
存
す
る
。

其
外
に
も
私
の
知
っ
た
も
の
が
何
ヶ
所
か
あ
る
。

榛
名
神
社
の
文
化
ハ
年
の
額
は
、
「
賽
祠
神
算
」
に
記
載
が
あ
る
。

其
人
名
に
依
っ
て
石
田
玄
圭
一
派
で
あ
る
こ
と
は
判
っ
て
居
た
。
然 

る
に
算
額
集
に
、

此
額
の
首
に

上
毛
群
馬
郡:
:

鄕
:
:

門
自
問
自
答
ハ
條

と
あ
み
の
で
、
鄕
字
の
下
は
石
田
玄
圭
で
あ
り
、
門
人
の
人
字
を
脫
し
て
居
る
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

碓
氷
郡
ハ
幡
の
八
幡
宮
の
二
つ
の
額
の
一
つ
は
、

私
も
讀
み
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
算
額
集
に
此
額
の
首
に
天
明
の
二
字
を
寫
さ 

れ
て
居
る
の
を
見
て
、
實
は
其
全
額
を
知
る
こ
と
が
出
來
た
の
で
あ
る
。

此

れ

も

「
賽
祠
神
算
」

に
寫
し
が
あ
る
。

天
明
丁
未
云
々
と
あ 

る
の
で
あ
り
、

其
年
に
小
野
榮
重
が
師

た
る
吉
澤
泰
周
と
算
額
を
奉
納
し
た
が
、

不
明
に
な
っ
た
か
ら
再
び
別
の
算
額
を
奉
納
す
る
と
云 

算

額
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ふ
の
で
あ
る
。
吉
澤
と
同
輩
の
や
う
に
書
い
て
は
あ
る
が
、
小
野
の
墓
碣
稿
に
據
れ
ば
初
め
吉
澤
に
師
事
し
た
事
が
知
ら
れ
る
。

小
野
の 

墓
に
刻
し
て
は
な
い
。•

吉

澤

の

鄕

村

を

「
林
鶴
一
博
士
和
算
硏
究
集
錄
」

に
は
不
分
明
の
や
う
に
言
っ
て
居
る
が
、
今
の
埼
玉
縣
兒
玉
郡
賀
美
村
勅
使
河
原
で 

あ
る
。八

幡
の
八
幡
宮
に
は
今
一
つ
の
算
額
が
あ
っ
た
。 

\

一
宮
の
算
額
に
關
流
奧
村
欣
三
郞
源
當
信
と
あ
る
の
は
、
北
國
の
人
或
は
加
州
の
人
と
言
は
れ
、

信
州
小
諸
の
小
林
忠
良
に
學
ん
で
上 

州
の
西
方
地
區
で
敎
授
し
て
居
た
が
、

阿
州
藩
に
召
抱
へ
ら
れ
て
江
戶
の
學
校
の
師
範
と
な
る
。
名
を
改
め
て
奧
村
基
之
助
吉
當
と
稱
し 

た
。

林

の

「
硏
究
集
錄
」

に
私
の
報
と
し
て
、
信
州
生
れ
の
や
う
に
見
え
て
居
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

玉
村
八
幡
宮
の
算
額
は
大
正
中
に
は
存
在
し
天
が
、
數
年
前
に
參
詣
の
時
に
は
見
當
ら
ず
、

又
何
う
な
っ
た
か
も
不
明
で
あ
っ
た
。 

上
州
は
數
學
の
勝
れ
た
所
で
あ
っ
た
が
、
旣
に
見
出
さ
れ
た
諸
算
額
に
は
上
州
の
數
學
の
本
質
を
示
め
す
や
う
な
優
秀
な
も
の
は
見
ら 

れ
ぬ
と
言
っ
て
宜
か
ら
う
。

上
州
に
も
其
形
勢
の
上
か
ら
見
て
、
我
等
の
知
ら
ぬ
も
の
が
多
か
ら
う
と
思
ふ
。

十
七 

埼
玉
縣
で
は
大
宮
の
氷
川
神
社
の
算
額
が
擧
げ
て
あ
る
。

同
社
の
棧
敷
に
あ
る
と
云
ふ
が
、
實
は
神
樂
殿
で
あ
る
。
前
に
繪
馬 

堂
と
稱
し
沦
の
は
誤
り
で
あ
る
。

道
を
挾
ん
で
別
に
繪
馬
堂
が
あ
り
、

こ
ゝ
に
は
會
田
周
造
の
航
路
の
額
が
あ
る
。

函
館
の
五
稜
郭
を
設
計
し
た
伊
豫
大
洲
藩
士
武
田
斐 

三
郞
の
門
人
で
あ
る9
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神
樂
殿
の
額
を
上
げ
冼
都
築
利
治
一
派
は
下
總
の
成
田
、

上
州
榛
名
神
社
へ
も
奉
納
し
て
居
る
し
、

其
他
に
も
少
な
く
な
い
。

中
に
っ 

き
秩
父
大
宮
の
額
は
大
正
九
年
參
詣
の
時
の
寫
し
は
あ
る
が
、
數
年
前
に
は
旣
に
無
く
、

又
知
ち
ぬ
と
云
ふ
事
で
あ
っ
た
。 

追
加
に
深
谷
驛
よ
り
一
里
十
町
の
楡
山
神
社
大
正
五
年
の
額
が
あ
る
。
私
は
此
れ
に
依
っ
て
知
り
參
詣
拜
觀
し
た
が
、
實
は
深
谷
か
ら 

半
里
餘
、
木
之
本
で
は
な
く
八
日
市
に
鎭
坐
す
る
。
術
文
は
細
字
で
、
白
く
書
い
て
あ
り
不
明
だ
と
あ
る
が
、
踏
臺
が
あ
れ
ば
完
全
に
讀 

み
得
ら
れ
る
。

第
二
問
の
術
は
七
行
で
不
明
と
あ
る
が
、

實
は
五
行
に
書
い
て
あ
る
。

昭
和
十
三
年
十
一
月
熊
谷
中
學
校
の
田
畑
勇
次
敎 

諭
の
記
述
に
は
全
文
を
錄
し
て
居
る
。

比
企
郡
高
坂
村
坂
東
十
番
岩
殿
觀
音
の
額
は
參
詣
し
て
も
見
當
ら
な
か
っ
た
と
あ
る
が
、
堂
の
內
陣
の
向
っ
て
右
方
の
上
に
あ
る
。
其 

奉
納
者
內
田
祐
五
郞
の
碑
に
は
一
ケ
條
の
題
術
を
刻
す
る
。

歿
後
の
昭
和
八
年
と
は
あ
る
が
、

生
前
に
作
ら
れ
た
壽
藏
碑
で
あ
る
。 

墓
に
題
術
を
刻
し
え
も
の
は
東
京
小
石
川
區
江
戶
川
の
寺
に
あ
る
。

-

坂
東
九
番
慈
光
寺(

比
企
郡
平
村
西
平)

に
は

「
算
法
雜
爼
」
所
載
の
額
が
あ
り
、
序
文
の
あ
る
の
と
、
雜
爼
の
三
月
が
九
月
に
な
っ
て
居 

る

の

が

異

な

る

.0
觀
音
堂
の
廊
下
の
外
方
の
上
に
高
く
掛
か
り
頗
る
人
目
を
引
く
。

此
額
こ
そ
は
參
詣
さ
へ
す
れ
ば
目
に
着
く
筈
で
あ
る
。 

熊
谷
中
學
校
の
大
谷
恒
藏
敎
諭
昭
和
十
六
年
十
一
月
の
謄
寫
版
刷
物
に
は
、
縣
內
の
算
額
三
十
五
面
の
所
在
を
記
る
す
。
不
判
明
の
も 

の
を
除
い
た
も
の
ら
し
い
。

此
中
に
私
の
未
調
査
の
も
の
ハ
ヶ
所
九
面
あ
り
、

此
れ
を
加
へ
て
私
の
知
り
得
た
も
の
總
計
五
十
五
六
面
と 

な
る
。

中
に
秩
父
大
宮
の
額
と
、

昭
和
十
一
年
燒
失
の
大
里
郡
野
原
の
文
珠
堂
の
額
を
も
含
む
。
後
者
は
未
見
な
れ
ど
も
、
實
物
大
の
原 

稿
が
保
存
さ
れ
て
居
る
。

埼
玉
縣
で
私
の
見
た
最
も
古
い
の
は
、

北
足
立
郡
片
柳
村
御
藏
の
愛
宕
神
社
享
和
中
の
で
あ
る
。

算
®

雜

孜
(

三
上)
 

一
七

叮5



科

學

史

硏

究
 

第

三

號 

・
 

一
八 

十
八 

千
葉
縣
で
は
成
田
の
二
面
と
千
葉
寺
の
二
面
と
夷
隅
郡
鴨
根
の
淸
水
觀
音
の
一
面
が
見
え
る
。

千
葉
寺
の
額
は

田
中
常
、
と
し 

て
あ
る
が
、

此
れ
は
田
中
常
彌

で
あ
る
。
盲
人
で
あ
っ
た
。

成
田
の
額
は
今
は
同
所
圖
書
館
に
保
存
さ
れ
て
居
る
。

二
面
の
中
の
一
は
後
藤
磯
右
衞
門
戍
紀
の
奉
納
で

あ
る
が
、
跋
文
が
正
し
く
讀 

ま
れ
て
居
な
い9

私
は
嘗
て
成
紀
傳
を
作
り
、

千

葉

縣

敎

育

史

卷

ー(

昭
和
十
一
年)
(

頁
七
七
八
—

九)

に
抄
錄
さ
れ
て
居
る
か
ら
、

此 

れ
か
ら
跋
文
を
再
錄
し
て
見
よ
う
。

一
ニ
の
誤
植
は
訂
正
し
た
。

予
夙
志
一
一
于
數
曼

執
二
贄
山
田
先
生
之
門
一
旣
久
。
髯
髯
得
一
一
其
端
倪-
矣
。
是
則
先
生
之
浩
養
也
。
于
レ
玆
有
一-
學
友
加
藤
秀
一
者-
〇
常
來
往
而
討
ヨ
論 

之2

又
得
レ
ー
矣
。
雖
レ
然
未
レ
能T
入
一
箕
室-
視
義

奧

±〇
於
レ
是
乞-
ー
祈
誓
當
尊-
〇
負
二笈
四
方-
〇
今
也
以
一
一
此
道
一
唱
レ
洗
稱
レ
派
者
不
レ»

矣
。
就
レ
中
有= 

南
總
板
倉
先
生
者-
〇
實
窮--
關
家
之
集-
〇
聲
名
聞-
一
宇內
—0
衆
人
競
求--
朿
脩-
〇
予
幸
從-
一
遊
此
門-
〇
而
致
一
一
圓
理
之
微
意
一
焉
。
是
侵
當
山
之K

也
。
自 

レ
是
以
來
。
舉
一
于
我
門-
者
。
日
日
勉
强

・
〇
忘
一­
其
固
陋-□

題
術
之
以
贈
レ
予
。
雖
レ
然
門
生
多
。
逸
々
難
レ
載
レ
之
。
標­
其
ニ
ー-
〇
而
獻-
二
同
之
志
一 

而
已
。
成
紀
謹
識
。 

- 

此
文
は
固
よ
り
意
味
が
通
ず
る
。
算
額
の
錄
收
で
は
全
く
意
味
が
取
れ
な
い
。
首

部

が

「
下
風
中
心
于
數
學
者
贊
、

山
田
先
生:
:

」 

と

な

り

「
來
往
而
討
論
」
と
な
り
、

乞
精
誓
當
自
負
笈
四
方
と
な
り
、
「
以

此

道

、
此
跡

弧
者
不
勘
矣
」
と
な
り
、
「
實
竊
關
家
之

宗

聲

名

、
 

一宇
內
:
:

」

と
な
り
。

意
味
を
取
っ
て
讀
ん
で
な
い
や
う
に
思
は
れ
る
。

大
東
崎
の
飯
繩
寺
に
は
文
化
十
一
年
の
額
が
あ
り
、
「
神
璧
算
法
」
所
載
の
も
の
と
思
は
れ
る
が
、
序
文
が
附
い
て
居
る
。

未
だ
寫
し
て 

な
い
。

千
葉
縣
で
見
出
し
た
最
古
の
額
は
市
原
郡
姉
崎
町
不
入
斗
の
寺
に
あ
る
一
面
で
あ
る
。

縣
內
の
全
部
約
三
十
面
足
ら
ず
と
な
ら
う
。 

而
も
ま
だ
發
見
の
餘
地
が
少
な
く
な
い
。

巧6



十
九 

東
京
で
は
池
の
端
東
淵
寺
の
額
は
、
舊
市
內
で
知
り
得
た
唯
一
で
あ
る
。

私
は
昭
和
五
年
に
調
査
し
た
。 

調
布
の
川
向
ふ
の
穴
澤
天
神
の
額
は
府
中
の
六
所
明
神
へ
奉
納
の
額
と
同
じ
く
矢
野
口
の
小
俣
勇
、
俗
に
煙
草
屋
の
綱
さ
ん
と
呼
ば
れ 

た
人

©1
奉
納
で
、

一
枚
板
か
ら
成
り
、

先
年
三
越
あ
た
り
で
開
か
れ
た
何
か
の
展
覽
會
へ
出
品
さ
れ
た
事
が
あ
る
。
或
は
其
れ
以
後
再
び 

掛
け
て
な
い
か
も
知
ね
ぬ
。

花
又
鷲
神
社
、
梅
田
不
動
の
二
面
、

同
所
大
聖
寺
の
額
、

北
三
谷
の
額
が
、
私
の.
調
査
し
た
全
部
で
あ
る
。
谷
保
の
額
は
今
ま
で
知
ら 

ず
に
居
た
。
梅
田
の
額
は
大
正
中
の
調
査
で
あ
り
、

大
聖
寺
の
は
奉
納
者
の
家
へ
持
歸
っ
て
あ
っ
た
。
花
文
の
額
は
安
彥
專
一
氏
が
記
る 

し
て
居
る
。

北
三
谷
稻
荷
神
社
の
は
改
築
後
に
は
掛
け
て
な
い
か
ら
、
參
詣
し
た
だ
け
で
は
見
ら
れ
な
い
。

二
十 

嚴
島
千
疊
閣
の
文
政
十
年
檜
山
義
況
記
念
の
額
は
、
私
に
は
思
出
の
多
い
も
の
で
あ
る
。

今
は
旣
に
二
十
餘
年
の
昔
で
あ
る
が
、
 

九
州
出
張
の
途
次
、
宮
島
へ
立
寄
っ
て
廻
廊
か
陳
列
所
で
あ
っ
た
か
、
諸
寶
物
の
多
く
並
べ
ら
れ
て
居
る
中
か
ら
見
附
け
て
珍
ら
し
い
も 

の
に
思
ひ
な
が
ら
寫
取
る
餘
裕
が
な
か
っ
た
の
で
、
廣
島
の
舊
知
玉
井
源
作
君
に
托
し
て
寫
し
て
貰
っ
た
の
が
、

現
に
帝
國
學
士
院

收
藏 

の
寫
し
で
あ
る
。
嚴
島
神
社
の
用
紙
に
寫
さ
れ
て
居
る
。
私
の
見
た
時
に
は
千
疊
閣
に
あ
っ
た
の
で
な
く
、
寫
し
た
時
も
矢
張
り
さ
う
で 

あ
る
。
算
額
集
に
は
算
額
關
係
和
算
書
解
題
の
中
に
、

和

算

書
や

數

學

史

以

外

の-
1'
藝

備
先
哲
傳
」(

玉
井
源
作
著
、

大
正
十
四
年)

が
只 

一
部
の
み
記
る
さ
れ
、

此
額
と
廣
島
鶴
羽
根
神
社
額
の
記
事
あ
り
と
說
き
、
額
面
に
關
し
て
も
同
書
の
記
事
の
引
用
を
見
る
。
廣
島
の
額 

は
恩
師
森
田
保
之
先
生
か
ら
寫
し
を
得
た
の
が
、

此
れ
も
幸
に
學
士
院
に
存
す
る
。
廣
島
と
宮
島
の
兩
算
額
は
私
に
取
っ
て
も
か
う
し
た 

事
情
が
あ
る
し
、
算
額
集
の
編
者
の
膝
元
の
事
で
も
あ
る
か
ら
、
特
に
前
の
寫
し
と
比
較
し
て
見
る
こ
と
と
し
よ
う
。

首
に
あ
る
檜
山
義 

況
先
生
略
傳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

算

額

雜

賢

三

占
 

-

九
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科

學

史

硏

究
 

第

三

號 

・
 

二
〇 

檜
山
義
況
先
生
。
藝
州
廣
島
人
。
而
山
口
信
房
第
二
子
也
。
出
爲-
周
防
巖
國
人
檜
山
文
宅
嗣-
〇
先
生
自
レ
幼
好
一
數
術
天
文Y

深
究=

其
奧
旨
—〇
當
二 

是
時-
〇
岩
國
方
開
ニ

番

田
-0
藩
主
乃
令
ヨ先
生
董
一-
其
役-
〇
先
生
乃
竭
レ
カ
從
レ
事
。
共
錢
穀
出
納
之
度
。
乃
分
率
準
豊
之
方
。
最
得
一
一
其
宜-
〇
自
レ
是 

其
後
。
每-
ーー封內
有
一
非
常
役
—〇

召
一
一
先
生
一
咨­=
度
其
所-
裁
制
—〇
規
畫
不
レ
失
毫
釐-
〇
藩
主
嘉
レ
之
。

屢
加
一
ー
重
賞-
〇
晚
節
有
レ
故
。
辭
一
假
父-

歸
一
本 

族-
〇
其
後
築-
一
畫
於
佐
伯
郡
己
斐
村
-0
剃
髮
自
號
二
雲
門-
〇
逍
遙
自
適
。
以
終
一
真
世-
〇
初
先
生
之
學
數
術
於
浪
華-
也
。
嘗
過
ー
一 i

問
日
。 

*•
天
成
算
法
导

。
主
人
日
。
吾
未=
«
«

ー
ー
此
書
名
—〇
側
有
一
ー
一
人
—〇
熟
ニ
視
先
生y

問
日
。
子
亦
好
一
數
術
一
乎
。
先
生
日
。
然
。
其
人
欣
然
悅
日
。 

然
則
與
レ
子
語
。
願
辱
一
一
玉
趾
於
做
屋-
〇
乃
相
携
而
去
。
至
則
間
大
業
之
宅
。
門
戶
淸
潔
。
儼
然
巨
家
。
乃
相
揖
登
レ
堂
。
欵
言
數
刻
。
把
握
甚
權
。 

大
業
徐
而
問
日
。
子
師
爲
レ
誰
。
先
生
日
。
余
自
レ
來-
此
地
—〇
未
レ
有
二
定
師-
〇
大
業
日
。
方
今
以
歷
術
一
鳴
者
。
爲
一
麻
田
先
生Y

以
數
術
一
鳴
者
。 

爲
ー
一
坂
正
永
先
生-
〇
手
從
一
一
此
兩
人-
〇
亦
足
二
以
遂
一
一
其
志
一
矣
。
先
生
大
悅
。
乃
介
二
間
大
業-
〇
修
二
贄
二
先
生
—〇
鰐
然
往
來
然
歸
。
先
生
自
以
爲
得
レ
所 

f
e
o
自
與
ー
ー
間
大
業
、
高
橋
梅
林
-〇
相
親
切
劉
。
其
術
大
進"

當
二
是
時-
〇
大
府
方
有
二
改
曆
事―
〇
乃
召
二
梅
林
、
大
業
於
東
都-
〇
兩
人
臨
レ
發
。
拉
-
坂

・
 

正
永
一
而
去
。
先
生
旣
離
二
師
友-
〇
愀
然
未
レ
裝
。®

隱­-
廣
島-
〇
硏
精
疑
數
。
華
々
不
レ
倦
。
盖
先
生
爲
レ
人
。
沈
退
謙
默
。
不
レ
欲
ー
ー
以
レ
所
レ
長
誇P

人
。 

人
叩
レ
之
則
應
。
不
レ
然
則
否
。
是
以
人
亦
莫
レ識=

其
蘊Y

藝
侯
聞
レ
之
。
屢
使

ヨ

人
間
一-
天
文Y

先
生
乃
審
奏­
一
異
星
日
食
之
說
-O
循
循
然
有
レ
理
。
梨 

然
可
レ
聽
。
大
足
ー
ー
以
發--
其
蘊-
〇
侯
厚
有
一
褒
賞-
〇
大
府
嘗
使
ー
ー
ー
伊
能
勘
解
由
等
。
测
一
一
量
諸
州
沿
海
地-
〇
先
生
出
而
會
レ
之
。
與
而
有
レ
功
。
嗚
呼
惜
哉
。 

文
化
十
一
年
正
月
十
六
日
。
先
生
罹
レ
疾
而
卒
。
年
七
十
有
六
。
文
政
乙
酉
之
冬
。
余
遊
ーー藝
州-
〇
抵­-
入
木
村-
〇
留
一
寓
桑
原
子
順
宅
二
日
共
隣
邑 

人
。
武
田
正
信
。
來
吿
日
〇
吾
師
義
況
先
生
。
頗
善
一
一
天
文
數
術-
〇
自
レ
少
至
レ
老
。
耽
樂
不
レ
渝
。
而
簡
默
旗
重
。
嘗
自
晦
韜
。
未=
*

有
一
夸
燿
之
色-
〇 

是
以
人
無
レ
知
二
其
能-
〇
今
而
不
レ
圖
。
則
吾
懼
一
一
其
美
之
久
而
漂
沒
一
也
。
頃
吾
二
三
同
門
。
相
與
聚
議
。
欲
〒
識
一
一
師
之
妙
術
於
匾
額-
〇
以
掛
由
之
於
嚴 

島
神
履
也
。
夫
吾
嚴
島
。
天
下
之
靈
區
。

四
海
之
所­B

仰
一
也
。
若
因
レ
之
而
傳
ー
ー
ー
播
芳
聲
於
天
下
與
一
後
世-
〇
則
得
一=
小
報
一
一
師
鴻
恩
一
乎
。
而
吾
輩 

拙-
一
文
辭-
〇
子
其
文
レ
之
。
余
聽
而
深
嘉
二
正
信
及
諸
子
之
志Y

姑
銓
ー
ー
ー
次
其
所
ー
ー
云
々
—〇
以
作
一
ー
略
傳-
〇 

文
政
九
年
丙
戌
夏
四
月
下
浣
。
東
讚
三
野
知
彰
撰
。

此
寫
し
に
何
字
か
疑
は
し
い
所
は
あ
る
。

而
も
檜
山
義
況
の
事
は
略
、ゝ

之
に
依
っ
て
知
ら
れ
る
。
色
々
と
尋
ね
て
も
見
た
が
、

他
に
手
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掛
り
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
義
況
が
大
坂
で
麻
田
、

坂
に
師
事
し
、

間
重
富
、
高
橋
至
時
と
交
っ
た
の
は
、
寬
政
改
曆
の
爲
め
に
二
人
が 

江
戶
に
徵
せ
ら
れ
た
時
と
云
へ
ば
、
同
七
年
の
事
で
あ
り
、
義
況
五
十
七
歲

の
時
で
あ
る
。

此®
ー

ー
人
が
坂
正
永
を
拉
し
て
去
る
と
は
、
 

坂
が
算
者
と
し
て
顧
問
役
に
江
戶

へ
伴
ひ
行
か
れ
た
の
で
あ
る
。
注
意
す
べ
き
史
料
と
言
ひ
た
い
。

算

額

集

に

は

略

傳

は

「
三
十
九
行
、

大
部
分
不
明
に
付
省
略
す
」

と
あ
る
か
ら
、

今
之
を
補
ふ
。
寫
し
に
は
年
紀
を
入
れ
て
恰
も
三
十 

九
行
に
な
っ
て
居
る
。
後
の
題
術
の
寫
し
は
字
詰
が
算
額
集
と
は
一
致
せ
ぬ
。 

• 

題
術
七
ヶ
條
あ
り
、
其

第

一

は

--!

檜
山
義
況
先
生
遺
術
」

と
あ
る
、

集
に
は
義
況
の
二
字
が
な
い
。

此

題

に

「
四

球

相

切

、
、
唯
云
甲 

球
徑
」

と
あ
る
の
は
、
「
四
球
相
切
、
錯
互
容
”
之
。
甲
球
徑
」

が
正
し
い
。

第

二

題

に

は

「
作
大
方
面
」

の

次

に

「
容
一-
小
方
面
一
」

の
四
字
を
脫
す
る
。

第
三
題
は
題
意
不
明
と
あ
る
が
、
寫
し
に
も
圖
が
判
明
せ
ぬ
。
「
不
正
平
截
之
、
唯
云
方
面
」
と
お
る
の
は
、
寫

し

に

は

「
而
從
レ
上
至 

レ
下
截
“
之
、
立
方
面
」

に
な
っ
て
居
る
。

第

五

題

の

「
河

野

助

九

郞

道

、
」
は
寫
し
に
通
敦
と
あ
る
。

第
六
、

七
は
作
圖
の
題
で
あ
る
の
が
珍
ら
し
い
。
・
大
方
面
の
內
に
斜
卽
ち
對
角
線
上
に
任
意
に
一
點
を
取
り
、

此
點
を
一
頂
點
と
し
て 

一
隅
に
小
方
面
を
截
去
し
、
「
而
以
一
一
餘
積i

問N

得
卡
作
一
平
方
面-

規
矩
上
如
何r

と
云
ふ
の
で
あ
る
。
規
矩
と
は
作
圖
に
關
す
る
。

此
中 

の
而
以
の
二
字
が
不
明
と
さ
れ
、

返

り

點
も

稍*

誤
る
。
寫
し
に
は
題
圖
と
作
圖
が
上
方
に
相
並
ん
で
居
る
が
、
集
に
は
一
は
下
方
に
出 

て
居
る
。

•

第

七

題

は

「
術
四
行
不
明
」
と
あ
る
が
、
寫
し
に
は
記
載
が
あ
る
。
題

に

「
三
斜
面
內
」
と
あ
る
の
は
、
「
三
角
面
內
」
が
正
し
い
。

正
三 

算

額

雜

孜
(

三
上)
 

ニ
ー
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科

學

史

硏

究
 

第

三

號

ニ
ニ

角
形
內
に
斜
線
を
隔
て
て
二
等
圓
を
容
れ
る
も
の
で
、
其
作
圖
を
問
ふ
の
で
あ
る
。

珍
ら
し
い
例
で
あ
る
か
ら
、
玆
に
誌
る
し
て
置
く
。

矩
日
。
以
レ
乙
爲
レ
心
。
求
一
一
戊
甲
丙
丁
弧
--

〇
亦
以
レ
甲
爲
レ
心
。
求
ー
ー
乙
戊
弧-
〇
以
ー
ー
乙
之
直
角
逋
弧
甲 

丁
線
—〇
為
二
戊
已Y

設
〒
以
一
箕
己
一
爲
レ
心
切
レ
面
之
圓
徑
±〇
而
庚
甲
辛
乙
之
線
。
皆
切­­
其
圓
周-
〇
亦
設
ー- 

甲
角
之
半
-・

〇 

過
ー
ー
甲
壬
線-
〇
以
レ
壬
爲
レ
心
。
設
癸
壬
圓
—〇
得-
等
圓
徑Y

合
レ
問
。

此
作
圖
の
二
題
は
集
に
は
武
田
仁
平
、
武

田

和

平

と

し

て

あ

る

が

、
實
は
武
田
仁
平
二 

鴻
範
、
武
田
和
平
二
正
信
で
あ
る
。
年
紀
も
亦
文
政
十
年
丁
亥
春
二
月
下
潮
で
あ
る
。

武
田
和
平
次
家
は
今
の
安
佐
郡
中
原
村
中
島
で
あ
り
、
廣
島
か
ら
太
田
川
に
沿
う
て
八
木
に
至
り
、

川
を
渡
つ
沦
向
ふ
が
卽
ち
中
島
で 

可
部
に
近
い
。
廣
島
か
ら
四
里
弱
で
あ
る
。

二

十

一

算

額

の

遺

存

す

る

も

の

は

、

ど
れ
位
の
數
に
上
る
で
あ
ら
う
か
は
、

今
容
易
に
推
測
も
出
來
兼
ね
る
け
れ
ど
も
、

上
述
の
如 

き
事
情
か
ら
考
へ
て
も
、

多
く
有
ら
う
事
は
疑
は
れ
な
い
。

而
も
遺
漏
な
く
之
を
見
出
し
盡
く
す
こ
と
は
、
恐
ら
く
不
可
能
事
で
あ
る
。 

そ
れ
は
望
ま
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
若
し
成
る
べ
く
多
く
發
見
調
査
し
て
編
集
し
た
も
の
が
出
來
れ
ば
、
和
算
の
硏
究
、
別
し
て
算
家
の
地 

方
分
布
な
ど
調
べ
る
上
に
好
個
の
參
考
資
料
と
も
な
り
、
鄕
土
的
敎
育
の
便
宜
に
も
な
ら
う
。

私
は
さ
う
し
た
も
の
の
出
來
る
の
を
望
む
。 

そ
れ
に
は
成
る
べ
く
多
く
集
め
、
成
る
べ
く
正
確
に
寫
し
取
っ
て
正
し
く
傳
へ
ら
れ
る
こ
と
が
第
一
に
望
ま
し
い
。 

算
額
集
に
見
る
如
く
行
數
字
數
を
原
額
面
に
見
る
の
と
同
じ
に
寫
し
出
す
の
は
、
賢
明
の
策
で
あ
る
。
之
に
依
っ
て
脫
字
の
有
無
な
ど 

直
ち
に
判
斷
さ
れ
る
。
漢
文
は
大
抵
各
行
の
字
數
が
齊
う
て
出
入
が
な
い
か
ら
、

少
し
の
注
意
を
す
れ
ば
、
す
ぐ
判
る
の
で
あ
る
。 

文
意
を
正
確
に
讀
む
こ
と
も
亦
最
も
大
切
で
あ
る
。

文
意
が
充
分
に
了
解
さ
れ
な
い
で
は
、

兎
角
、
錄
取
の
正
確
を
期
し
難
い
。

餘
り
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に
我
意
を
以
て
勝
手
な
讀
み
方
を
し
て
も
な
ら
な
い
が
ヽ
而
も
單
に
不
判
明
な
文
字
を
形
の
上
か
ら
だ
け
寫
し
取
る
の
で
は
誤
り
傳
へ
易 

い
こ
と
と
な
る
。

列
へ
ば

其
於
經
世
治
國
之
業

一
日
口□
□

也

と

あ
れ
ば
、
不
判
明
の
三
字

は

「
不
可
無
」

で
あ
ら
う
こ
と
は
略*

察
せ
ら
れ
る
し
、

又
經
世
に
於
て
國
を
治
む
る
の
業
と
讀
む

べ
き
で 

は
あ
る
ま
い
。

必
ず

數
の
道
な
る
も
の
は
、
經
世
治
國
の
業
に
於
て
、

一
日
た
り
と
も
無
か
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り 

と
云
ふ
意
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

他
に
寫
し
の
存
す
る
者
に
據
れ
ば
、
不
可
缺
也
と
あ
る
。

二
十
二

和
算
の
算
題
が
普
通
に
如
圖
の
二
字
で
片
附
け
ら
れ
て
委
細
の
定
義
が
下
さ
れ
て
居
な
い
の
は
、

周
知
の
通
り
で
あ
る
。

而 

も
其
圖
は
唯
一
樣
に
の
み
解
せ
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
解
釋
に
依
っ
て
變
っ
た
結
果
に
な
る
こ
と
も
間
々
有
る
。

さ
う
し
た
場
合
は
說

・
 

明
を
加

へ
る
こ
と
も
望
ま
し
い
で
あ
ら
う
が
、
多
く
の
場
合
に
於
て
は
、

和
算
に
馴
れ
た
も
の
に
は
圖

だ
け
で
理
解
出
來
る
。

從
っ
て
ー 

--

西
洋
風
に
說
き
改
め
る
要
は
あ
る
ま
い
。

そ
れ
は
只
く
だ
く
だ
し
い
許
り
で
、

圖
を
拔
き
に
し
て
圖

形
の
命
名
を
し
て
書
い
て
あ
っ
て 

も
、

其
圖
を
、い
中
に
恩
ひ
浮
べ
て
解
す
る
こ
と
は

大
に
骨
が
折
れ
る
。
說
明
す
る
な
ら
成
る
べ
く
原
圖
の
ま
ゝ
で
直
接
に
了
解
し
得
ら
れ 

ノ

る
や
う
に
試
み
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

二
十
三 

額
面
論
爭

三
事
と
し
て
第

一

に

「
九
歲

の
少
年
の
應
酬
」
を
說
き
、
備
中
養

の
阿
智

神

社

へ

寬

政

八

年

石

井

源

美

奉

納

の 

題
術
に
關

し
、

文
政
十
三
年
九
歲

の
少
年
鹽
飽
經
治
が
應
酬
し
た
が
、

少
年
は
學
力
と
云
ひ
、
應
酬
す
る
旨
の
文
な
ど
一
切
書
か
な
い
處 

と
い
ひ
、
實
に
感
心
な
少
年
で
あ
る
と
見
え
る
。 

ゝ

算

額

雜

孜
(

三
上)
 

二
三
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科

學

史

硏

究
 

第

三

號 

二
四 

額
面
に
於
て

は

「
宅
間
流
五
世
妻
野
重
供
門
人
、

石
井
源
藏
資
美
」
と
あ
り
、
「
武
田
流
算
學
、
九
歲
、
鹽
飽
經
治
」
と
あ
る
。

石
井
源
美 

と
あ
る
の
は
脫
字
の
あ
っ
た
誤
り
で
あ
る
。

兩
額
面
の
奉
納
は
三
十
餘
年
を
經
て
は
居
る
が
、

大
坂
で
宅
間
流
と
武
田
流
は
對
立
し
て
必
ず
し
も
融
合
し
て
居
ら
ぬ
か
ら
、

其
事
情 

も
考
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
私
は
倉
敷
採
訪
の
時
に
石
井
も
鹽
飽
も
事
蹟
を
探
知
す
べ
き
手
懸
り
を
も
得
な
か
っ
た
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
が
、
 

鹽
飽
少
年
に
は
必
ず
相
當
の
師
匠
が
あ
っ
た
ら
う
。

少
年
の
名
で
奉
納
さ
れ
て
も
、
實
は
師
旅
る
人
の
作
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
は
れ
る
。 

か\

る
例
は
珍
ら
し
か
ら
ぬ
事
で
あ
っ
て
、

必
ず
し
も
名
義
人
の
學
力
造
詣
の
證
と
は
な
ら
ぬ
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。
倉
敷
の
額
の
場 

合
は
何
う
で
あ
ら
う
。

少
年
の
師
が
誰
で
あ
っ
た
か
が
判
ら
ぬ
の
が
、
誠
に
惜
し
い
。 

• 

二
十
四 

問
題
の
分
類
が
試
み
ら
れ
て
居
る
が
、

今
其
ー
ん
に
就
い
て
說
く
こ
と
は
出
來
な
い
。

中
に
三
次
四
次
方
程
式
の
一
節
が
あ 

る
。

四
ヶ
條
を
擧
げ
る
。

其
一
は
京
都
府
山
城
乙
訓
郡
新
神
足
村
開
田
の
長
岡
天
滿
宮
へ
、
寬
政
二
年
庚
戌
十
二
月
、
京
都
、

中
根
流
中 

島
敬
輔
門
人
、
長
岡
今
堀
彌
吉
直
方
、

十
二
歲

の
奉
納
し
た
四
問
の
第
二
で
、
 

正
方
形
の
面
積
の
立
方
根
と
一
邊
の
和
を
ハ
寸
と
し
て
、
對
角
線
を
問
ふ
も
の
で
あ
る
。

此
問
題
は
一
次
の
項
の
缺
け
た
三
次
方
程
式
に
な
る
と
し
、

一
方
に
は
答
不
明
と
は
あ
る
が
、

又
一
面
に
は
公
式
解
法
の
式
を
記
る
し 

て
あ
る
。
併
し
問
題
だ
け
で
、
答
數
も
術
文
も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

三
次
方
程
式
の
公
式
解
法
を
試
み
た
と
か
、
之
を
求
め
沦
と
云
ふ 

こ
と
に
は
な
ら
な
い
。 

・

•

二
十
五 

第
二
は
姬
路
市
廣
峰
山
廣
峰
神
社
へ
明
治
十
八
年
乙
酉
十
一
月
十
八
日
、

中
西
再
新
々
流
石
田
正
義
門
人
奉
納
の
一
問
で
、
 

傍
記
の
如
く
見
え
る
。

其
術
文
を
算
式
に
譯
せ
ば
、
，
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と
な
り
、

明
ら
か
に
三
次
方
程
式
を
公
式
で
解
い
た
結
果
に
疑
ひ
な
い
。

三
次
四
次
方
程
式
の
公
式
解
法
は
信
州
上
田
の
竹
內
武
信
及
び
其
門
下
の
間
に
行
は
れ
え
が
、
武
信
は
嘉
永
六
年
九
月

歿
で
あ
る
か
ら
、
其
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。

姬
路
の
中
西
流
に
於 

て
年
代
は
甚
だ
後
れ
て 

も
、

三
次
方
程
式
の
公 

式
解
法
が
算
額
の
上
に 

現
は
れ
た
の
は
、

多
と 

す
べ
き
で
あ
る
。

二

十

六

一

次

の

項

の

な

い

四

次

方

程

式

の

場

合

は

、
伊
豫
道
後
八
幡
宮
奉
納
の 

嘉
永
三
戌
年
正
月
、

山
崎
嘉
右
衞
門
昌
龍
算
額
と
、
京
都
北
野
天
滿
宮
、

明
治
十 

二
年
卯
八
月
の
算
額
の
各
一
問
が
擧
げ
て
あ
る
。
其
問
題
は
正
三
角
形
の
中
へ' 

圖
の
如
く
四
圓
を
容
れ
、

三
角
の
一
邊
を
知
っ
て
、

人
圓
徑
を
問
ふ
も
の
で
あ
る
。 

、

北
野
の
額
で
は
二
等
邊
三
角
形
と
な
り
、
等
邊
と
底
を
知
っ
て
人
圓
徑
を
求
め
る
。
但
し
天
を 

乙
、

人
を
甲
、

地
を
丙
と
記
る
し
て
居
る
。

此
額
は
長
谷
川
善
左
衞
門
弘
門
下
の
も
の
と
認
む
べ 

き
で
あ
る
。
道
後
の
額
に
は
題
術
ニ
ケ
條
を
記
る
し
、

さ
て 

算
®
I

雜

孜
(

三
上) 

二
五

今
有
〒
如
レ
圖
圓
內
隔-
一
弧
背
一
容
由
最
大
圓
及
等
圓
三
個±
〇 

只
云
等
圓
徑
若
干
。
問
二
外
圓
徑
幾
何
—〇 

術
日
。
以­-
三
個­
除­-

一
十
個
--

〇
開
平
方
。
以
-
三
個­
除 

レ
之
。
以-
二
個­

加
減
而
借
レ
之
。
各
開
立
方
。
相
加
。
乘
一
一 

等
徑-
〇 

得
一
外
徑
-・

〇
合
レ
問
。

鹿

浦

宮
-

街 

三

木

治

郞

吉
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第

三

號
 

' 

初
學
小
島
馭
季
。
後
遊
東
都
。
入
司
天
監
藤
田
貞
升
門
。
藤
田
氏
者
。
關
洗
六
傳
也
。

二
六

と
あ
り
て
、
次
に
年
紀
と
山
崎
の
氏
名
が
あ
る
。

其
意
義
は
判
然
し
な
い
が
、
或
は
所
載
の
題
術
は
小
島
の
作
で
、
之
を
山
崎
が
奉
納
す 

る
と
云
ふ
の
で
あ
ら
う
か
。

二
十
一
面
の
算
額
中
に
は
、

天
保
三
壬
辰
季
ハ
月
、
小
島
馭
季
門
人
、
關
流
佐
野
善
次
郞
氏
昌
と
云
ふ
の 

と
、
同
年
月
で
同
じ
く
小
島
門
人
、
關
流
簡
野
主
計
光
利
と
云
ふ
二
面
が
あ
り
、
共
に
題
術
一
ケ
條
だ
け
の 

額
で
あ
る
。

術
文
を
算
式
に
譯
せ
ば
、
上
記
の
人
の
式
と
な
る
。
北
野
天
滿
宮
の
問
題
で
は
、

其
術
は
等
邊
を
等
と
置 

き
て
甲
の
式
と
な
る
。
之
を
正
三
角
形
の
場
合
に
打
算
す
れ
ば
、
等
と
底
と
を
等
し
と
し
て
、
第
二
の
甲
の 

式
と
な
り
、
道
後
八
幡
宮
の
術
と
一
致
す
る
。

問
題
の
條
件
か
ら
若
干
の
算
式
が
作
ら
れ
、
之
を
處
理
し
て
一
元
方
程
式
を
作
れ
ば
四
次
方
程
式
を
得
る 

の
で
あ
ら
う
が
、
其
術
な
る
も
の
は
果
し
て
斯
く
し
て
得
る
一
次
の
項
の
缺
け
た
四
次
方
程
式
の
公
式
的
解 

法
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ら
う
か
。
若
く
は
其
方
程
式
を
作
り
上
げ
ず
に
或
種
の
取
扱
を
試
み
て
得
べ
き
で
あ 

ら
う
か
。
解
法
が
示
め
さ
れ
て
居
な
い
の
で
、
我
等
は
其
內
情
を
詳
か
に
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
。 

二
十
七
和
算
書
中
に
記
載
の
あ
る
算
額
が
現
に
存
す
る
も
の
の
極
め
て
乏
し
い
こ
と
は
、
算
額
集
に
も

人=2+WW 鬲—5）

m_________ 底#4一（底 /等+2）
H _2+y（4V底/等+2 + 1）-3（底/等+2） + 2 

m_ _ g. _も

*4忙 5+2 W48-5+2

注
意
さ
れ
て
居
る
通
り
で
あ
る
。
同
書
に
若
干
の
刊
行
算
害
を
參
照
さ
れ
た
だ
け
で
、
「
賽
詞
神
算
」
、
「
額
題
輯
錄
」
を
始
め
其
他
多
く
の 

寫
本
な
ど
に
所
載
の
あ
る
も
の
は
擧
げ
て
な
い
。

此
等
を
打
算
し
て
も
矢
張
り
同
じ
で
あ
る
。
埼
玉
縣
の
五
十
數
面
の
中
で
も
、

比
企
郡
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平
村
の
坂
東
九
番
觀
音
慈
光
寺
の
算
額
が
「
算
法
雜
爼
」

に
見
え
、

千
葉
縣
で
は
大
東
崎
の
飯
繩
寺
の
が

「
神
壁
算
法
」

に
載
る
な
ど
は
、
 

寧
ろ
珍
ら
し
い
例
で
あ
る
。
群
馬
縣
で
も
二
三
の
例
を
見
る
に
過
ぎ
な
い
。

此
事
情
か
ら
し
て
、

和
算
書
所
載
の
算
額
が
多
く
は
旣
に
失 

は
れ
て
居
る
こ
と
を
示
め
す
。

此
れ
と
同
時
に
又
現
存
の
も
の
が
多
く
算
書
中
に
記
載
さ
れ
て
居
な
い
か
を
も
物
語
る
の
で
あ
る
。
京
都 

祇
園
元
祿
四
年
の
額
の
如
き
も
、
私
の
狹
き
知
見
の
範
圍
內
で
は
此
れ
を
記
る
し
た
も
の
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
果
し
て
然
ら
ば
嘗 

て
算
額
の
奉
納
さ
れ
た
全
數
は
餘
程
の
數
に
上
っ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
は
れ
る
。

現
存
の
算
額
も
亦
餘
り
年
所
を
經
な
い
で
、
 

亡
失
の
運
命
を
辿
る
で
あ
ら
う
事
も
疑
は
れ
ぬ
。

此
故
に
更
に
進
ん
で
多
く
の
算
額
を
探
索
し
て
此
れ
を
集
め
た
書
物
の
作
ら
れ
る
こ
と
も
甚
だ
望
ま
し
い
が
、

更
に
一
步
を
進
め
て
諸 

算
書
中
に
記
載
の
あ
る
も
の
を
集
め
て
刊
行
し
て
置
く
こ
と
が
出
來
た
な
ら
ば
、

硏
究
者
に
は
甚
だ
好
都
合
で
あ
ら
う
。 

私
の
見
る
所
が
誤
ら
ず
と
す
れ
ば
、

現
存
の
算
額
よ
り
も
記
錄
に
遺
っ
た
も
の
の
方
が
ず
っ
と
優
秀
な
者
が
多
い
や
う
に
思
は
れ
る
。 

'

算
額
に
就
い
て
考
察
を
試
み
る
な
ら
ば
、

此
等
を
成
る
べ
く
多
く
集
め
て
硏
究
す
る
事
が
望
ま
し
い
。

二
十
ハ 

算
額
奉
納
は
諸
算
者
に
取
っ
て
は
、
意
義
あ
る
重
大
な
行
事
で
あ
っ
た
ら
う
し
、

多
く
努
力
を
要
し
た
で
あ
ら
う
事
も
疑
ひ 

を
要
せ
ぬ
。

け
れ
ど
も
奉
納
者
が
必
ず
し
も
學
力
の
優
れ
て
居
る
と
云
ふ
譯
で
も
な
い
し
、

中
に
は
社
中
の
諸
門
人
の
練
習
用
に
奉
納
し 

た
の
も
あ
り
、
隨
分
如
何
は
し
い
の
も
少
な
く
な
い
。
多
數
の
算
額
に
見
る
題
術
は
中
に
は
同
じ
の
も
あ
り
、

大
同
小
異
と
云
ふ
か
、

同 

種
類
の
も
の
が
大
部
分
を
占
む
る
と
云
ふ
の
も
亦
事
實
で
あ
る
。

優
秀
な
業
績
を
見
る
と
云
ふ
目
的
か
ら
は
左
ま
で
重
要
で
な
い
か
も
知 

れ
な
い
。

私
は
最
も
諸
算
家
の
地
方
分
布
の
好
參
考
資
料
と
し
て
重
視
し
た
い
の
で
あ
る
。
和
算
の
萃
と
も
云
ふ
べ
き
程
の
も
の
を
算
額 

の
上
に
見
出
す
こ
と
は
固
よ
り
容
易
に
望
ま
れ
な
い
。

而
も
算
額
の
盛
ん
に
行
は
る
ゝ
が
爲
に
、
算
家
相
互
の
間
に
刺
戟
を
與
へ
、
競
爭 

算

額

雜

砍
(

三
上)
 

二
七
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・
 

.
二
八 

を
生
じ
、

修
練
上
達
の
效
果
を
遺
し
た
事
も
其
例
が
存
す
る
。
算
額
が
和
算
の
發
達
普
及
の
上
に
如
何
な
る
役
割
を
演
じ
た
か
な
ど
は
、
 

充
分
の
正
確
度
を
以
て
硏
究
推
論
す
る
こ
と
を
要
す
る
の
で
あ
る
。

二
十
九 

私
は
埼
玉
縣
に
於
て
最
も
多
く
の
算
額
を
見
て
居
る
。

今
の
埼
玉
縣
の
地
か
ら
は
藤
田
貞
資
、

今
井
兼
庭
、

千
葉
歲
胤
等
が 

出
た
が
、

其
頃
の
算
額
は
殘
っ
て
居
ら
ぬ
。
現
在
殘
っ
て
居
る
の
は
、
其
中
の
古
い
所
で
は
傳
系
が
判
然
せ
ぬ
の
が
多
い
。

少
し
後
に
な 

る
と
上
州
算
家
の
門
か
ら
出
た
も
の
の
算
額
が
見
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

坂
東
九
番
觀
音
の
額
な
ど
も
其
れ
で
あ
る
。

此
額
は
市
川
行
英 

門
人
三
人
の
名
で
奉
納
し
て
あ
る
が
、
其
三
人
共
に
餘
り
知
ら
れ
て
居
ら
ぬ
。

此
額
が
恐
ら
く
縣
內
幾

多

の

現

存

覆

額

中

の

白

眉

と

言 

っ
て
も
宜
い
も
の
で
あ
ら
う
。
安
原
、
礒
川
等
の
算
額
は
今
も
あ
る
が
、
其

師

齋

藤

宜

義

の

「
數
理
神
篇
」

へ
此
人
々
の
名
で
載
せ
ら
れ 

た
も
の
に
比
す
べ
く
も
な
い
の
で
あ
る
。 

• 

<

然
る
に
江
戶
の
至
誠
賛
化
流
を
創
め
た
古
川
氏
淸
の
後
裔
の
家
に
は
、
元
と
豐
富
で
あ
っ
た
藏
書
は
今
は
散
逸
し
て
算
書
な
ど
殆
ん
ど 

遺
っ
て
居
な
い
の
で
あ
る
が
、
珍
ら
し
く
も

-

奉
獻
備 

先
師
尊
靈
算
法

，
武

州

忍

藩

安
政
四
歲
次
丁
巳
南
至
日 

> 

;

小

弟

謹

識

と
題
し
て
、

九
問
の
題
術
を
記
る
し
、

平
井
八
十
右
衞
門
尙
休
、
伊
藤
愼
平
時
方
、
妹
尾
金
八
郞
直
方
、

田
中
富
五
郞
昌
言

Ea(
人
の
姓
名 

を
署
し
た
一
通
が
あ
る
。

記
載
の
形
式
は
算
額
と
し
て
何
れ
へ
か
奉
納
し
た
も
の
ら
し
く
も
思
は
れ
る
が
、

此
れ
を
言
表
は
し
て
は
な
い
。 

古
川
氏
淸
は
文
化
四
年
に
關
孝
和
百
囘
忌
の
法
要
を
營
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、
古
川
と
親
交
の
會
田
安
明
は
此
れ
に
參
加
し
て
若
干
條
の
題

i66



術
を
選
ん
で
捧
げ
た
が
、
其
寫
本
は
今
も
傳
へ
ら
れ
て
居
る
。

か
う
し
た
例
も
あ
る
か
ら
、

忍
藩
算 

家
の
算
題
も
亦
た
ヾ
靈
前
に
供
へ
た
に
過
ぎ
な
い
の
か
知
れ
ぬ
。

そ
れ
は
兎
も
角
、
算
額
か
若
く
は 

此
れ
に
準
ず
べ
き
も
の
と
云
ふ
事
は
出
來
る
。
何
分
算
額
と
し
て
の
實
物
が
殘
っ
て
居
る
の
で
な
い 

か
ら
、

今
此
れ
を
取
上
げ
て
說
く
の
も
如
何
は
し
く
も
あ
ら
め
が
、
併
し
埼
玉
縣
で
現
に
存
す
る
も 

の
及
び
寫
し
の
傳
へ
ら
れ
た
も
の
に
比
す
れ
ば
、

私
の
知
る
限
り
に
於
て
は
、
此
忍
藩
中
の
一
通
が 

其
內
容
か
ら
見
て
最
も
優
れ
て
居
る
と
謂
ふ
事
が
出
來
よ
う
と
思
ふ
。

九
ヶ
條
全
部
を
紹
介
す
る
こ 

と
は
差
建
へ
る
が
、
其
第
六
は
圖
の
如
く
圓
中
に
四
蓊
を
設
け
て
、

五
圓
を
挾
ん
で
容
れ
、
東
西 

南
の
三
圓
徑
を
知
っ
て
北
圓
徑
を
問
ふ
も
の
で
、
術
は 

• 

北U
東
西
、南

或

は

東
-

南=
北
-

酉と
な
る
こ
と
に
相
當
す
る
。

正
邪
は
未
だ
立
證
し
て
見
な
い 

が
、
簡
單
で
面
白
い
も
の
と
思
ふ
。

此
れ
は
妹
尾
の
名
前
で 

お
る
。

末
問
は
圓
積
率
を
加
減
を
用
ひ
ず
に
求
め
る
と
云
ふ
も
の
で
、

下
記
の⑴

又
は⑵

の
式
に
相
當 

す
る
も
の
と
な
り
、
前
者
を
從
强
漸
親
之
圓
積
率
、
後
者
を
從
弱
漸
親
之
圓
積
率
と
呼
ん
で
居
る
。
 

，
此
れ
に
は
田
中
昌
言

の
名
を
署
す
る
。

三
十 

齋

藤

宜

義

の!̂

數
理
神
篇
」(

序
文
萬
延
元
年)

に
は
、
安
政
五
戊
午
十
一
月
、
武
州
金 

算
®

雜

孜
(

三
上)
 

二
九

⑴

⑶

⑶

ェ=lx号X务辱警X

«• 2 42 62 82一 =—x -~ x — X — X
4 3 3.5 5.7 7.9

M® =（m）x0.5xgxgxgxgx

x（刼 + 1）x2- -（4）
2仇

271+1
；2 4 6
1 X — X-—X — X •…X

3 5 7
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三
〇 

久
保
村
陽
雲
寺
太
郞
坊
權
現
奉
納
の
額
に
圓
徑
を⑶

式
で
表
は
す
術
を
擧
げ
、
安
政
三
年
丙
辰
春
、
加
州
俱
利
伽
羅
山
不
動
堂
奉
納
の
額 

に
は
圓
周
率
を⑷

式
に
相
等
の
術
で
表
は
す
。 

• 

前
の
額
は
安
原
千
方
門
人
、
武
州
賀
美
郡
勅
使
川
原
村
安
原
勝
五
郞
國
久
及
び
同
石
神
村
高
野
紋
十
郞
光
慶
と
署
し
、
後
の
額
は
齋
廡 

先
生
門
人
、
越
中
州
射
水
郡
高
木
村
石
黑
藤
右
衞
門
信
基
の
名
で
あ
る
。

さ
う
し
て
石
黑
の
額
に
は 

本
朝
由
來
數
學
家
、

此
簡

術
未
有
之
、
因
擧
之 

と
の
附
載
が
あ
る
。

石
黑
信
基
は
齋
藤
か
ら
通
信
に
よ
っ
て
敎
授
を
受
け
て
居
た
。 

「
數
理
神
篇
」

の
兩
式
は
共
に
忍
藩
算
家
の
弱
よ
り
漸
親
の
公
式
と
一
致
す
る
。

此
公
式
を
得
る
爲
の
解
法
は
法
道
寺
和

十
郞
の
草
稿
が
あ
っ
て
、

三
十
餘
年
前
に
獨
逸
の
某
雜
誌
へ
載
せ
て
置
い
た
事
が
あ
る
。

法
道 

寺
は
越
中
石
黑
氏
一
派
へ
は
屢
ゝ
逗
留
し
て
敎
授
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
忍
藩
算
家
の
安
政
四
年
は
石
黑
の
額
の
翌
年
で
あ
り
、

陽
雲
寺
の
額
よ
り
は
前
年
で
あ
る
が
、
「
數
理
神
篇
」
の
刊
行
は
少
し
後
れ
る
。 

三

十
-

破

理

神

篇

」
は
刊
行
の
書
で
あ
る
が
、
算
額
集
に
は
擧
げ
て
な
い
。

其
流
布
は
甚
だ
乏
し
い
。
「
圓
理
新
々
」■

と
共
に
齋
藤 

宜
義
が
手
づ
か
ら
刻
し
た
の
だ
と
云
ふ
。
神
篇
の
版
木
は
現
に
帝
國
學
士
院
に
襲
藏
さ
れ
て
居
る
。

「
數
理
神
篇
」
所
載
の
諸
算
額
も
例
に
漏
れ
ず
大
槪
は
今
存
せ
ぬ
。
中
に
就
き
て
土
州
玉
村
八
幡
宮
へ
天
保
十
五
年
町
田
三
津
次
郞
淸
格 

奉
納
の
も
の
は
大
正
中
に
は
存
し
て
私
も
見
て
居
る
が
、

昭
和
中
參
詣
の
時
に
は
何
う
し
た
も
の
か
、
最
早
知
ら
れ
な
く
な
っ
て
居
た
。 

私

の

寫

し

と

「
數
理
神
篇
」
所
載
と
を
比
較
す
る
に
神
篇
に
は
序
文
が
缺
け
、

二
問
の
前
後
が
顚
倒
し
、

文
章
も
出
入
が
あ
り
、

且
つ
額 

面
の
四
月
ハ
日
が
神
篇
で
は
八
月
と
な
る
。 

J
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前
橋
八
幡
宮
、
萩
原
貞
助
信
芳
の
額
は
、
算
額
集
の
收
錄
と
神
篇
の
所
載
と
多
少
の
出
入
が
あ
る
。
前
者
に
は
安
政
五
年
戌
午
二
月
と 

あ
る
が
、
神
篇
で
は
安
政
四
年
丁
巳
正
月
と
あ
る
。
算
額
集
に
梯
內
に
橢
圓
と
圓
を
容
れ
た
問
題
に
つ
き
、
圓
が
二
つ
あ
っ
て
、
術
文
は 

其
二
つ
の
何
れ
か
不
明
だ
と
あ
る
が
、
神
篇
に
は
二
圓
を
作
ら
ず
下
方
の
一
圓
の
み
見
え
る
。

算
額
集
に
中
曾
根
愼
吾
宗
那
、
安
政
七
年
庚
申
三
月
、

上
野
碓
氷
郡
八
幡
宮
奉
納
の
額
が
あ
る
が
、
,

其
同
じ
額
と
思
は
れ
る
も
の
が
神 

篇
に
も
出
て
居
る
。
併
し
全
く
同
じ
で
は
な
い
。
第
一
問
は
圓
の
樣
子
が
違
ふ
。
題
術
の
文
も
出
入
が
あ
る
。
神
篇
の
第
二
問
は
額
面
に 

は
な
い
。

額
の
第
二
問
の
扇
形
內

へ
圓
を
容
れ
た
も
の
は
、
神
篇
で
は
圓
徑
若
干
、
積
最
少
、

扁
長
を
問
ふ
の
で
あ
る
。 

次
は
圓
錐
斜
截
の
截
周
最
短
め
長
さ
を
問
ふ
も
の
で
、
誤
寫
を

訂
正
し
て

見
て
も
、(

2

*
=
 +

龜

と

瑕
+

塑

と

の

相

違

が

あ

る

。 

額
の
次
の
題
は
神
篇
に
は
な
い
。

末
問
は
術
文
が
一
小
部
分
し
か
寫
し
て
な
い
が
、
神
篇
で
は
少
し
文
章
を
同
じ
く
し
な
い
や
う
で
あ
る
。 

. 

神
篇
で
は
五
問
が
あ
っ
て
、

末
に
新
井
卯
太
郞
訓
宗
、

中
曾
根
善
太
郞
武
好
、
同
淸
右
衞
門
那
貫
、
新
井
仁
十
郞
滿
容
、
唐
澤
時
五
郞 

信
郁
の
名
を
記
る
し
て
あ
る
。
算
額
集
で
は
山
田
治
助
光
國
、
小
野
藤
太
郞
、
中
曾
根
文
左
衞
門
、
山

田
(

俗

名

缺)

の
姓
名
が
錄
せ
ら 

れ
て
居
る
。

五
問
だ
か
ら
今
一
人
あ
る
の
で
あ
ら
う
。

一
人
は
缺
け
て
居
る
が
、

他
の
四
人
は
神
篇
の
五
人
と
は
一
人
だ
も
一
致
せ
ぬ
。 

五
ケ
條
の
中
で
四
ヶ
條
は
額
面
も
神
篇
も
同
じ
も
の
な
の
に
、
署
名
者
を
變
じ
て
し
ま
っ
た
の
は
、

奉
納
年
月
の
異
な
る
こ
と
と
共
に
注 

意
し
て
置
き
わ
い
。 

/
 

前
云
ふ
無
限
乘
積
所
載
の
金
久
保
陽
雲
寺
の
算
額
は
安
原
千
方
門
人
で
、
同
じ
勅
使
川
原
の
同
族
安
原
勝
五
郞
國
久
と
石
神
村
高
野
紋 

算

額

雜

孜
(

三
上)
 

-

-■
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三
二 

十
郞
光
廣
の
奉
納
と
あ
る
が
、
安
原
千
方
の
遺
族
其
他
の
談
で
は
、
陽

雲
寺
へ
額
を
上
げ
た
と
云
ふ
傳
へ
も̂

い
と
云
ふ
こ.
と
で
あ
る
。 

陽
雲
寺
は
安
原
氏
か
ら
數
町
を
隔
る
の
み
に
過
ぎ
な
い
。

「
數

理S

篇

」
所
載
の
諸
算
額
に
は
造
詣
の
優
れ
た
も
の
が
多
い
が
、

其
奉
弼
者
の
遺
族
に
就
い
て
尋
ぬ
る
に
、

左
ま
で
算
家
と
し
て 

稱
揚
さ
れ
て
居
な
い
人
々
が
多
い
や
う
で
あ
る
。

三
十
二 

「
數

理
神
篇
」
に.
上
述
の
如
き
事
情
が
あ
る
の
は
、
著
し
い
錯
誤
の
例
の
一
つ
で
あ
る
。
「
古
今
算
鑑
」
の
所
載
に
も
さ
う
し
た 

例
が
あ
る
。
然
・
ら
ば
算
書
の
所
載
は
年
月
や
名
義
の
人
名
に
關
し
信
じ
難

き
も
の
も
間
々
有
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
算
額 

に
は
某
門
人
某
々
の
名
を
署
し
た
も
の
が
多
い
し
、
某

門
人
自
問
自
答
な
ど
云
ふ
の
も
あ
る
が
、

一
々
其
門
人
等
の
手
で
成
立
し
た
も
の 

と
は
限
ら
な
い
。
算
額
の
存
在
に
よ
っ
て
署
名
者
の
學
力
造
詣
を
判
斷
す
る
如
き
は
、
特
別
の
理
由
あ
る
場
合
の
外
に
は
頗
る
難
事
で
あ 

る
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
算
額
を
云
為
す
る
も
の
は
、

此
事
情
を
眼
中
に
置
い
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

算
額
に
就
い
て
少
し
ば
か
り
說

い
て
見
た
い
と
思
ひ
、
筆
を
執
っ
た
が
、
筆
の
運
ぶ
に
從
っ
て
管
々
し
く
色
々
と
書
綴
っ
て
思
は
ず
可 

な
り
の
長
篇
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
若
し
多
少
に
て
も
參
考
の
料
と
な
る
こ
と
も
あ
ら
ば
仕
合
せ
で
あ
る
。

ま
だ
ま
だ
言
ひ
た
い
事
は
多 

い
が
、
姑
く
後
の
機
會
に
讓
っ
て
置
く
。

私
の
見
聞
し
た
諸
算
額
は
記
述
に
漏
れ
た
も
の
の
あ
る
事
を
も
辭
う
て
置
く
。
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ヽ

具 

注 

•
曆 

斷 

簡

上 

田 

穰

曩
に
文
學
部
中
村
直
勝
敎
授
の
御
好
意
で
東
伏
見
伯
に
陪
し
て
、
 

勸
修
寺
伯
爵
家
藏
に
か\

る
國
寶
級
の
稱
あ
る
具
注
曆
を
拜
見
し 

て
大
に
淸
福
を
味
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
席
上
で
曆
の
斷
簡
、
殘 

卷
か
ら
そ
の
年
代
を
推
定
す
る
こ
と
が
出
來
ま
・
い
か
と
い
ふ
話
が 

出
た
の
で
あ
る
。

そ
の
時
自
分
は
出
來
る
こ
と
も
あ
る
し
、

文
出 

來
ぬ
こ
と
も
あ
る
と
答
へ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
後
で
少
し
く
そ
の 

方
法
を
考
へ
て
見
た
と
こ
ろ
一
案
を
得
た
の
で
玆
に
紹
介
し
て
み 

た
い
と
思
ふ
。

極
く
大
體
の
年
代
は
そ
の
曆
の
體
裁
か
ら
判
斷
す
る
こ
と
が
出 

來

る

も©

右
あ
る
か
ら
、

具
注
曆
、
宣
明
曆
、
貞
享
曆
、
寶
曆
曆 

な
ど
の
見
本
を
揭
げ
て
置
く
こ
と'

致
し
た
い
。

- 

推
定
方
法
の
骨
子

曆
面
上
の
日
附
に
關
し
、
古
く
か
ら
今
ま
で
間
斷
な
く
連
續
し 

て
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
年
代
學
的
週
期
と
い
へ
ば
干
支
と
七
曜
と
申

具

注

曆

斷

簡
(

上
田y

し
て
宜
し
い
と
思
ふ
。
玆
で
曆
と
申
す
の
は
本
邦
及
び
支
那
の
も 

の
を
目
標
に
於
て
の
こ
と
で
曲
る
。

そ
れ
で
こ
れ
を
便
り
に
し
て
年
代
を
推
定
し
よ
う
と
い
ふ
の
で 

あ
る
。

或
る
干
支
と
七
曜
と
が
一
致
す
る
日
峙
は6

0
X
7

 =

 4
2
0

四
百 

二
十
日
每
に
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

一
年
に
は
一
囘
し 

か
な
い
こ
と
が
解
る
。

し
か
も
翌
年
の
日
附
は
太
陽
曆
で
い
へ
ば 

約
五
十
五
日
宛
お
く
れ
て
來
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

例
へ 

ば

或

る

年

の

一

月

一

日
が

「
沙
づ
の
と
み
」
癸
巳
で
且
つ
土
曜
で 

あ
る
と
す
る
と
、

こ
の
次
の
癸
巳
と
土
曜
が
一
致
す
る
日
附
は
翌 

年
の
二
月
廿
五
日
で
あ
る
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
風
に
每
年
五
十
五 

日
宛
、
閏
三
月
が
挾
ま
る
峙
は
五
十
四
日
お
く
れ
、

二
十
三
年
す 

る
と
再
び
舊
と
に
復
す
る
と
い
ふ
こ
と
が
計
算
に
よ
っ
て
知
る
こ 

と
が
出
來
る
。
但
し
そ
の
二
十
三
年
間
に
閏
が
五
囘
あ
る
場
合
に 

の
み
ピ
ッ
タ
リ
同
じ
日
附
が
同
じ
干
支
と
七
曜
に
當
る
こ
と
に
な 

三
三
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る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
何
等
か
の
方
法
に
よ
っ
て
、

そ
の
日
附
が
丁
度
定
ま
っ 

た
干
支
と
七
曜
に
な
る
年
を
見
付
け
れ
ば
、

そ
の
前
後
に
二
十
三 

年
隔
っ
た
年
も
同
じ
條
件
を
滿
す
年
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。

こ
れ 

を

簡

單

に

「
族
年
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
と
思
ふ
。 

今
述
べ
た
の
は
太
陽
曆
に
就
て
の
話
で
、

こ
れ
が
陰
曆
で
は
そ 

ん
な
風
に
は
ゆ
か
ぬ
。
陰
曆
は
三
百
五
十
四
日
の
一
年
が
あ
っ
た 

り
三
百
ハ
十
三
日9

 

一
年
が
あ
っ
た
り
す
る
か
ら
中
々
紛
ら
は
し

第（1 表

節氣の通日 干支七曜週期表
年 日-

1
 

三
四 

- 

く
な
る
が
、
陰
曆
に
揭
げ
て
あ
る
二
十
四
節
氣
に
準
據
す
る
こ
と 

に
よ
っ
て
右
の
困
難
を
克
服
す
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。 

現
今
の
太
陽
曆
に
て
は
二
十
四
節
氣
が
年
《
同
一
の
日
附
に
來 

る
樣
に
な
っ
て
ゐ
る
も
の
で
、

只
日
の
端
數
の
關
係
か
ら
嚴
密
に 

同
一
日
で
は
な
く 

一
日
位
は
前
後
す
る
の
は
致
し
方
も
な
い
が
、
 

二
十
四
節
氣
か
ら
何
日
目
と
い
ふ
こ
と
が
判
れ
ば
太
陽
曆
の
何
日 

に
相
當
す
る
か¢

容
易
に
知
る
こ
と
が
出
來
る
譯
で

あ
る(

第
-

（グレゴリオ曆世界時）

正 月 節 

中

立

雨

春

水

34.9

49.8

8

16

18.1

36.1

二 月 節 啓 蟄 64.7 1 54.8

中 春 分 79.7 9 72.8

節 備 明 94.9 17 90.9

中 穀 雨 110.2 2 109.5

四 月 節 立 夏 125.7 10 127.6

中 小 滿 141.2 18 145.6

五 月 節 芒 種 156.8 3 164.3

中 夏 至 172.5 11 182.3

月 節 小 暑 188.3 19 200.4

中 大 暑 204.0 4 219.0

七 月 節 立 秋 220.1 12 237.1

中 處 暑 235.3 20 255.2

八 月 節 白 露 250.8 5 273.8

中 秋 分 266.2 13 291.9

九 月 節 寒 露 281.4 21 309.9

中 霜 降 296.5 6 328.5

十 月 節 立 冬 311.5 14 346.6

中 小 雪 326.4 23 -0.6

十一ア節 大 雪 341.2

中 冬 至 356.0

十二月節 小 寒 5.4

表)

。

こ
の
表
は
何
月
何
日
と
い20.寒 大中

一
代
り
に
一
年
通
し
の
日
附
で 

表
は
し
た
も
の
で
、
卽
ち
ー 

年
の
通
日
で
示
し
た
も
の
で 

あ
る
。

上
に
述
べ
た
方
法
は
舊
曆 

月
に
は
何
の
拘
は
り
も
な
い 

こ
と
を
御
理
解
せ
ら
れ
る
と 

思
ふ
。

卽
ち
そ
の
月
の
朔
日 

が
、

目
標
に
定
め
た
日
か
ら 

何
日
隔
っ
て
ゐ
る
か
と
い
ふ 

こ

と

は

少

し

•«>
利
用
せ
ら
れ 

て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
 

上
の
樣
に
し
て
求
め
ら
れ
た
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族
年
中
に
は
そ
の
干
支
、

七
曜
の
日
が
區
々
な
舊
曆
月
の
日
附
に 

な
っ
て
ゐ
る
こ
と
を
承
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

こ
の
事
は
今
我
々
に
と
っ
て
は
大
變
結
構
な
事
な
の
で
あ
る
。 

族
年
中
の
或
る
年
の
舊
曆
月
の
朔
日
干
支
が
今
取
扱
っ
て
ゐ
る
曆 

の

も

の

と­

致
し
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
年
は
求
め
る
所
の
も 

の
で
あ
る
と
い
ふ
餘
程
確
か
な
證
據
と
な
る
の
で
あ
る
。

ニ

ュ

リ

ウ

ス

通

日
 

年
代
學
的
に
重
要
な
週
期
に
ユ
リ
ウ
ス
週
期
と
い
ふ
も
の
が
あ 

る
。

こ
れ
は
千
七
百
年
代
に
ユ
リ
ウ
ス•

ス
カ
リ
ー
ゲ
ル
が
考
案 

し
た
も
の
で 

ー
、

二
十
ハ
年
の
太
陽
週
期

一
、

十
九
年
の
黃
金
數
の
週
期 

ー
、

十
五
年
の
ロ
ー
マ
小
紀
の
週
期 

こ
の
三
つ
の
週
期
が
共
に
循
環
す
る
一
大
週
期
で
あ
っ
て2

8
X
1
9

 

X
1
5
U
7
9
8
0

七
千
九
百
ハ
十
年
を
蓋
ふ
も
の
で
あ
る
。

而
し
て 

上
記
三
週
期
の
第
一
年
が
合
致
す
る
所
の
年
卽
ち
學
紀
前
四
千
七 

百
十
二
年
を
以
て
こ
の
週
期
の
第
一
年
と
し
た
も
の
で
あ
る?

こ 

れ
に
よ
っ
て
殆
ん
ど
の
歷
史
的
事
實
は
、

そ
れ
を
示
す
に
當
っ
て 

各
種
の
紀
年
法
の
如
く
紀
元
前
何
年
と
遡
る
こ
と
の
繁
を
避
け
る 

具

注

曆

斷

簡
(

上
田)

こ
と
が
出
來
る
〇

實
は
こ
の
週
期
そ
の
も
の
は
餘
り
有
效
に
利
用
せ
ら
れ
て
ゐ
な 

い
の
で
あ
る
が
、

こ
の
第
一
年
の
一
月
一
日
を
基
點
〇
と
し
弓
續 

き
一
日
、

二
日
と
數
へ
て
今
日
に
至
っ
て
ゐ
る
日
附
は
甚
だ
便
利 

に
用
ひ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
ユ
リ
ウ
ス
通
日
と
稱
せ
ら 

れ
る
も
の
で
あ
る
。
尙
ほ
詳
し
く
日
の
小
數
を
も
數
へ
る
場
合
に 

は
綠
威
正
午
を
そ
の
日
の
基
點
と
し
て
表
は
す
こ
と
に
な
っ
て
ゐ 

る
。

そ
こ
で
或
る
年
の
月
日
が
判
っ
て
を
る
場
合
に
は
第
二
表
を 

用
ひ
て
そ
の
日
に
相
當
す
る
ユ
リ
ウ
ス
通
日
を
知
る
こ

-i
が
出
來
、
 

又
逆
に
ユ
リ
ウ
ス
通
日
が
與
へ
ら
れ
る
と
同
じ
表
を
用
ひ
て
年
月 

日
を
算
出
す
る
こ
と
か
出
來
る
の
で
あ
る
。

六〇

干
支
及
び
七
曜
は
今
日
ま
で
間
斷
な
く
續
い
て
ゐ
る
も
の 

と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、

ユ
リ
ウ
ス
通
日
が
知
れ\

ば 

次
の
方
法
に
よ
っ
て
ぞ
の
日
の
干
支
並
に
七
曜
が
計
算
出
來
る
の 

で
あ
る
。

ー
、

ユ
リ
ウ
ス
通
日
よ
り
一
〇
を
引
き
こ
れ
を
六
〇
に
て
除
し
た 

る
も
の
ゝ
殘
り
が
第
三
表
の
干
支
番
號
を
表
は
す
。

(
1
)
學
紀
年
數
は
西
曆
年
數
ど
同
じ
く
數
へ
、
只
學
紀
〇
年
は
西
曆
紀 

元
前
一
年
に
相
當
し
、
そ
れ
よ0
以
前
を
學
紀
前
一
年
、
二
年
と
數 

へ
る
。

三
五
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第2表（A）ユリウス通日

（見出しは學紀年數）

ゴヂック年には一1を用ふ

學紀年 通日 學紀年通日 年 通日 年 通日 年 通日

-1900 1027099 1100 2122826 ao 3652 40 14609 70 25567
-1800 1063623 1200 2159351 11 4017 41 14975 71 25932
-1700 1100147 1300 2195875 12 4382 42 15340 72 26297

-1600 1136672 1400 2232399 13 4748 • 43 15705 73 26663
-1500 1173196 1500 2268923 14 5113 44 16070 74' 27028
-1400 1209720 1600 2305448 15 5478 45 16436 75 27393
-1300 1246244 1700 2341972 16 5843 46 16801 76 27758

-1200 1282762 1800 2378496 17 6209 17 17166 77 28124
-1100 1319293 1900 2415020 18 6574 48 17531 78 28489
-1000 1355817 2000 2451545 19 6939 49 17897 79 28854
一 900 1392341 2100 2488069 20 7304 50 18262 80 29219

一 800 1428866 2200 2524593 21 7670 51 18627 81 23585
一 700 1465390 2300 2561117 22 8035 52 18992 82 29950
-600 1501914 2400 2597642 23 8400 53 19358 83 30315

一 500 1538408 24 8765 54 19723 84 30680

-400 1574963 25 9131 55 20088 85 31046
一 300 1611487 26 9496 56 20453 86 31411

-200 1648011.. 27 9861 57 20819 87 31776

-100 1684535 28 10226 58 21184 88 32141

〇 1721060 年 通日 29 10592 59 21549 89 32507

+ 100 1757584 00 〇又ハー1 30 10957 60 21914 90 32872

200 1794108 1 365 31 11322 61 22280 91 33237
300 1830632 2 730 32 11687 62 22645 92 33602

400 1867157 3 1095 33 12053 63 23010 93 33968

500 1903681 4 1460 34 12418 .64 23375 94 34333

600 1940205 5 1826 35 12783 65 23741 95 34698
700 1976729 6 2191 36 13148 66 24106 96 35063

800 2013254 7 2556 37 13514 67 24471 97 35429
900 2049778 8 2921 38 13879 68 24836 98 35794

1000 2086302
—1------------

9 3287 39 14244 69 25202 99 36159
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第 2 表の（B）

年 逼 日

平年 閏年 平年 閏年 平年 閏年

具
一月〇 〇 〇 五月〇 120 121 九月〇 243 244

10 10 10 10 130 131 10 253 254

斷
20 20 20 20 140 141 20 263 264

簡 30 30 30 30 150 151

上
二月〇 31 31 六月〇 151 152 十月〇 273 274

田 10 41 41 10 161 162 10 283 284
20 51 51 20 171 172 20 293 294

三月〇 59 60 七月〇 181 182 '30 303 304
10 69 70 10 191 192 て月〇 304 305
20 79 80 20 201 202 10 314 315

30 89 90 30 211 212 20 324 325

四'月〇 90 91 ハ月〇 212 213 M月〇 334 335
10 100 101 10 222 223 10 344 345

20 110 111 20 232 233 20 354 355
30 242 243 30 364 365

第 3表 于 支 番 號

1 甲子 11 甲戌 21 甲申 31 甲午 41 甲辰 51 甲寅

2 乙丑 12 乙亥 22 乙酉 32 乙未 42 乙巳 52 乙卯

3 丙寅 13 丙子 23 丙戌 33 丙申 43 丙午 53 丙辰

4 丁卯 14 丁丑 24 丁亥 34 丁酉 44 丁未 54 丁巳

5 戊辰 15 戊寅 25 戊子 35 戊戌 45 戊申 55 戊午

6 已巳 16 己卯. .26 己丑 36 已亥 46 己酉 56 己未

7 庚午 17 庚辰 27 庚寅 37 庚子 47 庚戌 57 庚申

8 辛未 18 辛巳 28 辛卯 38 辛丑 48 辛亥 58 辛酉

七 9 壬申 19 壬午 29 壬辰 S9 壬寅 49 壬子 59 壬戌

10 癸酉 20 癸未 30 癸巳 40 癸卯 50 癸丑 60 癸亥

第4 :表 七 曜 番號

* 〇 1 2 3 4 5 6

月 火 水 木 金 土 H
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科

學

史

硏

究

第

三

號
 

ー
、

ユ
リ
ウ
ス
通
日
を
七
に
て
除
し
た
る
殘
り
が
第
四
表
の
七
曜 

番
號
を
表
は
す
。

尙
ほ
歲
次
に
も
干
支
を
與
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
も
第
三 

表
に
準
據
し
て
容
易
に
求
め
る
こ
と
が
出
來
る
。

ー
、

學
紀
年
數
か
ら
三
を
減
じ
こ
れ
を
六
〇
に
て
割
っ
た
殘
り
が 

そ
の
年
の
干
支
番
號
に
相
當
す
る
。 

• 

上
の
關
係
を
次
の
記
號
を
用
ひ
て
書
き
表
は
す
こ
と
ゝ
す
る
。J

.  

D

・
は
ユ
リ
ウ
ス
通
日
の
略
で
、J
は
學
紀
年
數
を
示
す
こ
と'
 

す
る
。

「
の
」
字
を¢
!

い
た
の
は
そ
の
左
に
示
す
割
算
の
殘
り
の 

意
味
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

0

.
肿「

一 O0
U

-H
料

琳

器
(

■£• 

^
^
o
h

cvs

wf(
ミ)

严
呎
0
 ==̂

芳

4|
料
琳̂

60  

/

今
例
へ
ば
學
紀
一
九
三
ハ
年
十
一
月
九
日
の
ユ
リ
ウ
ス
通
日
を 

求
め
る
と
す
る
と
左
の
通
り
計
算
せ
ら
れ
、

そ
の
日
の
干
支
は
乙 

巳
で
あ
り
、

七
曜
は
水
曜
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
尙
ほ
こ
の 

年
の
干
支
は.
戊
寅
で
あ
る
こ
と
も
容
易
に
知
ら
れ
る
。

2415020 
13879 

304
9

〇 8 
〇 3
9

〇 9

1938 2429212
11 9

42 
乙巳

の
2429212-10

60

の=2水2429212
7

八
=15 
戊寅

1いの

三

ユ

リ

ウ

ス

曆

と

グ

レ

ゴ

リ

オ

曆
 

と

の

關

係

現
今
我
々
の
用
ひ
て
ゐ
る
グ
レ
ゴ
リ
オ
曆
法
は
學
紀
一
五
ハ
二 

年
に
初
め
て
用
ひ
ら
れ
た
も
の
で
、

そ
れ
ま
で
は
歐
洲
に
於
て
は 

ユ
リ
ウ
ス
曆
法
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

第
二
表
に 

於
て
そ
れ
以
前
の
日
附
を
グ
レ
ゴ
リ
オ
曆
法
に
て
示
す
の
は
不
可 

の
如
く
見
え
る
が
、

こ
れ
は
現
在
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
曆
が
遡
っ
て
行 

は
れ
た
と
假
定
し
た
場
合
の
日
附
を
示
す
も
の
で
グ
レ
ゴ
リ
オ
曆 

法
が■

年
の
季
節
を
示
す
の
に
他
の
曆
法
に
比
し
て
最
も
優
れ
て 

ゐ
る
が
故
に
、
只
今
の
目
的
に
は
一
番
適
當
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。 

し
か
し
多
く
の
年
代
學
的
諸
書
に
は

-a
紀
一
五
ハ
二
年
以
前
は 

ユ
リ
ウ
ス
曆
日
を
用
ひ
て
ゐ
る
の
が
普
通
で
、

こ
れ
は
西
洋
諸
國 

の
歷
史
事
實
を
硏
究
す
る
爲
め
の
便
利
よ
り
出
た
も
の
で
あ
る
。
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第5表 ユリウス曆日ーグレゴリオ曆日

（三月一日より二月末に至る）

學紀年 日數 學紀年 日數 學紀年

-700 300 1400
-600 + 7 500 -1 1500
-500 + 6 600 -2 1700
-300 +5 700 -3 1800
-200 + 4 900 一 4 1900
-100 +3 1000 + 5 2100

100 + 2 1100 -6
200 + 1 1300 -7

〇 -8

9
 0
 1
2
 3

1
1
1
1
 

ー

ー

ー 

ー
ー

容
易
に
得
る
こ)
と
が
出
來
る
。

ユ

リ

ウ

ス

曆

法,

通
日
を
探
す
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
甚
だ
簡
單
で
少
し
く
數
式 

も
學
紀
前
四
四 

を

コ
ネ
廻
は
せ
ば
宜
し
い
の
で
今
は
只
、

そ
の
結
果
の
み
を
申
述

年
か
ら
採
用
さ 

れ
た
も
の
で
あ 

る
に
拘
ら
ず
、
 

そ
れ
以
前
の
日 

附
を
ユ
リ
ウ
ス 

曆
法
で
表
は
す 

の
も
只
便
宜
上 

か
ら
の
事
に
外 

な
ら
な
い
。

こ
の
二
つ
の 

曆
法
に
よ
る
日 

附
の
換
算
は
第 

五
表
に
よ
っ
て

べ
る
と
次
の
如
く
す
れ
ば
宜
し
い
の
で
あ
る
。 

干
支
番
號
を
か
で
示
し
、

七

曜

値

をW
で
表
は
す
・
と
す
る
。

し 

か
る
時
ゐ
に 

1  

〇
を
加
へ
そ
れ

か
らW
を
引
い
た
も
の
を
七
で
除

し
た
殘
り
を
計
算
す
る
。

そ
れ
は
以,
前
の
記
號
で
書
け
ば 

泞 + LO
—n
b

で
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

こ
れ
が
〇
、1

、

7

2
:
;

で
あ
る
に
應
じ
て
次
の
第
六
表
か
ら
そ
れ
に
相
應
す
る
附 

加
數
且
が
求
め
ら
れ
る
。

さ
す
れ
ば

ユ
リ
ウ

ス
通
日
はJ

.
D

!

表
6

第

+
A

 +

 4
2
0

ミ
な
る
式
で
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ゐ+10—力 
---------の

7

附
加
數A

・〇 10

1 310

2 190

3 70

4 370

5 250

6 130

4
2
0

ミ

と

書 

い
た
の
は
四
百 

二
十
の
任
意
の 

倍
數
と
い
ふ
意 

味
で
、
m

が
い

か
な
る
整
數
で

也
干
支
と
七
曜
の
定
ま
っ
た

ユ

リ

ウ

ス

逋

日

そ
こ
で
次
の
問
題
は
干
支
と
七
曜
と
が
與
へ
ら
れ
た
ユ
リ
ウ
ス 

具

注

曆

斷

簡
(

上
田)

も
宜
し
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る

例
へ
ば
乙
巳
、

水
曜
に
當
る
ユ
リ
ウ
ス
通
日
を
求
め
る
と
す
る
。

然
る
時
は
む"

4

ド

ミ

”2

 

で
あ
る
か
ら

E+lo
—f

 n
 42+20—9

U

一

、1

に

相

當

す

る

附

加

數4

7  

7

三
九
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右-S
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伐
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乡
記
氏
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本
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そ
金̂

需

六

月

奎

い

卄
如
日
甲
孑
全
轨
沬
暨

サ
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日
送
轰
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冰
宴
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サ
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率
画
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釀
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M
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£

基
む
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耶

直

啄

行

盍

元

月

“
r

せ3
-
^
 

月
爲
在
页

合
在
聿
力
空
衣
ノ-ic
三̂

い
彖

U
车 r

d

企<

復

§:
身
徳H

1-
如
玖

H

 
ご

一

人

轟

零

魏£

行

初

更

を

一

>

!

姜

1

 
4

り 
ヨ
仝

3

魁
蚱
ハ
・
夕
戈1

斎

建
-t

，

圧4

 

寫 曆 注 具 圖 第

四〇

 

は
三
一
〇
で
從
っ
ゝ
てJ

D
U

3
5
2+

4
2
0

※

と
な
る
。

而
し
て
か 

の
値
は
幾
ら
に
と
っ
て
も
乙
巳
、
水
曜
に
當
る
の
で
あ
る
が
、
今 

例
へ 

ば

ミ;=
5
7
8
3

と

取

る

と

前

例

の2
4
2
9
2
1
2

と
な
っ
て

乙
巳
・
 

水
曜
で
あ
る
こ
と
は
旣
に
知
っ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
。 

こ
の
樣
に
し
て
定
ま
っ
た
干
支
と
七
曜
に
當
る
日
の
ユ
リ
ウ
ス 

通
日
が
求
め
ら
れ
る
と
、

そ
の
日
が
一
年
の
何
日
に
當
る
か
は
前 

に
揭
げ
え
如
く
第
二
表
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
譯
で
こ
れ
を
第
一
表 

と
比
較
す
る
と
二
十
四
節
氣
か
ら
何
日
目
に
な
る
と
い
ふ
こ
と
が 

直
ぐ
判
る
の
で
あ
る
。

五
計
算
方
法
の
實
例 

計
算
方
法
を
示
す
爲
め
に
、

過
日
知
人
井
本
進
氏
が
手
に
入
れ 

ら
れ
・
た
古
曆
寫
し
を
例
に
取
っ
て
見
よ
う
と
思
ふ(

第
一
圖
〇 

こ
れ
は
具
注
曆
で
添
書
に
見
る
や
う
に
官
醫
多
記
氏
に
借
り
て 

寫
し
た
と
あ
る
が
、

そ
れ
は
南
畝
子
の
署
名
が
し
て
あ
る
。
蜀
山 

人
の
太
田
南
畝
で
あ
る
ま
い
か
と
面
白
く
思
は
れ
る
所
で
あ
る
。 

古
事
類
苑
に
同
じ
寫
本
の
一
部
延
慶
三
年
の
假
名
曆
が
揭
げ
て
あ 

っ
て

そ

の

橫

註

に

「
南
求
子
寫
之
」
と
出
て
ゐ
る.
の
で
あ
る
が
、 

南

畝

子

の

畝

の

字

が

一

寸

「
求
」

と
讀
め
さ
う
な
草
書
體
で
記
し 

て
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
ど
う
や
ら
古
事
類
苑
が
引
い
た
原
寫
本
の

【78



如
く
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
右
の
寫
本
に
は
南
畝
文
庫
と
い
ふ 

朱
印
も
捺
さ
れ
て
あ
る
が
自
分
に
は
そ
の
眞
僞
の
程
が
判
定
出
來 

な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

こ
れ
が
大
體
何
年
頃
の
曆
で
あ
る
か
と
い
ふ
こ
と
は
實
の
と
こ 

ろ
判
ら
な
い
。

本
邦
最
古
の
曆
と
稱
せ
ら
れ
る
正
倉
院
御
物
の
曆 

は

天

平

十

八

年(

學
紀
七
四
六
年)

で
こ
れ
は
七
曜
の
記
載
が
な 

い
。
御

堂

關

白

日

記
の
あ
る
具
注
曆(

學
紀
九
九
ハ
年
以
降)

に 

は
七
曜
の
記
載
が
旣
に
あ
る
由
で
あ
る
か
ら
今
問
題
の
曆
は
大
體 

そ
れ
以
後
の
も
の
に
相
違
な
い
。

そ
の
寫
に
は 

右
古
曆
一
紙
借
諸
官
醫
多
記
氏
而
模
寫
之
年
號
未
詳 

時
天
明
元
年
神
夏
念
六 

南

畝

子
 

と
あ
り
、
年

號

未

詳

の

下

に

「
尤
板
刻
ナ
リ
ト
ス
」

と
あ
る
尤
が 

不
の
字
の
樣
に
も
讀
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
見
る
と
太
田 

南
畝
三
十
三
歲
の
年
の
寫
本
で
學
紀
一
七
八
一
年
に
當
る
。
從
っ 

て
こ
れ
よ
り
古
い
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

-

そ
れ
で
こ
の
曆
を
先
づ
學
紀
千
三
百
年
頃
と
見
て
み
よ
う
と
思 

ふ
。鏑

廿
五
日
庚
申
木
除
小
暑
六
月
節
初
秋

今
こ
の
五
月
廿
五
日
を
目
標
と
し
て
調
査
を
進
め
よ
う
。

日
附 

の
下
に
あ
る
庚
申
は
こ
の
日
の
干
支
を
表
は
し
、
直
ぐ
そ
の
下
に

具

注

曆

斷

簡
(

上
田)

あ
る
木
は
五
行
說
に
基
く
五
行
で
七
曜
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
、
 

鳖
頭
に
あ
る
金
が
こ
の
日
の
七
曜
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

除

は

所

謂

「
中
段
の
吉
凶
」
、と
稱
せ
ら
れ
る
十
二
直
の
內
の
除

で
あ
る
。

而
し
て
こ
の
日
が
丁
度
小
暑
六
月
節
に
當
る
の
で
あ
る
。 

5714
 

第
三
表
、
第
四
表
か
ら
あ

及

びW

の
値
が
得
ら
れ 

め

”

る
か
ら
、
・

・  

〇

 

を
計
算
す
る
と
こ
れ
は
〇 

と
な
り
、
相
當
す
る
附
加
數4

は

一
 

〇
に
な
る
こ
と
が
第
六
表
に 

よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
庚
申
、

金
曜
の
ユ
リ
ウ
ス

み=57

w= 4

通

日

は6
7+

4
2
0

ミ
で

示

さ
れ

る
が

、

そ

の
內
千
三
百
年
に
近 

い
逋
日
を
求
め
る
た
め
に
は 

ミ"

5
2
2
8

と
す
る
と
ユ
リ
ウ
ス
通

H
 2195827  

が
得
ら
れ
る
。

こ
れ
は
上
の
計
算
に
よ
っ
て
學
紀
一
ニ 

九

九

年

十-

月
十
二
日
に
當
る
こ
よ
が
知 

ら
れ
る
。

十
一
月
十
二
日
と
い
ふ
代
り
に 

一
年
の
通
日
を
用
ひ
て
三
一
七
日
と
稱
す

2195827
2159351 

36476(- 
36159

00
99
10
る
こ
と
に
致
し
た
い0

小
暑
六
月
節
は
第 

H
 

一
表
か
ら
一
年
の
通
日
で
表
は
し
て
一
八 

八•

三
日
で
あ
る
こ
と
が
判
る
か
ら
、

こ
の
一
八
ハ
一
一
日
と
三
一 

七
日
と
の
間
に
何
日
の
差
が
あ
る
か
を
知
れ
ば
一
年
五
十
五
日
宛 

そ
の
差
を
縮
め
て
行
く
と
或
る
年
に
至
っ
て
〇
と
な
る
如
き
年
を

四
一
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見
出
す
こ
と
が
出
來
る
筈
で
あ
る
。

こ
れ
は
例
の
鶴
龜
算
と
い
ふ 

も
の
で
あ
る
。
ノ

そ
の
手
數
を
簡
單
に
す
る
爲
め
に
第
一
表
に
干
支
、

七
曜
の
週 

期
表
と
い
ふ
も
の
を
揭
げ
て
あ
る
。

こ
れ
は
四
百
二
十
日
の
倍
數 

で
そ
れ
丈
け
の
年
數
を
經
れ
ば
同
じ
干
支
、

七
曜
の
日
が
廻
り
來 

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
長
さ
は
本
來
、

日
の
整
數
倍
で 

あ
る
筈
で
あ
る
が
、

平
均
の
一
年
の
長
さ
を
用
ひ
て
表
は
し
て
あ 

ー
 

る
た
め
に
日
の
端
下
が
附
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

こ 

17r-l
88.3
28.7
の
表
の
排
列
は
年
數
に
は
拘
ら
ず
、

日
數
の
大
さ
の 

順
序
に
並
べ
て
あ
る
か
ら
適
宜
選
り
出
し
て
こ
れ
を

1299年 317 日
10 127.6

任
意
に
想
定
し
た
年
の
一
年
通
日
に
加
減
す
れ
ば
、
 

同
じ
干
支
、

七
曜
で
し
か
も
曆
面
に
あ
る
日
附
と
同 

じ
通
日
に
合
す
る
樣
な
年
を
探
す
こ
と
が
出
來
る
。 

こ
れ
を
實
例
に
つ
い
て
示
す
と
、

二
つ
の
日
附
の

差
は
上
の
如
き
弓
き
算
に
よ
っ
て
ー
ニ
ハ
日
餘
で
あ
る
こ
と
が
判 

る
で
あ
ら
う
。

こ
の
値
に
近
き
日
數
を
第
一
表
中
か
ら
求
め
る
と 

ー
 

〇
年
ニ
ー
七•

六

日
な

る
値
が

得
ら
れ

る
。

こ
の
年
數
を
最
初 

想
定
の
日
時
一
ニ
九
九
年
三
一
七
日
よ
り
減
ず
る
と
ー
ニ
ハ
九
年 

に
は
一
年
通
日
一
八
九•

四
日
頃
に
庚
申
、
金
曜
が
あ
る
こ
と'
 

な
る
。

こ
れ
は
大
體
六
月
節
に
當
る
こ
と
が
判
る
で
あ
ら
う
。
尙

0

二 

ほ
こ
の
前
後
二
十
三
年
隔
き
の
族
年
が
求
め
る
年
と
な
る
こ
と
が 

知
ら
れ
る
。

:
:

20
為

663

12
35
58:
:

尙
ほ
念
の
爲
め
に
、
も
一
つ
の
計
算
方
法
を
示
し
て
置
く
こ
と
に 

し
た
い
。

そ
れ
は
前
に
二
つ
の
日
附
の
差
を
求
め
た
場
合
と
逆
に 

一
ハ
ハ•

三
日
か
ら
三
一
七
日
を
引
い
て
も
良
い
譯
で
あ
る
。

但 

し
そ
の
爲
め
に
は
一
ハ
ハ•

三
日
に
一
先
づ
一
年
の
長
さ
三
六
五. 

二
日
を
加
へ
た
上
で
三
一
七
日
を
引
く
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
差
は 

二
三
六
日
餘
と
な
る
か
ら
、

第
一
表
で
こ
れ
に
近
い
日
數
を
求
め

183.3 日
365.2
533.5( +
317
236.5(-

1299年 317日
12 237.1

1311 554.1
365.2

1312 188.9

ち
と
ー
二
年
二
三
七•

一
日
が
得
ら
れ
る
。 

こ
れ
は
ニ
ー
九
九
年
よ
り
後
の
年
數
を
示
す 

も
の
で
、

こ
れ
を
加
へ
る
と
ニ
ニ
ー
一
年
の 

五
五
四•

一
日
と
な
る
が
こ

れ
は
申
す
迄
も 

な
く
翌
年
の
日
附
を
示
す
の
で
あ
る
。
尙
ほ 

そ
の
前
後
の
族
年
が
求
め
る
年
と
な
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

而
し
て
こ
れ
は
前
の
計
算
と
よ
く 

一
致
し
て
を
る 

譯
で
、
何
れ
の
方
法
に
よ
っ
て
も
宜
し
い
こ
と
が
了
解
出
來
る
の 

で
あ
る
。 

・

さ
て
こ
れ
等
の
年
の
內
、
果
し
て
ど
の
年
に
相
當
す
る
か
は
右

i8o



の
方
法
丈
け
で
は
決
定
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
、

こ
れ
等
の
年
の
內 

に
て
右
の
斷
簡
か
ら
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
「
六
月
大
、

乙
丑
朔1
 

の
如
き
年
を
探
し
出
せ
ば
宜
し
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
初
め
か
ら 

ず
っ
と
三
正
綜
覽
を
探
す
よ
り
は
餘
程
樂
な
仕
事
で
あ
る
。.
し
か 

し
次
の
方
法
か
ら
更
・
に
求
め
る
年
を
局
限
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

亠

八

建

寅

正

・

月
 

本
邦
の
曆
は
夏
曆
に
從
っ
て
ゐ
る
の
で
、
建
寅
正
月
と
な
っ
て 

ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
卽
ち
正
月
に
寅
を
配
し
て
、
順
次
二
月' 

三 

月
は
卯
、

辰

と

な

っ
て

居

り

閏

月

に
は

「
隨
節
用
之
」
と
し
て
十 

二
支
を
配
當
し
な
い
か
ら
、

十
二
月
は
い
つ
も
丑
に
終
り
次
の
正 

月
は
又
寅
で
初
ま
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
十
干
が
、
 

十
二
個
月
に
配
當
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
歲
次
と
正
月
建
と
の
間
に 

は
次
の
如
き
簡
單
な
關
係
が
あ
っ
て
五
年
で
循
環
し
て
ゐ
る
。

表

こ
と
は
出
來
る
。

前
の
例
に
就
・
い
て
い
へ
ば
、

六
月
丁
未
と
あ
っ
て
第
三
表
か
ら 

丁
未
の
番
號
は
四
四
で
こ
れ
か
ら
五
を
引
け
ば
三
九
と
な
り
、
同 

じ
表
か
ら
正
月
は
壬
寅
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
こ
で
正
月 

建
壬
寅
の
年
は
丁
か
壬
に
相
當
す
る
こ
と
が
判
る
か
ら
、
前
に
見 

出
し
た
る
何
年
か
の
內
で
丁
か
壬
に
相
當
す
る
年
を
選
り
出
せ
ば 

よ
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
歲
次
の
干
支
は
學
紀
年
數 

の
一
位
の
數
か
ら
容
易
に
判
定
出
來
る
も
の
で
次
の
關
係
が
あ
る
。

第8表

凄r 十

千

4 甲

5 乙

6 丙

7 T

8 戊

9 己

〇 庚

1 辛

2 壬

3 癸

從
っ
て
正
月
建
の
干
支
が
判
れ
ば
、

そ
の
歲
次
は
甲
か
己
か
、
 

か
と
思
ふ
。

正
月
建

歲

次

丙 
寅 甲

戌 
寅 乙

庚 
寅 丙

壬 
寅 丁

甲 
寅 戊

丙 
寅 已

痊
寅

庚

庚 
寅

辛

壬 
寅 壬

甲 
寅

癸

或
は
乙
か
庚
か
と
い
ふ
工
合
に
二
者
何
れ
か
を
斷
ず
る
こ
と
は
出 

來
な
い
が
、

そ
の
內
何
れ
か
で
あ
る
と
い
ふ
所
ま
で
押
し
詰
め
る

具

注

曆

斷

簡K

上
田)

そ
れ
で
歲
次
の
丁
か
壬
か
と
い
ふ
こ
と
は
、
學
紀
年
の
一
位
が 

7

か2

の
年
を
探
せ
ば
よ
い
こ
と'

な
る
。7

と2

の
附
く
年
を 

殘
し
て
他
を
抹
殺
す
れ
ば
、

千
三
百
年
附
近
に
て
は
學
紀
一 

ー
九 

七
年
丁
巳
建
久
ハ
年
か
一
三
一
二
年
壬
子
正 

和
元
年
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
來
る
。 

も

う

こ'

で
三
正
綜
覽
を
見
て
も
宜
し
い

1197

+24&

-tses-

1312

+35B- 
四
三-mi-

-H04

i8i
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そ
れ
に
よ
る
と

建
久
ハ
年
は 

正
和
元
年
は

五 五 
小小 
申丙戌甲

大 大 
丑乙卯癸

で
勿
論
こ
れ
丈
で
は
正
和
元
年
と
斷
ず
る
こ
と
は
出
來
ぬ
け
れ
ど 

も
、
多
分
大
丈
夫
と
・
い
ふ
見
當
は
つ
け
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
尙 

ほ
念
の
爲
め
に
正
和
元
年
の
庚
申
、
金
曜
の
日
の
ユ
リ
ウ
ス
通
旧 

を
求
め
る
と
、

ミ=
5
2
3
9

と
置
い
て 

2
2
0
0
4
4
7

 

を
得
る
譯
で 

こ
れ
は
其
年
の
一
九
〇

日
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

六
月
節
は 

一

色7 

一
八
ハ•

三
日

で

あ

る

か

ら

そ

け
差

は
­

457
438
一19
18
一
 

日
餘
で
、

こ
れ
程
の
差
異
は
許
容
し
得
ら 

れ
る
も
の
で
あ
る
。

2200447
2195875〇 

2 

し
か
も
幸
な
こ
と
に
は
こ
の
曆
に
は
日 

30

食
の
記
事
が
あ
る
。
卽
ち
六
月
乙
丑
朔
に 

十
五
分
の
十
二
强
の
日
食
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、

こ
れ 

は
五
月
二
十
五
日
庚
申
の
日
か
ら
五
日
後
で
あ
っ
て
ユ
リ
ウ
ス
逋 

日
で
示
せ
ば 

2
2
0
0
4
5
2

 

で
あ
る
。

今
、

オ
ッ
ポ
ルッ

*
・

ル
氏
日 

月

食

寶

典(
o
p
p
o
l
z
e
l
r
c
a
n
o
n

 

d
e
r

 F
i
n
s
t
e
l
a
l
i
s
s
e
)

を
檢
す
る 

と
、

正

に2
2
0
0
4
5
2

日
に
は.
日
食
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
を 

り
、

日
本
時
刻
午
後
五
時
十
五
分
に
日
月
食
で
あ
る
こ
と
が
判
る

四

四 

の

で

あ

る

。

七

南
都
曆
の
一
例 

先
般
自
分
は
奈
良
市
陰
陽
町
に
南
都
曆
師

の

一
た
る
吉
川
筑
後 

(

若

狹)

の
家
を
訪
問
し
て
色
々
な
も
の
を
見
せ
て
貰
っ
た
中
に 

一
枚
の
版
木
が
あ
っ
た
。
南

都

曆
は

自
分
の
見

た

も

の

で

は
皆 

「
綴
曆
」

の
體
裁
に
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
版
木
も
上 

下
二
十
五
セ
ン
チ
、
橫

四
十
セ
ン
チ
程
の
も
の
で
あ
っ
た
。
從
っ 

て
約
二
個
月
分
の
日
子
を
收
め
て
ゐ
て
年
號
は
全
く
現
は
れ
て
ゐ 

な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
只
今
の
問
題
に
は
全
く
好
適
の
も
の
と 

い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
で
自
分
は
そ
の
節
、

必
要
と
思
は
れ
る 

部
分
を
寫
し
て
歸
っ
て
來

た
の
で
あ
る
。

六

月

小

建

己

未

井

宿

軫

水

よ

う 

十

一

日
ミ
っ
の
と
ひ
っ
し

小
暑
六
月
せ
っ

七

月

小

建

庚

申

鬼

宿

角

木

よ

う 

一
日
ミ
っ
の
え
と
ら

こ
れ
は
餘
談
に
な
る
が
版
木
の
文
字
が
裏
向
け
に
な
っ
て
ゐ
る 

の
で
、
實
は
讀
み
誤
っ
て
控
へ
て
來
た
の
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
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第2’圖 宣阴曆（井本進氏所藏）貞觀4年よ0貞享元年まで通行823年

六

月

小

建

己

未

牛

宿

軫

木

よ

う 

十

一
t
n

ミ
っ
の
と
う
し 

小
暑
六
月
せ
っ

，

こ
の
材
料
か
ら
計
算
し
て
見
る
と
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の 

で
、
後
に
吉
川
氏
か
ら
手
刷
の
も
の
を
送
っ
て
貰
っ
て
初
め
て 

解
を
得
た
樣
な
次
第
で
あ
る
。

間
違
っ
た
記
錄
か
ら
は
解
が
得 

ら
・
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
こ
の
方
法
の
健

全
な
こ
と
を
意
味
す
る 

も
の
と
稱
し
て
宜
し
い
か
と
思
は
れ
る
。

さ
て
六
月
十
一
日
を
目
標
に
と
っ 

て
見
る
と
み
づ
の
と
ひ
っ 

じ
(

癸

未)

は
第
三
表
か
ら
干
支
番
號
二
〇
と
な
り
、

一
日
が 

水
曜
で
あ
る
か
ら
十
一
日
は
土
曜
日
に
當
り
、

七
曜
値
は
五
と 

な
る
。

前
に
揭
げ
た
具
注
曆
は
頭
に
七
曜
を
頂
い
て
ゐ
る
が
、
古
い 

年
代
の
も
の
は
日
曜
日
の
み
に
對
し

「
密
」

と
記
載
し
て
あ
る 

こ
れ
は
ソ
グ

ト
語
の
略
字
の
由
で
あ
る
。

こ
の
曆
の
如
く
朔
日 

の
七
曜
を
揭
げ
る
樣
に
な
っ
た
の

は

寬

文

十

二

年(

學
紀
一
六 

七
二
年)

と
の
こ
と
で
、

三
正
綜
覽
に

是
歲
頒
曆
始
加
七
値
日
於
各
朔

と
出
て

ゐ
る
が
、
揷
入
の
寫
眞
に
あ
る
寬
文
十
年
曆
に
も
上
段

㈣

五
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に
朔
日
の
七
曜
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
見
る
と
、

七
曜
記
載
の
改 

廢
が
何
時
の
頃
か
ら
行
は
れ
た
の
か
、

今
詳
か
に
し
て
ゐ
な
い
の 

で
あ
る
。

さ
て
癸
未'

・
土
曜
の
ユ
リ
ウ
ス
通
日 

は

=
3
9
0
+
4
2
0

ミ
に
て
表
は
さ 

れ
る
が
、

大
體
學
紀
千
八
百
年
頃
と
見 

て

ミ

：

=
5
6
7
0

と

す

れ

ば2
3
8
1
7
9
0

と 

な
る
。

こ
れ
は
第
二
表
か
ら
一
八
〇

九 

年

七

日

に

當

る

の

で

あ

る

。
而

し
て
六
月
節
は
一
八
ハ•

三
日
で

ゐ=20

w= 5

み+ 1〇 — "ノ 
--- ----- の=4

六月節= 188.3

あ
る
か
ら
そ
の
差
は
一
八
一 
•

三
日
と
な
り
、
第

一

表

か

ら

最

も

2381790
1800 ‘23784964

 7 7

9
 8

2 2
3
 3

3
 
3

&
 7

1.

8
 
8

1
 
1

H- 3
7

么
8

18!

9

阿
11

8

20

0
0

近
い
値
と
し
て
ー 

ー
年 

ー
ハ
二•

三
日
を
選
べ 

ば
、

ご
れ
を
一
ハ〇

九 

年
に
加
へ
て
一
八
二
〇

年
を
得
る
の
で
あ
る
。
尙
ほ
そ
の
族
年
を
書
き
並
べ
れ
ば
次
の
如

く
で
あ
る
。

16S6-

丹

•82
17-^r

28

-51

筝

18W

43

册

册

19坦

六
月
建
は
己
未
と
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
正
月
は
甲
寅
で
、

第
七
表 

か
ら
歲
次
は
戊
、
癸
で
あ
る
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
學

四
六 

紀
年
の
一
位
の8

、3

に
當
る
年
を
殘
し
て
他
を
消
し
去
れ
ば
、
 

「
七

二

ハ

年(

享
保
十
三
年)

、
一
八
四
三
年(

天
保
十
四
年)

が 

候
補
年
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
ゝ
で
三
正
綜
覽
を
繰
っ
て
見
る
と
、
 

享

保

十

三

年

六

大

題

七

小

蟻

天
保
十
四
年

版
木 

右
の
・
如
く
で
、

小小 

酉癸酉癸

七 七 
小小 

寅壬寅壬

天
保
十
四
年
の
も
の
で
あ
ら
う
こ
と
が
推
斷
出
來

る
。
別
に
天
保
十
四
年
の
伊
勢
曆
と
合
は
せ
て
見
る
と
全
く
符
合 

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ハ

好

古

日

錄

所

載

、

活

学

曆

日 

好
古
日
錄

に
は

古

曆

本

の

項

に

「
活
字
曆
日 

籍

就

」

と
い
ふ 

の
が
あ
る
が
、
古
事
類
苑
に
は
好
古
日
錄
か
ら
轉
載
し
て
貞
應
二 

年
癸
未
假
名
曆
、
延
寶
四
年
片
假
名
曆
は
揭
げ
て
あ
り
乍
ら
、

活 

字
曆
日
だ
け
載
せ
て
ゐ
な
い
の
は
何
の
理
由
か
知
ら
な
い
。 

一
日
の
欄
は
虫
喰
ひ
の
爲
め
に
讀
み
難
い
が
、

二
日
か
ら
推
し 

て

「
ひ
の
え
と
ら
危
」

で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
知
る
こ
と
が
出
來 

る
。し

か
る
に
三
正
綜
覽
を
繰
っ
て
慶
長
元
年
六
月
の
項
を
見
る
と
、
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0

科

學

史

硏

究
 

第

三

號

郵
書
詈
圭
馬

圖

冒

^

^

ゝ
-木

？̂
'
'
'

日

卿

一
^

黔
 2
 

g

l

„
 

—

la
ー
站

一
:
上

四
ハ 

朔

H-
は
丁
酉
で
何
か
間
違
ひ
が
あ
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

こ
の 

「
慶
長
元
年
六
月
」

は
如
何
な
る
材
料
か
ら
推
定
し
た
も
の
か
钳 

は
知
る
由
も
な
い
所
で
あ
る
が
、

三
正
綜
覽
に
よ
っ
て7

橐

し

に
 

六
月
丙
寅
朔
の
年
を
探
し
て
み
る
と

建
長
七
年(

一
ニ
五
五
年)

六
小 

嘉
吉
元
年(.

一
四
四
一
年)

六
小 

文
明
四
年(

一
四
七
二
年)

六
大 

明
應
七
年(

一
四
九
八
年)

六
小 

永
祿
ハ
年(

一
五
六
五
年)

六
小

寅丙寅丙寅丙寅丙寅丙

が
得
ら
れ
る
が
、
慶
長
元
年
は
こ
の
中
に
含
ま
れ
て
ゐ
な
い
。

そ
れ
で
例
に
よ
っ
て
こ
の
年
代
を
定
め
て
見
よ
う
と
思
ふ
。

一
日
ひ
の
え
と
ら
あ
や
ふ
む 

SI 

十
五
日
立
秋
七
月
節

ひ

の

え

と

ら(

丙

寅)

は
干
支
番
號
三
で
あ
り
、
木
曜
は
番
號
三 

で

あ
る
か
らE

+
7
—

ミの
“3

が
得
ら
れ
る
。

從
っ
て
附
加
數 

4

は
七
〇
で
、

こ
れ
に
相
當
す
る
ユ
リ
ウ
ス
通
日
は7

3
+
4
2
0

ミ 

で
示
さ
，れ
る
。
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血=3

w=3

7:4-1〇—?y ° 
-----の=3

七月節= 220.1

大
體
の
推
定
年
を
千
五
百
年
と
し
て 

ミ=

 5
4
0
3

と

取

る
と

ユ

リ

ウ

ス

通

日 

は

2
2
6
9
3
3
3

と

な

る

。

こ
れ
は
一
五

〇 

一
年
の
四
五
日
で
あ
る
か
、

又
一
五

〇
〇
年
の
四
一 〇

日
と
見
て
も
宜
し
い

の
で
あ
る
。

こ
の
曆
の
後
の
部

分

に

「
十
五
日
立
秋
七
月
節
」

と 

あ
っ
て
七
月
節
は
第
一
表
か
ら

ニ

ニ

〇• 

一

日

に

相

當

す

る

こ 

と
が
知
ら
れ
る
が
、

今
目
標
と
し
た
朔
日
は
そ 

虹
3654

 

れ

よ
り
一
四
日
早
く 

一
年
の
通
日
は
二〇

六. 

一
日
で
あ
爲
こ
と
が
判
る
。

そ
こ
で
四
一
〇

日 

1
 

と
二
〇

六•

一
日
と
の
差
は
二
〇
三•

九
日
で
第 

ー
表
か
ら
こ
れ
に
近
い
日
數
を
探
す
と
ー
九
年 

,
5

二
〇
・
〇•

四
日
と
い
ふ
値
を
得
る
か
ら
一
四
八
一
年 

410
200
209
が
條
件
を
滿
す
年
と
見
る
こ
と
が
出
來
る9

更

に

そ 

00
19
81
の
前
後
二
十
三
年
隔

き
の
族
年
を
並
べ
る
と
、

一
五 

1

1

九
六
年
慶
長
元
年
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

2269333
1500 2268923

れ
る
。

そ
れ
で
曆
面
を
よ
く
調
べ
て
見
る
と
、

十
五
日
に
立
秋
七 

月
節
が
あ
る
が
そ
れ
よ
り
約
半
個
月
前
に
あ
る
筈
の
六
月
中
が
ー

四
九

切



科

學

史

硏

究
 

第

三

號

日
以
後
に
現
は
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
、

六
月
中
は
前
月
に
あ
っ
た
こ 

と'

見
て
よ
い
の
で
あ
る
。

又
七
月
中
は
曆
が
缺
け
て
ゐ
る
の
で 

確
か
に
云
ふ
こ
と
は
出
來
な
い
け
れ
ど
も
こ
の
月
末
に
あ
る
と
す 

れ
ば
、

こ
の
月
は
六
月
で
は
な
く
て
七
月
と
見
る
べ
き
で
あ
る
と 

申
す
こ
と
が
出
來
る
。

具
注
曆
引
い
て
は
宣
明
曆
に
て
は
二
十
八
宿
を
日
に
配
當
す
る 

に
際
し
て
は
、

一
年
中
通
し
に
配
し
た
も
の
で
は
な
く
て
各
月
の 

朔
日
に
次
の
樣
な
宿
か
ら
始
め
て
牛
宿
を
除
い
た
二
十
七
宿
を
配 

當
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

ヒ表 宿 八 十

五
〇

歸

琳

館"

、
爪・xl+
ぶ0

木

金

土

日

月

火

水

井

鬼

柳

星

24
25

張
6

翼27
軫28

奎

婁

胃

昴

畢

芻

參

5
6
7
8
9

21

斗

牛

女

虐

危

室

壁

二
十
七
宿

月

室 正

奎 二

，
胃

=
「
畢 四

參 五

鬼 六

張
せ

角 八

氐 九

心 十

斗

T

虐 LI
表 第

8
9

〇

口

3
4

角

亢

氐

房

心

尾

箕

こ
れ
は
現
在
の
滿
洲
國
曆 

に
も
又
、

民
國
時
憲
書
に
も 

通
用
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
 

何
時
頃
か
ら
支
那
に
於
て
行 

は
れ
て
ゐ
る
も
の
か
徵
す
る 

こ
と
が
出
來
な
い
の
は
遺
憾 

で
あ
る
。
尙
ほ
二
十
ハ
宿
は 

七
曜
の
四
倍
に
て
循
環
す
る 

の
で
、

二
十
八
宿
が
知
れ\
 

ば
七
曜
は
す
ぐ
判
る
の
で
あ

こ
の
こ
と
は
幾
つ
か
の
曆
か
ら
推
論
す
る
こ
と
を
得
た
の
で
あ 

る
が
、
こ
の
曆
も
そ
の
例
外
な
ら
ぬ
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

卽

ち

件

の

月

は

一

日

の

欄

に

「
張
宿
木
曜
」

と
あ
っ
て
七
月
で
あ 

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
但
し
貞
享
曆
以
降
に
於
て
は
每
日
二
十
ハ 

宿
を
間
斷
な
く
配
當
し
て
あ
る
。

第
十
表
の
如
く
二
十
ハ
宿
番
號 

を
定
め
て
置
く
と
そ
の
日
の
二
十
ハ
宿
値
は
ユ
リ
ウ
ス
通
日
か
ら 

次
の
式
で
計
算
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

1
 
2 
3
 
4
 
5
 
6
 
7 

る
〇

さ
て
三
正
綜
覽
を
見
る
と
、
慶
長
元
年
は
七
月
丙
寅
朔
と
あ
る 

譯
で
、

こ
の
斷
簡
は
慶
長
元
年
七
月
と
見
る
の
が
至
當
で
あ
る
と 

思
ふ
。

2304193
1500 2268923

35270
96 35063

207

念
の
爲
め
に
今
慶
長
元
年
七
月
一
日
丙
寅
、
 

木
曜
の
ユ
リ
ウ
ス
通
日
を
算
出
す
る
に
ミH 

5
4
8
6

と

お

い

て2
3
0
4
1
9
3

 

が
得
ら
れ
る
。 

こ
れ
は
一
五
九
六
年
の
通
日
二
〇
七
日
で
曆
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面
上
か
ら
朔
日
は
立
秋
節
の
一
四
日
前
に
あ
る
か
ら
そ
の
通
日
は 

二
〇
六• 

一
日
と
な
る
筈
約
一
日
の
差
で
合
致
す
る
こ
と
が
知
ら 

れ
る
。

九 

七
曜
の
記
載
な
き
曆 

前
に
述
べ
た
が
如
く
本
邦
曆
に
於
て
は
旣
に
長
德
四
年
具
注
曆 

に
七
曜
の
記
載
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
假
名
曆
に
は
果
し 

て
何
時
の
頃
か
ら
記
載
さ
れ
た
も
の
か
未
だ
審
か
に
し
て
ゐ
な
い 

の
で
あ
る
。
前

に

見

た

慶

長

元

年

曆(

一
五
九
六
年)

に
は
旣
に 

七
曜
の
記
載
が
あ
る
が
、
好
古
日
錄
所
載
の
貞
應
二
年
癸
未
假
名 

曆
に
は
記
載
な
く
、

慶
長
以
後
に
當
る
延
寶
四
年
片
假
名
曆
に
も 

七
曜
の
記
載
が
な
い
の
で
あ
る
。
何
れ
も
斷
簡
で
あ
る
か
こ
れ
を 

如
何
に
し
て
そ
の
年
代
を
推
定
し
た
か
は
今
知
る
由
も
な
い
の
で 

あ
る
が
、

こ
れ
等
七
曜
の
記
入
な
き
曆
の
斷
簡
に
就
い
て
も
何
と 

か
年
代
を
推
定
す
る
方
法
も
や
と
思
ふ
の
で
あ
る
。 

然
る
に
今
ま
で
の
材
料
よ
り
見
れ
ば
、

二
十
四
節
氣
の
日
取
り 

は
可
な
り
正
し
く
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
判
っ
た
こ
と
で
あ
る 

か
ら
、

只
節
氣
と
干
支
と
か
ら
で
も
そ
の
年
代
を
判
定
す
る
こ
と 

は
必
ず
し
も
不
可
能
で
は
な
い
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

あ
る
定 

ま
っ
た
干
支
の
日
の
ユ
リ
ウ
ス
通
日
を
き
め
る
こ
と
は
甚
だ
簡
單

具

注

曆

斷

簡
(

上
田)

で

あ

っ

てS
D
U
R
+
1
0
+
6
0

ミ

と

い

ふ

式

か
ら

計

算

し

得
ら 

れ
る
の
で
あ
る
。

み
は
前
の
場
合
と
同
じ
く
そ
の
日
の
干
支
番
號 

を
示
し
た
も
の
で
、60
ミ
と

し
た
の
は"

が
如
何
な
る
整
數
で
も 

宜
し
く
六
〇
の
倍
數
を
加
へ
て
も
引
い
て
も
宜
し
い
と
い
ふ
意
味 

で
あ
る
。

さ
て
そ
の
日
が
二
十
四
節
氣
と
何
日
違
っ
て
ゐ
る
か
を 

見
れ
ば
一
年
經
て
ば
五
日
宛
ず
れ
て
行
く
の
で
そ
の
年
代
が
推
定 

出
來
る
筈
で
あ
る
。

只
こ
の
ず
れ
方
が
少
い
の
で
前
の
方
法
に
比 

べ
て
危
險
性
は
大
き
い
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十

計

算

例

、

貞
應
一
一
年
癸
未
假
名
曆 

一
例
と
し
て
好
古
日
錄
所
載
の
貞
應
二
年
癸
未
假
名
曆
を
と
る 

こ
と'

す
る
。

六
月
大 

一
日
み
づ
の
え
さ
る 

九
日
か
の
え
た
つ
六
月
中
を
さ
ん 

今
目
標
を
九
日
に
置
く
こ
と
に
し
、

か

の

え

た

つ(

庚

辰)

は 

干
支
番
號
一
七
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
に
相
當
す
る
ユ
リ
ウ
ス
通
日 

は

2
7

 +
 6

0

ミ
で
與
へ
ら
れ
る
。

今
千
二
百
年
に
近
き
頃
と
見
て3

 =

 3
5
9
8
9

と
取
る
と
通
日
は 

五
一
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第口表 七 曜 週 期 表

（側の年數と併せ讀むべし）

科

學

史

硏

究
 

第

三

號

年夕1
2

101
9
 
0
8
9
7
 
8
 
6
7
5
6
4
5
3
 
4
2
3
1
2
 

〇

30^3

304.7

307.6
309.9

212.8

315.2

318.1

320.4

323.3

325.6
328.5

330.9
333.8

336.1

339.0

341.4

344.3

346 6

349.5

351.9

354.8

357.1

360

242.3

244.7

247.6

249;9

252.8
255.2

258.1

260.4

265.6

268.5
270.9

276.1

281.4

284.3

286.6

289.5

294.8

297.1

2159367
1200 2159351

五
二

2
1
5
9
3
6
7

と
な
っ
て
、

ー
ニ 

〇
〇
年

の

一
年
の
通
日
一
六 

日
と
な
る
。
小
暑
六
月
中
は 

16
二

〇

四•

一
日
で 

あ
る
か
ら
、

そ
の 

差

一

八

ハ•
〇

日 

に
近
い
値
を
第
十

ー
表

か

ら

探

す

と

ー
〇
年

82
84

日
2.3.3 

ロ
2.6日

2.
4.

6
 
9 

人

9.
18
18

8
2.
9

ん

9.
2.

12
12
13

2 
1

5.&
9
 
9

1
 
1

4
 
3
 
6
 

J0.3

5. 

〇 

〇 

〇

2
 
2
 
2

8.20
9
 
8
 

a

3.

1
1

2 
2

1
16.
2

〇 
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一
ハ
七•

六
日
と
ニ
ー
年
一

3
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9
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豆
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6
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171
174

7.1
〇

ハ
九•

九
日
の
ニ 

つ
の
日
が 

あ

っ

て

孰

れ

を

取

る

べ

き 

か

判

斷

に

迷

ふ

こ

と

で

あ 

る
。

こ
の
際
少
し
で
も
近
い

78.
80.

1
 
4

8.6
1
 
2

3
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83

3.
2

6
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8
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〇
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生

1
 
1

1
17.
1

〇
2

値
が
正
し
い
と
は
い
ふ
事
は 

出
來
ぬ
。

そ
れ
は
當
時
の
曆

6 反
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58.2
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60

法
が
正
し
く
な
い
計
り
で
な

く
、

上
の
方
法
の
基
礎
が
平

年
11
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19
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13
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て
置
く
こ
と
に
す
る
。
從
っ
て
こ
の
場
合
に
は
二
つ
の
候
補
値
が

あ
る
譯
で
、

ニ
ニ
〇
年
か
或
は
ニ
ー
ニ
ー
年
及
び
各
そ
の
前
後

6
6

7.
1
 81

9
6

9.

1
 8

9
05.20

〇 
〇

201
1

〇 19
】

〇 1〇 2
2

二
十
三
年
隔
き
の
族
年
が
こ
れ
に
該
當
す 

る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
日
附
の
小
さ
い
値 

に

對

し
て

は

そ
の
年
よ
り
昔
に
遡
る
べ 

く
、

大
き
い
値
に
對
し
て
は
以
降
に
求
む

べ
き
で
あ
る
。

卽
ち

52
75
98
21
44
67
90
13
36
59
82
05

26
49
72
95
18
41
64
87
10
33
56
79

10
11
12

生
憎
、

こ
の
斷
簡
に
は
正
月
建
の
干
支
も
知
る
こ
と
が
出
來
な
い 

か
ら
、

こ
の
內
孰
れ
を
採
る
べ
き
や
判
斷
の
材
料
が
無
い
次
第
で 

あ
る
。

只
好
古
日
錄
に
示
す
と
こ
ろ
の
貞
應
二
年
卽
ち
學
紀
一
二 

二
三
年
が
こ
の
孰
れ
に
も
含
ま
れ
て
ゐ
な
い
の
は
不
思
議
と
せ
ね 

ば
な
ら
ぬ
。

自
分
の
方.
法

不

可

な

る

か

、
好
古
日
錄
誤
ま
れ
る

か
。そ

れ
で
今
、
貞
應
一 

一
年
六
月
中
に
近
き
庚
辰
に
當
る
ユ
リ
ウ
ス 

通

日

を

求

め

る

と8
=
3
6
1
3
2

と

し

て2
1
6
7
9
4
7

を
得
て
一
年
の 

通
日
に
て
示
せ
ば
一
九
六
日
と
な
る
。

こ

れ

は

六

月

中

二

〇

四• 

〇
日
と
は
ハ
日
餘
り
も
差
が
あ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
到
底
こ
の
曆

具

注

曆

斷

簡
(

上
田)

を
貞
應
二
年
と
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。

2167947
1200 2159351

23 ___ 8400
196

三

正

綜

覽

で

「
六
月
大
壬
申
朔
」

の
年
を
上
揭 

の
候
補
年
の
中
で
探
す
と
、
幸
に
ー
ニ
九
〇
年
正 

應
三
年
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
年
に
就

い 

て
調
査
す
る
た
め
に
ミ"

3
6
5
4

〇
と
置
く
と

ユ
リ

ウ

ス

通

日

は2
1
9
2
4
2
7

を
得
て
そ
の
一
年
の
通
日
は
二
〇
四
日 

と
な
り
、

六
月
中
と
全
く
合
致
す
る
の
で
あ
る
。

204
從
っ
て
こ
の
假
名
曆
は
正
應
三
年
庚
寅
曆
と
見 

た
い
の
で
あ
る
。

玆
に
二
十
三
年
隔
き
の
年
を
相
當
澤
山
書
き
並 

べ
た
が
、
實
は
餘
り
昔
に
遡
り
又
以
降
に
下
る
こ 

と
は
最
早
效
な
き
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
二
十
三
年
を
經
る
每
に

2192427
1200 2159351

90 32872

〇•

六
日
の
差
を
生
ず
る
か
ら
、

一
世
紀
も
隔
て
れ
ば
二
日
半
の 

差
異
を
生
む
こ
と\

な
り
第
十
一
表
の
各
段
の
差
に
相
應
す
る
の 

.
で
あ
る
か
ら
、
表
を
引
く
に
當
っ
て
一
段
の
違
ひ
が
出
來
る
こ
と 

に
な
る
の
で
あ
る
。

又
こ
の
事
情
は
、
或
る
年
が
充
分
條
件
に
適
し
て
ゐ
る
に
も
拘 

ら
ず
相
當
隔
っ
た.
年
を
基
礎
と
し
て
推
定
す
る
と
そ
の
爲
め
に
見 

落
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
意
味
す.
る
も
の
で
、

從
っ 

て
七
曜
記
載
な
き
曆
に
は
幾
つ
か
の
相
隔
っ
た
年
を
基
準
に
取
っ

■

五
三

【91
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第

三

號 

て
計
算
を
立
て
ゝ
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

十
一
天
平
十
A'
年
具
注
曆
斷
簡 

上
の
方
法
を
正
倉
院
御
物
天
平
十
八
年
曆
に
應
用
し
て
見
よ
う 

と
思
ふ
。
古
事
類
苑
に
揭
げ
て
ゐ
る
も
の
を
・
拔き

¢
!

き
す
る
と
次 

の
如
く
で
あ
る
。

三
冃4

 

天
氣
北
行 

天
道
丙
壬 

冃
殺
在
未 

土
府
在
酉

寺
乙
辛

庁
丙
壬
乙 

三
尸/J

月
德
在
壬 

人
道
甲
庚 

月
破
在
戌 

皈
壬
土
吉 

時
丁
癸 

ブ.
辛
丁
癸 

一
日
癸
丑
木
開 

歲
前
天
恩
九
坎 

二
日
甲
寅
水
閉 

歲
前
歸
忌
塞
穴
、
葬
吉

中

略

ハ
日
庚
申
木
定
耐̂

陰
錯
厭

ハ
日
を
目
標
と
し
て
考
へ
る
と
、
庚
申
は
干
支
番
號
五
七
淸
明 

三
月
節
は
九
四•

九

日

で

示

さ

れ

る

。

今
こ
の
年
代
を
大
體
ハ
百

2013307
800 2013254

日

3
3

4.

5
 4

年
〇 3so

4
4.
9

97.

00
15

8年

58

年
頃
と
見
て
そ
れ
に
近
き
庚
申 

の
日
を
求
め
る
と
、
ミn
 33554  

と

置

い

て

ユ

リ

ウ

ス

逋

日
 

2
0
1
3
3
0
7

 
,

が
得
ら
れ
る
。

そ
の 

一
年
の
通
日
は
五
三
日
で
あ
っ 

て
淸
明
節
九
四
・
九
日
と
の
差

五
四 

は
四
一 
•

九
日
と
な
る
か
ら
第
十
一
表
か
ら
こ
れ
に
近
い
日
を
求 

め
る
と
、

一
五
年
四
一 
•

四
日
と
三
年
四
四•

三
日
が
得
ら
れ
る
。 

從
っ
て
上
の
計
算
に
示
す
通
り
學
紀
ハ
一
五
年
と
ハ
〇
三
年
及 

び
そ
の
族
年
が
求
め
る
年
に
な
る
筈
で
あ
る
。

80
03
26
49
72

724
 6
 9

813

こ
の
年
も
同
じ
く
正
月
建
を
知
る
由
が
な
い
の
で
、

こ
れ
以
上 

年
を
限
定
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
斷
簡
は
二 

月
十
四
日
か
ら
三
月
二
十
九
日
ま
で
を
含
ん
で
ゐ
る
の
で
と
れ 

か

ら

知

り

得

る

材

料

は

二

月

大

癸

未

朔

三

月

小

癸

丑

朔 

と
い
ふ
譯
で
あ
る
。
右
に
揭
げ
る
數
個
年
に
つ
い
て
三
正
綜
覽 

と
對
照
す
る
と
、
學
紀
七
四
六
年
天
平
十
八
年
が
唯
一
の
年
で
あ 

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
、

天
至
十
八
年
と
斷
じ
て
先
づ
不
可
な 

い
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
勿
論
大
體
の
年
代
が
判
っ
て
ゐ
な
い 

場
合
に
は
只
右
の
樣
な
手
續
き
丈
に
て
は
不
充
分
で
あ
る
こ
と
は 

申
す
迄
も
な 
い
こ
と
で
あ
る
。

十
二
燉
煌
出
土
唐
天
成
元
年
殘
曆

羅
振
玉
氏
が
そ
の
所
藏
の
燉
煌
出
土
の
書
を
印
行
し
て
「
敦
煌

192



石
室
碎
金
」
を
著
し
て
ゐ
る
中
に
、
殘
曆
・
三
部
を
載
せ
て
ゐ
る
。 

第
一
は
唐
天
成
元
年
殘
曆
、
第
二
は
後
晉
天
福
四
年
殘
曆
、
第
三 

は
宋
淳
化
元
年
殘
曆
と
す
る
。

こ
れ
等
の
年
代
は
何
れ
も
汪
謝
城
氏
長
術
輯
要
に
よ
っ
て
羅
振 

玉
氏
が
推
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

玆
で
再
び
推
敲
し
て
見
る
の 

も
興
瑕
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
先
づ
唐
天
成
元
年
殘
曆
に
就
て
考 

ふ
る
に
、

こ
れ
は
七
、
ハ
兩
月
共
に
廿
三
日
よ
り
初
ま
り
、
十
二
月 

卅
日
に
至
る
も
の
で
、
最
後
に
丙
戌
年
姑
洗
之
月
十
四
日
巳
時
題 

畢
と
あ
る
。

そ
れ
で
こ
の
曆
は
丙
戌
年
の
も
の
か
或
は
丁
亥
年
の 

も
の
と
見
る
か
と
い
ふ
事
で
あ
る
が
、
題
じ
畢
っ
た
の
が
三
月
で 

ち
る
か
ら
こ
れ
を
丙
戌
年
と
見
る
の
が
穩
當
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

前
闕

廿
三
日
丙
子
水
平
下
弦
黔
袖 

密 

廿
三
日
丙
午
水
收
滅
密
罡 

廿
四
日
丁
丑
水
定
沐
浴
吉 

廿
四
日
丁
未
水
收
蠶̂

饰
魁 

廿

汛

日

戊

寅

土

執

密

伐
•

廿
五
日
戊
申
土
開
天
赦 

中

略
 

・

丘
弓
で
塞
戊
戌
天
道
南
行
宜 

4

・
冃
大
重 

记
亥
天
道
東
行
宜 

九

月

大

建

修

甫

方

宜

向

南

行

-F
月
プ
建
修
東
方
宜
向
東
行 

今
一
般
の
方
法
で
推
定
す
る
と
し
て
、

上
段
の
七
月
廿
三
日
を 

目
標
と
す
れ
ば
丙
子
、

金
曜
、

ハ
月
節
で
あ
る
。
丙
子
、

金
曜
に 

相
當
す

る

ユ
リ
ウ

ス

通

日
は2

6
3

 +

 4
2
0

ミ 

で
與
へ
ら
れ
る
。

具

注

曆

斷

簡
(

上
田
ノ

丙子=13

金=4

ハ月節=250.8

2049863
900 2049778

8
5

0.
8
 52

8
65
X

こ

の
曆
を

先
づ

九

百

年

代
と

見

做

匕
て 

ミ
：

=
4
8
8
0

と
置

く

と

ユ

リ

ウ

ス

通

日

は 

2
0
4
9
8
6
3

が
得
ら
れ
る
。

こ
れ
は
學
紀
九〇

 

〇
年
通
日
ハ
五
日
に
當
る
か
ら
、

ハ
月
節
二

五

〇•

八
日
と
の
差
ニ
ハ
五
・
八
日
に
近
い

85
血

〇 3
3

9.
42

値
を
第
一
表
か
ら
探
す
と
三
年
一
六 

四•

三
日
が
得
ら
れ
る
か
ら
求
む
る 

年
代
は
九
〇
三
年
及
び
そ
の
族
年
と

い
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

6
 c
b

-s-Lb
g
 1

绘

〒

什

咅 64?>
^-
-5-
b

-1

4-
〒
&

9
 
士
^

G

'&l

-^
-5-
-69
G
l
^
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-9-J 
亠
 4

-(T
-&
三

さ
て
九
月
建
は
戊
戌
で
あ
る
か
ら
正
月
建
は
庚
寅
で
あ
る
こ 

と
が
知
ら
れ
る
譯
で
、
歲
次

は

丙(6
)

或

は

辛(
1
)

の
孰 

・
れ
か
で
あ
る
こ
と
が
結
論
せ
ら
れ
る
。
從
っ
て
學
紀
七
百
年
頃 

か
ら
千
二
百
年
頃
の
間
に
於
て
は
、

六
九
六
年
丙
申
萬
歲
通
天 

元
年
、

ハ

二

年

辛

卯

永

德

三

年

、

九
二
六
年
丙
戌
天
成
元
年 

の
三
つ
の
年
が
得
ら
れ
る
。
萬
歲
通
天
元
年
は
周
正
を
用
ひ
た 

の
に
こ
の
殘
曆
に
は
十
」
月
に
冬
至
が
あ
る
か
ら
適
合
し
な
い
譯 

で
あ
る
。

三
正
綜
覽
に
就
い
て
殘
り
の
兩
年
を
檢
す
る
と
次
の
通

り
で
あ
る
。

五
五
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殘
曆

九
二
六
年
丙
戌
天
成
元
年

ハ
」

一
年
辛
卯
永
徳
三
年

大
甲
寅

大
乙
卯

大
癸
巳

七
月
朔

刀
甲
申

大
乙
酉

大
癸
亥

ハ
月
朔

大
癸
丑

小
乙
卯

小
癸
巳

九
月
朔

大
癸
未

大
甲
申

大
壬
戌

十
月
朔

小
癸®

大
甲
寅

大
壬
辰

十

月 
朔

大
壬
午

小
甲
申

小
壬
戌

十
二
月
朔

右
の
如
く
二
者
孰
れ
も
適
合
し
な
い
も
の
ゝ
、

そ
の
內
永
德
三
年 

は
全
然
合
は
な
い
か
ら
こ
れ
は
問
題
に
な
ら
な
い
が
、
天
成
元
年 

は
一
日
或
は
二
日
の
差
で
あ
っ
て
滿
更
の
も
の
で
は
な
い
。
羅
振 

玉
氏
の
對
比
し
た
長
術
輯
要
も
朔
日
の
干
支
は
三
正
綜
覽
に
示
す 

も

の

と

全

く

同

一
で

あ

る

所

か

ら

「
蓋
し
當
日
西
陲
行
用
之
曆
」 

で
あ
っ
て
中
土
よ
り
頒
至
す
る
も
の
で
な
い
と
し
て
ゐ
・
る
の
で
あ 

る
。

さ
す
れ
ば
所
謂
里
差
の
關
係
か
ら
見
れ
ば
西
陲
の
曆
で
は
干 

支
が
早
く
な
る
の
が
順
當
で
あ
る
か
ら
、
羅
振
玉
氏
の
云
ふ
が
如 

く

必

ず

し

も

「
邊
人
學
術
に
疏
く
推
衍
誤
多
し
」

と
す
べ
き
も
の 

で
は
な
い
か
も
知
れ
い
。

今

シ

ェ

ラ

ム

氏(
S
c
h
r
a
m
)

の
朔
望
表
に
よ
っ
て
長
安
に
於
け 

る
朔
日
を
求
め
る
と

右
の
如
く
で
あ
る
が
「
尙
ほ

合

朔
(

定
朔) 

を
計
算
す
る
と
九
月
、

十
一
月
は
夫
々
乙
卯
、
 

甲
寅
と
な
っ
て
三
正
綜
覽
及
び
長
術
輯
要
に 

示
す
と
こ
ろ
の
も
の
と
合
致
す
る
の
で
あ
る
。 

こ
れ
等
か
ら
判
斷
し
て
、

里
差
に
よ
る
と
見 

る
よ
り
は
矢
張
り
曆
法
が
粗
笨
で
あ
る
と
す
る
方
が
妥
當
で
あ
ら 

う
と
思
ふ
。

更
に
冬
至
の
日
附
を
計
算
す
るi

癸
亥
に
相
當
す
る 

こ
と
が
判
る
が
、
羅
翁
の
言
ふ
が
如
く
こ
れ
を
十
日
と
呼
ぶ
か
十 

一
日
と
す
る
か
は
十
一
月
朔
の
取
り
方
に
關
す
ち
の
は
當
然
の
こ 

と
ゝ
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

上
述
の
計
算
に
は
丙
戌
年
と
い
ふ
假
定
は
少
し
も
用
ひ
な
か
っ 

た
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
正
月
建
と
よ
く
」
致
し
て
ゐ
る
も
の
で
、
 

天
成
元
年
と
斷
じ
て
間
違
ひ
な
い
所
と
思
は
れ
る
。

只
、

中
土
通 

行
の
曆
は
三
正
綜
覽
等
と
果
し
て
一
致
し
て
ゐ
る
も
の
か
別
段
證 

據
は
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
殘
曆
丈
か
ら
結
論
す
れ
ば
三 

正
綜
覽
、
引
い
て
は
そ
れ
が
準
據
す
る
通
鑑
目
錄
の
朔
日
干
支
を 

訂
正
す
べ
き
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

天
成
元
年

乙

卯

七
月
朔

乙

酉

ハ
月
朔

甲

、寅

九
月
朔

甲

申

十 
貝 
朔

癸

丑

十

月 
朔

癸

未

十
二
月
朔
ー

尙
ほ
、

三
正
綜
覽
に
の
み
準
據
し
て
月
の
大
小
、
朔
日
の
干 

支
だ
け
か
ら
曆
の
年
代
を
推
定
す
る
こ
と
の
適
否
を
判
斷
す
る 

一
つ
の
例
證
を
示
す
こ
と
が
出
來
る
。

卽
ち
今
三
正
綜
覽
を
繰
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っ
て
見
れ
ば
學
紀
ニ
ー
二
六
年
丙
戌
寶
慶
二
年
が
同
じ
朔
日
干
支 

の
年
で
あ
る
こ
と
を
知
る
に
相
違
な
い
。

ー
ニ
二
六
年
丙
戌
寶
置
二
年

大
甲
寅

七
月
朔

小
甲
申

ハ
月
朔

大
癸
丑

九
月B

大
癸
未

十
月
朔

小
癸
丑

十

月 
朔

小
壬
午

十
二
月
朔

右
の
如
く
で
、

只
十
二
月
が
小
で
あ
込
點
の
み
僅
か
に
異
な
る 

も
の
で
あ
っ
て
、
朔
日
干
支
は
全
然
同
一
で
あ
る
。
從
っ
て
こ
の 

年
が
可
か
不
可
か
檢
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
年
の
丙 

子
、

金
曜
の
日
を
求
め
る
爲
め
、
ミ
リ5

1
6
4

と

置

い

て

ユ

リ

ウ 

ス

通

日2
1
6
9
1
4
3

が
得
ら
れ
る
。

こ
れ
は
一
ニ
ニ
六
年
の
通
日 

は
二
九
六
日
と
な
り
、

ハ
月
節
の
二
五
〇•

八
日
と
は
四
十
五
日

2169143
1200 2159359

26 ___ 9496
296

250.8
4ゑ

の
差
を
生
じ
、

到
底
許
す
こ
と
の
出
來
な 

い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

只
氣
節
の 

點
か
ら
の
み
い
へ
ば
そ
の
前
年
一
ニ
ニ
五 

年
乙
酉
寶
慶
元
年
の
丙
子
、
金
曜
が
ハ
月 

節
に
近
き
こ
と
を
示
す
の
で
あ
っ
て
、

こ

れ
は
前
表
に
は
示
さ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
一
つ
の
辜
に
當
る
こ 

と
が
知
ら
れ
る
譯
で
、

上
記
の
方
法
が
可
な
り
隔
っ
た
事
に
も
通 

用
し
う
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

具 

注 

曆 

斷 

簡

田

後
晉
天
福
四
年
殘
曆

こ
の
曆
は
前
の
も
の
に
比
べ
る
と
大
分 

體
裁
が
異
な
り
右
殘
曆
三
十
行
を
存
し
首 

尾
均
し
く
逸
す
と
い
ふ
譯
で
あ
る
。

正
月

廿
七
日
に
起

り

二
月
廿
三
日
で
訖
っ
て
ゐ
る
。 

二
弓
刻
黑
一
天
道
西
南
行
宜
向
西
南
行
又
宜
修
造
西
南
糸 

小
ft'
亂

ソ

白

器
®±

饗

月

厭

在

酉

月

煞

在

戌

月

破 

丁
卯
一
紫
白
綠
一
庚
上
取
土
穀
吉
用
乾
巽
坤
艮H
吉 

一
日
癸
酉
金
危 

歲
位
祭
竈
沐
浴□
 

中

略

密

十

日

壬

午

木

平

li
si
魁

右
の
樣
な
體
裁
で
あ
る
が
、

今
目
標
を
十
日
に
置
く
こ
と
に
す

壬午=19

密=6 

二月節=64.7

2049809
900_2049778

31
64.7
33.7

る
。
壬
午
、

日
曜
に
相
當
す
る
ユ
リ
ウ
ス
通
日 

は

2
0
9+

4
2
0

ミ
で

表
は

さ
れ
る
筈
で

あ
る
。 

先

づ

學

紀

九

百

年

に

近

い

年

と

見

て

、

ミH
 

4
8
8

〇

と

置

く

と

ユ

リ

ウ

ス

通

日

は2
0
4
9
8
0
9

900 31
16 36.1

と
な
り
、

九
〇
〇
年
の
通
日
三
一
日 

.1
で
あ
る
。

二
月
節
の
六
四•

七

日
と 

6
 

の
差
を
求
め
る
に
ー
ー
ニ
ニ•

七

日

を

得 

916
て
第
一
表
か
ら
こ
れ
に
近
い
日
を
求

五
七
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科

學

史

硏

究
 

第

三

號 

め
る
と
一
六
年
三
六•

一
日
を
得
る
の
で
あ
る
。

從
っ
て
求
め
る 

年
は
九
一
六
年
及
び
そ
の
族
年
で
あ
る
。

扇

Tfr
辭

24
妇

丹

鈴

隔

39
-62-
-8&
O0& 

二
月
建
丁
卯
で
あ
る
か
ら
正
月
建
は
丙
寅
で
こ
の
年
は
甲(4)
 

か

己(
9
)

な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
れ
は
ハ
二
四
年
甲
辰
長 

慶
四
年
か
、

九
三
九
年
己
亥
天
福
三
年
に
限
宀
疋
せ
ら
れ
る
。

し
か 

る
に
長
慶
四
年
は
正
月
大
辛
亥
朔
、

二
月
小
辛
巳
朔
で
本
曆
の
正 

大
癸
卯
、

二
小
癸
酉
と
は
大
き
な
隔
り
が
あ
る
の
で
こ
れ
は
不
可 

で
あ
る
。

又
羅
翁
は
七
五
三
年
天
寶
十
二
年
、

ハ
四
六
年
會
昌
六
年
は
同 

じ
朔
日
干
支
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
或
は
然
ら
ず
や
と
し
て
ゐ
る 

が
前
表
中
に
該
當
し
な
い
か
ら
、
結
局
九
三
九
年
己
亥
年
が
殘
る 

こ
と
ゝ
な
る
。

九
三
九
年
己
亥
年
の
壬
午
、
密
の
日
の
ユ
リ
ウ
ス 

-3 

通
日
を
求
め
る
と
、
ミ=

=
4
0
1
4

と
置
い
て 

67
64.
一
 2
 

2
0
6
4
0
8
9

を
得
る
。

こ
れ
は
九
三
九
年
の 

通
日
六
七
日
で
驚
蟄
一
亠
月
節
と
は
二•

三 

日
の
差
を
示
し
て
を
り
、

少
々
そ
の
開
き 

が
大
き
す
ぎ
る
感
が
深
い
が
曆
法
が
粗
笨 

で
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
。

2064089
900 2049778

' 14311
39 14244

五
八

年
代
が
餘
り
下
る
と
、

そ
の
差
又
大
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
前 

表
ー
〇
〇
ハ
年
以
後
に
於
け
る
族
年
を
追
加
す
る
と
下
表
の
通
り

c
&
a
£
9
^
^
g

-l4
 

キ 

も

-2
金 
6
 
9
4
-
c
p

-e-8
 
G

1
 

2
 

3

IX 

1- 

1A

と
な
り
ゝ
そ
の
內

一
〇
五
四
年
、

二

六

九

年

、

一
ニ
ハ
四
年
が 

殘
さ
れ
る
が
、

孰
れ
も
朔
日
干
支
が
相
當
の
開
き
を
示
し
て
ゐ
る 

の
で
あ
る
。

今
ー
ニ
ハ
四
年
に
就
い
て
二
月
節
に
近
き
壬
午
、
密 

の
日
を
求
め
る
爲
め
に
ミ=

=
5
2
1
4

と
す
る
と
、

ユ
リ
ウ
ス
通
日

2190089
2159351

30738
30680

7 

は21
9
0
0
8
9

と
な
り
、

一
ニ
ハ
四
年
の
通

6

日
五
八
日
で
二
月
節
六
四•

七

日

と

は

七 

日
も
差
が
あ
る
こ
と'

な
り
、

こ
の
差
は

〇 

4
 

次
第
に
增
加
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ 

12
れ
以
降
は
考
へ
る
必
要
は
な
い
事
で
あ
る
。 

以
前
に
つ
い
て
も
同
樣
な
こ
と
が
云
は
れ
る
か
ら
、
羅
翁
の
推
定 

通
り
こ
の
殘
曆
は
天
福
三
年
と
見
る
べ
き
も
の
と
思
ふ
。

十
四
宋
淳
化
元
年
殘
曆

宋
淳
化
元
年
曆
と
稱
す
る
も
の
は
羅
翁
の
解
說
に
よ
れ
ば
、

六 

朝
寫
經
紙
背
よ
り
寫
す
と
あ
っ
て
正
月
よ
り
四
月
ま
で
完
全
に
殘 

っ
て
を
り
、

そ
れ
以
後
は
當
時
繕
錄
未
だ
竟
ら
ず
殘
損
に
非
る
也
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と
し
て
ゐ
る
。

正
月
・
小
建
壬
寅 

一
日
戊
寅
土
建 

二
日
己
卯
土
除 

三
日
庚
辰
金
滿

下

略

二
月
小
建
癸
卯
天
道
西
行

天
赦 

一
日
丁
未
水
定
is®

鳴

納

財

吉 

天
恩
嫌
娶
修
造
二
日
戊
申
土
執 

祭
祀
解
土

修
造
納
財 

三
日
己
酉
土
破
治
疾
葬
埋
吉

體
裁
か
ら
見
れ
ば
寧
ろ
唐
曆
に
似
て
二
段
に
書
い
て
あ
り
、
曆
・ 

註
も
大
體
に
於
て
似
て
を
り
晉
曆
と
は
大
分
異
な
っ
て
ゐ
る
も
の 

で
あ
る
。

只
前
揭
の
唐
天
成
元
年
曆
に
は
密
の
記
入
が
あ
る
が
、
 

こ
の
宋
曆
に
は
そ
れ
が
な
い
。
繕
錄
未
だ
竟
ら
ず
と
し
て
密
を
朱 

書
す
る
の
を
果
さ
な
か
っ
た
か
、

又
は
そ
の
年
代
に
於
て
は
最
早 

七
曜
の
記
述
を
重
要
視
し
な
か
っ
た
か
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
が
、
 

そ
れ
を
肯
定
す
る
他
の
材
料
が
な
い
の
で
何
と
も
斷
ず
る
こ
と
は 

出
來
ぬ
。

正
月
建
か
ら
判
斷
す
る
と
丁
、
壬
の
孰
れ
か
の
年
で
な
け
れ
ば 

な
ら
ぬ
が
、
宋

淳

化

元

年

は

庚

寅

の

年(

學
曆
九
九〇

年)

で
あ 

る
か
ら
正
月
建
は
戊
寅
で
あ
る
筈
で
、

正
月
の
み
が
書
き
誤
り
で 

な
い
こ
と
は
二
月
、

三
月
と
順
を
追
っ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
斷
ず
る 

こ
と
が
出
來
る
。

さ
す
れ
ば
當
時
の
建
の
繰
り
方
が
異
な
つ
・
て
ゐ

具

注

曆

斷

簡
(

上
田)

た
或
は
淳
化
元
年
と
す
る
こ
と
が
誤
り
で
あ
る
と
い
ふ
こ
ど
に
歸 

着
す
る
。

今
正
月
二
十
五
日
と
二
月
十
一
日
と
を
目
標
と
し
て
蚩
貝
き
上 

げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

廿
五
日
壬
寅
金
閉
ニ
月
節 

十
一
日
丁
巳
土
滿
春
分
二
月
中
&□
移
徙 

今
と
の
年
の
二
月
節
に
近
卑
壬
寅
の
日
及
び
二
月
中
に
近
き 

丁

巳

の

日

の

ユ

リ

ウ

ス

通

日

を

計

算

す

れ

ば

ヽ3
4
7
1
1

と 

置

い
て

夫
々2

0
8
2
7
0
9

花0
8
2
7
2
4

が
得
ら
れ
る
。

こ
れ
を
二
月
節
、
 

二
月
中
の
通
日
と
比
較
す
る
と
孰
れ
も
五•

七

日

の

差

が

あ

る

譯 

i
 

で
、
推
曆
の
誤
差
と 

709
778
872
59

64.7
一
 5

724
778
872
74

79.7
一
 5
 

す
る
に
は
餘
り
に
大 

2082
2049
。“

2082
20493 

で
あ
る
と
思
ふ
。,

五•

七

日

に

近

き 

日
00
90
節

日

00
90
中 

ア

/
 

寅9
 

月

巳
9
 

月 

日
を
第
十
一
表
か
ら 

壬 

二 

丁 

二 

- 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

求
め
る
と
、

ニ
ニ
年 

B
59
4.7
一63.7
59
7.6

G6.7
四
・
七
日
ー
〇
年
七•

六
日
が
得
ら
れ
る
。 

壽

ゝ

 

〇
〇
’

卽
ち
ー
〇
一
ニ
年
か
ー 8
0

年
及
び
各 

9
 

一1019

100
そ
の
族
年
が
求
め
る
年
に
當
る
譯
で
あ
る
。 

M

-54
77
加

鋁

翱

対

92
肝

册

妍
 

9
 

11五
九

壬寅日 2082709
900 2049778

90 39872
~~59

64.7
5.7二月節

2082724
2049778
__ 32872

74
79.7

5.7

丁巳日
900
90

二月中
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第

三

號

盼

宛

97
碗

-43-
飾

册

012
お

玮
M

1-

こ
の
丙
、

丁 
(
7
)

、
壬

(
2
)

の
年
を
殘
す
と
ハ
九
七
年
、

九 

七
七
年
、

一
〇

一
二
年
、

一
〇

九
二
年
な
ど
ゝ
な
る
で
あ
ら
う
。 

今
三
正
綜
覽

に

よ
っ
て
正
、

二
、

三
、

四
月
の
朔
日
干
支
を
擧
げ 

れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

殘 

曆 遼宋

安祐 

ハ七 

年年

壬 
申

〇

年 
遼宋

開大 
泰讲 

元需 

年・

壬 
子

遼宋

保去 

寧ESi 
九瘦 

年年

丁 
丑

乾

■i蕊

四 

年

丁 
巳

小
戊
寅

大
甲
申

大
己
巳

大
壬
戌

小
丁
丑

正

小
丁
未

大
甲
寅

小
己
亥

大
壬
辰

大
丙
午

二

大
丙
子

小
甲
申

大
戊
辰

小
壬
戌

大
丙
子

ーー〕

小
丙
午

大
癸
丑

大
戊
戌

大
辛
丑

小
丙
午

四

右
に
よ
っ
て
見
る
と
正
、

二
兩
月
の
朔
日
干
支
が
一
日
の
差
は 

あ
る
け
れ
ど
も
、
唐
乾
寧
四
年
丁
巳
曆
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

- 

思
ふ
。

8749
3254
5429
囂
一
—

同
年
の
二
月
節
に
近
き
壬
寅
の
日
を
求
む

2048
20133

 

れ
ば
ミ=

3
4
1
4
5

と

置
い
て2

0
4
8
7
4
9

が
得 

00
97
朋 

ら
れ
る
。

而
し
て
二
月
節
と
約
一
日
の
差
に 

止
ま
る
の
を
知
る
こ
と
が
出
來
る。

一

〇
九

六
〇

二
年
以
降
と
す
れ
ば
約
四
日
の
差
と
な
る
か
ら
、

こ
の
族
年
中
に 

於
て
は
最
早
そ
れ
以
降
に
求
む
る
こ
と
は
出
來
な
い
。

又
こ
れ
よ 

り
遡
れ
ば
、
七
八
二
年

壬
戌
唐
建
中
三
年
が
そ
の
族
年
で
あ
る
こ 

と
が
知
ら
れ
る
が
、

こ
の
年
は
正
月
閏
が
あ
り
、

そ
の
以
前
は
六 

六
七
年

丁

卯

蠶

封

二

年

と

な

っ

て

、

こ
れ
程
遡
る
と
干
支
と
二 

月
節
と
の
開
き
が
漸
く
大
と
な
り
七
日
に
も
及
ぶ
か
ら
そ
れ
以
上 

を
考
へ
る
必
要
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

從
っ
て
こ
の
殘
曆
は
宋
代
と
い
ふ
よ
り
寧
ろ
唐
代 

と
見
る
方
が
穩
當
で
あ
る
と
思
ふ
。
然
ら
ば
密
の
記 

入
な
き
は
唐
代
に
於
て
は
ま
だ
そ
の
制
が
無
か
っ
た 

と
見
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
譯
で
甚
だ
興
味
多
い
所 

で
あ
る
。

只
、
曆
註
に
就
い
て
は
自
分
は
ま
だ
充
分
の
調
査

を
了
し
て
ゐ
な
い
が
、

そ
の
硏
究
に
よ
っ
て
尙
ほ
年
代
を
判
斷
す 

べ
き
材
料
を
捉
へ
う
る
か
と
思
は
れ
る
が
、

更
に
紙
背
の
寫
經

が

、 

ど
の
程
度
の
材
料
を
提
供
し
得
る
か
は
全
く
別
箇
の
問
題
と
し
て 

硏
究
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
思
ふ
。
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リ

ー

マ

ン

幾

何

學

成

立

の

背

景㈠
近

藤
 

洋

逸

周
知
の
如
く
ア
イ
ン
シ
亠
タ
イ
ン
の
一
般
相
對
性
理
論(

一
九 

一
四
—

一
・
六
年)

の
數
學
的
基
礎
の
本
質.
的
な
る
も
の
が
、
旣
に 

は
や
く
も
前
世
紀
中
葉B
 
•

リ
ー
マ
ン
の
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
、ゲ
シ
大
學 

に
於
け
る
知
名
の
就
職
講
演
「
幾
何
學
の
基
礎
に
あ
る
假
說
に
っ 

い
て
」(

u
b
e
r

 

d
i
e

 H
y
p
o
t
h
e
s
e
s

 

w
e
l
c
h
e
 

d
e
r

 G
e
o
m

s-rie  

z
u

 

G
p
n
d
e
一i
e
g
e
l
l
) (

一
ハ
五
四
年
六
月
十
日)

に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
た 

と
い
ふ
史
實
は
、
ま
こ
と
に
數
學
史
上
の
一
驚
異
で
あ
る
。
こ
の
講 

演
の
、
數
學
史
の
側
面
か
ら
の
探
求
は
例
へ
ば
ク
ラ
イ
ン
の
「
十 

九
世
紀
數
學
史
講
義
」(
v
o
r
l
e
s
u
n
g
e
n

 

l
i
b
e
r  d

i
e
E
n
f
w
i
c
E
u
n
g

 
d
e
r

 M
a
f
h
e
m
a
t
i
k

 i
m

 

19

. 

J
a
h
r
h
u
n
d
e
r
t
)、

特
に
そ
の
第
二
卷 

に
於
て
う
か
ヾ
ふ
こ
と
が
出
來
る
。

こ
ゝ
で
は
少
し
く
視
角
を
變 

へ
主
と
し
て
認
識
論
的
側
面
か
ら
、

か
め
講
演
の
背
景
を
探
り
あ 

て
た
い
。

マ
ン
幾
何
學
成
立
の
背
景(

近
藤)

リ
ー
マ
ン
の
生
活
は
ア
ー
ベ
ル
、

ガ
ロ
ア
等
と
異
な
り
波
瀾
に 

富
ん
だ
も
の
で
は
な
い
。
牧

師

を

父

に

も

ち(

一
八
二
六
年)

、
ー
 

ハ
六
六
年
肺
患
で
倒
れ
る
迄
の
短
い
生
涯
は
傳
記
的
興
味
を
唆
る 

も
の
を
捷
ち
あ
は
せ
て
ゐ
な
い
。

こ
ゝ
で
は
デ
デ
キ
ン
ト
、

シ
ェ
ー
リ
ン
グ
に
よ
り
っ
ゝ
、

リ
ー
・ 

マ
ン
の
就
職
池
演
に
い
た
る
ま
で
の
彼
の
學
問
上
の
閱
歷
を
簡
單 

に
述
べ
て
お
く
。

一
ハ
四
六
年
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
學
の
神
學
科 

(
1

ン H
・

w
e
b
e
r

 

の
編
輯
し
た R

i
e
m
a
n
n

org
e
B
a
m
m
e
t
t
l
e

 m
a
z
h
・

 

w
erke・

 2te  A
u
p

(1892)  s
・ 2721287,

ま
た 
a- W

eyl

が 

こ
ゐ
就
職
講
演
の
部
分
だ
け
を
單
行
本
と
し
て
出
版
し
て
ゐ
る(

一
 

九
一
九
年
、
第
三
版
一
九
二
三
年)

。
以
下
で
は
簡
單
に
リ
ー
マ
ン 

の
全
集
をR
、

ワ
イ
ル
版
をW
、
と
し
て
引
用
す
る
。

(2) 

以
下
こ
れ
をK

と
し
て
引
用
す
る
。

(3) 

傳
記
と
し
て
はR

、
卷
末
に
あ
る
デ
デ
キ
ン
ト
の
も
の
。
ま
た
リ 

1

マ
ン
の
弟
子
シ
ェ
ー
リ
ン
グ
の
も
の (F
・Sc

h
e
r
i
n
g

 
一
 g

e
s
a
m
,

 

m
eltie  m

s.h
・ 

I
I
,  S

 

ー
ー6

 

戸0
 425
曲)

が
あ
る
。 

ま
た
小
堀
氏
の
『
大
數
學
者
』(

下
卷)

に
も
リ
ー
マ
ン
に
關
す
る
部 

分
が
あ
る
亠

六
ー
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科

學

史

硏

究
 

第

三

號 

に
入
學
、
然
し
數
家
へ
の
興
味
の
た
め
數
學
科
に
轉
向
し
た
。

そ 

の
年
の
夏
學
期
に
は
シ
ニ
テ
ル
ン
の
數
字
方
程
式
解
法
、

ゴ

ー

ル 

ド
シ1
....

ッ
ト
の
地
磁
氣
學
を
、

一
ハ
四
六
—

七
年
の
冬
學
期
に
は 

ガ
ウ
ス
の
最
小
自
乘
法
と
シ
亠
テ
ル
ン•
の
定
積
分
論
を
聽
い
て
ゐ 

る
。
當

時

の
リ

ー

マ
ン
の
興
味
は
ガ
ウ
ス
の
複
素
數
硏
究
と
數
理 

物
理
學
に
お
か
れ
て
ゐ
た
。

一
八
四
七
年
夏
學
期
か
ら
一
ハ
四
九 

年
四
月
ま
で
は
ベ
ル
リ
ン
大
學
に
う
つ
り
、
デ
ィ
リ
ク
レ
の
數
論
、
 

定
積
分
論
、

偏
微
分
方
程
式
論
、・
ヤ
コ
ビ
の
解
析
力
學
、
代
數
學
、
 

ア
イ
ゼ
ン
シ
乂
タ
イ
ン
の
楕
圓
函
數
論
を
き
い
て
ゐ
る
。

こ
の
時 

期

の

リ

「

マ
ン
の
關
心
は
ヤ
コ
ビ
の
力
學
、
楕
圓
函
數
論
、

ア
ー 

ベ
ル
函
數
論
、
デ
ィ
リ
ク
レ
の
フ
ー
リ
エ
級
數
論
と
偏
微
分
方
程 

式
論
に
向
け
ら
れ
た
。
こ
の
時
代
の
リ
ー

マ
ン
の
業
績
の
一
つ
は
、
 

周

知

の
コ
ー

シ

ィ•

リ
ー
マ
ン
・
の
偏
微
分
方
程
式
を
以
て
す
る
解 

析
函
數
の
定
義
と
い
ふ
着
想
を
旣
に
ー
八
四
七
年
秋
に
も
っ
て
ゐ 

た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

一
ハ
四
九
年
夏
學
期
か
ら
ゲ
ッ
テ
ィ
ン 

ゲ

ン

に

歸

り

、

一
ハ
五
〇
年
夏
學
期
ま
で
、

主
と
し
て
自
然
科 

學
と
哲
學
を
聽
講
し
て
ゐ
た
。

そ
し
て
特
にW
 
•

ウ

ェ
バ
ー
の
實 

驗
物
理
と
哲
學
に
於
て
はC
 •
F
 •

ヘ
ル
マ
ン
の
指
導
下
に
ヘ
ル 

バ
ル
ト
の
そ
れ
に
傾
注
し
、
敎
育
學
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
も
參
加
し 

て
ゐ
る
。

ま
た
一
八
五
〇
年
秋
か
ら
數
物
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
入
會

六
二 

し
、

主
と
し
て
賛
驗
物
理
の
方
面
を®

當
し
て
ゐ
た
。

一
八
五
一 

年
十
一
月
に
は
函
數
論
に
つ
い
て

の
畫
期
的
論
文
『
複
素
變
數
の 

函
數
の
一
般
理
論
に
つ
い
て
の
基
礎
』(

G
u
n
d
l
a
g
e
n

s?r 

eine  

allg・

 Theorie  der  W
unctioiien  em

er  vel

s:ndenlcnen  com
p,  

lexen  G
s:Be)
を
學
士
論
文
と
し
て
提
出
し
た
。

一
八.
五
三
年
に 

は
專
ら
物
理
學
の
硏
究
に
向
ひ
、
同
年
十
二
月
に
は
三
角
級
數
に 

つ
い
て
論
じ
た
就
職
論
文
提
出
、

こ
れ
に
引
續
き
就
職
講
演
の
準 

備
を
な
し
、

翌
年
六
月
十
日
ガ
ウ
ス
を
も
聽
者
に
ま
ぢ
へ
な
が
ら 

か
の
講
演
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
お
が
就
職
誰
演
に
至
る
ま
で
の
彼
の
學
歷
の
素
描
で
あ
る
。 

彼
が
單
な
る
純
粹
數
學
者
で
は
な
く
、
物
理
學
者
で
も
あ
り
、
哲 

學
的
思
考
に
も
缺
け
て
は
ゐ
な
か
っ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
特
に
注 

目
す
べ
き
で
あ
る
。

勿
論
誰
し
も
知
る
如
く
、

十
九
世
紀
前
半
ま 

で
の
第
一
級
の
數
學
者
は
殆
ん
ど
す
べ
て
「
純
粹
」

な
數
學
者
で 

は
な
か
っ
た
。

ラ

イ

ブ­
ー
ヨ
ツ
、
'
一
ー
ユ
ー
ト
ン
、

。ハ
ス
カ
ル
、

才 

イ
ラ
ー
、

そ
れ
に
ガ
ウ
ス
等
々
。
彼
等
は
數
學
者
で
あ
る
と
共
に 

或
は
物
理
學
者
、
或
は
哲
學
者
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
數
學
、
物
理 

學
、
哲
學
等
の
密
接
な
關
係
は
十
九
世
紀
中
葉
か
ら
顯
著
に
失
は 

れ
始
め
、

今
日
の
純
粹
數
學
を
、
純
粹
數
學
者
を
生
み
出
し
た
の 

は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
分
裂
の
起
因
が
數
學
の
內
容
の
龙
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大
化
と
い
ふ
單
な
る
量
的
の
も
の
に
止
ま
ら
ず
、

更
に
深
い
質
的 

根
據
を
も
持
っ
て
ゐ
た
と
考
へ
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は
こ
ゝ
で
は
論
・ 

外
に
お
く
。

リ
ー
マ
ン
の
哲
學
、
自
然
哲
學
に
つ
い
て
の
覺
書
は
彼
の
全
集
、
 

の
附
錄
と
し
て
收
め
ら
れ
て
ゐ
る(

R

 

5
0
7
,
5
3
8
)。

ま
た
彼
の
物 

理
學
、
數
理
物
理
學
に
關
聯
し
た
論
文
は
約
十
一
篇
に
の
ぼ
り
、
 

こ
れ
は
全
集
所
收
の
論
文
の
全
數
三
十
三
の
三
分
の
一
に
當
っ
て 

ゐ
る
。

そ
し
て
そ
れ
ら
が
主
と
し
て
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
論
電
磁
氣
學 

光
學
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
っ
た
の
は
、

こ
れ
ら
の
部
門
の
硏
究 

が
當
時
の
物
理
學
の
最
尖
端
的
部
分
で
あ
っ
た
か
ら
で
も
あ
ら
う
。 

彼
が
物
理
學
哲
學
に
好
事
家
的
興
味
以
上
の
も
の
を
持
っ
て
ゐ
た 

こ
と
は
次
の
彼
の
言
葉
か
ら
も
う
か
が
は
れ
る
。
——

■ 

「
私
が
今
特
に
や
っ
て
、ゐ
る
仕
事
は
次
の
通
り
で
あ
る
。!
—
 

ー
、
代
數
函
數
指
數
函
數
又
は
圓
函
數
楕
圓
函
數
及
び
ア
ー
ベ
ル
函
，
 

數
で
や
っ
て
非
常
に
效
果
を
收
め
た
と
同
じ
仕
方
で
虛
數
を
他
の
超
越 

函
數
の
理
論
に
導
入
す
る
こ
と
。
私
は
そ
の
た
め
に
私
の
學
士
論
文
の 

中
で
最
も
必
要
な
一
般
的
な
豫
備
の
仕
事
を
や
っ
て
お
い
た(

學
士
論 

文
、
第
二
十
節
蓼
照)

。

二
、
 

そ
れ
と
結
び
つ
い
て
偏
微
分
方
程
式
の
積
分
の
新
方
法
。
こ
れ 

を
私
は
旣
に
多
く
の
物
理
學
的
對
象
に
適
用
し
て
成
果
を
お
さ
め
た
。•

三
、
 

私
の
主
な
仕
事
は
、
熱
、
光
、
磁
氣
及
び
電
氣
に
つ
い
て
の
實

リ
ー
マ
ン
幾
何
學
成
立
の
背
景(

近
藤)

驗
的
デ
ー
タ
を
用
ひ
て
、
こ
れ
ら
の
聯
關
の
硏
究
を
可
能
な
ら
し
め
た 

旣
知
の
自
然
諸
法
則
の
新
し
い
把
握!
!

ぞ
れ
ら
を
他
の
基
本
諸
槪
念 

に
よ
っ
て
表
現
す
る
こ
と!

に
關
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
は
主
と
し
て 

ー
ー
ユ
ー
ト
ン
や
オ
イ
ラ
ー
の
著
作
の
硏
究
及
び
他
方
で
は
ヘ
ル
バ
ル
ト 

の
も
の
の
硏
究
が
役
に
立
つ
。
後
者
に
關
し
て
は
、
學
士
及
び
就
職
論 

文
(

一
入
〇
二
年
十
月
二
十
二
日
及
び
二
十
三
日)

に
述
べ
ら
れ
て
ゐ 

る
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
最
も
初
期
の
硏
究
に
は
殆
ど
全
く
追
從
し
得
た
が
、
 

然
し
彼
の
後
期
の
思
索
の
進
行
か
ら
は
本
質
的
な
諸
點
で
離
れ
ね
ば
な 

ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
彼
の
自
然
哲
學
及
び
自
然
哲
學
と
心
理
學 

と
の
結
合
に
關
す
る
心
理
學
の
諸
命
題
に
關
し
て
相
違
が
起
っ
て
く 

る
」

5
0
7
,
5
0
8

〇

-

/
こ
の
言
葉
が
書
か
れ
た
日
時
は
一
八
五
」
一
ー
三
年
頃
と
推
定
出 

來
る
。

こ
の
文
章
か
ら
我
々
は
當
時
の
リ
ー
マ
ン
が
虛
數
の
使
用 

に
よ
る
超
越
函
數
論
の
革
新
と
、
偏

微

分

方

程

式

と

い

ふ

物

囂 

に
密
接
な
關
係
あ
る
部
門
に
注
目
を
拂
っ
て
ゐ
た
こ
と
を
知
る
。 

然
し
リ
ー
マ
ン
は
こ
れ
ら
の
重
要
な
硏
究
よ
り
も
、
第
三
の
仕
事 

を

「
私
の
主
な
仕
事
」

と
し
て
、
自
然
の
諸
現
象
の
聯
關
を
き
は 

め
、

統
一
的
法
則
を
求
め
、
「
新
し
い
把
握
」
を
企
圖
し
て
ゐ
た
。 

そ

し

て

一「
ユ
ー
ト
ン
、

オ
イ
ラ
ー
の
硏
究
と
共
に
哲
學
者
ヘ
ル
バ 

ル
ト
の
初
期
の
硏
究
に
彼
が
從
っ
て
ゐ
た
こ
と
に
意
を
拂
ふ
べ
き 

で
あ
る
。

リ
ー

マ
ン
と
ヘ
ル
バ
ル
ト
と
の
關
聯
、

リ,1

マ
ン
自
身 

六
ー
ニ
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科

學

史

硏
•

究 

第

三

號 

の
哲
學
的
見
解
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
。

リ
ー
マ
ン
が
優
れ
た 

數
學
者
で
あ
り
っ
ゝ
、
物
理
學
哲
學
に
も
多
大
の
考
察
を
加
へ
た 

の
は
決
し
て
單
な
る
好
事
家
的
興
味
か
ら
で
は
な
く
、
創
造
的
硏 

究
の
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

あ
と
で
述
べ
る
就
職
講
演
の
分
析 

が
最
も
雄
辯
に
示
し
て
吳
れ
る
で
あ
ら
う
。

就
職
講
演
に
立
入
る
前
に
、

リ
ー
マ
ン
が
學
問
的
生
長
を
な
し 

た

「
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
雰
圍
氣
」(
K

・Bd・
L  s

・2
4
9
)、

ガ
ウ 

ス
を
中
心
と
す
る
學
問
的
空
氣
に
觸
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

リ
ー
マ
ン 

は
ガ
ウ
ス
の
直
接
の
弟
子
で
は
な
か
っ
た
が
、
「
そ
れ
に
も
拘
ら
ず 

リ
ー
マ
ン
は
ガ
ウ
ス
の
弟
子
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
實
に
彼
こ 

そ
は
ガ
ウ
ス
の
內
面
的
思
想
に
ま
で
入
り
こ
ん
だ
唯
一
の
眞
の
弟 

子
で
あ
る
」

と
ク
ラ
イ
シ
は
言
っ
て
ゐ
る(

K

 B
d
・

L
?12

4
9
)

。  

リ
ー
マ
ン
自
身
も
彼
の
就
職
講
演
の
た
め
に
利
用
し
た
も
の
は
、
 

ガ
ウ

ス
の
一
八
三
一
年
發
表
のb

i
q
u
a
d
r
a
f
i
s
c
h
e

 R
e
s
f
e

に
つ
い 

て

の

論

文(

ガ
ウ
ス
全
集
第
二
卷)

兀

び

有

名

な

曲

面

論(

一
八 

二
七
年)

、
更
に
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
哲
學
で
あ
る
と
述
べ
て
ゐ
る(R
・ 

2
7
3

ゝ2
7
日

艺
.

ド 

ご
。

我
々

は
こ
ゝ

で

弟
子
シ
エ1

リ
ン
グ
の 

『
リ
ー
マ
ン
追
憶
』

の
中
で
ほ
ヾ
次
の
や
う
な
記
述
を
讀
む
こ
と

六
四 

が
出
來
る(

シ
ェ
ー
リ
ン
グ
全
集
第
二
卷
三
七
五
—

六
頁)

。

こ
の 

追

憶

が

師
リ

ー

マ
ン

の

死

の

年(

「
ハ
六
六
年)

に
書
か
れ
た
と 

い
ふ
こ
と
は
、
當
時
の
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
雰
圍
氣
を
知
る
に
も 

興
味
を
覺
え
る
の
で
あ
る
。-
-

 

ガ

ウ

ス

は

上

揭

のb
i
q
u
a
d
,

 R
e
s
f
e

の
論
文
で
一
般
的
多
次
元 

領
域
に
ふ
れ
て
ゐ
る
が
、

こ
れ
に
刺
戟
さ
れ
て
リ
ー

マ
ン
は
ゲ
ッ 

，テ
ィ
ン
ゲ
ン
時
代
の
最
初
の
學
期
に
旣
に
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
學 

の
原
理
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
始
め
て
ゐ
た
。
特
に
彼
の
後
の 

硏
究
に
影
響
が
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
の
ば
、

ガ
ウ
、ス
が
そ
の
論 

文
の
中
で

述
べ
て

ゐ
る
次
の
注
意(

ガ
ウ
ス
全
集
第
二
卷
一
七
七 

頁)

で
あ
る
。1

「
右
と

左
と
の
區
別
は
、
平
面
內
で
前
方
及 

び
後
方
を
、

そ
し
て
平
面
の
兩
側
に
つ
い
て
上
方
と
下
方
と
を
ー 

た

び
(

任
意
に)

定
め
た
な
ら
ば
、

そ
れ
自
身
に
於
て
完
全
に
定 

ま
っ
て
ゐ
る
。
但
し
我
々
が
こ
の
區
別
の
直
觀
を
、

現
實
に
在
る 

物
質
的
事
物
に
於
て
指
示
す
る
こ
と
に
よ
り
他
の
も
の
に
傳
へ
る 

こ
と
が
出
來
さ
へ
す.
れ
ば
で
あ
る
。

こ
の
雙
方
の
注
意
は
旣
に
力 

ン
ト
が
な
し
て
ゐ
た
。

然
し
ど
う
し
て
こ
の
明
敏
な
哲
學
者
が
そ 

の
最
初
の
注
意
の
中
に
、
空
間
が
我
々
の
外
感
の
形
式
に
す
ぎ
ぬ 

と
い
ふ
彼
の
考
へ
の
證
明
を
見
出
し
た
と
信
じ
得
た
か
理
解
出
來 

ぬ
。
何
故
な
ら
そ
の
第
二
の
注
意
は
判
然
と
其
反
對
を
、
卽
ち
空

202



間
が
我
々
の
直
觀
の
仕
方
と
は
獨
立
に
實
在
的
意
味
を
も
た
ね
ば 

な
ら
ぬ
こ
と
を
證
明
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
」 

こ
ゝ
に
我
々
は
ガ
ウ
ス
の
反
カ
ン
ト
的
空
間
論
を
確
乎
と
知
っ 

て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ク
ラ
イ
ン
の
言
ふ
如
く
リ
ー

マ
ン
が
ガ
ウ 

ス
の=M

の
弟
子
で#>

っ
た
か
ら
に
は
、

こ
の
ガ
ウ
ス
の
反
カ
ン
ト 

的
意
見
は
リ
ー
マ
ン
に
大
き
な
影
響
を
與
へ
、
彼
の
幾
何
學
の
基 

礎
硏
究
は
こ
の
影
響
下
に
進
め
ら
れ
た
に
相
違
な
い
。 

カ
ン
ト
の
空
間
論
が
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
學
史
で
如
何
な
る 

役
割
を
果
し
た
か
に
つ
い
て
簡
單
に
ふ
れ
て
お
く
。

そ
れ
は
平
行 

線
公
理
を
め
ぐ
る
幾
何
學
の
基
礎
硏
究
に
多
く
の
刺
戟
を
與
へ
た 

の
で
あ
る
。

こ
の
刺
戟
は
彼
が
空
間
を
先
天
的
な
直
觀
形
式
と
し 

た
と
こ
ろ
に
發
す
る
。
例
へ
ば
彼
は
次
の
如
く
言
ふ
——

「
そ
れ 

で
凡
て
の
幾
何
學
的
原
則
、
例

へ

ば

『
三
角
形
の
二
邊
の
和
は
他 

の
一
邊
よ
り
も
大
な
り
』

と
い
ふ
命
題
も
線
と
三
角
形
と
い
ふ
ー 

般
的
槪
念
か
ら
で
は
な
く
て
、
直
觀!

し
か
も
先
天
的
直
觀
— 

I

か
ら
必
然
的
確
實
性
を
も
っ
て
導
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
」(

純
粹 

理
性
批
判
第
二
版
三
九.
頁)

。
と
こ
ろ
で
こ
の
先
天
的
な
る
も
の 

に
特
有
の
直
觀
的
確
實
性
は
平
行
線
公
理
に
は
缺
け
て
ゐ
る
。

か 

く
て
當
然
に
も
こ
の
公
理
を
他
の
自
明
の
諸
公
理
か
ら
導
來
し
ょ 

う
と
の
要
求
は
カ
ン
ト
哲
學
の
興
隆
と
共
に
强
化
さ
れ
た
。

と
こ

リ
ー
マ
ン
幾
何
學
成
立
の
背
景(

近
藤)

ろ
が
こ
の
カ
ン
ト
の
空
間
論
は
幾
何
學
の
基
礎
硏
究
を
促
進
す
る 

こ
と
に
よ
り
、
や
が
て
は
逆
に
ブ
レ
ー
キ
と
な
っ
た
。

卽
ち
こ
の 

基
礎
硏
究
か
ら
生
れ
た
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
學
の
發
展
を
妨
害 

す
る
と
い
ふ
皮
肉
な
效
果
を
與
へ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
非 

ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
學
創
始
者
の
一
人
ヨ
ハ
ン"

、ボ
リ
ア
イ
の
父 

ウ
・
ル
フ
ガ
ン
ク' 

同
じ
く
斯
學

の

創

立

に

功

あ

っ

たT
a
u
r
i
n
d
s

(1) 

カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
「
本
來
の
數
學
的
命
題
は
常
に
先
天
的
判
斷
で 

決
し
て
經
驗
的
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
ば
數
學
的
命
題
は
經
驗
か
ら 

は
尊
き
出
さ
れ
能
は
ぬ
必
然
性
を
も
っ
て&

る
か
らK

純
粹
理
性
批 

判
第
二
版
緖
B-
十
五
頁)

。

「
先
驗
的
感
性
論
」
の
「
空
間
の
形
而
上
的
究
明K

同
右
三
七
—
四〇

 

頁
レ
か
ら

(

一) 

空
間
は
外
的
經
驗
か
ら
抽
象
さ
れ
た
經
驗
的
槪
念
で
は
な
い
。 

(

二
〉

空
間
は
あ
ら
ゆ
る
外
的
直
觀
の
根S

に
存
す
る
必
衆
的
先
天 

的
表
象
で
あ
る
。

(

一ニ)

空
間
は
物
一
般
の
關
係
の
比
量
的
或
は
所
謂
一
般
的
槪
念
で 

は
な
く
し
て
純
粹
直
觀
で
あ
る
。

(

四)

空
間
は
無
限
な
る
所
與
量
と
し
て
表
象
さ
れ
る
。 

更

に

「
空
間
の
先
驗
的
究
明
」(

同
右
四
ニ
頁)

か
ら 

(

イ)

空
間
の
表
は
す!

t
s

は
如
何
な
る
物
自
體
の
性
質
で
も 

な
く
、
ま
た
決
し
て
そ
の
相
互
關
係
に
新
け
る
物
自
體
で
も
な 

(

ロ)

空
間
は
單
に
外
感
の
一
切
現
象
の
形
式
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。 

卽
ち
感
性
の
主
觀
的
制
約
で
あ
る
。

(2) 

こ
れ
に
つ
い
て
は
拙
稿
「非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
學
成
立
史
」(

科 

學
思
潮
、
昭
和
十
七
年
五
月
號)

で
も
觸
れ
て
お
い
た
。

六
五

2〇3



科

學

史

硏

究
 

第

三

號 

(
1
7
9
4
,
1
8
7
4

) 

に
典
型
的
に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
。
彼
等
は
非
ユ
ー 

ク
リ
ッ
ド
幾
何
學
の
形
式
的
整
合
性
を
認
め
な
が
ら
、

而
も
そ
れ 

を
論
理
的
遊
戲
以
上
の
も
の
と
は
評
價
し
な
か
つ
走
の
で
あ
る
。 

タ
ウ
リ
ヌ
ス
は
著

『
平
行
線
の
理
論
』(

一
八
二
五
年5

に
於
て
、
 

「
そ

れ

〔
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
學
〕
は
あ
ら
ゆ
る
直
觀
と
矛
盾
す 

る
」

と
言
っ
て
ゐ
る
。

更
姬
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
學
で
は
不
定
の
常
數!

こ
れ
の 

逆
數
は
今
日
の
理
論
か
ら
見
れ
ば
空
間
の
曲
率
に
當
る!

!

が
必 

然
的
に
あ
ら
は
れ
、

こ
の
常
數
の
任
意
の
決
定
に
よ
り
無
數
の
體 

系
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、

こ
れ
に
タ
ウ
リ
ヌ
ス
も
父
ボ
リ
ア
イ
も 

絕
望
的
な
矛
盾
を
感
じ
た
。
空
間
が
直
觀
形
式
で
あ
れ
ば
直
觀
性 

を
缺
く
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
學
は
不
合
理
で
も
ら
う
。

ま
た
直 

觀
形
式
が
先
天
的
に
き
ま
っ
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
種
え
の
幾
何
學
が 

あ
り
得
る
と
い
ふ
こ
と
は
絕
對
に
矛
盾
で
あ
る
筈

で

あ
る
。

タ
ウ 

リ

ヌ
・
ス
も
父
ボ
リ
ア
イ
も
ま
さ
し
く
カ
ン
ト
的
空
間
論
に
立
っ
て 

ゐ
た
の
で
あ
る
。

ガ
ウ
ス
の
幾
何
學

の

基

礎

硏

究

は

若

年

時

代(

一
七
九
二
年) 

に
始
ま
っ
て
ゐ
た
。

そ
し
て
彼
は
長
年
に
わ
た
る
硏
究
に
よ
り
非 

ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
學
の
本
質
的
な
る
も
の
を
す
べ
て
獲
得
し
た 

が
、

そ
れ
と
共

に

カ
ン
ト
的
空
間
論
を
越
え
、

そ
れ
を
批
判
し
な

人
六 

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

タ
ウ
リ
ヌ
ス
が
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何 

學

へ

の
不
信
を
訴
へ
た
手
紙
の
返
信
で
ガ
ウ
ス
は
次
の
如
く
言
ふ 

(

一
ハ

二
四
年
十.
一
月
ハ
日
付)

。——

 

「(

三
角
形
の)

三
つ
の
角
の
和
が
百
八
十
度
よ
り
も
小
さ
い
と
い
ふ 

假
定
は
我
々
の(

ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
的
な
る)

も
の
と
は
全
く
異
な
っ
た 

獨
自
の
幾
何
學
に
導
き
、
こ
の
幾
何
學
は
そ
れ
自
身
全
く
整
合
的
で
あ 

り
、
そ
し
て
そ
れ
を
私
は
自
身
で
す
っ
か
り
仕
上
げ
た
の
で
私
は
そ
の 

中
の
ど
の
問
題
で
も
、

「
つ
の
常
數
の
決
定
を
除
け
ば
、
解
き
得
る
。 

そ
の
常
數
は
先
天
的
に
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
。
こ
の
常
數
を
大
に
す
れ 

ば
す
る
程
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
學
に
近
づ
き
、
無
限
大
値
は
兩
者
を
合 

致
さ
せ
る
。:
:

若
し
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
學
が
眞
の
も
の
な
ら
ば
、
 

そ
し
て
そ
の
常
數
が
地
上
或
は
天
空
で
我
々
の
測
定
出
來
る
範
圍
に
あ 

る
如
書
量
と
或
關
係
に
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
常
數
は
後
天
的
に
見
っ 

け
ら
れ
る
。
」

ガ
ウ
ス
に
と
っ
て
は
不
定
常
數
は
不
合
理
ど
こ
ろ
か
、
却
っ
て 

こ
れ
が
た
め
に
生
ず
る
無
數
の
體

系
こ
そ
は
、
自
然
の
存
在
の
仕 

方
如
何
に
よ
っ
て
成
立
す
る
客
觀
的
な
空
間
關
係
の
總
て
の
場
合 

に
も
適
應
し
得
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
武
器
で
あ
る
。

そ
し
て
ど
の

(1) 

こ
れ
は 

s
h
e
k
e
l

 
©
 Enge

rrD

O-Th  eorie  der  parallel-  

-i
s.es(1895)
に
收
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

(2) sfdek®:  GauB  
巴 s  

Geom
eter  

(Gsh Nccbr"1917  j  

G
a
u
s
、
W
e
r
k
e
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幾
何
學
が
眞
で
あ
る
か
は
、

ま
さ
し
く
カ
ン
ト
と
は
反
對
に
、
直 

觀
的
自
證
に
よ
っ
て
ヾ
は
な
く
、
自
然
の
後
天
的
認
識
に
よ
っ
て 

決
定
さ
れ
る
と
い
ふ
。
彼
の
反
カ
ン
ト
は
次
の
言
葉
に
最
も
明
瞭 

に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
〇
—

「
ま
さ
し
くi
(

ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何 

學)

とS 
(

非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
學)

と
の
間
を
先
天
的
に
決 

定
出
來
ぬ
と
い
ふ
こ
と
の
う
ち
に
、
空
間
が
我
々
の
直
觀
形
式
に 

・
す
ぎ
ぬ
と
カ
ン
ト
が
主
張
し
た
の
が
不
正
當
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と 

の
最
も
明
か
な
證
明
が
あ
る
」(w
 
•

ボ
リ
ア
イ
へ
の
手
紙
、

一
八 

三
二
年
四
月
六
日
付)

。

ガ
ウ

ス
は

自
身
の
非
ユ
ー
ク
リ

ッ
ド

幾
何
學
硏
究
の
成
果
を 

「
愚
人
共
の
騷
ぎ
」
を
恐
れ
殆
ん
ど
公
表
し
な

か
っ
た
が

、
然
し 

手
紙
や
口
傳
に
よ
っ
て
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
に
か
も
し
出
し
た
雰
圍 

氣
は
若
き
リ
ー
マ
ン
に
大
き
な
影
響
を
與
へ
た
に
相
違
な
い
。

我 

我
に
は
リ
ー

マ
ン
の
就
職
講
演
の
成
立
の
基
礎
の
重
要
な
る
一
部 

分
と
し
て
、

ガ
ウ
ス
の
空
間
論
を
見
逃
す
こ
と
は
出
來
な
い
の
で 

あ
る
。

三

前
に
も
述
べ
た
如
く
リ
ー
マ
ン
の
吿
白
に
よ
れ
が
彼
は
哲
學
者 

ヘ
ル
バ
ル
ト
の
影
響
を
も
受
け
た
。

で
は
彼
は
如
何
な
る
影
響
を 

リ
ー
マ
ン
幾
何
學
成
立
の
背
景(

近
藤)

受
け

た

の
で
あ
ら
う
か
。
我
々

は

彼

の

全
集
の
他
の
箇
所(

五
〇 

ハ
頁)

で
の
次
の
章
句
を
も

讀
む
こ

と

が

出

來

る

。!
!

「
著
者 

〔
リ
ー

マ
ン
〕
は
心
理
學
及
び
認

識

論

に

於
て
は

ヘ
ル
バ
ル
ト
學 

徒
で
あ
る
が
、

ヘ
ル
バ
ル
ト
の
自
然
哲
學
及
び
そ
れ
に
關
聯
す
る 

部
門
に
つ
い
て
は
多
く
の
場
合
彼
は
從
ふ
こ
と
は
出
來
な
い
。
」 

ヘ
ル
バ
ル
ト
は
周
知
の
如
く
、

カ
ン
ト
、

フ
ィ
ヒ
テ
、

シ
ェ
リ 

ン
グ
ヽ
ヘ
ー
ゲ
ル
と
續
く
ド
イ
ツ
觀
念
論
の
主
流
か
ら
見
れ
ば
、
 

謂
は
ヾ
傍
流
に
屬
丄
て
ゐ
る
。

こ
ゝ
で
は
リ
ー

マ
ン
の
認
識
論
の 

理
解
に
必
要
な
限
り
に
於
て
簡
單
に
ふ
れ
る
。

ヘ
ル
バ
ル
ト
は
カ
ン
ト
と
同
じ
く
經
驗
か
ら
出
發
し
、

こ
れ
の 

批
判
修
正
を
課
題
と
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
哲
學
の
基
礎
及
び
出
發 

點
は
經
驗
的
知
識
で
あ
る
。

人
間
に
と
っ
て
は
確
實
性
の
眞
の
あ 

り
か
は
經
驗
以
外.
に
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

思
惟
は
經
驗
的
諸
槪 

念
に
指
導
さ
れ
て
行
く
。

哲
學
的
思
惟
も
こ
ゝ
か
ら
始
ま
る
の
で 

あ
る
。

と
こ
ろ
で
經
驗
的
諸
槪
念!

!

こ
の
う
ち
に
は
彼
に
よ
れ 

ば
時
間
空
間
運
動
等
も
屬
し
て
ゐ
る
——

を
思
惟
に
よ
っ
て
分
析 

す
れ
ば
多
く
の
矛
盾
が
見
出
さ
れ
る
。

例

へ

ば

「
物
」

は

「
諸
表 

徵
の
複
合
體
」

と
し
て
時
空
的
に
き
ま
っ
て
與
へ
ら
れ
る
。
物
は 

多
く
の
表
徵
を
も
ち
っ
ゝ
、

し
か
も
一
で
あ
る
か
ら
、

そ
こ
に
は 

ー
と
多
と
の
矛
盾
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
槪
念
に
は
矛
盾.
が
あ
る

六
七
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と
い
ふ
思
想
は
ヘ
ル
バ
ル
ト
と
ヘ
ー
ゲ
ル
に
共
通
で
あ
る
が
、
然 

し
矛
盾
に
對
す
る
見
解
に
つ
い
て
は
兩
者
は
完
全
に
對
立
す
る
。 

ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
は
矛
盾
こ
そ
存
在
の
本
質
で.
あ
る
が
、

ヘ
ル 

バ
ル
ト
に
と
っ
て
は
飽
く
ま
で
形
式
論
理
の
矛
盾
律
が
正
當
で
あ 

り
、

矛
盾
は
表
象
す
る
主
觀
の
罪
科
に
す
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
。

と
こ 

ろ
で
矛
盾
を
含
ん
だ
經
驗
的
諸
槪
念
は
所
與
で
あ
る
か
ら
、
矛
盾 

の
故
に
そ
れ
を
棄
て
去
る
こ
と
は
出
來
な
い
。

が
然
し
矛
盾
の
故 

に
そ
の
ま
ゝ
放
置
す
る
こ
と
も
出
來
な
い
。 

か
く
て
ヘ
ル
バ
ル
ト
に
よ
れ
ば
そ
れ
ら
槪
念
を
修
整
し
矛
盾
を 

除
去
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
哲
學
的
思
辨
が
あ
ら
は
れ
、
 

形
而
上
學
と
い
ふ
本
格
的
な
哲
學
の
段
階
が
ひ
ら
か
れ
る
。
卽
ち 

形

而

上

學

は

經

驗

のB
e
g
T
e
K
l
i
e
h
k
e
i
t
;

の
た
め
の
學
な
の
で

あ 

る
。

と
ゝ
で
物
の
槪
念
に
つ
い
て
考
へ
る
。

そ

Z:
に
は
ー
と
多
と 

の
矛
盾
が
あ
る
。

こ
れ
の
除
去
の
た
め
に
、
「
物
」
を
分
解
し
多
く 

の
諸
表
徵
と
し
て
、

こ
れ
ら
の
單
な
る
外
的
結
合
が
物
で
あ
る
と 

す
れ
ば' 

一
は
多
に
還
元
さ
せ
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
表
徵
自 

身
が
矛
盾
を
も
っ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
物
體
は
音
を
出
す
が
然
し
空 

氣
な
し
で
は
發
し
な
い
。

で
は
こ
の
音
な
る
性
質
は
眞
空
中
で
は 

ど
う
か
。

か
く
て
表
徵
・
た
る
性
質
も
矛
盾
を
も
つ
が
、
然
し
所
與 

で
あ
る
か
ら
否
定
も
不
可
能
で
あ
る
。

故
に
そ
れ
ら
は
假
象
で
あ

-

六
ハ 

り
、

そ
れ
ら

假
象
は

夫
々

一
定
の
「
實
在
」

を
指
示
す
る
と
考
へ 

ね
ば
な
ら
な
い
。
故

に

假

象

の

箇

數

だ

け

「
實
在
」
が
あ
る
。

か 

く

て

「
物
」

の
根
柢
に
は
異
質
的
な
單
純
實
體
が
ひ
そ
み
、

こ
れ 

の
外
面
的
な
集
合
が
物
と
し
て
現
象
す
る
と
考
へ
る
。

こ
の
單
純 

實

體

が

眞

の

「
實
在
」

で
あ
り
、

こ
れ
は
絕
對
に
肯
定
的
、
絕
對 

に
單
純
で
あ
り
、
量
的
で
は
な
く
時
空
の
う
ち
に
延
長
を
も
た
な 

い
。

何
故
な
ら
延
長
が
あ
れ
ば
可
分
不
可
分
の
矛
盾
が
起
る
か
ら
。 

故
に
そ
れ
は
連
續
體
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

因
果
性
の
槪
念
も
修 

正
を
う
け
る
。

原
因
は
結
果
に
對
し
超
越
的
で
な
い
。
何
故
な
ら 

或

「
實
在
」

が

他

の

「
實
在
」

に
作
用
す
る
こ
と
は
、
「
實
在
」
の 

絕
對
的
單
純
性
肯
定
性
に
矛
盾
す
る
か
ら
、

ま

た

「
實
在
」

は
絕 

對

單

純

だ

か

ら

原

因

は

結

果

に
內
在
的
で
も
な
い
。

ま

た

「
實 

在
」

は
絕
對
肯
定
的
だ
か
ら
絕
對
に
不
變
で
あ
り
、
「
自
己
保
存
」 

を
本
質
と
す
る
。

故

に

變

化
は
こ

れ

ら

不

變

の

「
實
在
」

の
外
的 

な
離
合
集
散
の
假
象
に
す
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
。

卽

ち

ヘ

ル

バ

ル

ト

の.. 

「
實
在
」

は

ラ

イ

プ-
ー
ッ
ツ
の
・
モ
ナ
ド
と
は
異
な
り
發
展
を
も
た 

な
い
。

我
々
の
議
論
は
少
し
橫
道
に
そ
れ
た
や
う
で
あ
る
。
何
故
な
ら 

リ

ー

マ
ン
も
吿
白
し
た
如
く
、
彼
は
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
形
而
上
學
に 

從
ふ
こ
と
は̂

來
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
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は
(

ル
バ
ル
ト
の
哲
學
的
思
辨
が
本
格
的
に
始
ま
る
以
前
の
と
こ 

ろ
、
卽
ち

謂
は

ヾ

經

驗

的
な

段
階
が

重
要
で

あ
っ
た
の
で

あ
ら 

う
。

我
々
も
こ
の
段
階
に
お
け
る
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
空
間
論
を
な
が 

め
よ
う
。

空
間
に
つ
い
て
の
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
問
題
提
起
は
、
「
何
處
か
ら
ー 

定
の
事
物
の
一
定
の
形
態
が
來
る
か
」
と
い
ふ
形
式
で
行
は
れ
る
。 

彼
に
よ
れ
ば
空
間
は
經
驗
の
一
定
の
秩
序
で
あ
り
、

し
か
も
カ
ン 

ト
と
は
異
な
り
、
主
觀
が
規
定
す
る
の
で
は
な
く
、
經
驗
自
身
が 

規
定
す
る
。

經
驗
は
そ
れ
自
身
の
形
式
を
以
て
立
ち
あ
ら
は
れ
、
 

經
驗
の
形
式
も
所
與
で
あ
る
。

何
故
な
ら
若
し
然
ら
ず
と
す
れ 

ば
、

物
の
表
徵
の
集
り
を
任
意
に
定
め
且
つ
變
へ
得
る
筈
で
あ
る 

が
、
現
實
の
經
驗
が
我
々
に
示
す
も
の
は
、
物
の
表
徵
の
集
り
の 

强
制
的
な
束
縛
性
で
あ
る
か
ら
。

か

く

て

「
經
驗
は
そ
れ
の
形
式 

に
つ
い
て
も
與
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
故
に
例
へ
ば
空
間
的
な
る
も
の 

一
般
の
み
な
ら
ず
、
精

密

に

限

界

さ

れ

た

形

態

及

びzwischen,
 

szu
m
e
n

の
形
に
い
た
る
ま
で
與
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
」 

ヘ
ル
バ
ル
ト
は
カ
ン
ト
と
同
じ
く
經
驗
か
ら
出
發
し
つ\

も
、
 

全
く
正
反
對
の
歸
結
に
達
す
る
。

カ
ン
ト
に
於
て
は
直
接
所
與
と 

し
て
の
感
覺
そ
の
も
の
は
單
な
る
カ
オ
ス
で
あ
る
が
、

ヘ
ル
バ
ル 

ト
に
と
っ
て
は
感
覺
さ
れ
た
も
の
自
身
に
感
性
的
時
空
が
本
來
的 

9
!

マ
ン
幾
何
學
成
立
の
背
景(

近
藤1

に
具
は
っ
て
ゐ
る
。
空
間
表
象
が
先
天
的
に
心
性
に
具
は
り
、
直 

接
所
與
た
る
感
覺
の
多
樣
が
無
空
間
的
と
い
ふ
カ
ン
ト
的
二
元
論 

は

ヘ

ル

バ

ル

ト

に

よ

れ

ば

無

意

味

な

空

虛

な

假
說
に
す
ぎ
ぬ
。 

何

故
な

ら

か

や

う

な

立

場
で

は

物

の

一

定

の

形

態

が
說
明
さ
れ 

ず
、

ま

た

空

虛

な

形

式
が

充

實

し

た

所

與

に

先

行

さ
せ
ら

れ

、
 

無
が
或
物
の
條
件
と
さ
れ
る
如
き
不
條
理
を
惹
起
す
る
か
ら
で
あ 

る
。 

' 

ヘ
ル
バ
ル
ト
に
よ
れ
ば
空
間
は
先
づ
感
性
的
宀
仝
間
と
し
て
與
へ 

ら
れ
、

し
か
も
こ
れ
は
連
續
的
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
連
續
は
可
分 

不
可
分
等
の
矛
盾
を
含

tf
が

故

に

「
修
正
」

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。 

即
ち

感

性

的

空

間
は

不

連

續
な

「
實
在
」

の
形
成
す
る
不
連
續
な 

叡
知
的
空
間
で
基
礎
を
固
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

不
連
續
が
基
本
槪 

念
で
あ
り
、
連

續

は

「
實
在
」

と
は
無
緣
で
あ
る
。
感
性
的
空
間 

と
同
じ
く
幾
何
學
的
空
間
も
連
續
的
で
あ
り
、
從
っ
て
幾
何
學
は 

形
而
上
學
に
對
し
て
極
め
て
低
級
で
あ
り
、

そ

れ

は

哲

學

的

「
修 

整
」

で
基
礎
づ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
と
こ
ろ
で
叡
知
的
空
間
は 

虛
空
間
で
あ
り
、
「
完
全
な
る
虛
無
」
で
あ
る
。

か
や
う
な
空
間
の
形
而
上
學
は
リ
ー

マ
ン
に
は
無
用
で
あ
っ
た
。 

彼
は
後
述
の
如
く
ヘ
ル
バ
ル
ト
が
形
而
上
學
的
思
辨
を
始
め
る
處 

で
用
心
深
く
踏
み
と
ヾ
ま
る
の
で
あ
る
。

六

九
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四

リ

ー

マ

ン

の

哲

學

的

考

察

は

極

め

て

斷

片

的

で

あ

る

が(
R
.

 

5
0
7
1
5
3
8
)、

こ
ゝ
で
は
多
少
と
も
ま
と
ま
っ
た
印
象
を
得
る
た
め 

に
、
自
然
科
學
論
と
も
い
ふ
べ
き
特
殊
の
も
の
か
ら
始
め
て
、

次 

第
に
一
般
的
な
認
識
的
な
も
の
に
移
っ
て
行
か
う
。

彼
は
自
然
科
學
の
發
展
の
考
察
を
媒
介
と
し
て
、

そ
れ
の
本
質 

を
求
め
る
。
彼
は
言
ふ-
-

「
自
然
科
學
は
自
然
を
正
確
な
る
槪
念
に
よ
っ
て
把
握
す
る
試
み
で
あ 

る
。そ

れ
を
通
じ
て
我
々
が
自
然
を
把
握
す
る
諸
槪
念
に
從
っ
て
、
ど
の 

瞬
間
に
も
知
覺
が
補
充
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
未
來
の
知
覺
も 

必
然
的
で
あ
る
と
し
て
、
或
は
槪
念
體
系
が
そ
れ
に
と
っ
て
完
全
に
十 

分
で
は
な
い
限
り
は
蓋
然
的
で
あ
る
と
し
て
、
前
も
っ
て
規
定
さ
れ
る
。 

そ
れ
に
從
っ
て
何
が
『
可
能
』
で
あ
る
か(

故
に
ま
た
何
が
『
必
然
的
』 

で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
反
對
に
『不
可
胡
』
で
あ
る
か)

が
き
ま 

り"

そ
し
て
そ
れ
ら
槪
念
か
ら
み
て
可
能
な
個
々
の
各
結
果
の
可
能
性 

(

『蓋

然

性)

の
度
合
は
、
そ
れ
ら
槪
念
が
ま
さ
に
十
分
な
ら
ば
、
數
學 

的
に
規
定
出
來
る
。

こ
れ
ら
槪
念
か
ら
み
て
必
然
的
处
は
蓋
然
的
な
る
も
の
が
出
現
す
れ 

ば
、
そ
れ
ら
は
こ
れ
に
よ
っ
て
確
證
さ
れ
、
そ
し
て
經
驗
に
よ
る
こ
の

七
〇 

確
證
に
、
我
々
が
そ
れ
ら
槪
念
に
つ
い
て
持
つ
信
賴
は
據
っ
て
ゐ
る
。 

だ
が
そ
れ
ら
か
ら
み
て
豫
期
さ
れ
ぬ
、
故
に
そ
れ
ら
か
ら
み
て
不
可
能 

又
は
非
蓋
然
で
あ
る
何
物
かr
生
ず
る
な
ら
ば
そ
れ
ら
を
補
充
し
、
又 

は
若
し
必
要
な
ら
ば
作
り
か
へ
て
、
か
く
て
完
全
に
さ
れ
た
又
は
改
良 

さ
れ
た
槪
念
か
ら
み
て
、
知
覺
さ
れ
た
も
の
が
不
可
能
又
は
非
蓋
然
で 

は
な
く
な
る
や
う
に
す
る
課
題
が
生
ず
る
。
槪
念
體
系
の
こ
の
補
充
又 

は
改
良
が
、
豫
期
せ
ざ
る
知
覺
の
『說
明
』
を
な
す
。
こ
の
過
程
に
よ 

り
自
然
の
我
々
の
把
握
は
次
第
に
完
全
と
な
り
且
つ
正
し
く
な
る
が
、
 

だ
が
同
時
に
現
象
の
表
面
の
背
後
に
益
ゝ
さ
か
の
ぼ
っ
て
行
く
」(R

 

5
2
1
)
。

そ
し
て
實
際

の

「說
明
的
自
然
科
學
の
歷
史」

(
R
.
5
2
1
)

が
以
上 

の
事
を
確
認
す
る
。
「
古
い
槪
念
體
系
の
漸
次
的
變
化
」(

R

 5
2
1
)

 

に
よ
り
新
し
き
も
の
が
生
れ
る
が
、

こ
の
動

因

は

「
古
い
說
明
方 

法
の
中
に
現
は
れ
て
く
る
矛
盾
又
は
非
蓋
然
性」

(
R
.
5
2
1
)

で
あ
る
。 

以
上
が
彼
の
自
然
科
學
史
を
媒
介
と
し
て
の
自
然
科
學
論
で
あ 

る
。

こ
ゝ
で
我
々
は
次
の
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
卽
ち
自 

然
科
學
の
發
展
を
矛
盾
に
求
め
て
ゐ
る
こ
と
、
そ
し
て
自
然
科
學 

は
精
密
な
槪
念
に
よ
る
自
然
の
把
握
の
試
み
で
あ
り
、
單
な
る
所 

與
の
受
動
的
記
述
で
な
く
、
能

動

的

な

「說
明
」

で
あ
り
、
認
識 

の
進
步
は
現
象
の
背
後
へ
、
卽

ち

そ
れ
の
本
質
に
侵
入
す
る
と
い
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ふ
意
見
で
あ
る
。
彼
は
單
な
る
經
驗
主
義
的
な
記
述
主
義
者
實
證 

.
主
義
者
で
は
な
い
。

こ

の

こ

と

は

「
假
說
」

に
つ
い
て
の
彼
の
見
解
か
ら
益
・
明
瞭 

と
な
る
で
あ
ら
う
。

こ

の

「
假
說
」

と
い
ふ
語
は
彼
の
就
職
講
演 

の
表
題
に
用
ひ
ら
れ
、

又
そ
の
講
演
自
身
の
中
に
も
屢
、ゝ
現
は
れ 

來
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
經 

驗
主
義
的
な
ー
ー
ユ
ー
ト

ン

は

「
假
說
を
作
ら
ず
」
を
モ
ッ
ト
ー
と 

し
た
が
、

こ
れ
に
對
し
て
，リ

ー

マ

ン

は

言

ふ

一̂

「
假
說
と
い
ふ 

語

は

今

日

で

は-
一
ユ
ー
ト
ン
の
場
合
と
は
多
少
異
な
っ
た
意
味
を 

も
っ
て
ゐ
る
。

今
日
で
は
假
說
を
、

現
象
の
中
に
考
へ
こ
ま
れ
た 

も
の
全
部
と
解
す
る
の
が
普
通
で

あ
る
。
」

ま
た
次
の
や
う
に
も 

言
ふ
—
!

「
現
象
の
說
明
は
抽
象
で
得
ら
れ
う
る
」

と
い
ふ
思
想 

は

不

當

で

あ

る

と(
R
5
2
5
)
。

彼

の

「
假
說
」

に
つ
い
て
の
考
察
は
、
彼
の
死
の
直
前
に
ま
で 

口

述

し

た

最

後

の

論

文

『
耳
の
力
學
』
目

3
3
8
3

.
で
も
行
は
れ 

て
ゐ
る
。

こ
ゝ
で
彼
は
科
學
の
硏
究
法
を
二
つ
に
、

卽
ち
綜
合
的 

方
法
と
分
析
的
方
法
に
分
け
て
論
ず
る
。
前
者
は
所
與
の
原
因
か 

ら
結
果
に
導
く
加
法
で
あ
り
、
後
者
は
所
與
の
結
果
か
ら
原
因
を 

求
め
る
方
法
で
あ
る
。
綜
合
的
方
法
は
解
剖
學
者
の
そ
れ
に
近
く
、
 

卽
ち
器
官
の
個
々
の
部
分
の
硏
究
か
ら
そ
れ
ら
器
官
の
活
動
を
求 

リ
ー
マ
ン
幾
何
學
成
立
の
背
景(

近
藤)

め
る
。

こ
の
た
め
に
は
個
々
の
部
分
の
物
理
的
性
質
を
知
ら
ね
ば 

な
ら
ぬ
が:

ミ

クH

世
界
で
は
こ
れ
は
不
精
密
と
な
ら
ざ
る
を
得 

な
い
。

こ
ゝ
で
は
分
析
的
方
法
が
有
效
で
あ
り
、

こ
れ
は
三
部
に 

分
け
ら
れ
る
。

ー
、
例
へ
ば
器
官
の
活
動
を
說
明
す
る
た
め
に
假
說
を
求
め
る 

こ
と
。 

•

二
、
 

こ
の
假
說
が
說
明
の
た
め
ど
れ
程
必
然
で
あ
る
か
の
硏
究
。

三
、
 

そ
の
假
說
を
確
か
め
又
は
訂
正
す
る
た
め
に
經
驗
と
比
較 

す
る
こ
と
〇

お
よ
そ
以
上
の
や
う
に
述
べ
ら
れ
て

ゐ
る(R
・33819)。

か
く 

て
彼
に
於
て
は
認
識
は
對
象
を
受
動
的
に
記
述
す
る
の
で
は
な
く
、
 

能
動
的
假
說
を
講
成
し
、

こ
れ
を
對
象
に
投
入
し
て
、

そ
れ
の
本 

質
を
露
呈
せ
し
め
る
。

し

か

も

そ

の

「
假
說
」

の
眞
理
性
は
經
驗 

に
よ
っ
て
確
か
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。.
そ
れ
は
謂
は
ヾ
思
考
實
驗
な
の 

で
あ
る
〇
・,

・

こ
、
で
ヘ
ル
バ
ル
ト
と
彼
と
を
it
較
す
れ
ば
恐
ら
く
次
の
や
う
に
言 

へ
は
し
な
い
か
ヘ
ル
バ
ル
ト
に
と
っ
て
は
、
經
驗
界
で
は
思
惟
は
經 

驗
的
槪
念
に
身
を
t.
か
せ
指
導
さ
れ
る
にA

l
y

ま
り
、
そ
れ
が
本
格 

的

Bg
動
性
を
發
揮
す
る
の
は
、
經
驗
的
諸
槪
念
の
矛
盾
を
修
正
し
形 

而
上
學
の
神
磁
な
世
界
へ
昇
天
す
る
過
程
に
於
て
ド
固
る
。
と
こ
ろ 

が
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
は
思
惟
の
能
動
性
は
現
實
の
中
で
十
分
に
發 

揮
さ
れ
る
。-

七
ー
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さ
て
我
々
は
自
然
科
學
內
の
基
本
槪
念
に
つ
い
て
の
リ
ー
マ
ン. 

の
考
察
を
う
か
が
っ
た
が
、

で
は
更
に
一
般
的
な
基
本
槪
念
、

例 

へ
ば
時
間
、
空
間
、
存
在
、
因
果
等
の

謂
は

ヾ

哲

學

的

槪

念(

世 

界
把
握
の
槪
念)

は
彼
に
於
て
如
何
に
理
解
さ
れ
て
ゐ
る
だ
ら
う 

か
。

次
の
言
葉
に
も
見
ら
れ
る
や
う
に
、
彼
は
形
而
上
學
以
前
の 

ヘ
ル
バ
ル
ト
的
見
解
を
そ
の
ま
ゝ
採
り
あ
げ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。 

彼
は
言
ふf

「
と
こ
ろ
で
ヘ
ル
バ
ル
ト
に
よ
っ
て
次
の
こ
と
の
證
明
が
與
へ
ら
れ 

た
。
卽
ち
世
界
把
握(

w
e
s
a
n

nia
s
s
u
n
g
)

に
役
立
つ
諸
槪
念
は
、
氣 

づ
か
れ
ぬ
ま
ゝ
に
ー
ーa
g

と
共
に
我
・
に
傳
承
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の 

成
立
は
歷
史
に
於
て
も
、
又
我
々
自
身
の
發
展
に
於
て
も
追
跡
出
來
ぬ 

が
、
こ
れ
ら
槪
念
は
す
べ
て
、
單
純
な
感
覺
的
表
象
の
結
合
形
式
以
上 

の
も
の
で
あ
る
限
り
、
こ
の
源
泉
〔世
界
把
握
：

一

か
ら
導
來
出
來
、
從 

っ
て(

カ
ン
ト
に
從
っ
て
の
範
疇
と
は
異
な
っ
て)
.

あ
ら
ゆ
る
經
驗
に 

先
立
つ
と
こ
ろ
の
、
人
間
精
神
の
特
別
の
性
質
か
ら
導
か
れ
る
必
要
は 

な
い
。
そ
れ
ら
槪
念
の
源
泉
が
、
感
覺
的
知
覺
に
よ
っ
て
與
へ
ら
れ
た 

も
の
ゝ
把
握
の
中
に
あ
り
と
す
る
こ
の
證
明
は
、
我
々
に
と
っ
て
重
耍 

で
あ
る
。
何
故
な
ら
こ
れ
に
よ
っ
て
の
み
そ
れ
ら
の
意
味
が
、
自
然
科 

學
・
に
滿
足
で
き
る
仕
方
で
、確
立
で
き
る
か
ら
で
ち
るC

:
:

」»
•
 5

2
2
)  

か
く
の
如
く
リ
ー

マ
ン
は
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
實
在
論
的
見
地(

し 

か
も
形
而
上
學
以
前
の)

に
よ
り
な
が
ら
カ
ン
ト
の
ア
プ
リ
オ
リ

- 

七
二 

ズ
ム
を
批
判
し
、

し
か
も
こ
の
實
在
論
的
見
地
に
よ
っ
て
の
み
自 

然
科
學
の
十
分
な
る
根
據
付
け
が
出
來
る
と
强
調
し
て
ゐ
る
。

故 

に
世
界
把
握
の
槪
念
の
一
つ
で
あ
る
因
果
槪
念
に
つ
い
て
も
、

力 

ン
ト
的
因
果
觀
を
彼
は
痛
烈
に
批
判
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。— 

「
物
に
つ
い
て
の
槪
念
の
分
析
に
よ
っ
て
は
、

そ
れ
が
あ
る
と
い
ふ 

こ
と
も
、
そ
れ
が
何
か
他
の
も
の
の
原
因
で
fe
る
と
い
ふ
こ
と
も
見
出 

さ
れ
る
こ
と
は
出
來
ず
、
だ
か
ら
存
在
及
び
因
果
性
の
槪
念.
(t
分
析
的 

で
な
く
、
經
驗
の
み
か
ら
取
っ
て
こ
ら
れ
る
こ
と
が
出
來
る
と
カ
ン
ト 

が
注
意
し
て
ゐ
る
の
は
、
非
常
に
正
當
で
あ
る
。
だ
が
彼
は
後
に
な
っ 

て
因
果
槪
念
は
、
認
識
主
觀
の
、
あ
ら
ゆ
る
經
驗
に
先
立
つ
性
質
か
ら 

生
ず
る
と
信
ず
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
從
つ
て
そ
の
槪
念
に
、
時
間
系 

列
の
單
な
る
規
則!
!

こ
れ
に
よ
れ
ば
經
驗
に
於
て
は
1M'
因
と
し
て
の 

如
何
な
る
知
覺
に
も
如
何
な
る
ffi'
s'
©'
低

〇'
も
か
を
も
綽
黒
t'
し
て
褂 

合
出
來
る
が1
!

の
刻
印
を
押
す
場
合
、
こ
れ
は
子
供
を
浴
水
と
一
緖 

に
流
し
て
し
ま
ふ
と
い
ふ
も
の
だ
。
(

勿
論
我
々
は
因
果
關
係
を
經
驗 

か
らM

っ
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
然
し
我
々
は
こ
の
經
驗
的
事
實 

の
把
握
を
、
考
察
に
よ
っ
て
訂
正
し
補
充
す
る
と
い
ふ
こ
と
を
否
定
す 

べ
き
で
は
な
い
。
ご

こ

の
最
後
の(
)

內
の
彼
の
言
葉
は
、
彼
が
受
動
的
な
實
證
主 

等
を
越
え
て
ゐ
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。

さ
て
旣
述
の
如
く
ヘ
ル
バ
ル
ト
に
於
て
は
、
「
因
果
律
」
、
故
に

210



ま

た

「
變

化
」

は
矛
盾
を
含
み
、

こ
の
矛
盾
の
故
に
彼
は
形
而
上 

學
的
世
界
へ
飛
躍
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

で
は
リ
ー
マ
ン 

に
於
て
は
ど
う
か
。y

l

マ
シ
で
は
、

へ
・
ル
バ
ル
ト
の
「
實
在
」 

は
「
そ
れ
自
身
獨
立
に(

f
i
i
r  s

i
c
h
)

に
な
り
立
つ
物
と
い
ふ
槪
念
」 

(
R
-
5
2
2
)

と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
。

そ
し
て
彼
に
於
て
も
、
そ
の
「
物
」 

と

「
變

化
」

と
は
矛
盾
と
し
て
現
は
れ
て
く
る
。
だ
が

二
ゝ

で

へ 

ル
バ
ル
ト
と
は
全
く
異
な
り
、
彼

リ

ー

マ
ン
は
形
而
上
學
的
世
界 

へ
飛
躍
す
る
こ
と
な
く
、

あ
く
ま
で
こ
の
現
實
の
世
界
で
そ
の
矛 

盾
の
合
理
的
解

決

を

「
連

續
的
變
化
の
槪
念
と
因
果
性
の
槪
念
」 

・
の
中
に
求
め
る(

R
5
2
2O

卽

ち

「
そ
れ
自
身
獨
立
に
成
り
立
つ 

物
」

は
可
能
な
限
り
自
己
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
か
ら
、

飛
躍
的 

大
變
化

を

で
は
な
く
、
連
續
的
な
變

化
を
と
げ
て
行
く
。

そ
し
て 

こ
の
連
續
的
變

化
を
土
臺
と
し
て
因
果
律
が
成
り
立
つ
。

か
く
て 

因
果
關
係
は
、
時
間
に
お
け
る
表
象
の
必
然
的
な
連
結(

カ
ン
ト) 

で
は
な
く
、

リ
ア
ル
な
物
自
身
の
連
續
的
變
化
の
表
現
な
の
で
あ 

る
。

勿
論
か
や
う
な
解

決

は

ヘ
ル

バ

ル

ト

か

ら

見

れ

如

何

に

も 

不
徹
底
で
あ
ら
う
。
何

故

な

ら

矛

盾

は

謂

は

ヾ

i
m

 K
l
i
n
e
n

の 

中
に
含
み
込
ま
さ
れ
る
に
す
ぎ
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

だ
が
ヘ
ー
ゲ
ル 

も
言
ふ
如
く
矛
盾
は
存
在
の
魂
で
あ
ら
う
。

矛

盾
を

s-1 Kl

s.nen  

の
う
ち

に
含
ん
で

ゐ
る
「
連
續

的
變

化
」

乃

至
は

「
連

績
」

の
槪 

リ
ー
マ
ン
幾
何
學
成
立
の
背

景(

近
藤)

念

は

リ

ー

マ
ン
に
於
て
は
、

あ
と
で
述
べ
る
如
く
そ
の
就
職
講
演 

(

の
み
な
ら
ず
彼
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
數
學
物
理
學
硏
究)

に
と
っ
て
、
 

.
不
可
缺
な
中
心
的
原
理
と
し
て
活
躍
す
る
の
で
あ
る
。
奇
妙
な
表 

現
か
も
し
れ
ぬ
が
、D

i
a
l
e
K
i
k

 i
m

 K
l
e

g-e
n

と
で
も
言 

へ
な
い 

だ
ら
う
か
。

レ
ア
ー
レ
も
變
化
も
思
惟
に
と
っ
て
は
拒
否
出
來
ぬ 

現
實
で
あ
る
。

そ
し
て

こ

の

矛

盾
す

る

兩

者
は
リ

ー

マ
ン
で

は 

i
m

 K
l
e
i
i
i
e
n

に
於
て
統
一
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。 

最
後
に
認
識
論
の
最
も
一
般
的
な
問
題
に
つ
い
て
の
彼
の
意
見 

を
き
か
う
。

先

づ

前

に

も

述

べ

た

「
世
界
把
握
」

は
如
何
な
る
場 

合
に
眞
で
あ
る
か
。
彼
は
言
ふ
。-
-

「
ー
、

い
か
な
る
と
き
我
々
の
世
界
把
握
は
眞
か
。

『我
々
の
表
象
の
聯
關
が
事
物
の
聯
關
に
對
應
す
る
と
き
で
あ
る
。
』 

世
界
に
つ
い
て
の
我
・
の
映
豫
の
要
素
は
、
寫
さ
れ
た
實
在
の
對
應
す 

る
要
素
と
は
全
く
異
な
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
ら
は
我
々
の
中
に
fe
る
が
、
 

實
在
物
の
耍
素
は
我
・
の
外
に
あ
る
何
物
か
で
拓
る
。
と
こ
ろ
で
映
像 

が
眞
で
あ
る
と
さ
れ
る
と
き
は
、
映
像
內
の
要
素
の
結
合
と
寫
さ
れ
た 

も
の
・
ゝ
中
に
お
け
る
要
素
の
結
合
と
は
合
致
せ
ね
ば
な
ら
ぬ(

R
5
2
3
)
。  

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-

(
1
)

こ
れ
は
甚
だ
ラ
イ
ア
ー
ー
ッ
ッ
的
で
あ
る
。

事
實
、
彼
の
全
集
補
卷 

(Gesam
m

el

s-m
abrIverRe,  Nachbra.ge  hrsg.  von

 M
-  

N
o
e
t
h
e
r

 

ノ<

w
i
n
b

s-g
e
r

 U
9
02

)

ニ
 

ニ
頁
を
み
る
と
、

ラ 

イ.
フ
ー
ー
ッ
ツ
を
硏
究
し
た
形
跡
が
あ
る
。 

"

七
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彼
の
認
識
理
論
は
映
像
說
で
あ
り
、

し
か
も
甚
だ
ロ
ッ
ク
的
で 

あ

る

.0
つ
い
で
彼

は

言

ふ
。!

「
二
、
何
處
か
ら
物
の
聯
關
は
見
出
さ
れ
る
べ
き
か
。

『
現
象
の
聯
關
か
ら
』

一
定
の
時
間
空
間
關
係
に
あ
る
感
覺
的
事
物
に
つ
い
て
の
表
象
は
、
 

自
然
に
つ
い
て
意
圖
し
て
考
察
す
る
場
合
に
見
出
さ
れ
る
か
、
又
は
そ 

の
考
察
に
對
し
て
與
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
だ
が
周 

知
の
や
う
に
感
覺
的
事
物
の
表
徵
の
性
質
、
卽
ち
色
、
音
、
香
、
味
、
 

熱
又
は
冷
は
全
く
我
々
の
感
覺
か
ら
と
っ
て
來
ら
れ
た
何
か
で
あ
り
、
 

我
・
の
外
に
存
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

故
に
そ
こ
か
ら
事
物
の
聯
關
が
認
識
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
の
も 

の
は
、
量
的
關
係
、
感
覺
的
事
物
の
時
間
空
間
的
關
係
、
そ
し
て
表
徵 

の
及
び
そ
れ
ら
の
質
の
差
の
强
度
關
係
で
あ
る
。

こ
れ
ら
量
的
關
係
の
觀
察
さ
れ
た
聯
關
に
つ
い
て
の
考
察
か
ら
物
の 

聯
關
の
認
識
が
生
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
〇
」(W

5
2
3
)
。

か
く
て

リ

ー

マ

ン.r
於
て
は
、
對
象
間
の
關
聯
、
量
、
質
の
强 

度
關
係-
-

こ

れ

の

み

が

「
實
在
」
を
把
握
す
る
。
故

に

そ
れ
ら 

を
中
心
槪
念
と
し
て
活
動
す
る
數
學
物
理
學

こ
そ
世
界
の
本
質
を 

把
握
す
る
も
の
と
し
て
、

そ
れ
に
彼
は

大
き
な
信
賴
を
い
だ
い
た 

に
相
違
な

い
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
我

々

は

ヘ
ル
バ
ル
ト
の
リ

ー

マ
ン
へ
の
哲
學
的
影
響

七
四 

が
お
よ
そ
次
の
も
の
で
あ
る
と
言
へ
よ
う
。

卽
ち
形
而
上
學
以
前 

の
ヘ
ル
バ
ル
ト
、

形
式
を
も
含
め
て
の
經
驗
の
所
與
性
を
認
め
る 

實
在
論
的
段
階
に
あ
る
經
驗
主
義
者
ヘ
ル
バ
ル
ト
が
リ
ー
マ
ン
に 

强
く
影
響
し
、

そ
れ
の
形
而
上
學
的
部
分
は
殆
ん
ど
無
關
係
で
あ 

る
と
。

か
く
し
て
我
々
は
前
揭
の
リ
ー

マ
ン
自
身
の
ヘ
ル
バ
ル
ト 

と
の
關
係
に
つ
い
て
の
吿
白
の
眞
實
さ
を
確
め
る
と
と
が
出
來
た
。 

エ
レ
ア
的
な
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
自
然
哲
學
形
而
士
學
は
、

リ
ー
マ
ン 

に
は
殆
ん
ど
受
け
い
れ
ら
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。 

リ
ー
マ
シ
の
反
カ
ン
ト
的
空
間
論
の
要
因
と
し
て
、
故
に
ま
た 

就
職
講
演
成
立
の
背
景
と
し
て
、
我
々
は
旣
に
(

幾
何
學
に
つ
い• 

て
の)

ガ
ウ
ス
及
び
ヘ
ル
バ
ル
ト
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
述
べ
た
。 

次
に
リ
ー
マ
ン
の
自
然
哲
學
的
物
理
學
的
硏
究
に
つ
い
て
語
ら
う
。 

こ
れ
も
就
職
講
演
成
立
の
一
要
因
で
あ
る
こ
と
が
次
第
に
明
か
と 

な
る
で
あ
ら
う
。

五 

周
知
の
樣
に
近
接
作
用
說
、
場

の

理

論

の

科

學

的

段

-®
は

フ- 

(
1
)

こ
れ
に
つ
い
て
は 
A

・ 

s
p
e
i
m
e

ゴ 

N
a
J
u
r
p
h
i

一

o
s
o
p
h
i
s
c
h
e

 

U
i
H
e
r
s
u
c
h
u
n
g
e
n

 v
o
n

 

E
u
l
e
r

 u
n
d

 R
i
e
m
a
n
n

 (
e
r
e

二e  J
・ 

B
d
・

1
5
7

 
・
一 927

)

が
大
い
に
參
考
と
な
る
。
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ラ
デ
ィ
の
電
磁
感
應
の
發
見
硏
究(

一
八
三
一
年)

に
始
ま
る
。 

無
論
科
學
以
前
の
場
の
理
論
は
所
謂
エ
ー

テ
ル
說
と
し
て
旣
に
ギ 

リ
シ
ャ
に
も
見
ら
れ
る
。

例
へ
ば
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
原
子
論
の
立 

っ
て
ゐ
る
空
虛
空
間
に
對
立
し
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
エ
ー
テ
ル 

說
を
唱
へ
た
。

更
に
デ
カ
ル
ト
、

ホ
イ
ヘ
ン
ス(

光
學)

、
ラ
イ
プ 

-
1

ッ
ツ
も
さ
う
で
あ
る
。
然
し
引
力
論
が
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
よ
り
遠 

隔
作
用
で
以
て
科
學
的
に
數
學
的
に
明
快
に
確
立
さ
れ
、

ま
た
ク 

— 

ロ
ン
に
よ
っ
て
こ
れ
が
電
磁
氣
學
に
成
功
的
に
導
入
さ
れ
る
な 

ど
、

十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
前
半
が
遠
隔
作
用
說
の
獨
壇
上
で 

あ
っ
た
の
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
のW
•

ウ
ェ 

バ
ー
も
ガ
ウ
ス
も
こ
の
見
地
か
ら
電
磁
現
象
を
硏
究
し
て
ゐ
た
。 

そ

し

て

フ3

フ
デ
ィ
の
理
論
はi

ハ
五
五
年
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
に 

よ
っ
て
採
用
さ
れ
る
ま
で
孤
立
の
狀
態
に
あ
っ
た
と
言
は
れ
て
ゐ 

る
。
だ
が
こ
ゝ
で
注
意
す
べ
き
は
、、

ー
一
ユ
ー
ト
ン
的
見
地
の
全
盛 

期
に
も
そ
れ
の
批
判
者
が
な
い
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 

例
へ
ば
オ
イ
ラ
ー
は-
ー
ユ
ー
ト
ン
を
批
判
し
つ
ゝ
、
宇
宙
に
遍
在 

す

る

エ
ー

テ
ル
を
想
定
し
、

こ
れ
に
お
っ
て
重
力
、
光
、
電
氣
、
 

磁
氣
の
現
象
を
說
明
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

リ
ー
マ
シ
が
オ
イ
ラ
ー
を
硏
究
し
て
ゐ
た
こ
と
に
は
旣
に
ふ
れ 

た
。
彼
が
一
一
エ
ー
ト
ン
、

オ
イ
ラ
ー
、

ヘ
ル
バ
ル.
卜
の
硏
究
に
よ 

リ
ー
マ
ン
幾
何
學
成
立
の
背
景(

近
藤)

り
っ
ゝ
、
熱
、

光
、

電
氣
、
磁
氣
の
統
一
的
法
則
を
探
求
し
、

こ 

れ

を

「
私
の
主
な
仕
事
」
と
し
て
ゐ
た
こ
と
も
述
べ
た
。

こ
の
リ 

—

マ
ン
の
着
想
は
旣
に
早
く
も
、
學
士
論
文
提
出
以
前
に
ま
で
も 

さ
か
の
ぼ
っ
て
存
在
し
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
。

彼
が
一
八
五
〇
年 

十
一
月
、
敎
育
學
ゼ
ミ
ナT

ル

に

提

出

し

た

論

文

『
ギ

ム

ナ

ジ- 

1

厶
に
於
け
る
自
然
科
學
敎
育
の
範
圍
、
順
序
、
方
法
に
つ
い
て
』 

の
一
節
に!
1

「
か
く
て
例
へ
ば
個
々
の
點
に
對
し
て
成
り
立
つ 

基

本

的

諸

法

則

〔
質
點
力
學
の
法
則
か
〕
か
ら
、
我
々
に
現
實
に 

與
へ
ら
れ
て
ゐ
る
連
續
的
に
充
實
さ
れ
た
空
間
內

の
事
象
に
ま
で 

—
!

重
力
、
電
氣
、

又
は
磁
氣
、

又
は
熱
の
均
衡
の
ど
れ
に
關
す 

る
か
に
區
別
な
し
に!

進
む
と
こ
ろ
の
完
全
に
完
結
し
た
數
學 

的
理
論
が
總
括
さ
れ
る
」(R
・545)

。

彼
の
こ
の
着
想
は
何
に
基
い
て
ゐ
る
の
だ
ら
う
か
。

シ
:

ハ
イ 

ザ

—
は
前
揭
の
論
文
で
、

こ
れ
を
殆
ん
ど
リ
ー
マ
ン
の
オ
イ
ラ
ー 

硏
究
に
求
め
て
ゐ
る
が
、

こ
れ
以
外
に
は
な
い
だ
ら
う
か
。

リ
ー 

マ
ン
はW
 
•

ウ
ェ
バ
ー
に
よ
っ
て
物
理
學
、

特
に
電
磁
氣
學
へ
の 

興
味
を
呼
び
さ
ま
さ
れ
、

ま
た
彼
の
助
手
で
あ
っ
た
と
き
も
あ
っ 

た
。
然

し

ウ:

ハ
ー
は
周
知
の
や
う
に
遠
隔
作
用
論
者
で
あ
っ
た
。

(
1
)

spaseH
 p P
 

〇. S
.
1
0
6
.

七
五
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科

學

史

硏

究
 

第

三

號 

こ
ゝ
で
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
大
黑
柱
ガ
ウ
ス
に
目
を
轉
じ
て
み
る
。 

彼
が
遠
隔
作
用
說
に
も
と
づ
き
物
理
學
硏
究
を
行
っ
た
時
期
は
ほ 

ぼ
ー
ハ
三〇

年
代
で
あ
る
。
然
し
果
し
て
彼
は
遠
隔
作
用
說
に
十 

分
の
理
論
的
滿
足
を
感
じ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
か
。
彼

が

フJ

フ
デ 

イ
の
電
磁
感
應
現
象
の
發
見
を
知
り
、

そ

れ

を

「
最
も
興
味
あ
る 

自
然
現
象
の
一
つL
(

シ
亠
—

マ
ッ
ヘ
ル
宛
の
手
紙
、

一
八
三
三
年 

三
月
廿
一
日
付)

と
見
做
し
、
彼
自
身
も
そ
れ
に
つ
い
て
の
實
驗 

を
行
っ
て
ゐ
た
。

そ
し
て
彼
が
電
氣
力
學
的
硏
究
に
最
も
力
を
注 

い
だ
の
は
、

そ
れ

に
引
き

つ

ヾ

く

時

期(

一
八
三
四i
 

・
三
六
年) 

で
あ
っ
た
。

フ
ァ
ラ
デ
ィ
の
見
地
に
直
接
に
影
響
さ
れ
た
か
ど
う 

か
は
確
め
得
な
い
が
、

然
し
恐
ら
く
天
才
ガ
ウ
ス
の
頭
腦
が
フ
ァ 

ラ
デ
ィ
の
觀
點
の
基
本
的
正
當
さ
を
認
識
し
得
沦

に
相
違
な
い
こ 

と
は
、

次
の
彼
のW
 
•

ウ

ニ

バ

ー

宛

の

手

紙(

一
八
四
五
年
三
月

?')

十
九
日
付)

か
ら
明
か
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
彼
は
言 

ふ
。!
—「••

私
は
疑
ひ
も
な
く
私
の
硏
究
〔電
氣
學
に
關
す
る
硏
究
〕
を
ず
っ 

と
以
前
に
公
表
し
て
ゐ
た
で
せ
う
。
若
し
も
私
が
そ
の
硏
究
を
中
止
し 

た
當
時
、
私
が
眞
の
要
石
と
見
做
し
た
も
の
が
缺
け
て
ゐ
な
か
っ
た
な 

ら
ば
で
あ
る
。:

卽
ち
附
加
ヵ(

靜
止
帶
電
體
が
互
ひ
に
運
動
す
る
と 

き
、
そ
の
靜
止
帶
電
體
に
附
け
加
は
る
力)

を
、
瞬
間
作
用
か
ら
導-
來

七
六 

し
な
い
で
、(

光
の
場
合
と
同
樣
に)

時
間
的
に
傳
播
す
る
作
用
か
ら
導 

來
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
當
時
私
に
は
成
功
す
る
と
は
思
へ
な
か
っ 

た
の
で
す
。
然
し
な
が
ら:
:

私
は
そ
の
と
巻
其
硏
究
を
、
そ
れ
が
後 

に
は
恐
ら
く
成
功
し
得
る
だ
ら
う
と
い
ふ
希
望
な
し
に
や
め
た
の
で
は 

な
か
っ
た
。•
：•
そ
の
傳
播
が
ど
ん
な
に
行
は
れ
る
か
に
つ
い
て
構
成 

的
な
表
象
を
作
る
の
が
先
づ
必
要
だ
と
主
觀
的
に
確
信
し
て
i-
は
あ
り 

ま
す
が
。
」 

か
く
し
て
ガ
ウ
ス
は
フ
ァ
ラ
デ
ィ
か
ら
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
へ
の 

發
展
の
途
上
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
こ
の
ガ
ウ
ス
の
貴
重
な 

言

葉

を

殘

念
な

が
ら
ウ-

バ

ー
は
採
用
し
な
か
っ
た
。

ガ
ウ
ス
は 

近
接
作
用
說
の
根
本
的
な
眞
理
を
知
り
つ
ゝ
も
、

こ
れ
に
も
と
づ 

く
電
磁
現
象
の
數
學
的
法
則
化
が
出
來
な
か
っ
た
と
い
ふ
と
こ
ろ 

に
彼
の
惱

み
が
あ
っ
た
の
だ
。

こ
の
ガ
ウ
ス
の
近
接
作
用
說

へ
の 

確

信

は

ウ:

ハ
ー
に
よ
っ
て
採
用
は
さ

れ

な

か

っ

た

が
、

然
し 

ウ
:

ハ
ー
を
通
じ
て
助

手

リ

ー

マ
ン
の
敏
感
な
頭
腦
に
反
映
し
た 

ど
想
定
し
得
な
い
だ
ら
う
か
。

2:
れ
に
つ
い
て
興
味
が
あ
る
の
は 

弟
ウ

ィ

ル

ヘ

ル
ム
に
宛

て

た

リ

ー

マ
ン
の
手

紙
(

一
八
五
三
年
十 

二
月
廿
ハ
日
付)

で
あ
る(

R

 5
4
7
)

。

そ
の
中
で
彼
は
當

時

、靜

電

氣

、

人1
)

Gauss-  W
erke

 Bd・

 v

・ S
・62
J?Bd・

 XI  2
・ s
・15L
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動
電
氣
、
光
、

重
力
間
の
關
係
に
つ
い
て
の
近
接
作
用
說
に
も
と 

づ
く
彼
の
說
文
を
吟
味
し
て
ゐ
る
こ
と
、

そ
し
て
ガ
ウ
ス
が
旣
に 

こ
れ
に
つ
い
て
長
年
硏
究
し
て
ゐ
た
こ
と
を
ウ
エ
バ
ー
か
ら
聞
知 

し
て
は
ゐ
る
が
、
自
己
の
發
見
は
獨
立
の
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て 

ゐ
る
。 

・
 

か
く
て
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
ガ
ウ
ス
と
リ
ー
マ
ン
と.
の
關
係 

に
は
二
つ
の
場
合
が
考
へ
ら
れ
る
。

そ
の
一
つ
は
、

ガ
ウ
ス
の
思
・ 

想
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
は
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
雰
圍
氣
と
し
て
早
く 

か
ら
リ
ー
マ
ン
に
傳
は
り
、

リ
ー
マ
ン
の
硏
究
が
こ
の
雰
圍
氣
に 

導
か
れ
て
具
體
化
し
た
と
考
へ
る
。

さ
う
で
な
け
れ
ば
少
く
と
も 

い
ま
一
つ
は
、

全
く
の
獨
立
の
發
見
で
は
あ
る
が
、

ガ
ウ
ス
の
意 

見
に
よ
っ
て
自
己
の
說
に
更
に
確
信
を
持
っ
た
と
言
ふ
場
合
で
あ 

る
。恐

ら
く
前
の
場
合
が
正
し
い
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。

こ
ゝ
で 

(

旣
述

の)

次
の
こ
と
を

想
起
す
べ
き
で

あ
る
。

リ
ー
マ
ン
は
ゲ
ッ 

テ
ィ
ン
ゲ
ン
で
の
最
初
の
學
期
、
旣
に
ガ
ウ
ス
の
論
著
の
硏
究
に 

よ
っ
て
彼
の
實
在
論
的
を
反
カ
ン
ト
的
空
間
論
を
知
っ
て
ゐ
た
。 

と
こ
ろ
で
カ
ン
ト
哲
學
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
物
理
學
の
基
礎
付
け
を
ー 

つ
の
課
題
と
し
て
ゐ
た
か
ら
、

リ
ー
マ
ン
が
ガ
ウ
ス
の
手
引
で
反 

カ
ン
ト
と
な
れ
ば
、

こ
の
こ
と
を
媒
介
と
し
て
、
-

ー
ユ
ー
ト
ン
の 

9
1

マ
ン
幾
何
學
成
立
の
背
景(

近
藤)

空
虛
な
絕
對
空
間
に
、

つ
ヾ
い
て
ま
た
一
ー
ユ
ー
ト
ン
引
力
論
の
基 

本
で
あ
る
遠
隔
作
用
說
に
も
批
判
の
目
を
向
け
た
、
と
い
ふ
想
定
ヨ 

は
無
理
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。

オ
イ
ラ
ー
硏
究
も
役
立
っ
た
で
あ 

ら
う
。

ま
た
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
影
響
を
も
見
逃
し
得
な
い
。

ヘ
ル
バ 

ル
ト
、

ガ
ウ
ス
に
よ
っ
て
自
然
の
基
本
的
な
も
の
に
對
す
る
リ
ア 

ル
な
態
度
を
植
ゑ
つ
け
ら
れ
た
り
ー
マ
シ
が
、

一
-

ユ
ー
ト
ン
の
絕 

對
空
間
や
遠
隔
作
用
說
に
批
判
を
向
け
た
の
は
當
然
で
は
な
い
だ 

ら
う
か
。

リ
ー
マ
ン
は
小
篇
『
重
力
と
光
』(G

m
v
i
f

s-i
o
n

 u
n
d

 L
i
c
h
t
)

の 

或
箇
所
で
次
の
意
味
の
こ
と
を
言
っ
て
ゐ
る 

(R
・534 )0-
-

二 

ユ
ー
ト
ン
の
引
力
論
が
物
理
學
で
一
般
的
適
用
を
見
た
の
は
、

そ 

れ
が
直
接
な
自
明
性
と
か
合
理
性
を
も
っ
と
か
、(

重
力
と
氣
氣
を 

除
け
ば)

容
易
さ
と
い
ふ
經
驗
的
な
理
由
か
ら
で
は
な
く
し
て
、
 

そ
の
引
力
法
則
が
そ
れ
以
上
說
明
出
來
ぬ
謂
は
ヾ
最
高
原
則
と
し 

て
妥

當
し
た
た
め
泥
と
。 

・ 

我
々
は
そ
れ
を
次
の
や
う
に
解
釋
出
來
る
だ
ら
う
。

ニ
ュ
ー
ト 

ン
の
遠
隔
作
用
に
も
と
づ
く
引
力
法
則
が
物
理
學
で
威
力
を
發
揮 

し
た
の
は
、

そ
れ
が
最
高
法
則
と
し
て
、
言
ふ
な
ら
ば
ア
プ
リ
オ 

り

な

原

則(

重
力
と
電
氣
現
象
で
は
し
か
も
便
利
な
法

則)

と
し 

て
物
理
現
象
の
統
一
に
役
立
つ
と
い
ふ
こ
と
の
み
に
根
據
を
持
つ

七
七
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科

學

史

硏
究 

第
い
三
號 

て
ゐ
る
。
單
な
る
法
則
と
し
て
の
根
據
は

あ
る
が
、

そ
れ
に
自
證 

性
合
理
性
が
格
別
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

ま
た
ガ
ウ
ス
、

へ
・
ル 

バ
ル
ト
に
よ
っ
て
彼
の
頭
腦
の
裡
に
育
て
ら
れ
た
リ
ア
ル
な
經
驗 

的
觀
點
か
ら
は
、

そ
れ
は
眞
の
合
理
性
の
不
足
し
た
法
則
と
し
か 

思
へ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

特
に
前
に
述
べ
た
彼
獨
自
の
因 

果
說
を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。

「
實
在
」
と

「
變
化
」
と
の
矛
盾
の 

統
一
と
し
て
、
連
續
性
で
貫
か
れ
沦
因
果
關
係
と
い
ふ
見
地
を
彼 

は
把
握
し
て
ゐ
た
。

こ
の
彼
の
觀
點
か
ら
は
、
不
連
續

な
遠
隔
作 

用
は
絕
對
に
不
合
理
で
あ
る
。

た
か
だ
か
重
力
諭
と
電
氣
論
に
於 

て
の
み
便
利
な
假
說
に
す
ぎ
ぬ
だ
ら
う
。
直
接
に
物
理
學
硏
究
に 

た
づ
さ
は
っ
て
ゐ
た
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
は
、

こ
の
法
則
，
假
說
) 

が
重
力
電
氣
現
象
以
外
で
は
通
用
し
な
い
の
は
明
白
の
こ
と
で
あ 

っ
た
ら
う
。

と
こ
ろ
で
哲
學
的
な
關

心
を
も

っ

て

ゐ

た

彼

が(

又 

副
次
的
に
は
敎
育
學
的
興
味
か
ら
も)

、
自
然
把
握
の
こ
の
無
統
一 

狀
態
に
滿
足
出
來

な
い
の
は
當
然
で
あ
る
。
彼
の
哲
學
的
關
心
は 

自
然
の
統
一
的
把
握
の
企
圖
と
な
っ
て
あ
ら
は
れ
て
來
て
ゐ
た
の 

で
あ
る
。

こ
の
統
一
へ
の
關
心
が
旣
に
早
く
も
彼

に

あ
ら
は
れ
て 

ゐ
た
こ
と
は
旣
述
の
敎
育
學
ゼ
ミ
ナI

ル
提
出
の
論

文
(

一
八
五 

〇

年)

か
ら
も
、

ま
た
一
八
五
二!

三
年
頃
に
書
か
れ
た
前
述
の 

「
私
の
主
な
仕
事
は:
:

」

の
句
を
含
む
文
章
か
ら
も
明
か
で
あ

七
八

る
〇オ

イ
ラ
ー
、

ガ
ウ
ス
に
よ
っ
て
ー-

ユ
ー
ト
ン
批
判
の
眼
を
開
か 

れ
、

ヘ
ル
バ
ル
ト
に
影
響
さ
れ
た
リ
ー
マ
ン
が
彼
自
身
の
哲
學
的 

思
惟
と
物
理
學
硏
究
に
も
と
づ
い
て
遠
隔
作
用
說
の
排
除
に
力
を 

つ
く
し
た
の
は
ま
こ
と
に
當

然

で
あ
る
。
弟

子

シ=
1

リ
ン
グ
は 

師
の
追

憶

記
(

一
八
六
六
年)

の

中

で

次
の
や
う
に
述
べ 

て
ゐ 

る
。-
-「

當
の
間
題

〔基
本
的
自
然
法
則
に
つ
い
て
の
も
の
〕
を
リ
ー
マ
ン
は
，
 

詳
細
に
扱
ひ
、
そ
し
て
私
〔
シ=
1

リ
ン
グ
〕
に
彼
の
結
果
を
傳
へ
た
。 

先
づ
彼

は

〔諸
現
象
の
〕
交
互
作
用
に
つ
い
て
の
總
て
の
法
則
か
ら
、
 

遠
隔
作
用
に
關
係
す
る
規
定
の
や
り
方
を
除
く
。
何
故
な
ら
斯
樣
な
交 

互
作
用
は
常
に
周
圍
の
空
間
の
性
嗔
に
左
右
さ
れ
、
そ
こ
に
述
べ
ら
れ 

る
法
則
は
、
そ
こ
で
一
緖
に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
な
い
空
間
構
成
を
旣
に
含 

ん
で
ゐ
る
か
ら
で
あ
る-

物
質
及
び
自
由
電
氣
及
び
閉
ぢ
た
ガ
ル
ぢr 

一
一
電
流
の
作
用
に
對
し
彼
は
、
旣
知
の
諸
法
則
の
必
要
な
變
換

〔遠
隔 

作
用
の
除
去
〕
を' 

三
次
元
空
間
を
一
般
に
同
質
に
充
實
し
て
ゐ
る
媒 

質
の
或
運
動
形
式
の
物
理
的
表
現
を
力
と
見
做
す
こ
と
に
よ
っ
て
達
し 

た
。
そ
の
際
、
作
用
す
る
物
體
の
在
る
空
間
の
點
は
、
媒
質
の
鮪
限□
 

密
集
し
た
場
所
と
見
做
さ
れ
る
。:
:

」
〔傍
點
は
筆
者
の
も
の
〕。 

(
—)

Schering"  w
el.ke  

IL

 s.  377.
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こ

の

シ

ニ
—
リ
ン
グ
の
言
葉
は
勿
論
就
職
講
演
以
前
の
リ
ー
マ 

ン
に
も
關
說
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
我
人
は
こ
の
リ
ー
マ
ン 

の
思
想
に
つ
き
次
の
二
つ
の
注
目
す
べ
き
點
を
見
逃
し
得
な
い
。 

そ
の
一
つ
は
、
力
を
媒
質
の
形
式
と
す
る
こ
と
に
±.
り
、
力
と
物 

質
(

乃

至
は
媒

質)

と
の
二
元
性
が
後
者
に
止
揚
さ
れ
て
ゐ
る
こ 

と
、

そ
の
二
つ
は
、
媒
質
と
物
質
の
關
係
に
於
て
後
者
が
前
者
の 

特
異
點
と
見
做
す
こ
と
に
よ
っ
て
兩
者
の
統-

を
求
め
て
ゐ
る
こ 

と
で
あ
る
。

電
氣
學
の
近
接
作
用
說
化
と
い
ふ
ガ
ウ
ス
の
意
圖
は
リ
ー

マ
ン 

が
ー
八
五
八
年
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
王
立
學
會
に
提
出
し
た
論

文

『
電 

氣

力

學

へ

の

一
寄
與
』

(
K
i
l
l  

B
e
i
f
r
a
g
 
z
u
r

 

E
l
e
c
t
T
o
d
y
l
l
a
n
i
l
.
s  

(
R

 2
8
8
,
2
9
3
)

で
小
規
模
な
が
ら
實
現
さ
れ
た
。

電
磁
氣
論
が
光 

學
及
び
輻
射
熱
理
論
と
密
接
な
關
係
が
あ
る
と
其
冒
頭
で
述
べ
、
 

2:
れ

に

續

い

て

彼

は

言

ふ-
-

「
私
は
、
若
し
帶
電
體
に
對
す
る 

作
用
が
瞬
間
的
に
起
る
の
で
は
な
く
、
 

一
定
の(

觀

測
の
誤
差
の 

範
圍
內
で
は
光
速
度
と
相
等
し
い)

速
度
で
そ
れ
ら
に
傳
は
る
と 

假
定
す
れ
ば
、
電
流
の
電
氣

力
學
的
作
用
が
說
明

さ
れ
る
と
い
ふ 

こ
と
を
發
見
し
た
。
電
氣
力
の
傳
播
に
對
す
る
微
分
方
程
式
は
こ 

の
假
定
で
は
光
及
び
輻
射
熱
の
傳
播
に
對
す
る
そ
れ
と
同

一
と
な 

ら
う」(

R
2
8
8
)
。

彼
は
こ
の
假
定
の
も
と
で

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
函
數 

V
I
Z

幾
何
學
成
立
の
背
景(

近
藤)

Z7
を

次

の

條

件
で

規

定

す

る(
R

 2
9
0
O

——

 

a
”U

 

へa.
”
u 

3
2U  

3
.
Z
U

ノ 

・
 

- 

>
 

斜

—
号
(

朋

+

創

+

闇

」+

爰
4
电
£

 

但

しP

は

點
(

令

，Z
)

に
お
け
る
電
氣
密
度
、
a

は
光
速
度 

に
同
じ
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
あ
と
の
計
算
の
不
精
密
の
た
め
彼
は 

こ
の
論
文
を
印
刷
し
な
か
っ
た
が
、

あ
き
ら
か
に
こ
の
論
文
に
は 

フ7

ラ
デ
ィ
—
マ
ッ
ク
ス.
ウ

ェ
ル
流
の
見
地
が
基
本
と
な
っ
て
ゐ 

る
。遠

隔
作
用
說
の
い

ま

一
つ
の
根

據
は
重
力
現
象
に
あ
る
。

こ

、 

で
も
彼
は
こ
の
見
地
を
追

放

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
れ
は
次
に
述
べ 

る
小
篇
で
行
は
れ
て
ゐ
る
。

そ
の
小
篇
に
彼
が
重
要
性
を
置
い
て 

ゐ
た
こ
と
は' 

發
見
の
日
付
け
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
る
。
彼
は 

そ
こ
で
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
心
理
學
を
ア

ナ

ロ
ギ
ー
と
し
て
採
用
し
て 

ゐ
る
。

勿
論
か
や
う
な
ア
ナ
ロ
ギ
ー

で
は
重
力
の
困
難
な
本
質
は 

解
明
は
出
來
な
か
っ
た
。
彼

の

論

文

は

一
つ
の
試
み
に
終
っ
て
は 

ゐ
る
が
、
然
し
重
力
を
近
接
作
用
に
歸
着
さ
せ
よ
う
と
い
ふ
彼
の 

企
圖
こ
そ
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

そ
の
論

文

と

は

『
自
然
哲
學
の
新
數
學
的
原
理
』(N

e
u
e

 

m
a
f
h
,

 

er
tls
e
h
e  P

l

g-c
ip
ie
n  

d
e
l.  N

a
fu
l-
p
h
ilo
s
o
p
h
ie
)  (R

・
 5

2
8
1
5
3
2
)  

で
あ
る
。

そ
こ
で
彼
は
言
ふ
。-
-

七
九
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科

學

史

硏

究
 

第

三

號

「••

こ
の
論
文
の
目
的
は
、
ガ
リ
レ
イ
及
び
ー
ー
ユ
ー
ト
ン
に
よ
っ
て
置 

か
れ
た
天
文
學
及
び
物
理
學
の
原
理
の
彼
方
に
於
て
、
自
然
の
內
部
に 

入
り
こ
む
こ
と
で
あ
る
。:
：

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
プ
リ
ン
キ
ピ
ア
の
冒
頭
で
あ
つ
め
ら
れ
て
ゐ
る
、
可 

秤
物(

p
o
n
d
e
r
a
b
i
l
i
e
n
)

に
對
す
る
一
般
運
動
法
則
の
根
據
は
可
秤
物 

の
內
的
狀
態
の
う
ち
に
あ
る
。
我
々
は
自
身
の
內
部
知
覺
か
ら
ア
ナ
ロ 

ギ
ー
に
從
っ
て
そ
れ
に
つ
い
て
推
理
し
て
み
よ
う
。
我
々
の
う
ち
に
は 

絕
え
ず
新
し
い.
表
象
物
が
あ
ら
は
れ
、
こ
れ
は
ま
た
非
常
に
急
速
に
我 

我
の
意
識
か
ら
消
え
る
。
我
々
の
心
の
連
續
的
活
動
を
觀
察
す
る
。
そ 

の
心
の
ど
の
作
用
に
も
そ
の
底
に
何
か
恆
常
的
な
も
の
が
橫
は0
、
こ 

れ
は
特
別
の
機
緣
で(

記
憶
に
よ
り)

さ
う
だ
と
い
ふ
こ
と
を
表
明
し
、
 

し
か
も
現
象
に
持
續
的
な
影
響
を
與
へ
る
こ
と
な
し
に
で
あ
る
。
か
く 

て
絕
え

ず(

各
思
考
作
用
と
共
に)

何
かE
常
的
な
も
の
が
我
々
の
心 

に
入
り
込
み
、
然
し
こ
れ
は
現
象
界
に
は
何
ら
持
續
的
な
影
響
を
及
ぼ 

さ
ぬ
。
か
く
て
我
々
の
心
の
各
作
用
の
根
柢
に
何
か
恆
常
的
な
も
の
が 

橫
は
り
、
こ
れ
は
こ
の
作
用
と
共
に
我
々
の
心
に
入
り
こ
む
が
、
然
し 

そ
の
瞬
間
に
現
象
界
か
ら
消
失
す
る
。

こ
の
事
實
に
導
か
れ
て
私
は
次
の
假
定
を
す
る
。
卽
ち
世
界
空
間
は 

質
料
で
充
さ
れ
、
ご
の
質
料
は
絕
え
ず
可
秤
的
原
子
に
流
入
し
、
そ
し 

て
そ
こ
で
現
象
界(

物
體
界)

か
ら
消
え
る
。

こ
の
兩
假
定
は
次
の
一
つ
の
も
の
で
置
き
換
へ
ら
れ
る
——

總
て
の

A
0

可

秤

的

原
子
の
中
で
絕
え
ず
質
料
は
物
體
界
か
ら
精
神
界
へ
入
り
こ 

むC 
:
:

故
に
可
秤
物
體
は
精;#

界
が
物
體
界
へ
喰
ひ
込
む
場
所
で
あ 

る•
•
•

・〇

•

さ
て
空
間
を
充
す
質
料
が
惰
性
を
も
た
ぬ
非
壓
縮
性
の
等
質
の
洗
體 

で
あ
り
、
各
可
秤
的
原
子
に
は
同
じ
時
間
に
常
に
そ
れ
の
質
量
に
比
例 

す
る
同
じ
量
の
も
の
が
流
入
す
る
と
假
定
す
れ
ば
、
各
可
秤
的
原
子
が 

う
け
る
壓
力
は
明
か
に
原
子
の
場
所
に
お
け
る
質
料
の
運
動
の
速
度
に 

比
例
す
る
こ
と
に
な
ら
う
。

か
く
て
可
秤
的
原
子
及
び
一
般
重
力
の
作
用
は
、
そ
の
原
子
の
す
ぐ 

近
傍
に
お
け
る
空
間
充
實
質
料
の
壓
力
に
よ
っ
て
表
現
出
來
、
そ
れ
に 

依
存
す
る
と
考
へ
ら
れ
得
る
。

我
々
の
假
定
か
ら
、
空
間
充
實
質
料
は
我
々
が
光
及
び
熱
と
し
て
知 

っ
て
ゐ
る
振
動
を
傳
播
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
が
必
然
的
に
出
て 

く
る
。:
：-

こ

の

質

料

を

彼

は

「
エ
ー
テ
ル
」

と

も

言

っ

て

ゐ

る(
R
.
5
3
1
O

 

こ
の
エ
ー
テ
ル
は
完
全
非
壓
縮
で
は
な
く
、

時
間
に
比
例
し
て
そ 

の
壓
縮
が
非
常
に
小
で
無
限
小
と
見
做
さ
れ
得
る
と
假
定
し
て
ゐ 

る
(
R
5
3

と
。

そ
し
て
エ
ー
テ
ル
微
小
部
分
の
力
に
よ.
る
變
化
を 

デ
カ
ル
ト
座
標
と
時
間
座
標
を
用
ひ
て
記
述
す
る
。

こ
ゝ
で
線
素 

(
I
)

こ
ゝ
で
微
小
な
容
蠶

化d
V

も
出
て
來
る
が
、
我
々
に
と
っ
て 

は
就
職
講
演
と
の
關
係
上d

s

の
微
小
變
化
が
重
耍
で
あ
る
。
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甜
の
自
乘
の
形
式
、
卽
ち
二
次
微
分
形
式
が
あ
ら
は
れ'

エ
ー
テ 

ル

の
(

膨
脹
壓
縮
の)

微
小
變

化
が
上
の
二
次
微
分
形
式
の
變
換 

で
示
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
次
節
に
述
べ
る
就
職
講

演

の

一
背
景
と
し 

て
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

上
記
の
論
文
に
ひ
き
つ
ヾ
き
次
の
如
き
明
快
な
要
約
が
か
、
れ 

て
ゐ
る 

(
R
5
3
2
)
。

——

「
可
秤
物
質
の
可
秤
物
質
に
及
ぼ
す
作
用
は
次
の
通
り
で
あ
る
。!
—
 

ー
、
距
離
の
自
乘
に
逆
比
例
す
る
引
力
及
び
斥
力

二
、
光
及
び
輻
射
熱

こ
の
兩
部
類
の
現
象
は
、
全
無
限
空
間
を
同
質
の
質
料
が
充
し
、
そ 

し
て
各
質
料
微
小
部
分
は
直
接
に
は
そ
の
近
傍
に
の
み
作
用
す
る
と
假 

定
す
れ
ば
說
明
さ
れ
る
。

そ
れ
に
從
ひ
こ
れ
ら
が
生
ず
る
と
こ
ろ
の
數
學
的
法
則
は
次
の
も
の 

に
分
け
て
考
へ
ら
れ
る
。

ー
、
質
料
微
小
部
分
が
容
積
變
化
に
對
す
る
抵
抗 

二
、
物
質
的
線
素
が
長
さ
の
變
化
に
對
す
る
抵
抗 

第
一
の
部
分
に
重
力
及
び
靜
電
氣
的
引
力
及
び
斥
力
が
據
り
、
第
二 

の
部
分
に
光
及
び
熱
の
傳
播
及
び
電
氣
力
學
的
又
は
磁
力
的
引
力
及
び 

斥
力
が
據
る
。
」

か
く
て
電
氣
、
磁
氣
、

光
、
熱
、

重
力
の
統
一
的
把
握
が
表
明 

さ
れ
、

し
か
も
そ
の
仕
方
が
カ
學
的
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
ゐ
る
こ
と 

リ
—
マ
ン
幾
何
學
成
立
の
背
景(

近
藤)

に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

次
の
惰
性
法
則
に
つ
い
て
の
彼
の
言
葉
も
特
徵
的
で
あ
る(

R

 

5
3
2

• A
n
m
e
r
k
n

p<n
g
r

—
!

「
こ

の
運

動

法

則

〔惰
性
法
則
〕
は
充 

足
理
由
律
か
ら
は
說
明
出
來
ぬ
。
物
體
が
そ
れ
の
運
動
を
つ
ヾ
け 

る
と
い
ふ
こ
と
は
、

物
質
の
內
的
狀
態
の
中
に
の
み
求
め
ら
れ
得 

る
原
因
を
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」

こ
の
彼
の
批
判
は
、
惰
性
法
則
の
根
據
を
充
足
理
由
律
と
い
ふ 

論
理
的
な
も
の
に
求
め
、

こ
れ
に
よ
っ
て
謂
は
ヾ
ア
プ
リ
オ
リ
に 

運
動
法
則
を
導
來
し
、
故
に
ま
た
こ
の
法
則
自
身
を
も
先
天
的
な 

最

高

原

則

と

す

る

見

解(
-
-

ユ
ー
ト
ン
的
或
は
カ
ン
ト
的
と
言
へ 

る
か
も
知
れ
ぬ)

に
對
す
る
實
に
美
事
な
批
判
で
あ
る
。
-

ー
ユ
— 

ト
ン
で
は
惰
性
法
則
の
成
立
が
彼
の
絕
對
空
間
の
一
つ
の
科
學
的 

理
由
と
な
り
、
逆
に
絕
對
空
間
の
存
在
か
ら
惰
性
が
理
由
づ
け
ら 

れ
る
が
、
然
し
リ
ー
マ
ン
の
言
ふ
や
う
に
惰
性
法
則
の
根
柢
を
物 

質
自
身
の
中
に
求
め
る
と
す
れ
ば
、
絕
對
空
間
も
無
用
で
あ
り
、
 

惰
性
法
則
の
公
理
主
義
的
な
理
由
付
け
も
不
用
で
お
る
。

こ
の
彼 

の
注
意
は
彼
が
、
惰
性
法
則
を
物
質
分
布
に
よ
り
生
ず
る
重
力
場 

か
ら
說
明
す
る
今
日
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
重
力
論
の
先
驅
で 

(
1
)

こ
の
部
分
は
就
職
講
演
の
終0

の
部
分
に
あ
る
暗
示
的
な
肯
葉
の 

リ
ア
ル
な
背
景
を
な
し
て
ゐ
る
。

ハ
一
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あ
る
こ
と
を
示
す
と
共
に
、
現
象
の
法
則
の
根
據
を
物
そ
の
も
の 

の
中
に
求
め
て
行
く
彼
の
リ
ア
リ
ズ
ム
を
物
語
っ
て
ゐ
る
。 

さ

て

前

述

の

『
自
然
哲
學
の
新
數
學
的
原
理
』

で
は
心
理
學
的 

類
比
が
あ
ら
は
れ
た
が
、

こ

れ

は

我

々

に

は.3

し
て
重
要
で
は
な 

い
。
我
々
に
貴
重
な
の
は
重
力
場
の
構
想
と
、d

s

の
變

化
の
可
能 

と
そ
れ
の
數
學
的
表
現
と
で
あ
る
。
(

こ
れ
が
就
職
講
演
に
重
要 

な
關
係
を
も
つ
の
で
あ
る
。)

事
實
、

次
に
あ
げ

る
論
文
『
重
力
と 

光
』(R
・532

ふ38
)

で
は
、

重
力
が
光
と
類
比
的
に
扱
は
れ
、
兩 

者
の
統
一
が
企
て
ら
れ
、
從
っ
て
こ
ゝ
で
は
エ
ー
テ
ル
の
可
秤
的 

原
子
へ
の
流
入
と
い
ふ
表
象
は
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。

こ
ゝ
で
は 

先
づ
一
ー
ユ
ー
ト
ン
カ
學
の
分
析
か
ら
始
ま
り
、

つ
ヾ
い
て
次
の
や 

う
に
言
ふ
〇-
-

「••

大
き
さ
及
び
方
向
の
殳
ま
っ
た
原
因(

加
速
度
を
與
へ
る
重
力) 

を
、
私
は
全
無
限
空
間
に
連
續
的
に
ひ
ろ
が
っ
た
範
辄
か
富®
5'
形
主
の 

中
に
求
め
る
。
し
か
も
私
は*

運
動
の
方
向
が
こ
の
運
動
か
ら
說
明
さ 

れ
る
力
の
方
向
に
相
等
し
く
、
そ
れ
の
速
度
は
力
の
大
き
さ
に
比
例
す 

る
と
假
定
す
る
。
か
く
て
こ
の
質
料
は
物
理
的
空
間
と
考
へ
ら
れ
、
そ 

れ
の
點
は
幾
何
學
的
空
間
の
中
兰®
J'
く'

。

こ
の
假
定
に
從
へ
ば
、
可
秤
物
體
か
ら
空
虛
な
空
間
を
通
*)'
可
秤
物 

體
に
は
た
ら
く
總
て
の
作
用
は
、
こ
、の
質
料
に
よ
っ
て
傳
播
さ
れ
疔
ば 

な
ら
ぬ
。
故
に
天
體
が
互
ひ
に
送
り
合
ふ
光
と
熱
と
が
、
そ
れ
に
於
て

ハ
二 

成
り
立
つ
と
こ
ろ
の
運
動
形
式
が
ま
た
こ
の
質
料
の
運
動
形
式
で
な
け 

れ
ば
な
ら
ぬ
。
と
こ
ろ
で
空
虛
な
空
間
を
通
ず
る
重
力
及
び
光
の
運
動 

と
い
ふ
こ
の
兩
現
象
は
、
こ
の
質
料
の
運
動
か
ら
の
み
說
明
さ
れ
ね
ば 

な
ら
ぬ
唯
一
の
も
の
で
あ
る
〇:
:

」»
•
 5

3
3
)

〔傍
點
は
筆
者
の
も
の
〕C 

ま
て
こ
ゝ

で

は

エ
ー

テ
ル
の
原
子
へ
の
流
入
と

い
ふ

表
象
は 

姿
を
見
せ
ず
、

光
と
類
比
的
に
エ
ー
テ
ル
の
運
動
形
式
で
作
用
が 

傳
播
さ
れ
る
と
な
っ
て
ゐ
る
の
は
一
つ
の
進
步
で
あ
ら
う
。

卽
ち 

流
體
力
學
的
ア
ナ
ロ
ギ
ー
か
ら
光
學
的
ア
ナ!!

ギ
ー
へ
の
進
步
で 

あ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
傳
播
を
想
ひ
起
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

こ 

れ
に
よ
っ
て
重
力
と
光
と
の
統
一
が
企
て
ら
れ
る
。 

我
々

の
課
題
に
と
っ
て

重
要
で

あ
る
の
は
、
「
質

料

〔
エ
ー
テ 

ル
〕
が
物
理
的
空
間
と
考
へ
ら
れ
、

そ
れ
の
點
は
幾
何
學
的
空
間 

の

中

盂

く

」

と
い
ふ
暗
示
的
な
言
葉
で
あ
る
。
熟
知
の
如
く
現 

實
の
空
間
の
計
量
に
と
っ
て
は
、
光

が
(

剛
體
と
共
に)

基
本
的 

で
あ
り
、

そ

し
て

若

し
こ

の

光

と(

可
秤
物
體
に
源
泉
を
も
つ) 

重
力
と
が
統
一
さ
れ
た
な
ら
ば
、

こ
れ
に
よ
っ
て
幾
何
學
的
空
間 

は
物
理
的
空
間
の
土
臺
の
上
に
し
っ
か
り
と
築
き
あ
げ
ら
れ
、
前 

者
は
後
者
に
よ
っ
て
そ
の
本
質
を
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
だ
ら
う
。 

こ
の
リ
ー

マ
ン
の
思
想
が
彼
の
就
職
講
演
に
と
っ
て
基
本
的
で
茜 

る
こ
と
が
次
節
で
明
か
と
な
る
だ
ら
う
。
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以
上
で
彼
の
物
理
學
自
然
哲
學
を
打
切
る
。
彼
の
多
犬
の
努
力 

に
も
拘
ら
ず
マ
ッ
ク
スウ

・
'

ル
へ
の
到
達
も
、

ま
た
言

ふ
迄
も
な
く 

重
力
と
光
、
電
氣
、
磁
氣
と
の
統
一
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
後
者 

に
到
達
し
得
な
か
っ
た
の
は
今
日
で
さ
へ
も
所
謂
統
一
場
の
理
論 

が
未
完
成
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
當
然
で
あ
ら
う
が
、
然
し
何
故
に 

マ
ッ
ク
スウ

・
'  

ル
に
も
達
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
。

そ
れ 

は
恐
ら
く
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
に
、

リ
ー
マ
ン
の
前

に

フ7
ラ
デ
ィ 

が
ゐ
な
か
っ
た
た
め
で
は
あ
る
ま
い
か
。
電
磁
氣

と

い
ふ
新
現
象 

は
フ
ァ
ラ
デ
ィ
の
如
き
着
實
な
る
質
的
認
識
が
な
け
れ
ば
、

そ
の 

本
質
を
露
呈
し
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。

リ
ー
マ
ン
は
早
急
に
數

學 

的
把
握
に
向
っ
た
た
め
、
旣
に
高
度
の
發
達
を
と
げ
て
ゐ
た
力
學 

的

モ
デ
ル
を
借
用
し
て
エ
ー
テ
ル
の
量
的
な
カ
學
的
把
握
に
向
っ 

た
。

そ
れ
が
彼
の
不
成
功
の
一
因
で
あ
ら
う
。

フ
・
'

ラ
デ
ィ
の
基
本
的
思
想
は
、

自
然
の
統
一
性
と
近
接
作
用 

の
確
信
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
上
述
の
如
く
リ
ー
マ
ン
に
も
充
分

リ
ー
マ
ン
幾
何
學
成
立
の
背
景(

近
藤)

に
備,
は
っ
て
ゐ
た
。

然
し
充
分
な
る
質
的
認
識
の
有
無
が
、

故
に 

ま
た
早
急
な
る
量
化
の
有
無
が
兩
者
を
分
つ
一
つ
の
け
じ
め
で
あ 

っ
た
ら
う
。

然
し
リ
ー
マ
ン
の
こ
の
缺
點
は
數
學
に
と
っ
て
は
逆
に
幸
ひ
で 

あ
っ
た
ら
う
。

大
膽
な
る
直
觀
に
よ
っ
て
、
彼
が
電
氣
力
の
近
接 

作
用
化
の
み
な
ら
ず
、

重
力
を
も
近
接
作
用
化
し
、

か
く
て
全
自 

然
の
統
一
を
數
學
的
量
的
に
企
て
た
こ
と
が
、

ほ
か
な
ら
ぬ
彼
の 

就
職
講
演
の
基
礎
を
な
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
質
的 

認
識
に
局
限
し
て
ゐ
た
な
ら
ば
、

か
や
う.
な
大
膽
な
着
想
は
不
可 

能
で
あ
っ
た
ら
う
。

ま
た
こ
の
飛
躍
を
旣
述
の
彼
の
ロ
ッ
ク
的
な 

認

識

論
(

量
と
關
係
の
客
觀
主
義)

が
手
助
け
し
た
こ
と
も
忘
れ 

て
は
な
る
ま
い
。

(
1
)
桑
木
博
士
『
フ
7-
ラ
デ
ィ
及
び
マ
ッ
ク
エ
ウ
ェ
ル
に
よ
る
物
理
學 

の
變
革
』(

數
物
會
誌
第
五
卷
第
三
號
附
錄)

參
照
。(

未
完)

八
三
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ハ
四

ボ
イ
ル
の
自
然
觀
焉
よ
び
化
學
的
業
績
に
つ
い
て
〔

斎 

光 

雄

ば
し
がa

從
來
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
化
學
史
家
た
ち
は
、
化
學
史 

上
に
お
け
る
ロ
バ
ー
ト•

ポ
イ
ル(

R
o
b
e
r
b

 B
o
y
l
e
"
1
6
2
7
-
1
§

1
)

の 

位
置
に
た
い
し
て
、
き
は
め
て
髙
い
評
價
を
あ
た
へ
て
き
た
。
ボ
イ
ル 

を
も
っ
て
「
近
代
化
學(

科
學
的
化
學)

の
父
」
と
す
る
見
解
は
、
ひ 

ろ
く 

一
般
に
行
は
れ
て
ゐ
る
。
だ
が
し
か
し
、
こ
の
や
う
な
至
高
の
評 

價
に
も
か
ヽ
は
ら
ず
、
ボ
イ
ル
の
化
學
的
業
績
に
つ
い.
て
は
、
從
來
き 

は
め
て
皮
相
的
な
硏
究
し
か
行
は
れ
な
か
っ
た
や
う
で
あ
る
。
す
く
な 

く
と
も
筆
者
の
瞑
を
と
ほ
し
え
た
文
獻
の
範
圍
で
は
、
ボ
イ
ル
の
本
質 

的
究
明
を
あ
た
へ
た
も
の
は
な
か
っ
た
。

化
學
史
の
方
法
論
的
硏
究
は
、
ボ
イ
ル
を
無
視
し
て
す
す
む
こ
と
は 

不
可
能
で
あ
る
。
ほ
か
の
こ
と
は
あ
と
廻
し
に
し
て
も
、
ポ
イ
ル
の
本 

質
の
闡
明
だ
け
は
、
す
く
な
く
と
も
あ
る
程
度
ま
で
は
、
や
っ
て
お
か 

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

だ
が
、
わ
が
國
に
お
い
て
、
と
く
に
目
下
の
ご
と
き
文
獻
入
手
不
可 

能
の
狀
勢
の
も
と
に
お
い
て
、
こ
れ
を
實
行
す
る
こ
と
は
至
難
で
あ
る
。 

ボ
イ
ル
の
批
判
的
硏
究
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
「
ボ
イ
ル
全
集
」
を
必
要
と

す
る
。
原

文(

英
文)

に
よ
る
旣
刊

の

「
ボ
イ
ル
全
集
」
と
し
て
は
： 

S
h
a
w

編
の
一
七
二
五
年
版
の
三
册
本
(

摘
要
版)

と
、B

i
r
c
h

編
の 

一
七
四
四
年
版
の
五
册
本
と
、
お
な
じ
くB

i
r
c
h

編
の
一
七
七
二
年
版 

の
六
册
本
の
三
種
類
が
あ
る
や
う
で
あ
る
が
、
筆
者
は
こ
れ
ら
の
い
づ 

れ
を
も
參
照
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
ほ
且
、
ボ
イ
ル
を
避
け
て
は
方
法
論
的
硏
究 

.
を
す
す
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
、
眼
を
と 

ほ
し
う
る
か
ぎ
り
で
の
化
學
史
の
皮
獻
に
つ
い
て
、
ボ
イ
ル
に
つ
い
て 

記
さ
れ
て
ゐ
る
箇
所
を
し
ら
べ
あ
げ
、
ボ
イ
ル
の
究
明
を
お
こ
な
っ
て 

み
る
こ
と
に
し
た
。
ボ
イ
ル
の
粒
子
論
的
自
然
觀
に
つ
い
て
は
、
ラ
ス 

ヴ
ィ
”
ッ
、
グ
レ
，ガ
リ
ヽ
エ
ー
レ
ン
フ
ェ
ル
ト
、
等
の
原
子
論
史
に
主
と 

し
て
依
據
し
た
。E

v
e

r
y

L
i
b
r
a
r
y

 

版
の T

h
e

 s
c
e
p
t
i
c
a
l  

C
h
y
m
i

律

に
よ
っ
て
ヽ
ボ
イ
ル
の
元
素
觀
に
つ
い
て
は
、
原
典
資
料
檢 

討
に
も
と
づ
く
自
信
を
も
っ
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
他
の
化
學
的
業
績 

に
つ
い
て
は
、
諸
書
を
參
照
し
た
。

こ
れ
は
あ
ま
り
感
心
で
き
な
い
硏
究
法
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
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で
も
從
來
の
化
學
史
家
た
ち
、
と
く
に
ボ
イ
ル
の
同
國
人
た
る
英
國
の 

・
化
學
史
家
た
ち
、
よ
り
も
ー
步
つ
き
こ
ん
で
ボ
イ
ル
の
本
質
を
究
明
し 

え
た
と
確
信
し
、
こ
ゝ
に
覺
え
書
的
論
文
と
し
て
發
表
す
る
こ
と
に
し 

た
。
將

來

「
ボ
イ
ル
全
集
」
を
披
見
し
う
る
機
會
に
め
ぐ
ま
れ
る
な
ら 

ば
、
ふ
た
た
び
ボ
イ
ル
の
檢
討
を
行
ふ
つ
も
り
で
あ
る
が
、
し
か
し
本 

論
文
中
で
提
示
し
た
主
要
な
見
豐
、
そ
れ
に
よ
っ
て
重
要
な
變
更
を 

う
け
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
、
と
思
っ
て
ゐ
る
。

な
ほ'

・
ボ
イ
ル
に
關
す
る
邦
文
の
文
獻
は
他
に
な
い
や
う
で
あ
る
か 

ら
し
て
、
筆
者
は
や
や
・
冗
慢
に
亙
る
の
を
も
か
へ
り
み
ず
、
あ
へ
て
本 

論
文
中
に
ボ
イ
ル
の
自
然
觀
の
槪
述
を
あ
た
へ
て
お
く
こ
と
に
し
た
。 

-

、
粒
子
論
的
機
械
論
的
自
然
觀 

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
原
子
說
は
、

千
四
百
年
に
わ
た
る
長
い
流
罪 

の
狀
態
を
へ
た
の
ち
、

十
六
世
紀
末
か
ら
、

マ
ー
一
亠
フ
ァ
ク
チ
亠 

ア
的
世
界
像
の
成
長
と
と
も
に
、
徐

々

に

復

活

し
て

き

た

,0
十
七 

世
紀
の
初
め
こ
ろ
に
、

原
子
は
す
で
に 

A
n
g
e
l
u
s

 

S
a
l
a

 

(
一
5
7
6
1

 

1
6
3
7

)
ゝ
 D
a
n
i
e
l

 

s
e
n
d
e
r

 t
(
1
5
7
2—1

6
3
7
L
v
a
l
l

 H
e
l
m
o
n
t

 

(一
5
7
7

— 

1
6
4
4

)

ら
の
化
學
の
な
か
へ
し
の
び
こ
ん
で
ゐ
た
。

ケ
プ
ラ
ー
に 

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
原
子
的
說
明

を

ガ

リ

レ

イ(
1
56

4
1
1
6
42

)

は 

採
用
し
た
。 

，

ボ
イ
ル
の
自
隸
觀
4S
よ
び
化
學
的
業
績
に
つ
い
て(

原)

だ
が
原
子
說
の
眞
の
復
活
は
、
十
七
世
紀
前
半
に
お
け
る
ガ
ッ 

サ
ン
・
デ
ィ(

G
a
s
s
e
l
l
d
L1

5
9
2
1
1
6
55

)

に
よ
る
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
原
子 

說
の
復
活
と
、
デ

カ

ル

ト(
De
sc
al
-t
es

ゝ15
9
6
1
1
6
5

〇)

の
機
械
論
的 

粒
子
論
的
自
然
觀
と
を
も
っ
て
、

開
始
さ
れ
た
。

ガ
ッ
サ
ン
デ
ィ 

の
原
子
說
は
エ
ピ
ク
ロ
ス
的
原
子
說
の
ま
っ
た
く
の
復
活
で
、
創 

造
を
消
滅
も
な
い
、
各
ゝ
一
定
の
形
、

大
き
さ
、

重
さ
を
も
つ
不 

可
分
の
原
子
は
、
虛

空
(

眞

空

〉
中
で
雜
多
な
運
動
を
し
、

た
が 

ひ
に
衝
突
し
あ
ひ
、
集
っ
て
塊
を
つ
く
り
、
世
界
の
雜
多
を
生
ぜ 

し
め
る
と
さ
れ
た
。
デ
カ
ル
ト
に
お
い
て
は
、
物
體
の
本
性
を
そ 

の
宀
蕭
的
延
長
に
み
る
と
い
ふ
根
本
的
な
數
學
的
見
地
か
ら
、

工 

ピ
ク
ロ
ス
的
な
不
可
分
の
原
子
は
否
定
さ
れ
、
眞
空
の
存
在
は
不 

可
能
の
こ
と
と
さ
れ
、
粒
子
は
す
く
な
く
と
も
原
理
的
に
は
無
限 

に
分
割
し
う
る
も,

の
と
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、

か
れ
の
粒
子
的
自
然 

觀
も
、
原
子
說
の
決
定
的
な
影
響
の
も
と
に
導
入
さ
れ
た
も
の
、
 

卽
ち
ひ
ろ
い
意
味
で
の
原
子
論
の
一
流
派
で
あ
る
こ
と
は
、

否
定 

で
き
な
い
の.
で
あ
る
。

あ
た
か
も
十
九
世
紀
の
化
學
が
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か

 ゝ

は
ら
ず
、

ド

ー
ル
ト
ン
の
原
子
說
を
基
礎
と
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ 

(
1
)

ガ
ッ
サ
ン
デ
ィ
は
原
子
か
ら
世
界
の
質
的
多
様
性
を
說
明
す
る
た 

め
に
、
分
子(

m
o
l
e
c
u
l
a
e
)

の
槪
念
を
導
入
し
た
。

ハ
五
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科

學

史

硏

究
 

第

三

號 

た
や
う
に
、

一
六
五
〇
年
(

卽
ち

デ
カ
ル
ト
の
死
の
年)

以
後
の 

十
七
世
紀
後
半
の
化
學
は
、
右

の

や

う

な

粒

子(

原

子)

論
を
基 

礎
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。

あ
ら
ゆ
る
化
學
現
象
の
說
明
が
粒
子
論 

的
に
お
こ
な
は
れ
た
。

マ
ー
一
亠
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
的
思
惟
が
化
學
界 

を
、

い
な
廣
く
科
學
界
を
、
風
靡
し
た
。

ケ
イ
ム
ブ
リ
ッ
ジ.•

プ 

ラ
ト
ン
派
の
哲
學
者
カ
ド
ワ
ー
ス 

(
R

 c
u
d
w
o
T
F
1
6
1
7
—
1
6
8
8
)

 

は
、

無
神
論
を
駁
論
せ
ん
と
し
て

書
い
た
主
著
「
眞
の
知
的
な
宇 

宙
體
系
」(

T
h
e

 

T
ru
e  In

te
lle
c
tu
a
l  sy

s-em o
f  

fh
e  

U
n
i
v
e
r
s
e

 
ゝ
 

1
6
7
8
)

 

の
中
で
、
當
時
の
一
般
的
狀
態
を
き
は
め
て
手
際
よ
く
說 

明
す
る
。
——

あ
る
特
殊
な
物
理
學
的
假
說
が
目
下
流
行
し
て
ゐ 

る
。

そ
れ
は
、
原
子
的
假
說
、
粒
子
的
假
說
、
機
械
的
假
說
、

等 

等
と
よ
ば
れ
る
。

そ
れ
は
何
世
紀
も
以.
前
か
ら
あ
っ
た
も
の
と
は 

異
る
も
の
で
、
デ
カ
ル
ト
が
こ
れ
を
復
活
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の 

メ
カ
ー
ー
ズ
ム
は
き
は
め
て
理
解
し
や
す
い
。
物
體
の
組
成
を
こ
れ 

以
上
明
瞭
に
說
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
:

： 

デ
カ
ル
ト
の
粒
子
說
は
、
不
可
分
割
の
原
子
と
眞
空
と
に
た
い 

す
る
傳
統
的
な
嫌
惡
を
う
け
つ
い
で
、
形
成
さ
れ
た
。

そ
の
上
に 

か
れ
は
、

エ
ピ
ク
ロ
ス
的
無
神
論
を
あ
ら
た
め
て
、
粒
子
的
連
續 

體!
—

デ
カ
ル
ト
に
と
っ
て
は
延
長
こ
そ
が
物
體
の
本
質
で
あ
つ
，
 

走
—

と
し
て
の
宇
宙
の
創
造
を' 

神
の
攝
理
に
も
と
め
た
。

全

A
六 

宇
宙
の
あ
ら
ゆ
る
變
化
の
原
因
た
る
運
動
に
た
い
し
て
、
運
動
量 

恆
存
の
法
則
を
あ
た
へ
た
の
も
神
で
あ
っ
た
。

古
典
的
原
子
論
に 

た
い
す
る
こ
の
や
う
な
敬
神
的
修
正
は
、

デ
カ
ル
ト
の
粒
子
論
を 

當
時
の
支
配
的
自
然
觀
た
ら
し
め
る
上
に
、

大
い
に
必
要
で
も
あ 

り
有
效
で
も
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。•

ガ
ッ
サ
ン
デ
ィ
の
原
子
說
は 

エ
ピ
ク
ロ
ス
的
原
子
說
の
完
全
な
復
活
で
あ
っ
た
が
、
敬
神
と
い

(1) 

J.  
〇
・ G

r
e
g
o
r
y
"

 A

 S
h
o
r
b

 H

s-r
o
r
y

 

o
f  A

C
o
m
i
s
m

 (
1
9
3
1
)
”  

p
・24・

(2) 

デ
カ
ル
ト
の
粒
子
論
的
自
然
觀
に
よ
れ
ば
、
延
長
を
も
つ
實
體
た 

る
始
原
物
質
は
運
動
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
て
、
三
種
の
元
素
の
粒
子 

を
生
ぜ
し
め
る
。
第
一
種
は
き
は
め
て
微
細
な
粒
子
た
る
火
の
元
素 

で
、
太
陽
扭
よ
び
恆
星
は
こ
れ
で
で
き
て
ゐ
る
。
第
二
種
は
渦
動
連 

動
を
な
す
球
形
粒
子
た
る
空
氣
元
素
で
、
宇
宙
の
空
間
に
充
滿
し
て 

ゐ
る
。
第
三
種
は
さ
ま
ざ
ま
な
形!

デ
カ
ル
ト
は
こ
の
第
三
元
素 

粒
子
の
形
を
さ
ら
に
三
種
に
分
け
た!
—

の
大
き
な
粒
子
で
、
地
球 

や
遊
星
な
ど
は
こ
れ
か
ら
成
立
っ
て
あ
る
。
か
れ
は
自
然
界
に
4S
け 

る
諸
現

象(

質
的
多
樣
性)

を
右
の
ご
と
き
三
種
の
粒
子
の
形•

大 

き
さ•

離
合
集
散•

運
動
に
歸
因
せ
し
め
た
。

〔
そ
の
主

著

「哲
學 

の
原
理
」
に
展
開
さ
れ
た
デ
カ
ル
ト
の
機
械
論
的
粒
子
論
的
自
然
觀 

の
槪
略K

つ 

い
て
は
、L

a
s
s
w
i
t
・

ド
B
d
・

1
1
-  S

 

5
5
1
8
1

 

に
據
っ
た
。 

野
田
文
夫
著
「
デ
カ
ル
トK

西
哲
叢
書)

の
自
然
觀
に
つ
い
て
の
記 

並
は
不
十
分
の
や
う
で
あ
る
。
主
た
邦
譯
「哲
學
の
原
理,_(

デ
カ
ル 

ト
選
集
第
三
卷
、
佐
藤
信
衞
譯)

は
、
自
然
觀
に
關
す
る
重
要
部
分 

を
ほ
と
ん
ど
全
部
省
略
し
た
抄
澤
な
の
で
、
科
學
史
學
徒
に
は
あ
ま
・ 

0
役
立
た
な
い
。
」
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ふ
ー
點
で
ち
が
っ
て
ゐ
る
。

ガ
ッ
サ
ン
デ
ィ
に
よ
れ
ば
、

エ
ピ
ク 

ロ
ス
的
原
子
に
よ
る
宇
宙
構
成
は
、
神
の
創
造
し
た
も
の
だ
っ
た 

の
で
あ
る
。

し
か
し
、

デ
カ
ル
ト
お
よ
び
ガ
ッ
サ
ン
デ
ィ
に
お
け 

る
こ
の
敬
神
性
は
、

無
神
論
者
と
し
て
攬
斥
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ 

て
の
讓
步
と
み
ら
れ
て
ゐ
る
。

ボ
イ
ル
は
デ
カ
ル
ト
お
よ
び
ガ
ッ
サ
ン
デ
ィ
の
影
響
の
も
と
に 

粒
子
論
的
自
然
觀
を
採
用
し
、
粒
子
哲
學
の
樹
立
者
と
ま
で
稱
せ 

ら
れ
る
に
至
っ
た
。C

o
r
p
u
s
e
l
e

な
る
語
を
英
語
の
語
彙
の
な
か 

へ
最
初
に
も
ち
こ
ん
だ
の
は
、
彼
で
あ
っ
た
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。 

か
れ
も
ま
た
、
・
全
自
然
の
完
全
に
機
械
論
的
な
因
果
性
を
確
信
し• 

て
、

全
宇
宙
を
一
つ
の
巨
大
な
時
計
仕
掛
と
み
な
し
た
。

そ
し
て 

粒
子
論
を
徹
底
的
に
自
然
科
學
の
な
か
へ
導
入
し
て
、

マt

フ
ァ 

ク

チ-

ア
的
方
法
の
典
型
的
な
代
表
者
の
亠
人
と
な
っ
た
の
で
あ 

っ
た
。

十
七
世
紀
後
半
は
、
粒
子
論
的
自
然
觀
に
た
い
す
る
熱
狂
的
な 

歡
迎
を
も
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
各
學
者
の
見
解
は 

み
な
多
少
色
合
を
異
に
し
て
ゐ
た
。
ボ
イ
ル
は
大
體
に
於
て
デ
カ 

ル
ト
の
決
定
的
影
響
下
に
あ
っ
た
が
、
他
面
ま
た
ガ
ッ
サ
ン
デ
ィ 

か
ら
も
相
當
つ
よ
い
影
響
を
う
け
た
や
う
で
あ
る
。.
ボ
イ
ル
自
身
・ 

の
言
葉
に
よ
れ
ば
、

ボ
イ
ル
の
自
然
觀
抒£

び
化
學
的
業
績
圮
つ
い
てA
原)

「原
子
論
者
た
ち
と
デ
カ
ル
ト
主
義
者
た
ち
と
は
、
以
上
の
諸
點 

に
お
い
て
相
違
す
る
に
も
か
ゝ
は
ら
ず
、
兩
者
は
大
體
に
お
い
て 

一
致
す
る
も
の
と
考
へ
て
よ
く
、
そ
し
て
兩
派
の
假
說
は
調
和
的 

傾
向
の
人
間
に
と
っ
て
は
、
實
質
上
一
つ
の
哲
學
と
見
な
さ
れ
て 

(
1
)

フ
ォI

ル
レ
ン
デ
ル
著
、
「
西
洋
哲
學
史
」(

粟
田•

吉
野•

古
在
共 

譯)

、
第
二
卷
、
九
一
頁
打
よ
び
ー
ー
四
頁
。
ラ
ン
ゲ
著
、
「
唯
物
論 

史
(-)
」(

世
券
大
思
想
全
集)

、
二
三
四
丄
ニ
ニ
九
頁
新
よ
び
二
七
九 

頁
。
野
田X
夫

著

「
デ
カ
ル
ト
」(

西
哲
叢
書)

、
ハ
三;
㈣

頁
。(

ガ 

リ
レ
イ
の
地
動
說K
對
す
る
宗
敎
裁
判
は
一
六
一
六
年
と
一
六
三
二 

年£

仃
は
れ
た
。)

,
(
2
)

ボ
イ
ル
は
自
著 

v
O
r
i
g
i
n
e
o
f
F
o
r
m
p
s
a
-
n
d
Q
u
a
l
i
l
i
e
s

 

(
一

6
6
6
1

に
お
い
て
自
己
の
粒
子
哲
學
を
よ
り
完
全
に
展
開
し
た
が
、
 

し
か
し
一
六
六
一
年
に
出
た
「懷
疑
的
化
學
者
」
や
一
六
六
〇
年
に 

出
た
氣
體
に
關
す
る
論
文
中
で
も
す
で
に
粒
子
論
を
採
用
し
て
ゐ
る 

(

後
を
み
よ)

。

(3) 

「
ボ,
イ
ル
の
哲
學
上
の
主
な
る
仕
事
は
粒
子
哲
學(

K
O
J
r
p
r
s
K
a

つ 

p
K
l
o
s
p
h
i
e
)

 

の
創
立
で
あ
る
」(

フ
ォ
ー
ル
レ
ン
デ
ル
、

前
揭
書
、
 

九
四
頁
。)

(4) J.  Q Gregor^A

 S
h
o

 
エ H

i
s

 
ナ or

y

 

o
f  A

f
o
m
i
s
m

 (
1
9
3
1
)
，  

p
・ 32

—33,

(5) 
ボ
イ
ル
が
ガ
ッ
サ
ン
デ
ィ
か
ら
も
相
當
影w

を
う
け
た
こ
と
、
お 

よ
び
、
あ
る
點
で
は
デ
カ
ル
ト
の
考
を
却
け
た
こ
と
、
に
つ
い
て
は
、
 

ラ
ン
ゲ
著
、
前
揭
書
、
二
七
九
—
二
八
〇
頁
、
お
よ
び
、R

 E
h
r
e

耳 

h

二 d:  

Gruudriss  
e

-5-er 

E
n
f

ノ

v
i
c
k

 
一
 u

n
g
s
g
e
s
c
h
-
c
h
b
e

 

d
e
r

 

c
h

.2
s.schen A

 
ナ om

i
s
t
-
i
k  

(
1
9
0
6
)
》
6
1
5
2

 

s
・167  j  Kurd  

L
a
s
s
w
i

c+z
i  G

e
s
c
h

〇・,h
*

 

d
e
r

 A
f
o
m
i

 
二 i
F

Bd・  11 • (189  
〇)"

s
.  

2
6
6
9

等
を
見
よ
。

ハ
七
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第•

三
號

も
よ
い
と
思
ふ
。
そ
し
て
そ
の
哲
學
は
、
事
物
を
粒
子(

c
o
r
p
u
s
,  

c
l
e
)

又
は
微
小
物
體
に
よ
っ
て
說
明
す
る
か
ら
し
て
、
粒
子
的
哲 

學
と
よ
ん
で
も
あ
ま
り
不
適
當
で
は
な
い
所
の
も
の
な
の
で
あ

ボ
イ
ル
の
こ
の
態
度
は
、

か
れ.
の
粒
子
論
に
具
髏
化
さ
れ
た
。 

彼
の
粒
子
的
自
然
觀
は
、

デ
カ
ル
ト
の
粒
子
說
に
が
シ
サ
ン
デ
ィ 

の
影
響
を
加
味
し
た
折
衷
物
で
あ
っ
た
。

ボ
イ
ル
は
エ
ピ
ク
ロ
ス
的
な
原
子
不
可
分
性
に
反
對
し
た
。

デ 

カ

ル

ト

は

微

細

物

質(
m
a
t
e
r
i
a

 
s
u
b
s
i
s
)

 

の
渦
運
動
に
よ
っ
て 

各
種
の
粒
子
の
運
動
が
起
る
と
し
た
が
、

ボ
イ
ル
は
こ
の
考
に
は 

左
袒
し
な
か
っ
た
。
微
細
物
質
の
容
認
を
も
い
く
ぶ
ん
躊
躇
し
、
 

デ
カ
ル
ト
的
眞
空
否
定
に
も
、

ガ

ッ

サ

ン

デ

ィ

的(

エ
ピ
クP X 

的
)

眞
空
肯
定
に
も
、
疑
を
い
だ
い
て
ゐ
た
。

そ
し
て
ボ
イ
ル
の 

粒
子
說
は
、
デ
カ
ル
ト
や
ガ
ッ
サ
ン
デ
ィ
よ
り
も
ず
っ
と
敬
神
的 

で
あ
っ
た
。

旣
述
の
ご
と
く
、

ガ
ッ
サ
ン
デ
ィ
お
よ
び
デ
カ
ル
ト
に
*-
け
る 

神
へ
の
讓
步
は
、
自
然
の
徹
底
的
な
機
械
論
的
說
明
(

從
っ
て
無 

神
論
的
說
明)

を
心
中
で
は
確
信
し
つ\

も
、
對
社
會
的
な
考
慮 

か
ら
導
入
さ
れ
沦
も
の
と
い
は
れ
て
ゐ
る
が
、

十
七
世
紀
後
半
の 

最
大
化
學
者
・
ボ
イ
ル
お
よ
び
最
大
物
理
學
者
ー
ー
亠1

ト
ン
に
お
け

AA 

る
敬
神
性
は
、

そ
の
や
う
な
讓
步
で
は
な
く
し
て
、

か
れ
ら
の
衷 

心
か
ら
の
確
信
で
あ
っ
た
。

，
 

ボ
イ
ル
は
敬
虔
な
信
者
と
し
て
多
く 

の
神
學
的
著
述
を
の
こ
し
、
後
年
に
は
福
音
傳
道
協
會
總
裁(

T
h
e

 

G
o
ve
rn
o
r  

o
f  

fh
e  

S
o
c
ie
ty  

fo
T
s
e  

P
ro
p
a
g
a
fio

u  

o
f  

fh
e

(3)

G
o
s
p
e
l
)

と
な
り
、

死
に
際
し
て
は
自
己
の
遺
產
の
一
部
を
も
つ 

て
キ
リ
ス
ト
敎
擁
護
の
た
め
の
ボ
イ
ル
講
座(

B
o
y
l
e

 

L
e
c
f
u
i

區
 

を
設
け
さ
せ
た
。

一
ー
ユ
ー
ト
ン
も
つ
よ
い
神
祕
主
義
的
傾
向
を
も 

ち
、

と
く
に
晚
年
に
は
神
學
的
思
辨
に
ふ
け
る
に
い
た
っ
た
。

ラ 

ン
ゲ
は
い
ふ
、
「:
•

そ
し
て
ま
た
、
自
然
科
學
の
領
域
に
は
、
こ 

の
時
代
に
、

全
く
唯
物
論
的
な
哲
學
と
、
宗
敎
的
傳
統
の
獨
斷
お 

よ
び
習
慣
に
た
い
す
る
大
き
な
尊
敬
と
の
、

今
日
に
い
・
た
る
ま
で 

も
大
陸
の
學
者
た
ち
に
非
常
な
驚
き
を
あ
た
へ 

て
ゐ
る
あ
の
特
異 

な
結
合
が
持
ち
上
っ
た
。

ホ
ッ
ブ
ズ
に
次
ぐ
時
代
に
お
け
る
こ
の

(1) 

Boylem
M

ro&s  (by  Bh.chL  1744"  voL  I"  p
・ 228,

〔J
・

s
e+-i 
二!n

a
n
:

 

T
h
e

 

S
t
o
r
y

 

o
f  

E
a
r
l
y

 

c
h
e
l
n
i
s

sr.
y  (

1
9
2
4
)
，  

p
.  4

1
7

よ
り
引
用
。〕

(2) 

そ

れ

ら

の

一

つ

に

「
自
然
科
學
に
比
し
て
の
神
學
の
優
越
性
」 

(
T
h
e

 E
x
c
e
l
l
e
n
c
y

 

o
f  T

h
e
o

 
一
 o

g
y

 c
o
m
p
a
r
e
d

 m
i
h

 N

s-u
r
a
l  

philosophy"
一一

73
)

と
い
ふ
著
述
が
あ
る
。

(R) 
ボ
イ
ル
は
こ
め
他
に
有
名
な
東
印
度
會
社
の
託
長(D

il
ec

bo
r  

o
f  

t
h
e

 E
a
s
b

 I
n
d
i
a

 

C
o
m
p
a
n
y

)

と
い
ふ
名
譽
職
に
も
就 

い
て
ゐ 

た
。
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精

神

を

代

表

す

る

人

間

が

特

に

二

人

あ

る!
—

化
學
者
コ
バ
ー

.(1) 

卜
•

ボ
イ
ル
と
サ
ー 
•

ア
イ
ザ
ッ
ク• 

-
-
*
1

ト
ン
で
あ
る
。
」 

こ
の
や
う
に
、
、ボ
イ
ル
と
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
世
界
觀
は
イ
デ
ア
リ 

ス
ム
ス
と
マ
テ
リ
ア
リ
ス
ム
ス
と
の
折
衷
物
で
あ
っ
た
が
、
自
然 

に
對
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
・
て
は
、

二
人
と
も
後
者
の
立
場
を
重
ん 

じ
、

そ
の
意
味
で
は
機
械
論
的
實
在
論
者
で
あ
っ
た
。 

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
原
子
說
は
、
す
べ
て
の.
原
子
を
構
成
す
る
原 

質
す
な
は
ち
元
素
は
唯
」

の
始
原
物
質
で
あ
る
、

と
み
な
し
た
。 

デ
カ
ル
ト
も
ボ
イ
ル
も
こ
の
考
を
採
用
し
た
。

つ
ぎ
に
ボ
イ
ル
の 

粒
子
說

の
基
礎
を
、
か
れ
が
自
己
の
粒
子
哲
學(

粒
子
的
自
然
觀) 

を
詳
述
し
た
主
著 

〇

 
一
-ig

in
e

 

o
f

 

F
o
r
m
e
s

 

a
n
d

 

Q
u
a
l
i
f
i
e
s

 

a
c
c
o
l
-
d
i
l
-
g  

f
o  f

h
e

 

C
o
r
p
u
s
c
u
l
a
r

 P
h
i
l
o
s
o
p
h
y

乙
一lu

s
r
l
.
a
f
e
a  b

y

 

Consideration  and  Experim
ents  

(一 6
ま|7

)
中
の
言
葉
で
、
 

示
す
こ
と
に
し
よ
う
。

「
私
が
こ
ゝ
で
確
立
し
よ
う
と
試
み
る
學
說
は
、
つ
ぎ
の.
こ
と
き 

も
の
で
あ
る
。

ー
、
あ
ら
ゆ
る
物
體
に
共
通
な
、

延
長
を
も
つ 

(
e
x
p
e
n
d
e
d
)
、

分
割
可
能
な
、
そ
し
て
不
可
入
性
の
實
體
た
る
、
ー
 

つ
の
普
遍
物
質 

(universal

 m
a
s
e
r
)

が
存
在
す
る
。
二
、
こ
の 

物
質
は
、
そ
れ
自
身
の
本
性
上
た£
 

一
つ
な
の
で
、
諸
物
體
の
多 

樣
性
は
必
然
的
に
何
か
他
の
も
の
か
ら
生
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。 

ボ
イ
ル
の
自
然
觀
打£

び
化
學
的
業
績
に
つ
い
て(

原)

し
か
し
て
靜
止
せ
る
物
體
內
に
お
い
て
は
、
い
か
な
る
變
化
も
あ 

り
え
な
い
か
ら
し
て
、
こ
の
物
質
に
區
別
を
生
ぜ
し
め
る
た
め
に 

は
、
運
動
が
必
要
で
あ
る
。
」

「
結
局
、
わ
れ
わ
れ
が
證
明
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
か
う
で
あ
る
。 

第
一
、
あ
ら
ゆ
る
自
然
物
體
の
物
質
は
延
長
あ
る
不
可
入
性
の
實 

體
で
あ
る
こ
と
。
す
べ
て
の
物
體
は
か
く
の
ご
と
く
同
一
の
共
通 

物
質
を
共
有
す
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
物
體
の
差
別
は
、
こ
の
物
質 

を
多
樣
な
ら
し
め
る
諸
事
情
か
ら
來
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ 

と
。
運
動
は
物
質
に
と
っ
て
本
質
的
な
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
元 

來
他
の
諸
事
情
に
よ
っ
て
つ
く
り
う
る
も
の
で
も
な
い(

他
の
諸 

事
情
の
方
が
連
動
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る)

か
ら
し
て
、
そ
れ
は 

物
質
の
第
一
の
主
要
な
樣
式
ま
た
は
性
情(m

ode  or  a
fficc
はon

 

o
f  n

m
a
e
r
)

と
み
な
し
う
る
こ
と
。
さ
ま
ざ
ま
に
限
定
さ
れ
た
運 

動
は
、
自
己
が
そ
れ
に
所
屬
す
る
と
こ
ろ
の
物
質
を
當
然
分
割
し 

て
現
實
的
な
斷
片
に
す
る
こ
と
。
そ
し
て
歷
然
た
る
經
驗
に
よ
っ 

て
明
白
な
や
う
に
、
こ
の
分
割
に
よ
り
、
非
常
に
微
小
な
部
分
に
、
 

極
め
て
し
ば
し
ば
微
小
す
ぎ
て
單
獨
で
は
わ
れ
わ
れ
の
感
官
に
知 

覺
さ
れ
な
い
ほ
ど
に
、
な
る
こ
と
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
か
ら
必
然

(1) 

ラ
ン
ゲ
、
前
揭
書
、
二
七
五
頁
。

(2) The  Philosophical  W
orks  

〇f  R

 Boyle,  by  F

 Shaw
"  

vol. IV p
・ I97・

〔H.  Kopp-  

Beitrage  0
2
 Geschicb

s- 

d
e
r

 c
b
c
m
i
e
"

 D
ri
^e
ss
ti
ii
cF

 S
•一

60 •

よ
り
引
用
。
〕

ハ
九
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•

科

學

史

硏

究
 

第

三

號 

的
に
い
ひ
う
る
こ
と
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
微
小
部
分
の
各1

い 

ひ
か
へ
る
と
自
然
の
最
小
物 (

m
i
n
i
m
a

 

n
a
m
r
a
l
i
a
)
、

(

そ
れ
ら 

の
若
干
數
の
集
合
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
特
殊
な
粒
子
の
す
べ
て 

も
ま
た)

、
は
一
定
の
大
き
さ
と
形
と
を
持
つ
に
ち
が
ひ
な
い
こ 

と
、
お
よ
び
、
こ
れ
ら
三
つ
の
も
の
卽
ち
容
積
、
形
、
運
動
又
は 

靜

生

は
各
ゝ
を
切
り
は
な
し
て
考
へ
た
場
合
に
fe
け
る
、
物
質 

の
不
可
知
覺
的
な
部
分
の
第
一
の
且
ま
た
も
っ
と
も
普
遍
的
な
樣 

式
で
あ
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
微
小
部
分.
の
辜

を

一

し
ょ
に
し
て 

考
へ
る
と
き
は' 

必
然
的
に
、

水
平
的
に
は

(
i
n  

r
e
g
a
r
d

 

6
〇

 

t
h
e

 h
o
r
i
z
o
n
)

あ
る
種
の
位
置
と
狀
態
、

ま
た
互
に
他
に
た
い 

し
て
は
前•

後
•

橫
と
い
ふ
や
う
な
あ
る
種
の
順
序
が
生
じ
て
く 

る
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
微
小
海
分
が
、
そ
れ
ら
の
第
一
の
请

か 

ら
、
そ
し
て
ま
た
狀
態
と
順
序
と
に
た.
い
す
る
そ
れ
ら
の
傾
向
と 

仕
組
か
ら
、
集
っ
て
一
つ
の
物
體
に
な
る
と
き
に
は
、
そ
の
物
體 

の
所
謂
組
織(
c
e
x
c
u
r
e
)

な
る
も
の
が
生
ず
る
こ
と
。
し
か
し
て 

以
上
の
も
の
は
、
知
覺
す
る
存
在
又
は
そ
の
他
の
自
然
的
物
體
に 

無
關
係
に
、
そ
れ
自
身
と
し
て
考
へ
た
場
合
の
、
物
體
の
屬
性
な 

の
で
あ
る
。
」

卽
ち'

、ボ
イ
ル
の
粒
子
論
に
よ
れ
ば
、

普
遍
物
質
は
運
動
に
よ 

"
っ
て
分
割
さ
れ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を
な
す
各
種
の
形
お
よ
び 

大
き
さ
の
始
原
的
粒

子
(

か

れ

の

所

謂m
i
n
i
m
a

 

n
a
t
u
l
-
a
l
i
a

又

九
〇

(2)

は

p
r
i
m
a
一
一a
h
i
・

如一£

を
生
ず
る
。

始
原
的
粒
子
は
群
を
な
し 

て
集
っ
て
粒
子 

(
c
o
r
p
u
s
c
l
e
)

を

つ
く
る
。

こ

の
粒
子
は

形•

大 

熔
さ
•

運
動
又
は
靜
止
を
有
す
る
が
、

重
さ
は
そ
の
本
質
的
な
屬 

性
で
は
な
い
。

知
覺
し
う
る
物
體
は
か
ゝ
る
粒
子
が
た
く
さ
ん
集 

っ
た
も
の
で
あ
る
。
自
然
界
に
お
け
る
雜
多
は
、

か
ゝ
る
粒
子
の 

離
合
集
散
に
基
因
す
る
。

ボ
イ
ル
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
原
子
論
者
た
ち
と
同
樣
に
、
物
質 

の
恆
存
を
信
ず
る
。
宇
宙
內
に
お
け
る
普
遍
物
質
の.
全
量
は
不
變 

で
あ
る
。
粒
子
は
分
解
さ
れ
離
散
集
合
さ
れ
う
る
が
、

創
造
ま
た 

は
消
滅
せ
し
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

だ
が
、

こ
ゝ
で
信
心
ぶ
か 

い
ボ
イ
ル
は
神
に
た
い
す
る
冒
瀆
を
恐
れ
る
。

そ
し
て
、

い
か
な 

る
自
然
力
お
よ
び
人
工
に
よ
っ
て
も
、
創
造
も
消
滅
も
不
可
能
な

(1) 

W
orks  of  Boyle  (by  Shaw

)"  ibirm

 214.〔Kopp  

-ibid."  s
・16

9—
1
7
0

・
よ
り
引
用
。
〕

(2) 
卽
ち
、
ボ
イ
ル
の
原
子
は
普
遍
物
質
か
ら
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ 

る
。
こ
の
こ
と
は
と
り
も
な
ほ
さ
ず
、
こ
の
始
原
的.
粒
子
が
論
理
的 

原
理
的
に
は
も
と
の
普
遍
物
質
へ
も
ど
り
う
る
、

い
ひ
か
へ
る
と
原 

子
が
分
割
さ
れ
う
る
、
こ
と
を
意
味
す
るG

(3) 

こ
のc

o
r
p
u
s
c
i
e

を
今
日
の
分
子
に
對
應
さ
せ
る
學
者
が
多
い
が 

(

た
と
へ
ば
フ
ォ
ー
ル
レ
ン
デ
ル
、
前
揭
書
、
九
四
頁y

筆
者
は
こ 

の
見
解
に
た
い.
し
て
は
保
留
的
態
度
を
と
る
こ
と
に
す
る
。

(4) 

こ
の
重
さ
の
輕
視
も
ま
た
デ
カ
ル
ト
の
影
響
で
あ
る
。
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粒
子
も
、
神

だ
け
は
創
造
又
は
消
滅
せ
し
め
う
る
と
規
定
す
る
。 

エ
ピ
ク
ロ
ス
は
原
子
よ
り
成
る
宇
宙
の
最
初
の
創

造

か

ら

さ

へ 

も
神
を
排
除
し
た
。

デ
カ
ル
ト
は
神
に
讓
步
し
て
、
始
原
物
質
の 

最

初

の

運

動

と

運

動

法

則

だ
け
は
神
の
つ
く
っ
た
も
の
と
し
た 

が
、

そ
の
後
の
宇
宙
過
程
に
神
が
介
入
す
る
こ
と
は
禁
止
し
た
。 

一
旦
は
じ
め
ら
れ
た
全
宇
宙
內
に
拒
け
る
物
質
の
運
動
は
、

も
は 

や

神

と

い

へ
ど
も
變
更
ま
た
は
介
入
で
き
な
い
絕
對
的
な
機
械
的 

法
則
に
し
た
が
っ
て
、
行

は
れ
る
も
の
と
し
た
。
敬
虔
な
ボ
イ
ル 

は
、

全
宇
宙
の
機
械
的
因
果
性
に
は
贊
成
す
る
が
、

エ
ピ
ク
ら
ス 

的
無
神
論
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

デ
カ
ル
ト
程
度
の
神
の
能
力
の 

限
定
を

さ
へ
も
、
許
容
で
き
な
い
。

か
れ
は
神
の
權
力
を
さ
ら
に 

擴

張
す
る
。

そ
し
て
、
宇
宙
過
程
を
ス
タ!

卜
さ
せ
た
後
で
も
、
 

神
は
必
要
と
あ
ら
ば
そ
の
過
程
へ
介
入
で
き
る
も
の
と
す
る
。 

ボ
イ
ル
は
デ
カ
ル
ト
と
同
樣
に
、
運
動
の
起
源
を
も
神
に
も
と 

め
た
。

神
は
そ
の
叡
智
に
よ
っ
て
一
定
の
順
序
に
運
動
を
配
分
し
、
 

世
界
に
機
械
的
法
則
の
み
が
行
は
れ
る
や
う
に
配
慮
し
た
。

世
界 

の
秩
序
と
有
機
體
の
合
目
的
性
と
は
、

か\

る
神
の
叡
智
に
よ
っ 

て
っ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
古
代
の
原
子
論
者
た
も
が
說

い 

た
ご
と
く
に
、

原
子
の
偶
然
的
盲
目
的
運
動
に
よ
っ
て
生
じ
た
も 

の
で
は
な
い
。

ポ
イ
ル
の
自
然
觀
抡
よ
び
化
學
的
業
績
に
つ
い
て(

原)

液
體
の
粒
子
は
、

そ
・
の
表
面
の
わ
づ
か
の
部
分
で
互
に
ふ
れ
あ 

っ
て
ゐ
る
の
み
で
あ
る
。

そ
の
粒
子
は
お
そ
ら
く
球
形
で
滑
か
で 

す
べ
り
や
す
く
、
硬
く
て
容
易
に
は
壓
縮
で
き
な
い
も
の
に
ち
が 

ひ

な

い(

こ
の
こ
と
は
液
體
が
容
易
に
は
壓
縮
で
き
な
い
こ
と
か 

ら
推
測
さ
れ
る)

。

火
や
空

氣

も

流

體

で

あ

る

が

、.
こ
れ
ら
の
粒 

子
は
液
體
の
粒
子
に
お
け
る
よ
り
も
互
に
は
な
れ
て
を
り
、

そ
の 

形
狀
も
不
規
則
で
あ
ら
う
。
流
體
の
粒
子
は
非
常
に
微
細
な
も
の 

に
ち
が
ひ
な
い
。

こ
れ
は
固
體
物
質
を
と
か
し
て
溶
液
を
つ
く
っ 

た
場
合
に
、
流

體
化
し
た
固
體
の
粒
子
が
目
に
み
え
な
い
こ
と
か 

ら
で
も
容
易
に
わ
か
る
。
流
體
の
粒
子
間
に
は
孔
隙
が
あ
り
、
粒 

子
は
た
え
ず
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を
行
っ
て
ゐ
る
。
空
氣
中
に
浮
遊 

す
る
塵
埃
の
た
え
ま
な
き
運
動
は
、
空
氣
粒
子
の
た
え
ま
な
き
運 

動
を
證
明
し
て
ゐ
る
。

液
體
が

0-
體
を
と
か
し
て
溶
液
を
つ
く
る
現
象
は
、
液
體
粒
子 

が
運
動
に
よ
っ
て
固
體
の
粒
子
間
の
孔
隙
へ
入
り
こ
み
、

そ
の
間 

の
結
合
を
ひ
き
は
な
し
て
、
固
體
粒
子
を
液
體
粒
子
間
の
孔
隙
へ 

お
し
や
る
た
め
に
起
る
。

こ

の
や
う
な
粒
子
の
襲
擊
の
難
易(

し 

た
が
っ
て
溶
解
の
難
易)

は
、
襲
擊
す
る
粒
子
の
形
狀
や
、
襲
擊 

を
う
け
る
固
體
粒
子
間
の
孔
隙
の
形
お
よ
び
大
き
さ
等
、

い
ひ
か 

へ
る
と
後
述
の
粒
子
適
合
關
係
、

に
依
存
す
る
。
固
體
の
熔
融
は

九

一
-
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火
の
粒
子
が
固
體
內
の
孔
隙
に
入
り
こ
ん
で
、

そ
の
粒
子
を
運
動 

・
狀
態
に
お
く
た
め
に
起
る
の
で
あ
る
。

固
體
に
あ
い
て
は
、
粒
子
が
流
體
に
お
け
る
よ
り
も
大
き
い
か 

又
は
緻
密
で
あ
っ
て
、
粒

子

の

靜

止•

粒

子

の

重

疊•

粒
子
の
鉤 

ま
た
は
枝
に
よ
る
も
つ
れ
あ
ひ
、

な
ど
の
た
め
に
固
體
狀
態
が
生 

ず
る
の
で
お
る
。

液
體
の
固
化
は
い
ろ
い
ろ
な
原
因
に
よ
っ
て
起
る
。
粒
子
の
形 

が
互
に
結
び
つ
く
の
に
適
し
て
ゐ
る
場
合
や
、
液
體
粒
子
の
孔
隙 

へ
他
種
の
粒
子
が
入
り
こ
ん
で
、

そ
の
自
由
な
運
動
を
妨
げ
る
や 

う
な
場
合
、

な
ど
に
は
固
化
が
起
る
。

デ
カ
ル
ト
に
お
け
る
と
同
樣
に
、

ボ
イ
ル
の
粒
子
論
に
お
い
て 

は
、
粒
子
間
に
は
た
ら
く
力
と
い
ふ
槪
念
は
な
か
っ
た
。
粒
子
卧 

の
相
互
作
用
——

—
す
な
は
ち
化
學
的
親
和
力
！

は
、

粒
子
の
運 

動
•

形
•

大
き
さ
に
よ
る
、
引
掛
り
、
襲
擊
、.
も
つ
れ
あ
ひ
、

な
・ 

ど
の
素
朴
感
覺
的
な
直
接
的
作
用
と
み
な
さ
れ
た
。

ボ
イ
ル
は
、
 

ガ
ッ
サ
ン
デ
ィ
や
デ
カ
ル
ト
と
お
な
じ
ゃ
う
に
、
鉤
形
の
粒
子
、
 

尖
っ
た
粒
子
、
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
粒
子
や
粒
子
間
の
孔
隙 

な

ど

を

考 

へ 

て

ゐ

た

。
、
微
粒
子
相
互
間
に
は
た
ら
く
力
の
觀
念 

(

選
擇
的
引
力
お
よ
び
斥
力)

を
導
入
し
た
の
は
、
一：

—
ト
ン
だ 

っ
た
。

一
一=

—
ト
ン
は
親
和
力
を
、
粒
子
の
形
狀
に
よ
る
直
觀
的

• 

九
二 

-  

機
械
論
に
よ
っ
て
で
は
な
し
に
、
力
に
よ
っ
て
說
明
し
た
。
-
-
 

1

ト
ン
の
原
子
は
、

ボ
イ
ル
的
粒
子
か
ら
ド
ー
ル
ト
ン
的
原
子
へ 

む
か
っ
て
一
步
す
ゝ
ん
だ
も
の
だ
っ
た
と
も
言
ひ
得
る
。 

古
代
の
原
子
說
に
た
い
し
て
と
同
樣
に
、

十
七
世
紀
の
粒
子
說 

に
た
い
し
て
も
、
單
な

る
形
・
大
き
さ•

運
動
し
か
も
た
な
い
粒 

子
か
ら
、

い
か
に
し
て
世
界
の
質
的
多
樣
性
が
生
ず
る
か
、

と
い 

ふ
難
問
が
橫
は
っ
て
ゐ
た
。

デ
カ
ル
ト
も
ホ
ッ
ブ
ズ
も
、

こ
の
問 

に
た
い
し
て
、
原
子
論
者
が
不
可
避
的
に
採
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ 

た
說
明
を
提
示
し
た
が
、
・
ボ
イ
ル
ほ
ど
明
確
に
し
か
も
標
準
的
な 

形
で
、
解
答
を
あ
た
へ
た
も
の
は
な
か
っ
た
。

か
れ
が
そ
の
主
著 

の
ー
た
る 

0
1
-
i
g
i
n
e  o

f

 F
o
r
m
e
s

 a
n
d

 

Q
u
a
l
i
t
i
e
s

 (
1
6
6
6
-
7
)

中 

で
あ
た
へ
た
解
答
は
、

の
ち

に

口

ッ
ク

の

「
人
間
悟
性
論
」

(
A
n

 

E
s
s
a
y

 

c
o
n
c
e
r
n
i
n
g

 H
u
m
a
n

 

U
u
d
e
r
s
t
a
i
i
a
m
g

ゝ
 

1
6
9
〇

)

中
で
發 

展
完
成
を
あ
た
へ
ら
れ
た
。.
ボ
イ
ル
は
こ
の
點
で
哲
學
史
上
に
不 

朽
の
位
置
を
占
め
、

こ
の
時
代
の
一
流
哲
學
者
の
な
か
に
伍
す
る 

資
格
を
も
っ
て
ゐ
る
。

次
に
こ
の
點
に
關
す
る
か
れ
の
主
要
な
見 

解
を
略
述
し
て
お
か
う
。

(
1
)
加
藤
卯
一
郎
氏
の
邦
譯(

岩
波
文
庫)

が
あ
る
。 

(2 )Gr,  gory二
一

 bide  

P
.3
8
1
5

〇. (chap
e-t-er v
・ Prim

ary  and  

S
e
c
o

二dw
y

 
Q
u
a
l
i
t
i
e
s
)
，
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、ボ

イ

ル
は

ま
づ

第
一
性
質(

p
r
i
m
a
r
y

 

Q
u
a
l
i
f
i
e
s
)

と
第
二
性 

質
(
s
e
c
o
n
d
a
r
y

 Q
u
a
l
i
t
i
e
s
)

と
を
區
別
す
る
。
第
一
性
質
ま
た
は 

普

遍

的

性

質(
c

g-h
o
l
i
c
k

 Q
u
a
m
i
e
s
)

と
い
ふ
の
は
、

諸
物
體
の 

粒

子

が

も

つ

形•

大

き

さ•

運

動

又

は

靜

止•

の
三
性
質
で
、

こ 

れ
は
物
理
的
實
在
で
あ
る
。

こ
の
や
う
な
粒
子
の
集
合
か
ら
成
る 

物
體
は
、
形
•

大
き
さ•

運

動

又

は

靜

止•

な
る
屬
性
の
ほ
か
に' 

色•

匂
、
音

、
熱
又
は
冷
、

そ
の
他
の
屬
性
を
も
持
っ
て
ゐ
る
。 

か
ゝ
る
屬
性
を
ボ
イ
ル
は
知
覺
的
性
質(s

en
si

bl
e

 Q
u
a
l
i
t
i
e
s
)

又 

は
第
二
性
質
と
呼
ぶ
。

さ
て
問
題
は
、

第
一
性
質
し
か
も
た
な
い 

粒
子
か
ら' 

い
か
に
し
て
第
二
性
質
が
生
ず
る
か
で
あ
る
。 

ボ
イ
ル
は
こ
の
問
題
に
解
決
を
あ
た
へ
る
た
め
に
、

粒
子
の
排 

列

又
は

組
織
な

る
觀
念
と

流
出
物(
e
f
f
l
u
v
i
u
m
)

な
る
觀
念
を
活 

用
す
る
。

粒
子
は
物
體
を
形
成
す
る
に
當
っ
て
集
合
し
排
列
す
る
の
で
、
 

粒
子
の
組
織
ムte

xf
ur

e)

 

又
は
排
列 

(
d
i
s
p
o
s
i
t
i
o
n
)

な
る
も
の
を 

考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
性
質
と
同
樣
に
こ
れ
も
ま
た
物
理 

的
實
在
で
あ
る
。

そ
し
て
第
二
性
質
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
は
こ
の 

粒

子

翥

な

の

で

あ

る

。

ボ
イ
ル
は
古
代
の
原
子
論
者
た
ち
と
同 

樣
に
、
粒

子
(

原

子)

か
ら
構
成
さ
れ
る
物
體
を
、.
少
數
の
文
字 

か
ら
構
成
さ
れ
る
無
數
の
語
に
な
ぞ
ら
へ
る
。

世
界
中
の
・
あ
ら
ゆ 

ホ
イ
ル
の
自
然
觀
打£

び
化
學
的
業
績
に
っ
い
て(

原)

る
言
語
の
無
數
の
單
語
が
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
二
十
六
文
字
の
さ
ま 

ざ
ま
な
排
列
か
ら
成
る
も
の
と
す
れ
ば
、

諸
物
體
の
微
小
部
分 

(

粒
子)

の
無
數
の
多
樣
な
集
合
組
織(

排
列)

は
、
き
は
め
て
多 

樣
な
質
に
關
聯
せ
し
め
う
る
で
あ
ら
う
、
と
考
へ
る
。 

た
と
へ
ば
、
雪
は
白
い
と
い
ふ
場
合
、
白
い
と
い
ふ
こ
と
は
知 

覺
す
る
人
の
精
神
の
中
に
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
物
理
的
實
在
で 

は
な
い
。
實
在
す
る
も
の
は
雪
の
中
に
あ
る
粒
子
の
排
列
の
み
で 

あ
る
。

こ
の
や
う
に
、
第
二
性
質
は
す
べ
て
、
物
體
そ
の
も
の
の 

中
に
で
は
な
く
し
て
、
知
覺
に
お
い
て
の
み
存
在
す
る
も
の
で
あ 

る
。

そ
し
て
そ
れ
は
特
定
の
粒
子
排
列
の
對
應
物
な
の
で
あ
る
。 

ボ
イ
ル
は
古
代
の
哲
學
者
た
ち
と
同
樣
に
、

粒
子
の
集
群
は
個

 々

の
粒
子
と
は
異
る
性
質
を
も
っ
や
う
に
な
る
こ
と
を
主
張
す
る
。 

さ
て
、
異
る
粒
子
組
織
を
も
つ
物
體
が
作
用
し
ち
ふ
と
き
は
、 

そ
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
、
雙
方
ま
た
は
一
方
の
粒
子
組
織
は
い

(1) 

哲
學
上
fc
扭
け
る
こ
の
語
の
創
始
者
は
ボ
イ
ル
で
あ
る
と
い
ふ 

c

フ
ォ
ー
ル
レ
ンヨ

ル
、
前
揭
書
、
九
四
頁)

。

(2) 

生
き
て
ゐ
る
人
間
と
死
ん
だ
人
間
と
の
指
へ
釘
を
突
き
さ
す
と
き
、
 

痛
次
を
感
ず
る
の
は
生
き
た
人
間
だ
け
で
あ
る
。
指
に
扭
け
る
粒
子 

排
列
の
變
化
と
い
ふ
物
理
的
過
程
は
兩
者
に
打
い
て
同
一
で
あ
る
が
、
 

生
き
た
人
間
に
は
魂
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ま
た
知
覺
能
力
が
あ
る 

の
で
、
痛
み
を
感
ず
る
の
で
あ
る
。
痛
み
は
物
理
的
實
在
で
は
な
い
。

九
三
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ま
ま
で
と
異
る
、も
の
に
變
化
す
る
。

こ
の
變
化
に
よ
っ
て
も
と
の 

性
質
は
消
滅
し
、
新
し
い
性
質
が
出
現
す
る
。

た
と
へ
ば
、
鋼
を 

鹽
酸
に
溶
か
す
と
き
に
は
、
鋼
の
金
屬
的
粒
子
と
鹽
酸
の
鹽
性
粒 

子
と
は
、

こ
れ
ま
で
の
粒
子
排
列
と
は
異
る
他
の
粒
子
排
列
を
と 

り
、
新
し
い
性
質
の
新
物
體
を
生
ぜ
し
め
る
。 

ボ
イ
ル
は
デ
カ
ル
ト
に
し
た
が
っ
て
遠
隔
作
用
を
信
じ
な
い
。 

か
れ
は
流
出
物
な
る
も
の
を
し
ば
し
ば
利
用
し
、E

s
s
a
y

 

o
n

 

f
h
e

 

a-range

 s
u
b
s
e
f
y

 
ゝ
 g

l
.
e
a
E  E

f
f
i
c
a
c
y

 a
n
d

 D
e
f
e
r
m
i
n
a
f
e

 N
a
t
u
r
e

 

o
f

 E
l
u
v
i
u
m

 

(
一
6
73

)

な
る
論
文
を
書
く
。
流
出
物
は
き
は
め
て 

微
細
で
、

し
か
も
さ
ま
ざ
ま
な
效

力
を
持
つ
。
諸
物
體
か
ら
は
常 

に
流
出
物
の
粒
子
が
と
び
だ
し
て
ゐ
る
。

ボ
イ
ル
は
こ
れ
に
た
い 

す
る
各
種
の
實
驗
的
證
明
を
列
擧
す
る
。

一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
氷 

點
以
下
の
寒
夜
に
も
氷
は
そ
の
重
量
を
減
少
し
て
ゆ
く
が
、

こ
れ

〔3) 

は
氷
か
ら
流
出
物
粒
子
が
出
て
ゆ
く
か
ら
で
あ
る
。
鐵
が
磁
石
に 

惹
き
つ
け
ら
れ
る
現
象
の
ご
と
き
も
、
ボ
イ
ル
は
、
磁
石
か
ら
磁 

氣
的
流
出
物
が
出
て

き
て
鐵
を
押
し
て
磁
極
へ
も
っ
て
ゆ
く
か
ら 

だ
、

と
說
明
す
る
。

さ
て
、
特
定
の
粒
子
排
列
が
知
覺

器
官
に
特
定
の
知
覺
を
生
ぜ 

し
め
る
こ
と
を
說
明
す
る
の
に
、
ボ

イ

ル

は

粒

子

の

適

合(
c
o
i
r  

p
u
s
c
u
l
a
r

 

c
o
n
g
l
-
u
i

一y)

な
る
觀
念
を
使
用
す
る
。
銀
が
硝
酸
に
溶

九
四 

け
る
の
は
、
兩
者
の
粒
子
が
適
合
關
係
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
卽 

ち
、
硝
酸
の
粒
子
が
銀
の
粒
子
排
列
の
間
隙(

孔)

へ
入
り
こ
ん 

で
、

そ
の
結
合
を
引
き
は
な
す
か
ら
で
あ
る
。
金
が
硝
酸
に
溶
け 

な
い
の
は
、

こ
の
や
う
な
粒
子
適
合
關
係
が
成
立
し
な
い
か
ら
で

(1) 

こ
の
粒
子
排
列(

組
織)

の
可
變
性
と
、
排
列
變
化
に
よ
る
新
し 

い
質
の
登
場
、
と
い
ふ
根
本
觀
念
か
ら
、
物
質
の
轉
換
可
能
性
に
っ 

い
て
の
ボ
イ
ル
の
確
信
が
生
れ
た
。
た
と
へ
ば
水
は
そ
の
粒
子
の
組 

織
の
變
化
の
み
に
よ
っ
て
土
と
も
な
れ
ば
、
植
物
と
も
な
り
得
る 

(

後
を
み
よ)

。
(

尙
ま
た
、
ボ
イ
ル
に
お
い.
て
は
、
組

織

ナ
e
x

苛r
e  

と
混

合ヨ
i
x
t
u
r
e

と
は
判
然
と
區
別
さ
れ
て
ゐ
る
。
混
合
は
異
種 

の
粒
子
間
に
の
み
起0

う
る
が
、
組
織
。
差
に
よ
る
質
的
邂
化
は
、
 

同
種
の
粒
子
の
み
か
ら
成
る
物
體
に
箍
い
て
も
現
は
れ
る
。
た
と
へ 

ば
水
が
氷
に
な
る
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。)

(2) 
因
み
に
流
出
物(

e

fth
l
v
i
u
m
)

な
る
槪
念
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
原 

子
論
者
以
來
の
も
〇・
で
あ
る
。
な
ほ
ボ
イ
ル
の
流
出
物
の
槪
念
に
っ 

い
て
は 

L
a
s
s
w
i
t
z

 
二 b

i
?

s
・ 27213  
參
照
。

(3) 

こ
れ
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
昇
華
現
象
に
す
ぎ
な
い
。

(4) 

磁
氣
流
出
物
は
非
常
に
細
微
な
粒
子
か
ら
成
っ
て
ゐ
る
。
ガ
ラ
ス 

管
中
に
密
封
し
た
鐵
片
は
、
地
球
の
磁
氣
流
出
物
が
ガ
ラ
ス
の
微
粒 

子
間
の
孔
隙
を
通
過
し
て
き
て
作
用
す
る
た
め
に
、
磁
化
さ
れ
る
の 

で
あ
る
。

の
ち
に
ー
ー
ユ
ー
ト
ン
は
、
こ
の
流
出
物
な
る
直
接
作
用
的
な
槪
念 

を
、
遠
隔
作
用
的
な
力
の
槪
念
で
お
き
か
へ
た
。

(5) 

ボ
イ
ル
に
よ
れ
ば
、
溶
液
か
ら
特
定
物
質
の
沈
澱
が
生
ず
る
こ
と 

な
ぞ
も
、
こ
の
や
う
な
粒
子
適
合
の
見
地
か
ら
、
ま
っ
た
く
機
械
論 

的
に
說
明
さ
れ
る
。
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あ
る
。
知

覺

器

官(

眼
、
耳
、
鼻
、
等)

の
粒
子
排
列
と
、
外
界 

の
事
物
の
粒
子
排
列
か
ら
來
る
流
出
物
と
は
、

こ
の
や
う
な
粒
子 

適
合
關
係
を
保
つ
。
雪
が
白
く
知
覺
さ
れ
る
の
は
、
雪
か
ら
く
る 

流
出
物
粒
子
の
流
れ
が
、
眼
の
粒
子
排
列
に
適
合
し
、
從
っ
て
そ 

の
粒
子
排
列
を
變
化
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

眼
の
粒
子
排
列
の
變 

化
ま
で
は
全
く
客
觀
的
實
在
の
み
の
連

續
で

あ
る
が
、
感

官
(

卽 

ち
眼)

は
身
體

の

一
部
と
し
て
靈
魂

と

「
密
接
に
結
合
」

さ
れ
て 

ゐ
る
か
ら
、

眼
の
中
の
物
理
的
な
粒
子
排
列
變
化
が
「
白
い
」
と
い 

ふ
知
覺
を
生
ぜ
し
め
る
の
で
あ
る
。

知
覺
は
精
神
の
み
に
存
し
、
 

客
觀
的
實
在
は
粒
子
排
列
の
變

化
で
あ
る
。
「
白
さ
」

は
外
界
に 

も
感
官
に
も
存
在
せ
ず
、

そ
こ
に
は
粒
子
排
列
の
變
化
が
あ
っ
た 

の
み
で
あ
る
。
「
白
い
」
と

い

ふ
知
覺
は
、
眼
の
粒
子
排
列
の
特
定 

の
變
化
に
た
い
し
て
、
精
神
の
中
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

・
 

ボ
イ
ル
は
科
學
者

た
ら
ん
と
し
、

形
而
上
學
へ
の
深
入
り
を
警 

戒
す
る
。

物
理
的
實
在
に
は
關
心
を
も
つ
が
、
問
題
が
知
覺

と

い 

ふ
風
な
精
神
的
な
も
の
に
な
る
と
、

か
れ
は
輕
く
觸
れ
る
の
み
で 

あ
る
。

の
ち
に
、
哲
學

者
ロ
ッ
ク
は
ボ
イ
ル
の
こ
の
哲

學
を

さ
ら 

に
發
展
さ
せ
た
。

し
か
し
、
第
一
性
質
は
そ
の
ま
ゝ
知

覺

さ
れ
る 

の
に
第
二
性
質
は
な
ぜ
實
在
そ
の
ま
ゝ
の
知
覺
で
は
な
い
の
か
、
 

感
官
に
お
け
る
特
定
の
粒
子
排
列
變

化
が
な
ぜ
白
と
か
赤
と
か
い 

ボ
イ
ル
の
自
然
觀
打
よ
び
化
學
的
業
績
に
っ
い
て(

原)

ふ
ま
る
で
緣
も
ゆ
か
り
も
な
い
知
覺
を
生
・
ぜ
し
め
る
か
、
，
と
い
ふ 

問
題
は
相
變
ら
ず
難
問
と
し
て
の
こ
る
。

ロ
ッ
ク
は
こ\

で
神
に 

逃
場
を
も
と
め
た
。

か
れ
に
よ
れ
ば
、
感
官
に
お
け
る
特
定
の
粒 

子
排
列
變
化
が
、
特
定
の
知
覺
を
精
神
に
生
ぜ
し
め
る
や
う
に
し 

た
の
は
、
神
で
あ
っ
た
。

ガ
ッ
サ
ン
デ
ィ(

從
っ
て
エ
ピ
ク
ロ
ス)

の
原
子
は
、
各

上
 

定
の 

形
•

大

き

さ•

重
さ
を
も
つ
不
可
分
の
粒
子
で
あ
っ
た
。

デ
カ
ル 

ト
の
粒
子
は
、

形
•

大

き

さ•

運
動
を
本
質
的
屬
性
と
し
て
ゐ
た" 

デ
カ
ル
ト
は
重
さ
と
い
ふ
槪
念
を
極
端
に
輕
視
し
た
。
旣
述
の
や 

う
に
、
ボ
イ
ル
は
デ
カ
ル
ト
に
し
た
が
っ
て
、
粒

子

に

形•

大
き 

さ
•

運

動

又

は

靜

止•

な
る
本
質
的
屬
性
を
附
與
し
た
が
、

重
さ 

と
い
ふ
性
質
は
あ
た
へ
な
か
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ト
ン
に
と
っ
て
は
、
 

「
神

は

初

め

に

物

質

を

、
固
形
の
、

重
い
、
硬
い
、
不
可
入
の
、
 

可
動
の
微
粒
子
に
形
づ
く
っ
た
」
や
う
に
思
は
れ
、
か
つ
ま
た
そ

(1) 

ロ
ッ
ク(

加
藤
氏
譯)

「
人
間
悟
性
論
」
參
照
。
因
み
に
ロ
ッ
ク
は 

第
一
性
質
と
し
て
、
ポ
イ
ル
が
あ
げ
た
も
の
ゝ
他
に
、
固
體
性(

S
O
T  

iditiy)

お
よ
び
數(n

u
m
b
e
r
)

を
附
加
し
た
〔加
藤
氏
譯
、
上
卷
、

ー
ー
九
頁
〕。

(2) 
ロ
ッ
ク(

加
藤
氏
譯)

、、
前
揭
書
、
上
卷
一
ニ
〇
—

ニ

ニ

頁

。

(3) 

二d:

 ibidu  S
•一

59

J.Lassw
i

e+-z:  ibid.y  065.
(4) 

デ
カ
ル
ト
選
集
第
三
卷
「哲
學
の
原
理
」(

佐
藤
氏
譯)

、
一
五
六
— 

七
頁
。

九
五
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科

學

史

硏

究
 

第

三

號 

の
微
粒
子
は
決
し
て
破
壞
す
る
こ
と
の
な
い
や
う
に
思
は
れ
た
。
，
 

即
ち
、

一
一=

—
ト
ン
の
原
子
は
、

重
さ
を
も
つ
不
可
分
の
ガ
ッ
サ 

ン
デ
ィ
的
な
原
子
だ
っ
た"

ド
ー
ル
ト
ン
の
原
子
は=

亠1

ト
ン 

の
原
子
の
直
系
子
孫
で
、

や
は
り
重
さ
を
も
つ
不
可
分
の
粒
子
だ 

っ
た
。

近
代
化
學
の
礎
石
と
な
っ
た
ド
ー
ル
ト
ン
の
原
子
說
は
、
 

レ
ウ
キ
ッ
ポ
ス"

デ
モ
ク
リ
ト
ス"

エ
ピ
ク
ロ
ス
・
ガ
ッ
サ
ン
デ
ィ" 

-
-
!

ト
ン
と
い
ふ
系
列
、

い
は
ヾ
正
統
派
原
子
說

の
直
系
子
孫 

で
あ
っ
て
、
デ
カ
ル
トI
ボ
イ
ル
的
な
粒
子
說
(

い
は
ヾ
亞
流
派 

原
子
說
)

の
直
系
子
孫
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

・
ボ
イ
ル
や
ー
ー 

乂
—
ト
ン
の
粒
子
槪
念
を
哲
學
的
假
說
と
の
み
見 

て
、
自
然
科
學
的
理
論
と
見
な
い
傾
向
は
、
今
日
多
く
の
科
學
者 

た
ち
が
い
だ
い
て
ゐ
る
謬
見
で
あ
る
。

哲
學
が
自
然
觀
お
よ
び
社 

會
觀
を
ふ
く
め
て
の
世
界
觀
の
學
で
あ
り
、
自
然
科
學
が
自
然
觀 

の
科
學
で
あ
る
以
上
、
兩
者
は
密
接
不
可
分
の
關
係
を
も
た
ざ
る 

を
え
な
い
。
自
然
科
學
史
お
よ
び
哲
學
史
は
い
た
る
所
で
こ
の
こ 

と
を
實
證
す
る
。

デ
カ
ル
ト
に
お
い
て
は
哲
學
と
自
然
科
學
は
ま 

だ
分
離
し
て
ゐ
な
か
っ
た
。

ポ
イ
ル"

ー
ー=1

ト

ン

時

代

に

は

自 

然

科

學

はP
h
i
l
o
s
o
p
h
y

 
(

舊
來
の
哲
學
と

區
別
す

る

場

合

に
は 

E
x
p
e
r
i
m
e
n
t
a
l

 

P
h
i
l
o
s
o
p
h
y

 

又
は W

e
w

 p
h
i
l
o
s
o
p
h
y
)

と
よ 

ば
れ
た
。
デ
カ
ル
ト
、
，ボ
イ
ル
、
-
一=
1

ト
ン
、

ホ
イ
ゲ
ン
ス
、

九
六 

さ
ら
に
小
に
し
て
は
メ
イ
オ
ウ
、

レ
ム
リ
等
々
、.
お
よ
そ
こ
の
時 

代
の
自
然
科
學
者
に
と
っ
て
は
、
粒
子
論
は
實
に
自
然
科
學
理
論 

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
哲
學
者
ガ
ッ
サ
シ
デ
ィ
と
い
へ
ど
も
、
原
子 

論
の
成
立
根
據
を
主
と
し
て
自
然
の
事
實
の
中
に
も
と
あ
た
。
原 

子
說
は
ド
ー
ル
ト
ン
を
も
っ
て
は
じ
め
て
自
然
科
學
理
論
に
な
っ 

た
と
す
る
考
は
、
科
學
史
を
無
視
し
た
謬
見
に
す
ぎ
な
い
。
筆
者

(1) 

一一ユ
—
ト
ン(

阿
部•

堀
兩
氏尊

!
-

光
學
」(

岩
波
文
庫)

、
三
五 

六
更
。

(2) 

な
ほ
ボ
イ
ル
時
代
の
哲
學
と
自
然
科
學
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
 

ダ
ン
ネ
マ
ン(

安
田•

加
藤
兩
氏
譯)

「
大
自
然
科
學
史
」
第
三
卷
二 

九
七
—
丄
ニ
ニ
〇
頁
參
照
。
そ
こ
で
ダ
ン
ネ
マ
ン
は
、
デ
カ
ル
ト
的
自 

然
觀
の
自
然
科
學
に
た
い
す
る
促
進
的
影
響
を
否
定
し
、
「哲
學
は 

自
然
科
學
に
た
い
し
て
そ
の
方
法
を
豫
め
描
き
示
す
こ
と
は
な
か
っ 

た
」(

三
〇
三
頁)

と
言
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
明
か
に
謬
見
で
あ 

る
。
ガ
リ
レ
イ
及
び
デ
カ
ル
ト
は
と
も
に
、
全
自
然
の
全
く
機
械
論 

的
な
說
明
を
可
能
と
見
な
し
、
且
そ
れ
を
企
圖
し
た
點
で
、
完
全
に

一
致
し
て
を
り
、
こ
の
二
人
の
か
ゝ
る
方
法
論(

哲
學)

は
、
そ
の 

後
の
精
密
自
然
科
學
の
發
展
に
決
定
的
な
影
響
を
あ
た
へ
た
。

ニ
ュ 

-

—
ト
ン
は
「
私
は
假
說
を
つ
く
ら
な
い
」
と
宣
言
し
て
、
デ
カ
ル
ト 

「
 

流
の
思
辨(

・
目
然
哲
學)
,

に
反
對
し
た
が
、
し
か
し
、
か
れ
の
こ
の 

宣
一
ー
B

は
空
手
形
だ
っ
た
し
、
か
れ
自
身
、
根
本
的
な
方
法
論
に
新
い 

て
デ
カ
ル
ト
の
直
系
子
孫
だ
っ
た
。
卽
ち'

­
一
ユI
ト
ン
は
一
切
の 

自
燃
現
象
を
力
學
的
に(

機
械
論
的
に)

說
明
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
 

自
己
の
主
要
任
務
と
し
、
こ
の.
フ
ロ
ゲ
ラ
ム
を
か
れ
の
稔0
ゆ
た
か 

な
業
績
に
打
い
て
實
踐
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ダ
ン
ネ
マ
ン
の
方
法
論 

的
見
地
は
、
古
い
記
述
派
的
科
學
史
家
の
域
を
)®
し
て
あ
な
い
。
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が
し
ば
し
ば
指
摘
し
た
や
う
に
、

ド
ー
ル
ト
ン
の
原
子
說

の
眞
意 

義
は
、
自
然
科
學
理
論
と
し
て
の
原
子
說
を
飛
躍
的
に
高
め
た
點 

に
あ
っ
た
。

そ
れ
故
、
ド
ー
ル
ト
ン
の
原
子
を
そ
れ
以
前
の
原
子 

と
質
的
に
變
ら
な
い
も
の
と
し
て
、

平
板
的
に
見
る
の
も
誤
謬
で 

あ
る
が
、
同
時
に
ま
た
、

自
然
科
學
理
論
と
し
て
の
原
子
說
が
、
 

,
ド
ー
ル
ト
ン
に
よ
っ
て
始
め
て
導
入
さ
れ
た
と
す
る
の
も
、
誤
謬 

な
の
で
あ
る
。

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
原
子
說
は
哲
學
で
む
る
と
共
に
自
然
科
學
で 

も
あ
っ
た
。

十
七
世
紀
に
復
活
さ
れ
た
原
子(

粒

子)

說
も
「
自 

然
科
學
理
論
と
し
て
歡
迎
さ
れ
た
。

十
ハ
世
紀
は
原
子
に
た
い
し 

て
十
七
世
紀
ほ
ど
熱
狂
的
で
は
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
を
す
て
さ
り 

は
し
な
か
っ
た
。
原
子
に
と
っ
て
は
平
穩
だ
っ
た
こ
の
期
間
に
、
 

質
的
認
識
が
飛
躍
的
に
た
か
め
ら
れ
、
ラ

ヴ*

ア

ジ=

の
元
素
觀 

が
樹
立
さ
れ
た
。

そ
し
て
原
子
は
十
九
世
紀
に
入
る
と
共
に
、

ド 

—
ル
ト
ン
の
原
子
說
と
し
て
再
び
は
な
や
か
に
自
然
科
學
理
論
の 

檜
舞
臺
へ
再
登
場
し
、
耀
驗
主
義
者
た
も
か
ら
不
可
避
的
歡
迎
を 

う
け
た
。

さ
て
、
、ボ
イ
ル
は
當
時
の
支
配
的
思
惟
方
法
の
忠
實
な
追
隨
者 

お
よ
び
代
表
者
と
し
て
、

上
述
の
ご
と
き
自
然
觀
を
採
用
し
、

あ 

ら

ゆ

る

自

然

現

象(

と
く
に
化
學
的
現
象)

の
機
械
論
的
粒
子
論 

ボ
イ
ル
の
自
然
觀
打
上
び
化
學
的
業
績
に
っ
い
て(

原)

的
說
明
を
企
圖
す
る0

か
れ
は
硏
究
論
文
の
表
題
に
ま
で
機
械
的 

m
e
c
h
a
n
i
c
a
l

と

い
ふ
語
を
明
瞭
に
出
す
こ
と
を
好
む
。
若
干
の
例

(

—
亠

を 
あ
げ 
る

と

二
T
he  m

e
c
h
a
n
i
c
a
l

 p
r
o
d
u
c
t
i
o
n

 o
f

 

一V
E
a
g
n
e
f
i
s
m

バ 

■Hhe m
echanical  pl.oducfioll  of  

E
-
e
c
h
i
c
i
f
y
y

 
ニ

・of 

bhe  

m
e
c
h
a
n
i
c

巴 c
a
u
s
e
s

 OH chem
ical  Precipifation

 ゝB
T
h
e

 m
e
c
h
­

a
n
i
c

 
巴 0

1
*
i
g
i
n  

〇
:
一
:C
o
r
r
o
s
i
v
e
n
e
s
s

 a
n
d

 c
o
r
l
.
o
s
l
D
i
l
i
l
y

飞

款Di
s
­

courses  OH fke  m
echascal  ongs

 
OH 

H
e
a
l
;

 a
n
d

 

C
o
l
d

 ヽ

ミTh
e

 

m
e
c
h
a
m
c
a
l

 p
r
o
d
u
c
t
i
o
n

 

o
f

 

T
a
s
f
e
s

 a
n
d

 

C
o
l
o
u
r
s

二
と 

い
っ
た
調
子
で
あ
る
。

二
、
元 

素 

觀

十
六
世
紀
の
中
葉
以
來
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
四
元
素
說(
火• 

空
氣
•

水
•

土)

と
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
的
三
原
質
說
(

水

銀
•

硫

黃• 

鹽)

と
が
共
存
し
て
き
た
が
、

そ
の
い
づ
れ
を
採
用
す
る
か
は
、
 

も
ち
ろ
ん
個
々
の
學
者
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
。

そ
し
て
し 

ば
し
ば
そ
れ
ら
は
變

形
の
も
と
に
採
用
さ
れ
た
。

た
と
へ
ば
、
ル
・
 

フ
ェ
ー
ヴ
ル(

N
i
c
o
l
a
s

 L
e

 F
a
v
r
e
-

 T
r
a

ま
 d

e

 l
a  c

h
y
m
i
e
3
1
6
6
〇
)  

(
1
)

Ram
say-  

Essays"  biographical  

and  

Chem
ical  

(
1
9
0
9
)
"  p

 2
8

・

九
七
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科

學

史

硏

究
 

第

三

號 

や

レ

ム

リ(
N
i
c
o
l
a
s

 

L
6
m
e
l
.
y
"

 

C
o
u
r
s

 

d
e

 c
h
y
m

s-1
6
75

)

は
、
 

パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
の
三
原
質
に
水
と
土
と
を
附
加
し
た
五
元
素
說
を 

と
っ
た
。

だ
が
、

・
ボ
イ
ル
の
時
代
に
は
大
體
に
お
い
て
三
原
質
說 

の
方
が
有
力
だ
っ
た
や
う
で
あ
る
。

ボ
イ
ル
自
身
も
、

四
元
素
說 

よ
り
三
原
質
說
の
方
が
自
然
現
象
の
說
明
に
適
し
て
ゐ
る
こ
と
、
 

し
た
が
っ
て
そ
の
論
駁
も
困
難
な
こ
と
、
を
み
と
め
て
ゐ
る
。
、ボ 

イ
ル
時
代
よ
り
百
年
後
の
十
八
世
紀
後
半
に
は(

卽
ち
ラ
ヴ
・
ア 

ジ
=

が
こ
れ
ら
の
舊
元
素
說
を
打
倒
し
て
正
し
い
元
素
觀
を
樹
立 

し
た
直
前
に
は)

、

フ
ロ
ギ
ス
ト
ン
槪
念
と
む
す
び
つ
い
た
四
元 

素
說f

つ
ま
り
火
の
代
り
に
フ
ロ
ギ
ス
ト
ン
を
採
用
し
た
四
元 

素
說!
!

の
方
が
有
力
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
周
知
の
ご
と
く
ボ
イ
ル
は
、

そ

の

最

も

有

名

な

著

書 

「
懷
疑
的
化
學
者
」(T

h
e

 

S
e
e
p

ま

a
l  

c
h
y
m
i
s
t
)

中
で
、
右
の
四
元 

素
說
お
よ
び
三
原
質
說
に
た
い
し
て
、
す
こ
ぶ
る
詳
細
な
駁
論
を 

展
開
し
た
。

そ
の
駁
論
は
ま
っ
た
く
微
に
入
り
細
を
穿
っ
た
も
の 

で
、
後
世
の
大
多
數
の
化
學
史
家
た
ち
が
、

こ
の
書
を
も
っ
て
、
 

舊
元
素
觀
の
崩
壞
と
新
元
素
槪
念
の
樹
立
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
誤 

認
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

こ
の¢
!

は
、

ボ
イ
ル
自
身
の
見
地
を
代 

表
す.
る

C
a
r
n
e
a
d
c
s

な

る

人

物

と

、

そ

の

友

人

た

ち
' 

特
に 

E
l
e

s-h
e
r
i
u

 s

な
る
人
物
と
の
間
の
對
話
の
形
式
で
書
か
れ
、

一

九
八 

六
六
一
年
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
—
ド
で
、
匿
名
の
も
と
に
英
語
で
出 

版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
當
時
の
時
代
思
潮
に
適
合
し
た
と
み 

え
、
多
く
の
刷
數
を
重
ね
、
歐
洲
大
陸
方
面
で
も
ラ
テ
シ
譯
が
盛 

ん
に
讀
ま
れ
た
。

多
く
の
化
學
史
家
、
と
く
に
英
米
の
史
家
た
ち
、

は
ボ
イ
ル
を 

「
近
代
化
學
の
父
」
と
よ
ん
で
ゐ
る
が
、
そ
の
最
も
主
要
な
る
根
據 

は
、

こ
の
書
に
よ
っ
て
、

近
代
化
學
の
基
礎
を
な
す
元
素
觀
が
樹 

立
さ
れ
た
と
す
る
點
に
あ
る
。

し
か
し
こ
の
見
解
は:

す
で
に
筆 

者
が
し
ば
し
ば
指
摘
し
た
や
う
に
、
ま
っ
た
く
の
謬
見
で
あ
る
。
 

以
下
、
「
懷
疑
的
化
學
者
」
に
つ
い
て
ボ
イ
ル
の
元
素
觀
を
檢
討
し 

っ
ゝ
、

そ
の
論
據
を
や
や
詳
細
に
展
開
し
よ
う
。

ボ
イ
ル
は
三
原
質
說
の
批
判
を
開
始
す
る
に
あ
た
っ
て
、

ま
づ 

論
議
・
の
出
發
點
を
な
す
自
己
の
基
本
的
命
題
を
提
示
す
る
。

そ
れ 

は
次
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。

「
第
一
命
題!
!

混
合
物(
自

牡b
o
d
i
e
s
)

の
最
初
の
作
成
に
is 

い
て
は
、
宇
宙
の
諸
他
の
部
分
中
の
混
合
物
が
そ
れ
か
ら
成
立
っ

(1) 

ラ
テ
ン
譯
は
、

一
六
七
七
年
に
ジ
ュ
ネ
—'
>-
で
、
ま
た
厶
七
七
九 

年
にb

ッ
テ
ル
ダ
ム
で
發
行
さ
れ
た
。

一
六
七
ハ
年
ま
た
は
一
六
ハ 

〇
年
に
は
英
語
版
の
再
版
が
出
た
。

(2) W-- Boyle"  The  sceptical  chym
i

g.(Everym
a=s  L&ra,  

Ty)"  

！
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と
こ
ろ
の
普
遍
物
質
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を
な
す
各
種
の
大
き 

さ
及
び
形
の
小
粒
子
に
實
際
に
分
割
さ
れ
た
、
と
考
へ
て
も
不
合 

理
で
は
な
い
や
う
に
思
は
れ
る
。

第
二
命
題!
!

こ
れ
ら
の
微
細
粒
子
の
中
の
最
小
に
し
て
隣
接 

す
る
各
種
の
粒
子
は
、
こ
ゝ
か
し
こ
で
集
っ
て
微
小
な
塊
ま
た
は 

群
に
な
り
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
合
ー
に
よ
っ
て
、
容
易
に
は
成
分 

粒
子
に
分
割
し
え
な
い
や
う
な
、
小
さ
い
始
原
的
な
凝
塊
ま
た 

は
塊
を
、
た
く
さ
ん
形
成
し
た
、
と
い
ふ
こ
と
も
不
可
能
の
こ
と 

で
は
な
い
。

第
三
命
題!

動
物
性
ま
た
は
植
物
性
の
大
多
數
の
温
合
物
か 

ら
、
火
の
力
に
よ
っ
て
、
異
る
名
稱
に
値
す
る
一
定
數(

三
、
四
、
 

又
は
五
、
又
は
そ
れ
よ
り
少
な
か
ら
う
と
多
か
ら
う
と)

の
物
質 

が
現
に
得
ら
れ
る
と
い
ふ
事
を
、私
は
獨
斷
的
に
否
認
は
し
な
い
。 

第
四
命
題!
!

一
般
に
凝
塊
が
あ
た
へ
る
と
こ
ろ
の
、
又
は
そ 

れ
か
ら
凝
塊
が
つ
く
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
特
定
の
諸
物
質
は
、•

そ 

れ
ら
凝
塊
の
元
素
ま
た
は
原
質
と
呼
ん
で
も
、
さ
ほ
ど
不
都
合 

で
は&

る
ま
い
と
い
ふ
こ
と
も
、
同
や
う
に
容
認
し
て
よ
い
だ
ら 

う
〇
」

こ
の
第
一
お
よ
び
第
二
の
命
題
は
、

ボ
イ
ル
の
粒
子
說

の
基
本 

的
テ
ー
ゼ
で
あ
る
。

こ
れ
を
ま
づ
基
本
的
命
題
と
言
明
す
る
こ
と 

に
よ
っ
て
、

か
れ
は
自
己
の
元
素
觀
が
粒
子
論
的
自
然
觀
か
ら
出 

發
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
わ
け
で
あ
る
。
當
時
は
火
は
、
萬
物
を 

ホ
イ
ル
の
自
然
觀
打
よ
び
化
學
的
業
績
に
つ
い
て(

原)

そ
の
原
質
へ
分
解
す
る
と
こ
ろ
の
能
因
で
あ
る
、
と
一
般
に
、

と 

く
に
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
派

の
化
學
者
た
ち(

所

謂

Spagyrises)

の 

間
で
、
信
じ
ら
れ
て
ゐ
た
。
「
懷
疑
的
化
學
者
」

中
で.
ボ
イ
ル
は
、
 

火
熱
に
よ
る
分
解
生
成
物
が
必
ず
し
も
も
と
の
物
の
構
成
元
素
で 

は
な
い
こ
と
を
非
常
・
に
詳
細
に
わ
た
っ
て
論
ず
る
の
で
あ
る
が
、
 

第
三
命
題
は
そ
の
た
め
の
出
發
點
で
あ
る
。
第
四
命
題
は
元
素
又 

は
原
質
の
定
義
で
あ
る
が
、

こ
の
定
義
は
い
く
ぶ
ん
不
明
確
で
あ 

る
。
從
來
の
化
學
史
家
は
、

ボ
イ
ル
の
元
素
定
義
と
し
て
こ
の
命 

題
を
あ
げ
ず
に
、
同
じ
書
中
の
他
の
場
所
に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
次 

の
ご
と
逹
定
義
を
も
っ
ぱ
ら
硏
用
し
て
ゐ
る
。
「
他
の
い
か
な
る 

諸
物
體
ま
た
は
一
物
體
に
よ
っ
て
も
作
ら
れ
ず
、
化
合
し
て
す
べ 

て
の
い
は
ゆ
る
完
全
混
合
物
體
を
直
接
的
に
つ
く
り
あ
げ
る
と
こ 

ろ
の
成
分
に
し
て
、

そ
れ
ら
の
混
合
物
が
窮
極
的
に
分
®-
し
て
そ 

れ
に
な
る
と
こ
ろ
の
、

あ
る
種
の
始
原
的
に
し
て
單
ー
な
、
或
は 

ま
た
完
全
に
非
混
合
的
な
、

物
體
」
。

さ
て
、

ボ
イ
ル
は
第
二
命
題
を
敷
衍
說
明
し
て
次
の
ご
と
く
い 

(
1
)Boyle:  

ib
id

こ p
・187・

な
ほ
又
お
な
じ
書
物
のp

・
一
巴 

で
は
、
「完
全
に
均
一
で
は
な
く
て
、
 

な
ほ
も
何
ら
か
の
數
の
特
定
物
質(

い
か
に
そ
れ
が
微
小
で
あ
ら
う 

と
も
レ
に
分
解
し
得
る
物
體
は
、
眞
の
元
素
ま
た
は
原
質
で
は
な
く 

し
て
、
化
合
物
と
み
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
言
っ
て
ゐ
る
。

九
九
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科

學

史

硏

究
 

第

三

號

0
〉

ふ
。
—
!

金
を
他
の
金
屬
と
混
じ
て
合
金
に
す
る
と
、

も
と
の
金 

と
は
違
ふ
も
の
に
な
っ
て
し
ま
ふ
。

ま
た
金
に
王
水
を
作
用
さ
せ 

る
と
、

溶
け
て
液
體
に
な
っ
て
し
ま
ふ
。

こ
れ
の
生
欣
物
は
み
な 

元
の
金
と
は
ひ
ど
く
違
ふ
物
體
で
あ
る
。

し
か
も
わ
れ
わ
れ
は
、
 

こ
の
や
う
な
合
金
や
溶
液
の
中
か
ら
還
元
に
よ
っ
て
、
も
と
ど
ほ 

り
の
金
、
「
同
一
の
數
量
の
、
黃
色
の
、
不
變
性
の
、

重
い
、

延
展 

性
の
あ
る
金
」.
を
取
り
も
ど
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
れ 

は
諸
金
屬
中
で
最
も
不
變
的
な
金
に
つ
い
て
言
っ
た
こ
と
で
あ
る 

が
、
最
も
揮
發
性
の
高
い
水
銀
に
つ
い
て
も
同
樣
な
こ,
と
を
言
ひ 

得
る
。

卽
ち
、

水
銀
を
硫
黃
と
化
合
さ
せ
て
つ
く
っ
た
血
の
や
う 

に
赤
い
揮
發
性
の
辰
砂
や
、
或
は
、ま
た
ア
マ
ル
ガ
ム
か
ら
で
も
、
 

も
と
の
水
銀
を
と
り
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で 

-
-

と

「
懷
疑
的
化
學
者
」
中
の
・
ボ
イ
ル
の
代
辯
者Carneades

 

は
主
張
す
る-
-

、
私
が
金
や
水
銀
に
う
い
て
こ
ん
な
こ
と
を
言 

っ
た
の
は
、
「
金
や
水
銀
の
微
粒
子
は
物
質
の
最
小
微
粒
子
の
始
原 

的
凝
塊
で
は
な
く
て
、

明
白
に
混
合
物
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

そ
れ 

ら
は
自
己
自
身
の
本
性
ま
た
は
組
織
を
失
ふ
こ
と
な
し
に
、
き
は 

め
て
異
る
多
數
の
物
體
の
組
成
に
十
分
參
加
し
う
る
か
ら
し
て
、
 

わ
れ
わ
れ
の
命
題
に
の
べ
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
な
小
さ
い
始
原
的
な 

塊
ま
た
は
群
は
、

そ
れ
ら
が
さ
ま
ざ
ま
な
凝
塊
の
組
成
に
入
り
こ

- 

一
〇
〇 

む
に
も
か
ゝ
は
ら
ず
、

分
割
さ
れ
ず
に
ゐ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と 

考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
・
ボ
イ
ル
に
と
っ
て
は
、
第

二

命

題

の

微

粒

子(

塊
ま
た 

は
群)

は
、

元
素
で
は
なく

'
/
V

で
に
混
合
物
な
の
で
あ
る
。

し 

た
が
っ
て
彼
の
元
素
定
義
か
ら
明
白
な
や
う
に
、
、ボ
イ
ル
に
と
つ 

て
は
、

元
素
は
第
一
命
題
の
始
原
的
粒
子
か
唯
一
の
普
遍
物
質
か 

で
あ
っ
て
、

そ
れ
以
外
の
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

ま 

た
こ
の
敷
衍
的
說
明
か
ら
明
か
な
や
う
に
、
客
觀
的
現
實
的
に
は 

當
時
も
は
や
そ
れ
以
上
質
的
に
分
割
し
え
な
か
っ
た
金
や
水
銀
を 

も
、

ボ
イ
ル
は
明
白
な
混
合
物
と
頭
か
ら
決
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、

ボ
イ
ル
は
も
つ
ば
ら
元
素
觀
の
み
に
つ
い
て
の
論 

議

に

、
「
懷
疑
的
化
學
者
」
の
龙
大
な
頁
數
を
さ
ゝ
げ
、

か
つ
ま
た 

右
に
の
べ
た
や
う
な
元
素
の
定
義
を
下
し
て
ゐ
る
に
も
か
ゝ
は
ら 

ず
、
自
分
は
何
を
元
素
と
す
る
か
、

自
己
の
定
義
に
適
冶
す
る
具 

・
體
的
現
實
的
物
質
は
何
で
あ
る
か
、
を
明
言
じ
な
か
赛

。

一
見 

こ
れ
は
ま
こ
と
に
不
可
解
の
態
度
の
や
う
に
思
は
れ
る
が
、

か
れ 

に
お
い
て
は
元
素
問
題
の
根
柢
に
粒
子
論
が
橫
は
っ
て
ゐ
た
こ
と 

を
想
起
す
る
な
ら
ば
、

こ
れ
は
當
然
の
歸
結
だ
っ
た
こ
と
を
理
解

(
1
)
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し
う
る
の
で
あ
る
。

卽
ち
ボ
イ
ル
は
主
張
す
るC

—
!

火
に
よ
っ
て
も
、・
又
化
學
者 

た
ち

が

使

用
す

る
普
通
の
能
因(

試

藥)

に
よ
っ
て
も
、
其
組
織 

を
分
解
し
え
な
い
永
久
的
な
單
一
の
粒
子
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
 

必
ず
し
も
そ
の
粒
子
が
元
素
だ
と
い
ふ
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
何 

と
な
れ
ば
、

一
見
元
素
と
思
は
れ
る
こ
の
粒
子
か
ら
で
さ
へ
も
そ 

の
構a
部
分
を
と
り
さ
っ
て
、

そ

の

組

織

を

森

す

る

樣

な
强
力 

;

な
能
因
が
、

の
な
か
に
發
見
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
・ 

あ
る
。

〔
卽
ち
、

ボ
イ
ル
に
と
っ
て
は
、

現
實
的
な
分
解
の
極
限 

と
い
ふ
だ
け
で
は
、
元
素
で
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て 

元
素
の
現
實
的
決
定
な
ど
は
、
ま
っ
た
く
不
可
能
事
だ
っ
た
の
で 

あ
る
。
〕
ま
た' 

た
と
へ
そ
の
や
う
な
能
因
が
發
見
さ
れ
た
と
し
て 

も' 

元
素
の
發
見
は
行
は
れ
得
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、

分
離
さ
れ 

た
元
素
と
思
は
れ
る
と
こ
ろ
の
粒
子
は
、

そ

の

能

因(

藥

品
)

の 

粒
子
と
結
合
し
て
、
新
た
な
る
複
合
粒
子
と
な
っ
て
し
ま
ふ
か
ら 

で
あ
る0

そ
し
て
、
同
一
の
物
質
で
も
、

そ
の
微
粒
子
の
、

大
き 

さ
、

形
、
運
動
、
位
置
、

又
は
結
合
な
ど
を
自
然
的
ま
た
は
人
工 

的
に
變
へ
る
こ
と
に
よ
り
、

い
ひ
か
へ
る
と
單
な
る
組
織
め
變
化 

に
よ
り
、
新
し
い
物
質
に
轉
化
す
る
か
ら
し
て
、
「
自
然
は
い
は
ゆ 

る
混
合
物
を
つ
く
る
の
に
、

つ
ね
に
豫
め
諸
元
素
を
も
走
ね
ば
な 

ボ
イ
ル
の
自
然
觀
打
よ
び
化
學
的
業
績
に
つ
い
て(

原)

ら
ぬ
と
い
ふ
必
耍
は
、

あ
ま
り
な
い
の
で
あ
る
。
」

〔
卽
ち
、

、ボ
イ 

ル
に
と
っ
て
は
、

元
素
な
る
槪
念
は
ど
ち
ら
か
と
い
へ
ば
不
要
な 

槪
念
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
〕

す
で
に
筆
者
が
指
摘
し
た
ご
と
く
、
元
素
と
い
ふ
槪
念
は
根
元 

的
異
質
性
と
い
ふ
考
を
基
礎
と
し
て
き
た
。

こ
れ
以
上
質
的
に
は 

分
解
で
き
な
い
異
質
的
な
も
の
が
存
在
し
て
、

そ
れ
ら
の
相
互
作 

用
に
よ
っ
て
世
界
の
質
的
多
樣
性
が
生
ず
る
と
み
る
見
地
に
立
つ 

て
こ
そ
、

は
じ
め
て
元
素
と
い
ふ
槪
念
が
意
味
を
も

っ
て
ゐ
た
。 

ラ

ヴ
・
ア
ジ
ェ
の
元
素
觀
は
さ
う
い
ふ
も
の
で
あ
っ
た
。
化
學
元 

素
の
原
子
が
さ
ら
に
質
的
に
分
解
さ
れ
て
、

そ
の
構
成
が
諸
素
粒 

子
の
相
互
作
用
に
も
と
め
ら
れ
て
ゐ
る
今
日
の
物
理
學
に
お
い
て 

も
、
窮
極
的
に
異
質
的
な
粒
子
の
存
在
を
肯
定
し
て
ゐ
る
。 

し
か
る
に
、ボ
イ
ル
に
お
い
て
は'

根
元
的
異
質
性
な
る
も
の
は 

存
在
し
な
い
。

か
れ
に
と
っ
て
は
、
唯
一
の
普
遍
物
質
こ
そ
が
唯 

ー
の
根
元
的
な
質
で
あ
る
。

世
界
の
質
的
多
樣
性
は
異
質
的
な
元 

素
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
で
は
な
し
に
、
同

質

的

に

し
て

形•

大 

き

さ
•

運
動
の
み
を
異
に
す
る
粒
子
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
生
ず 

(
1
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:

 

i
b
i
d

こ p
・
2
1
6—
2
1
7
・

(2) 

B
o
y
l
e

ハ
 

i
b
i
d
・
“  p

・ 217
—
8・  

、

(3) 

「
科
學
」、
第
十
二
卷(

昭
和
十
七
年)

、
三
五
四
頁
。

ー
 

〇 

ー
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史
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第

三

號 

る
も
の
で
あ
み
。

こ
れ
ら
の
粒
子
が
不
可
分
の
窮
極
的
粒
子
で
あ 

る
な
ら
ば
、

そ
の
形
や
大
き
さ
の
差
異
は
粒
子
の
根
元
的
異
質
性 

を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
、ボ
イ
ル
に
お
い 

て
は
粒
子
は
不
可
分
で
は
な
い
。
旣
述
の
第
一
命
題
の
粒
子
も
、
 

普
遍
物
質
の
運
動
に
よ
っ
て
生
成
し
た
も
の
故
、

當
然
そ
れ
は
分 

解
可
能
で
あ
る
。

た
と
へ
人
力
や
自
然
力
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
る 

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
し
て
も
、
神

の

力

を

も

っ

て

す

れ

ば 

(

卽
ち
原
理
的
に
は)

分
割
可
能
な
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、ボ
イ 

ル
に
お
い
て
は
、
根

元

的

異

質

性

秦

定

さ

れ

て

ゐ

る

故

、
窮
極 

的
に
い
へ
ば
、
元
素
と
い
ふ
槪
念
は
不
要
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ 

る
。こ

れ
は

ボ
イ
ル
が

分
割
不
可
能
な
窮
極
的
粒
子
を
採
用
せ
ず 

に
、
デ
カ
ル
ト
流
に
粒
子
を
ど
こ
ま
で
も
分
割
し
う
る
も
の
と
し 

多

と

の

、
當
然
の
歸
結
で
あ
っ
た
。

ド
ー
ル
ト
ン
の
諸
原
子
は
、
 

そ
れ
以
上
分
割
で
き
な
い
窮
極
的
粒
子
と
し
て
の
異
質
的
諸
原
子 

だ
っ
た
。

今
日
の
科
學
に
お
い
て
も
諸
素
粒
子
は
、

そ
れ
以
上
質 

的
に
は
分
割
で
き
な
い
異
質
的
な
窮
極
的
粒
子
で
あ
る
。
異
質
性 

の
な
い
所
に
豐
富
な
質
的
多
樣
性
の
生
起
は
不
可
能
で
あ
る
。
科 

學
は
、
窮
極
的
粒
子
の
觀
念
と
そ
れ
ら
の
間
の
異
質
性
の
觀
念
と 

を
追
放
す
る
こ
と
は
絕
對
に
で
き
棗
い
。

し
か
る
に
ボ
イ
ル
は
こ

一
ー 

〇 
二 

の
兩
觀
念
を
追
放
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

ボ
イ
ル
・
の
粒
子
說 

が
不
徹
底
な
亞
流
派
原
子
論
た
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
所
以
で
あ 

り
、

か
れ
の
元
素
觀
が
何
ら
の
結
實
を
も
あ
た
へ
え
な
か
っ
た
所 

以
で
も
あ
る
。

か
く
し
て
ボ
イ
ル
は
、
元
素
觀
に
た
い
す
る
深
甚
な
る
關
心
か 

ら
出
發
し
て
、
「
懷
疑
的
化
學
者
」
中
の
論
議
を
展
開
し
た
わ
け
で 

あ
る
が
、
窮
極
に
お
い
て
は
、
元
素
な
る
も
の
の
不
要
性(

否
定) 

に
到
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。
元
素
槪
念
へ
の
ふ
か
い
關
心
は
、
實 

は
元
素
に
た
い
す
る
全
く
の
無
關
心
に
通
じ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
す
で
に
筆
者
が
指
摘
し
た
ご
とJ

、

か
ゝ
る
結
果
は
、
 

か
れ
が
粒
子
說
か
ら
出
發
し
て
元
素
を
決
定
し
よ
う
と
し
た
こ
と 

の
、
當
然
の
歸
結
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ボ
イ
ル
が
元
素
の
現
實
的 

決
定
に
た
い
し
て
、

そ
し
て
ま
た
四
元
素
說
お
よ
び
三
原
質
說
に 

た
い
し
・
て
、
懷
疑
的
化
學
者
た
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
 

か
れ
の
粒
子
論
的
自
然
觀
か
ら
言
っ
て
當
然
の
事
柄
だ
っ
た
の
で 

あ
る
。 

. 

粒
子
論
的
自
然
觀
は
、

正
し
い
元
素
觀
の
確
立
を
二
重
に
阻
害 

し
て
ゐ
た
。
第
一
に
は
、
質
的
分
解
の
現
實
的
極
限
と
い
ふ
經
驗

(
1
)
本
誌
、
第
二
號
、
二
五
！
六
頁
。
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主

義

的

な(

從
っ
て
實
驗
的
決
定
を
可
能
な
ら
し
め
る)

定
義
が
、
 

粒
子
論
の
た
め
に
獲
得
さ
れ
な
か
つ.
た
こ
と
。

も
し
も
こ
れ
が
獲 

得
さ
れ
え
た
な
ら
ば
、

た
と
へ
誤
っ
て
ゐ
た
に
せ
よ
、

'*
體
的
現 

實
的
に
元
素
を
指
名
し
え
た
筈
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、

少
く
と
も 

金
や
水
銀
な
ど
は
元
素
と
し
て
指
定
し
え
た
筈
で
あ
っ
た
。

第
二 

に
は
、
客
觀
的
に
正
し
い
元
素
觀
を
楡
立
す
る
た
め
に
は
、

ど
う 

し
て
も
酸
素
の
質
的
認
識
が
必
要
で
あ
る
の
に
、

マ-
一
・' 

ワ
ア
ク 

チ
-

ア
的
思
惟
方
法
に
も
と
づ
く
粒
子
論
は
、
後
述
す
る
ご
と
く 

酸
素
の
、

否
、

一
般
に
氣
體
の
、
質
的
認
識
を
壓
殺
し
よ
う
と
し 

て
ゐ
た
た
め
、

た
と
へ
經
驗
主
義
的
な
元
素
定
義
が
樹
立
さ
れ
え 

た
と
し
て
も
、

そ
の
定
義
に
よ
る
具
體
的
元
素
の
多
く
は
、

客
觀 

的
自
然
の
中
の
化
學
元
素
の
反
映
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
こ
と
。 

た
と
へ
ば
水
や
空
氣
な
ど
を
も
元
素
と
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ 

と
。

し
か
し
て
、
第

一

の

阻

害

は

思

惟

方

法(

世

界

觀)

か
ち
の 

制
約
で
あ
り
、

第
二
の
阻
害
は
客
觀
的
自
然
の
論
理
的
構
成
と
思 

惟
方
法
と
に
も
と
づ
く
制
約
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
思
惟
は
、
自
然
認
識
の
客
觀
的
必
然
的
發
展
法
則 

を
と
び
こ
え
て
す
ゝ
む
こ
と
は
で
き
な
い
。

筆
者
が
す
で
に
指
摘 

し
た
ご
とU

 

最

初

の

正

し

い

元

素

觀
は

原

子(

粒

子)

槪
念
に 

拘
泥
し
て
ゐ
て
は
、
獲
得
で
き
な
か
っ
た
。

、ボ
イ
ル
に
お
け
る
粒 

ボ
イ％

の
自
然
觀
抒
よ
び
化
學
的
業
績
に
つ
い
て(

原)

壬
說
と
元
素
觀
の
結
合
は
、

認
識
の
客
觀
的
發
展
法
則
に
逆
行
し 

た
も
の
で
あ
り
、

時
期
尙
早
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

從
來
の
大
多
數
の
化
學
史
家
た
ち
は
、

ボ
イ
ル
の
元
糜
觀
に
つ 

い
て
十
分
洞
察
的
な
檢
討
を
行
は
ず
、
き
は
め
て
皮
相
的
な
解
釋 

に
安
住
し
、

し
た
が
っ
て
ま
・
た
化
學
史
上
に
お
け
る
ボ
イ
ル
の
位 

置
に
つ
い
て
、

ま
っ
た
く
誤
っ
た
判
斷
を
下
し
て
き
た
。

十
九
世 

紀
最
大
の
化
學
史
家
だ
っ
たH 
•

コ
ッ
プ
で
す
ら
も
、
「
懷
疑
的
化 

學
者
」
やS

h
o
w

編

の

「
ボ
イ
ル
全
集
」

に
つ
い
て
ボ
イ
ル
の
元 

素
觀
を
詳
し
く
檢
討
し
、

ボ
イ
ル
の
粒
子
說
と
元
素
觀
の
關
聯.
に 

立
入
っ
て
ゐ
る
に
も
か
ゝ
は
ら
ず
、
筆
者
が
以
上
に
為
い
て
指
摘 

し
た
ご
と
き
、
・
ボ
イ
ル
の
元
素
觀
の
眞
の
性
格
に
ま
で
は
到
達
し 

え
な
か
っ
た
。

そ
の
後
の
多
く
の
化
學
史
家
、
特
に
英
米
系
の
化 

學
史
家
た
ち
は
、

コ
ッ
プ
の
認
識
か
ら
さ
へ
も
退
步
し
て
し
ま
っ 

て
ゐ
る
。

古

典

的

な

「
原
子
說
史
」

の
著
者
ク
ル
ト•

ラ
ス
ヴ
ィ
ッ 

ツ
も
、

ボ
イ
ル
の
元
素
觀
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
注
意
を
は
ら
は 

な
か
っ
た
。

原
子
說
史

の

著

者

と

し

て

、

ボ
イ
ル
の
粒
子
論
に

3

本
誌
、
第
二
號
、

ニ
ニ
及
び
・
二
六
頁
。

(2) 
Kopp  JBeitrpge  zur  Gescbich

s-der  Chen3ie・

 

Drytem
sacls  (1875)9  

1661172,

(3) K.  L
a
s
s
w
i

氏 ibid."  s
・ 2611293*

ー
〇
三
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第

三

號
 

一
章
を
捧
げ
る
ほ
ど
の
注
意
を
は
ら
っ
た
エ
ー
レ
ン
フ
ェ
ル
ト
で 

さ
へ
も
、

ボ
イ
ル
の
元
素
槪
念
を
見
誤
り
、

ボ
イ
ル
の
宀
疋
義
と
ラ 

ヴ
ォ
ア
ジ
エ
の
定
義
と
を
、
不
當
に
も
同
一
視
し
“"

グ
レ
ガ
リ 

は

そ

の

著

「
原
子
說
史
」

中
で
ボ
イ
ル
の
元
素
觀
に
何
ら
論
及
せ 

ず
、
他
の
著
書

中
で

は

ボ

イ

ル

のc
o
l
.
p
u
s
c
l
e

を
元
素
と
み
て
ゐ 

る
。

そ
の
他
の
、

通
り
一
遍
の
史
家
の
お
ざ
な
り
的
見
解
に
い
た

(3) 

っ
て
は
、
言
及
す
る
必
要
さ
へ
も
な
い
で
あ
ら
う
。 

さ
て
、

ボ
イ
ル
は
い
く
ぶ
ん
不
決
斷
的
で
あ
っ
た
。

「
懷
疑
的 

化
學
者
」

中

で

か

れ

はC
a
r
n
e
a
d
e
s

を
し
て
、

三
原
質
說
を
非
常 

に
冗
長
に
駁
論
せ
し
め
、
自
己
の
粒
子
論
的
元
素
觀
を
展
示
さ
せ 

た
あ
と
で
、
最

後

の

結

論
の
部
に
い
た
っ
て

、E
l
e
u
t
h
e

ts.u
s

の

(4) 

名
を
借
り
て
、

三
原
質
說

へ
の
妥
協
的
讓
步
を
行
っ
て
ゐ
る
。

か 

れ
が
後
年
書
い
た
も
の
ゝ
所
々
に
三
原
質
的
說
明
が
見
出
さ
れ
る 

の
も
、

こ
の
た
め
で
あ
ら
う
。

、ボ
イ
ル
の
懸
命
な
批
判
に
も
か
、
は
ら
ず
、

そ

し

て

ま

た

「
懷 

疑
的
化
學
者
」

に
た
い
す
る
一
般
的
歡
迎
に
も
か
ゝ
は
ら
ず
、

ボ 

イ
ル
と
同
時
代
お
よ
び
そ
の
後
の
化
學
者
た
ち
は
、

や
は
り
何
ら 

か
の
具
體
的
元
素
觀
な
し
に
は
す
ご
せ
な
か
つ
・
た
。

こ
れ
は
化
學 

と
い
ふ
學
問
の
本
性
上
か
ら
言
っ
て
當
然
の
こ
と
で
あ
る
。
、ボ
イ 

ル
と
同
時
代
に
フ
ラ
ン
ス
第
一
の
化
學
者
と
さ
れ
て
ゐ
た­
一
コ
ラ

- 

一
 

〇

四

ス•

レ
ム
リ
は
、
旣
述
の
ご
と
く
五
元
素
說
を
採
用
し
た
。

ま
た 

ベ
ッ
ヒ

・ —

 (
J
.  J

.  B
e
c
h
e
l
.

ゝ6
3
5
—1

6
8
2
)

は
三
種
の
土(

三
原
質 

の
變
形
物)

を
元
素
と
指
定
し
て
、

シ
-

タ

ー

ル(
G
-
E
S
E
a
h
L

 

1
6
6
6
1
1
7
34

)

の
フ
ロ
ギ
ス
ト
ン
說

へ
の
道
を
準
備
し
た
。
從
來
の 

化
學
史
家
た
ち
の
誇
張
的
讚
辭
に
も
か
ゝ
は
ら
ず
、

ボ

イ

ル

の 

「
懷
疑
的
化
學
者
」
は
、
元
素
觀
の
實
質
的
な
發
展
に
た
い
し
て
は
、
 

か
く
の
ご
と
く
わ
づ
か
の
影
響
し
か
あ
た
へ
え
な
か
っ
た
の
で
あ 

っ
た
。

旣
述
の
ご
と
く
、
ボ
イ
ル
は
自
然
界
の
質
的
多
樣
性
を
、
唯
一 

の
普
遍
物
質
よ
り
成
る
微
粒
子
の
形
、

大
き
さ
、
運
動
、
集
り
方 

(

排

列)

な
ど
の
機
械
的
な
る
も
の
に
還
元
し
た
。
ポ
イ
ル
に
お
い 

て
は
、

あ
ら
ゆ
る
質
的
變
化
は
結
局
の
と
こ
ろ
機
械
的
カ
學
的
な 

も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

か
く
し
て
ボ
イ
ル
は
主
張
す
る
。 

「
こ
れ
を
要
す
る
に
、
諸
物
體
の
差
異
は
、

そ
の
共
通
物
質

(1) 

E
h
r
e
n
f
e
l
d
:

 i
B
i
?
S
•一
8

〇.

(2) 

〇- 

G
r
e
g
o
r
y
:

 

0
0m

b
u

s-i
o
n

 

f
r
o
m

 

H
e
H
a
c
l
e
i
t
i
o
s  

t
o  

Lavoisier  (1934)"  p
・ 6L

(3) I
・ 

M
a
s
s
o
n

 
は
そ
の
著 

T
h
r
e
e

 

c
e
n
t
u
r
i
e
s

 

o
f  

C
h
e
m
i
s
t
r
v

 

(1925〉

p
・71

で
ボ
イ
ル
の
元
素
が
第
一
命
題
の
始
原
的
粒
子
だ
っ 

た
こ
と
を
指
摘
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
點
で
は
從
來
の
史
家
の 

あ
り
き
た
り
の
見
解
を
一
步
も
出
て
ゐ
な
い
。

(4) Boyle:  jbidc  p
・ 228

—

;-
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(com
m

on  m
a

gter) 
が
お
か
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
組
織
の
み
、に

(
1
)
‘ 

依
存
す
る
も
の
で
亠
め
ら
う
。
そ
れ
故
、
事
物
の
種
や
火
や
そ
の
他 

の
能
因
は
、

一
物
體
の
微
小
部
分
を
變

へ
る
こ
と
が
で
き
る(

形 

の
異
る
も
っ
と
小
さ
い
も
の
に
壞
っ
こ
と
、
こ
れ
ら
の
破
片
と
壞 

た
れ
な
か
っ
た
粒
子
と
を
結
合
す
る
こ
と
、
又
は
そ
の
や
う
な
粒 

子
自
身
の
間
で
結
合
さ
せ
る
こ
と
、
等
に
よ
っ
て)

。
そ
し
て
ま 

た
同
一
の
能
因
が
、

一
部
分
は
一
物
體
の
成
分
粒
子
の
形
ま
た
は 

大
き
さ
を
變
化
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
部
分
は
そ
れ
ら
粒 

子
の
中
の
若
干
の
も
の
を
追
拂
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
又
ー 

部
分
は
そ
れ
ら
を
結
合
す
る
何
ら
か
の
新
方
法
に
よ
っ
て
、
物
質 

全
體
に
た
い
し
て
、
そ
の
微
小
部
分
の
新
し
い
組
織
を
あ
た
へ
、
 

そ
し
て
そ
の
物
體
を
新
し
い
別
な
名
前
を
う
け
る
に
足
ら
し
め
る 

で
あ
ら
う
。
そ
れ
故
、
物
質
の
小
部
分
が
お
互
に
撤
退
す
る
か
、
 

又
は
互
に
働
き
あ
ふ
か
、
或
は
ま
た
、
あ
れ
こ
れ
の
一
定
の
仕
方 

で
結
合
さ
れ
る
か
に
從
っ
て
、
他
の
物
體
が
變
化
さ
れ
又
は
破
壞 

さ
れ
る
と
と
も
に
、
あ
れ
こ
れ
の
名
稱
の
物
體
が
つ
く
ら
れ
る
の 

で
あ
る
ご

「
も
し
も
諸
化
合
物
相
互
間
の
差
異
が
、
そ
の
微
小
部
分
の
大
き 

さ
、
形
、
運
動
お
よ
び
仕
組(

c
o
n
t
r
i
v
a
n
c
e
)

な
ど
か
ら
結
果
す 

る
さ
ま
ざ
ま
な
變
化
と
組
織
に
の
み
存
す
る
こ
と
が 

眞
實
な
ら 

ば
、
普
遍
物
質
の
同
一
の
塊
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
變
化
と
組
織
構
造 

ボ
イ
ル
の
自
然
觀
お
よ
び
化
學
的
業
績
に
つ
い
て(

原)

と
に
よ
っ
て
、
あ
る
場
合
に
は
硫
黃
性
の
物
體
、
ま
た
あ
る
場
合 

に
秋
土
性
の
或
は
水
性
の
物
體
、
の
名
に
相
當
す
る
も
の
を
生
ぜ 

し
め
る
と
考
へ
て
も
、
不
合
理
で
は
な
か
ら
う
。
」 

か
く
の
ご
と
き
自
然
觀
は
、

必
然
的
に
萬
物
の
相
互
轉
換
の
可 

能
性
を
信
奉
せ
し
め
る
。
同

一

の
微
粒
子
か
ら
成
る
物
體
で
も
、
 

そ
の
中
の

微

粒

子

の

組

織(

排

列)

を
變
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ 

て
、
新
し
い
質
の
物
體
に
な
し
う
る
わ
け
で
あ
る
。
、ボ
イ
ル
が
鍊 

金
術
の
可
能
性
を
信
じ
、
卑
金
屬
を
貴
金
屬
へ
變
へ
得
る
可
能
性 

を
肯
定
し
て
ゐ
た
の
は
、

こ
の
や
う
な
自
然
觀
・
元
素
觀
か
ら
言 

っ
て
當
然
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
.(

決
し
て
そ
れ
は
、
若
干 

の
空
想
的
史
家
が
主
張
し
よ
う
と
試
み
る
で
あ
ら
う
ご
と
く
に
、
 

當
時
の
技
術
か
ら
の
要
求
に
も
と
づ
く
も

の
で
は
な
か
っ
た
の
で 

あ
る
。)

(1) 

こ
れ
は
フ
ァ
ン•

ヘ
ル
モ
ン
ト
が
想
定
し
て
ゐ
る
も
の
で
、
事
物 

の
自
己
發
展
の
內
部
的
動
因
で
あ
る
。
ボ
イ
ル
は
「懷
疑
的
化
學
者
」 

中
で
フ
ァ
ン•

ヘ
ル
モ
ン
ト
を
か
な
り
畏
敬
し
て
ゐ
る
。

(2) 

B
o
y
l
e

 
二b

i
d
.
》
p
・
2
2
3
・

(3) Boylw

 ibid.3  p・
64・

(4) 
ボ
イ
ル
は
錬
金
術
上
の
實
驗
を
相
當
行
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ト
ン
や
哲 

學
者
ロ
ッ
ク
も
錬
金
術
を
信
じ
て
ゐ
た
。
ボ
イ
ル
た
ち
は
一
六
ハ
九 

年
に
、
錬
金
術
禁
止
令(

十
五
世
紀
に
へ
・
ン
リ
四
世
が
發
布
し
た
も 

の)

を
取
消
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。ー

〇
五
-
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か
く
し
て
ボ
イ
ル
は
、
全
く
當
然
に
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
動
植
物 

が
水
か
ら
、

し
か
も
單
に
水
の
み
か
ら
、

生
成
す
る
こ
と
を
論
證 

し
よ
う
と
試
み
る
。

か

れ

は

フ

ァ
ン•

ヘ
ル
モ
ン
ト
の
有
名
な
柳 

の
實
驗
を
引
證
す
る
。

そ
し
て
自
分
も
ま
た
種
々
な
る
一
年
生
植 

物
に
つ
い
て
、
同
樣
な
實
驗
を
や
っ
た
こ
と
を
詳
述
す
る
。

そ
の 

上
に
か
れ
は
、
水
の
み
を
入
れ
た
壤
の
中
で
オ
ラ
ン
ダ
薄
荷
を
成 

長
さ
せ
る
實
驗
さ
へ
も
や
る
。

そ
し
て
そ
れ
ら
の
植
物
の
一
つ
を 

レ
ト
ル
ト
に
入
れ
て
蒸
溜
し
、

そ
れ
が
他
の
同
種
類
の
植
物
と
同 

樣
な
溜
出
物
、

す
な
は
ち
、
精
油
性
の
も
の
、
油
狀
の
も
の
、
粘 

液
狀
の
も
の
、
殘
渣
、

な
ど
を
あ
た
へ
る
こ
と
を
實
驗
す
る
。

そ 

し
て
こ
れ
ら
の
も
の
は
、
單
な
る
水
の
み
か
ら
變
成
し
た
も
の
で 

あ
る
こ
と
を
結
論
す
る
。

ボ
イ
ル
に
と
っ
て
は
、

水
は
明
か
に
土
に
轉
換
し
得
る
も
の
で 

あ
る
。

水
を
ガ
ラ
ス
容
器
に
い
れ
て
加
熱
蒸
溜
す
る
と
き
は
、
加 

熱
に
よ
っ
て
水
の
粒
子
排
列
が
變
化
し
て
、
前
よ
り
も
一
層
緻
密 

に
な
る
。
蒸
溜
器
の
底
へ
必
ず
の
こ
る
土
狀
物
は
、

水
か
ら
變
或 

し
た
こ
の
種
の
土
で
あ
る
。

ボ
イ
ル
の
多
分
に
鍊
金
術
的
な
こ
の 

見
解
は
、

の

ち

十

八

世

紀

に

な

っ

て

か

ら

ブ

ー

ル

ハ

ー

フ

ェ 

(
B
o
e
l
&
a
a
v
e

)

に
よ
っ
て
反
駁
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
も
水
の
土
へ 

の
可
變
性
を
信
ず
る
者
は
跡
を
絕
た
な
か
っ
た
。

か
ゝ
る
可
變
性

-

〇

六

の
實
驗
的
論
據
を
、
有

名

な

「
ペ
リ
カ
ン
の
實
驗
」

に
よ
っ
て
完 

膚
な
き
ま
で
に
論
駁
し
て
葬
り
去
っ
た
の
が
、

ラ
ヴ
ォ
ア
ジ
ェ
で 

あ
っ
た
。

な
ほ
こ
ゝ
に
附
言
と
し
て
、

ボ
イ
ル
を
理
解
す
る
上
に
相
當
重

(1) 

van  Helm
ox  (一577

—1644)  
が
死
ん
だ
と
き
ボ
イ
ル
は
十
七 

歲
で
あ
っ
た
。

(2) 

フ
ァ
ン•

ヘ
ル
モ
ン
ト
は
萬
有
の
元
素
を
空
氣
と
水
の
二
っ
と
し 

た
。
こ
の
中
で
空
氣
は
ま
っ
た
く
不
變
の
元
素
で
あ
る
か
ら
し
て
、
 

宇
宙
間
の
あ
ら
ゆ
る
質
的
變
化
は
、
水
の
さ
ま
ざ
ま
な
變
形
に
よ
っ 

て
生
ず
る
の
で
あ
る
、
と
考
へ
た
。
か
れ
は
こ
の
考
を
、
有
名
な
柳 

の
實
驗
で
立
證
し
た
。•
ま
づ
爐
で
よ
く
乾
燥
し
た
約
二
百
ポ
ン
ド
の 

土
を
と
っ
て
土
器
に
入
れ
、
こ
れ
に
重
さ
五
ポ
ン
ド
の
柳
の
木
を
植 

ゑ
、
上
か
ら
塵
埃
そ
の
他
の
も
の
が
落
ち
こ
ま
な
い
や
う
に
、
穴
の 

あ
い
た
鐵
板
で
土
の
表
面
を
蔽
っ
た
。
そ
し
て
雨
水
ま
た
妓
蒸
溜
水 

の
み
を
注
い
で
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
五
年
後
に
は
こ
の
柳
の
木
を 

百
六
十
九
ポ
ン
ド
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
土
を
再
び
乾
燥 

し
て
秤
量
し
て
み
た
ら
、
ほ
と
ん
ど
變
化
な
く
、
約
二
百
ポ
ン
ド
あ 

っ
た
。
し
た
が
っ
て
か
れ
は
、
約
百
六
十
四
ポ
ン
ド
に
相
當
す
る
根
、
 

幹
、
葉
、
樹
皮
等
は
水
の
み
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
し
た
。

(3) 

tefoy
ハ
 e

:  

i
b
i
d

し p
・ 65167.

(4) 

こ
の
議
論
を
ボ
イ
ル
は o
a.g
B-e of  Form

es  and  QIm
」5-:es 

(
1
6
6
7
1
8
)

中
で
展
開
し
た
。

〔G
r
e
g
o
r
y
-

 A

 

S
h
o
r
t
.  H

i
s
s
r
y

 

o
f  

Aiom
ism

"  P42・
;D

 M
cKie"  A

n
s

s-e Lavoisiel.(1935)“  

p
・ 91.〕  

-

(5) 

拙

著

「
大
化
學
者(

上)

、
ラ
ヴ
ォ
ア
ジ
ェ
」(

敎
養
文
庫)

、
四
三 

—
四
六
頁
。
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要
な
つ
ぎ
の
事
實
を
指
摘
し
て
お
か
う
。
卽
ち
か
れ
は
、

實
驗
的 

根
據.
薄
弱
な
ス
コ
ラ
的
化
學
者
の
言
葉
を
そ
の
ま
ゝ
信
じ
こ
ん 

で
、

し
ば
し
ば
自
己
の
論
據
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

「
懷
疑
的
化 

學
者
」

は
そ
の
例
證
に
み
ち
て
ゐ
るa

所
々
に
神
が
出
て
く
る
。 

聖
書
の
創
生
記
か
ら
の
引
證
を
も
っ
て
、

萬
物
が
水
——

も
も
ろ 

ん
い
ろ
い
ろ
な
不
純
物
を
ふ
く
む
水-
-

か
ら
生
じ
た
こ
と
を
論 

證
し
よ
う
と
す
る
。
必
ず
し
も
嚴
密
な
實
驗
的
根
據
の
み
か
ら
立

ボ
イ
ル
の
自
然
觀
抒£

び
化
學
的
業
績K

つ

い

て(

原)

論
し
て
は
ゐ
な
い
。

そ
こ
に
は
現
代
的
な
意
味
に
お
け
る
科
學
的 

態
度
が
、

つ
ね
に
見
出
さ
れ
る
と
は
言
へ
な
い
。

ボ
イ
ル
の
實
證 

主
義
は
、

ま
だ
片
足
を
中
世
的
な
ス
コ
ラ
主
義
お
よ
び
神
祕
主
義 

の
な
か
に
つ
き
こ
ん
で
ゐ
る
、

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

わ 

れ
わ
れ
は
ボ
イ
ル
を
、

あ
ま
り
に
現
代
的
に
理
解
す
る
こ
と
は
、
 

っ
ゝ
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。 

(

未
完)

ー
〇
七
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一
〇
A.

ヽ
 

・

初
期
釜
石
製
鐵
史
研
究
覺
書㈢

三

枝

・

博

音

明
治
維
新
か
ら
明
治
七
年
釜
石
が
官
行
鑛
山
決
定
・
に
な
る
ま
で
の
從
來
の
多
く
の
記
錄
は
大
抵
間
違
っ
て
ゐ
る
。

明
治
三
十
三
年
巴
里 

.
博

覽

會

に

呈

示

し

た

『
鑛

山
發
達
史
』
は
次
の
や
う
に
記
し
て
ゐ
る
。

「
明
治
維
新
ノ
際
藩
主
南
部
氏
鑛
業
ヲ
獎
勵
シ
、

大
島
高
任
ヲ
シ
テ
鎔
鑛
法

一ー付
キ
洋
式
ヲ
折
衷
シ
テ
此
レ
ガ
改
良
設
計
ノ
任-

當
ラ
シ 

ムC

爾
來
鑛
業
稍
其
面
目
ヲ
改
厶
。

明
治
六
年
盛
岡
ノ
豪
商
小
野
善
右
衞
之
ヲ
讓
受
ケ
、
大
橋
ー
ー
改
良
高
爐
二
基
ヲ
新
設
セ
リ
。
是
ヨ
リ 

先

キ
政
府
各
地
鑛

業

ノ
改
良
ヲ
經
營
セ
シ
ガ
、

明
治
七
年
大
橋
鑛
山
ヲ
買
上
ゲ
、
釜
石

1,1T

ノ

西
十
四
町
字
鈴
子(

現
今
釜
石
本
工
場)

ヲ 

ト
シ
テ
工
場
ノ
位
置
ヲ
定
メ
、
大
­
一
起
工-
一
着
手
セ
リ
。

此
一
ー
於
テ
カ
釜
石
鐵

山
ノ
名
始
メ
テ
世
上
一
一
顯
ハ
ル
ー
ー
至
レ
リ
。

次
デ
英
人
ノ 

技
師
六
名
ヲ
聘
シ
テ
、
技

術

ヲ
監
督
セ
シ
メ
タ
リ
ト
雖
モ
、
成
績
好
カ
ラ
ズ
、

收
支
償
ハ.
ス
、
遂
ー
ー
一
時
廢
鑛
ノ
匪
運-
一
際
會
セ
リ
。
其 

後
田
中
長
兵
衞
氏
政
府
一
一
請
フ
テ
鈴

子

工

場
ノ 

ー
隅
一
ー
小
高
爐
一
一
基
ヲ
築
造
テ
試

製

ーー着
シ
、
好
成
績
ヲ
得
タ
リ
。
」 

右
の
記
述
は
全
體
に
亙
っ
て
か
な
り
間
違
ひ
も
あ
り
又
間
違
ひ
を
ひ
き
起
し
易
い
點
が
あ
る
。
『
日
本
鑛
業
誌
』
や

『
日
本
工
業
史
』
の
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鑛
業
編
に
し
て
も
略
・
同
樣
で
あ
る
。

明
治
二
十
六
年
一'

三

月

の

頃
の
野
呂
景
義

の
『
釜
石
鐵

山
ノ
話
併
セ
テ
我
國
鐵
業
ノ
前
途
ヲ
論 

ズ
』
も
釜
石
の
沿
革
に
觸
れ
て
ゐ
る
が
正
し
く
な
い
。(

前
に
も

述
べ

た

如

く

、

私

が

「
初
期
釜
石
」
と
い
ふ
の
は
、
前

稿
(

一)

及
び 

(

二)

で
取
扱
っ
た
時
代
並
に
明
治
維
新
よ
り
明
治
十
六
年
廢
山
ま
で
の
釜
石
製
鐵
史
の
一
時
期
を
指
す
の
で
あ
る
。) 

I
か
や
う
に
し
て
、

明
治
初
年
か
ら
同
七
年
に
至
る
ま
で
の
釜
石
の
製
鐵
事
情
が
ど
う
い
ふ
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
從
來
少
し
も
明
瞭
で 

な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
『
大
島
高
任
行
實
』
收
錄
の
外
川
又
藏
と
い
ふ
當
時
の
釜
石
鐵
山
の
稼
行
主
の
陳
情
書
が
、

こ
れ
を
明
瞭
に
し
て 

く
れ
る
の
で
あ
る
。

こ

の

馨

垂
!
!

に
は
經
營
者
の
苦
心
も
よ
く
出
て
ゐ
る
。

私
は
こ
の
釜
石
製
鐵
史
硏
究
覺
書
で
は
、
鐵
山
經
營
上
の
經 

濟
問
題
に
就
い
て
は
何
ば
か
り
も
敍
述
す
る
こ
と
を
得
な
か
っ
た
か
ら
、

少
し
長
い
け
れ
ど
も
、

又
藏
の
陳
情
を
次
に
載
せ
て
み
る
こ
と 

に

す

る

〇

. 

• 

「
陸
中
國
閉
伊
郡
甲
子
村
大
橋
鑛
山
之
義
は
、
諸
山
根
元
に
て
、

元
來
柚
稼
之
者
共
鐵
石
を
拾
取
候
よ
り
事
起
り
、
或
は
吹
・
子
に
懸
け
、
 

文
は
爐
に
て
吹
、
數
年
之
間
色
々
試
候
得
共
埒
明
不
申
、
盛
岡
舊
御
藩
大
島
惣
左
衞
門
と
申
御
仁
、
藥
學
究
理
に
て
熔
鑛
爐
御
見
込
相
立
、
 

貫
洞
瀨
左
衞
門
、
小
川
惣
右
衞
門
兩
人
よ
り
願
上
、
久
慈
村
中
野
作
右
衞
門
と
申
者
金
主
仕
、
高
爐
臺
座
築
立
候
趣
、
然
る
に
職
人
共
手 

始
之
稼
方
に
て
熟
練
無
之
中
、
盛
岡
表
よ
り
御
手
行
之
御
沙
汰
に
相
成
、
其
後
作
右
衞
門
仕
込
金
貳
千
兩
程
高
須
淸
次
郞
よ
り
出
金
仕
、
 

讓
山
に
罷
成
、
淸
次
郞
方
に
て
更
に
開
發
、
同

樣

高

爐

築

增

都

合

三

-ffi
に
仕
、

水
車
水
樋
、

日
拂
、
建
家
、

土
藏
、
小
屋
々
・
並
諸
器
械
、
 

炭
釜
築
立
等
、
其
外
仕
込
金
追
々
貸
廢
り
等
迄
見
積
り
候
へ
ば
、
實
に
不
容
易
大
金
に
て
是
の
た
め
財
本
取
失
、

住
居
之
家
藏
迄
賣
拂
、
 

鑛
山
保
兼
、

明
治
元
年
休
山
仕
、
衰
山
に
至
候
折
柄
、
外
川
又
藏
支
配
人
五
四
郞
と
申
者
沦
賴
談
相
成
、
示
談
之
上
向
十
ケ
年
中
、

又
藏 

淸
次
郞
兩
名
御
請
負
之
儀
願
上
、

十
二
月
下
旬
文
藏
引
請
相
成
、
翌
巳
年
正
月
よ
り
仕
込
、

一
宇
又
藏
持
限
稼
行
に
取
懸
り̂W

、

ー
 

《
破
損
に
て
數
日
之
間
修
繕
に
差
向
入
費
不
少
、

漸
々
三
月
下
旬
、

壹
座
吹
立
候
處
、
無
程
五
月
上
旬
洪
水
に
て
、
新

築

之

炭

義

百

箇
 

初
期
釜
石
製
鐵
史
硏
究
覺
書(

三
狡
レ 

ゝ
ー
 

〇

九
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科

學

史

硏

究
 

第
=

號 

二
.

〇 

• 

相
落
、

橋
々
流
失
、

又
々
新
規
同
樣
之
諸
手
入
罷
成
、
七
月
よ
り
吹
立
候
處
、
戰
爭
以
來
諸
國
共
鈕
鐵
不
捌
之
所
、

折
節
〇
鳖

下
直
と 

申
、
岩
鈕
買
入
無
之
、
其
上
當
所
不
作
と
申
、

分
け
て
閉
伊
郡
飢
饉
同
樣
村
方
へ
諸
手
宛
等
、
山
內
働

之

者

數

百

人

扶

助

仕

遐

付

、
有 

鈕
質
入
仕
候
て
相
凌
、
素
よ
り
不
得
手
之
私
、
利
金
而
已
折
重
、
貳
萬
兩
餘
仕
込
仕
候
得
共
、

取
上
金
無
之
狼
狽
罷
在
候
中
、

去
る
壬
申 

諸
作
豐
熟
に
て
米
穀
下
直
と
申
、
鈕
鐵
直
段
も
引
直
り
候
に
付
、
是
よ
り
丹
誠
吹
立
候
はf

、
是
迄
之
借
財
返
濟
仕
、
重
々
の
損
金
補
ひ 

に
も
相
成
可
申
圖
に
至
、
再
精
之
手
段
屆
兼
殘
念
至
極
愁
嘆
之
條
、
瀨
川
安
五
郞
殿
へ
・
深
御
賴
談
に
及
候
處
、
私
之
心
も
神
察
被
下
、
小 

野
善
十
郞
殿
へ
御
相
談
被
成
下
、
銀
主
御
承
知
被
下
候
に
付
、
私
之
行
立
目
前
之
至
と
安
心
仕
、

壬
申
十
一
月
よ
り
諸
破
損
修
繕
に
取
懸 

り
候
處
、
恵
之
外
零
落
罷
在
入
費
相
嵩
候
て
、
追
々
五
千
兩
程
借
用
罷
成
候
得
共
、
出
銚
貫
高
相
進
候
は
ヾ
、
益
潤
を
以
返
濟
相
立
可
申 

定
約
仕
、
稼
業
出
精
罷
在
候
中
、
先
般
御
官
業
彼
仰
出
、
付
て
は
相
當
御
所
分
被
下
候
間
、

明
細
調
可
奉
書
上
旨
難
有
承
服
居
候
、
元
來 

又
藏
取
懸
之
割
は
、
鑛
山
之
義
者
岩
を
碎
、
深
山
幽
谷
雜
木
伐
取
、
廣
く
國
產
之
一
品
に
も
相
立
可
申
、
殊
に
大
橋
鑛
山
は
無
之
根
元
に 

て
、

金
錢
不
惜
入
込
粉
骨
取
盡
成
就
に
至
候
由
、
今
更
空
山
同
樣
に
て
は
痛
入
と
奉
存
關
係
仕
候
義
、

私
之
不
運
と
乍
申
、
銀
主
共
へ
迷 

惑
掛
置
候
段
、

心
外
至
極
に
奉
存
候
而
已
な
ら
ず
、
鑛
山
引
請
之
砌
、
其
頃
之
弊
習
に
て
「
淸
次
郞
よ
り
證
書
取
替
不
申
、
引
請
否
哉
、
 

遠
野
並
釜
石
邊
よ
り
同
人
借
財
差
起
り
、
戶
田
樣
御
藩
御
扱
相
成
、
或
は
十
ヶ
年
、

又
は
七
ヶ
年
割
濟
崩
之
義
願
上
、
示
談
に
至
候
得
共
、
 

返
濟
之
目
的
無
之
、
淸
次
郞
難
儀
見
る
に
不
忍
、

無
據
又
藏
に
て
年
々
立
替
返
濟
仕
居
候
。
然
る
に
壬
申
十
一
月
各
樣
へ
御
相
談
相
調
候 

て
登
山
之
砌
、
淸
次
郞
へ
も
其
旨
〇
申
聞
出
立
仕
候
所
、
留
主
中
淸
次
郞
よ
り
難
ffi
被

ffl
入
、
忘

相

濟

不

申

氣

之

毒

に

書

候

得

共

、
昨 

今
之
御
金
主
方
へ
斟
酌
有
之
候
得
は
、
深
談
判
に
及
兼
飽
迄
申
宥
候
所
、
舊
借
差
起
り
候
趣
に
て■

又
々
貳
百
圓
無
心
に
相
成
無
據
差
遣 

申
候
。

依
て
年
限
中
彼
是
無
之
樣
證
書
取
替
可
申
義
に
付
思
候
處
、
頓
而
勝
手
之
文
面
に
て
色
々
懸
合
候
得
共
、

私
存
入
に
相
至
不
申
、
 

畢
竟
私
之
油
斷
よ
り
事
起
り
殘
念
至
極
に
御
座
候
。

然
に
當
正
月
支
配
人
五
四
郞
病
死
に
付
て
は
、
最
初
取
組
方
之
情
實
號
と
相
譯
り
不
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申

儀
も
有
之
、
甚
當
惑
罷
在
候
。
乍
去
御
官
業
被
仰
出
候
に
付
て
は
、
聊
存
念
無
之
、
元

々

淸

次

郞

一
己
之
取
行
難®

に
付
、
途
中
よ
り 

又
藏
取
行
、

今
更
談
判
仕
候

心
底
無
之
、
付
て
は
高
爐
土
藏
建
家
小
屋
に
て
元
入
費

又
藏
に
て
相
譯
り
不
申
候
得
共
、
右
之
分
は
淸

次
郞 

方
へ
御
所
分
頂
戴
爲
仕
度
、

器
械
等
之
儀
は
時
々
相
登
候
も
の
故
、
都

て
之
諸
器
械
不
殘

日
拂

、
所
有
品
、.
家
具
家
財
夜
具
等
迄
、
並
炭 

釜

等

一
宇
外
に
向
五
ケ
年
中
、
益
潤
を
以
諸
借
財
返
濟

見
積
相
立
候
得
ば
、
右

之
所
御
憐
察
頂
戴
仕
、
何
卒
借
方
銀
主
共
へ
首
尾
相
立
候 

樣
、
出
格
之
御
仁
恤
を
以
宜
敷
御
下
知
頂
戴
仕
候
外
無
之
と
奉
存
候
。

今
般
私
心
底
御
尋
問
に
付
荒
增
書
取
奉
御
覽
入
候
。

此
末
幾
重
に 

も
押
添
慮
御
引
立
被

成

下
度
奉
願
上
候
。

明

治

七

年

四

月

，
 

■

外

川

,

又

藏

瀨小

川野

安御

元 

方 

中

五

郞

樣-樣

こ

の

曆

書

で

み

る

と

、

明
治
元
年
以
後
の
釜
石
鐵
山
の
製
鐵
上
の
事
情
は
次
の
や
う
に
な
っ
て
ゐ
る
。

一
、
明
治
元
年
十
二
月 

外

川
 

ー
、
同
一
一
年
正
月 

同 

ー
、
同 

年
三
月
下
句 

同 

ー
、
同 

年
五
月
上
旬 

ー
、
同 

年

七
月- 

同 

ー
、
同

五

年

十

一

月, 

同1 

(

官
業
被
仰
出
は
「
先
般
」
と*
0

て
何
年
な
る
か 

初
期
釜
石
製
鐵
史
硏
究
覺
書(

三
狡

X

藏 

引 

請

人 

・

稼

行

取

懸 

人 

•

一
座
吹
立

洪
水
の
た
め
炭
釜
貳
百
箇
落
失 

人 

吹

立

開

始 

人 

諸
破
損
修
理 

こ
の
陳
情
書
で
は
明
瞭
で
な
い
。)
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科

學

史

研

究
 

第

三

號 

ニ

ニ 

右
の
や
う
な
事
情
で
あ
っ
て
は
、
銃
製
出
高
は
微
々
た
る
も
の
で

あ
っ
た
ら
う
。
『
エ
部
省
沿
革
報
吿
』

の

『
釜
石
鑛
山
』

の
節
で
な 

く

『
鑛
山
課
』

の
節
に
、

次
の
や
う
な
記
錄
が
出
て
ゐ
る
が
、
右
の
轟
書
が
傳
へ
て

ゐ
る
と
こ
ろ
の
明
治
初
年
の
釜
石
鐵
山
の
模
樣
を 

傍
證
す
る
も
の
と
思
へ
る
。
「
此

月

〔
明
治
二
年
十
二
月
〕
陸
中
國
閉
伊
郡
大
橋
村
同
橋
野
村
同
砂
子
渡
村
ノ
各
鑛
山
居
民
ノ
採
鑛
シ
テ 

私
錢
ヲ
鑄
造
ス
ル
ヲ
禁
止
シ
、
器
物
ヲ
鑄
造
シ
テ
以
テ
生
計
ヲ
營
マ
シ
い/

」

--

•

釜
石
鐵
山
官
行
の
こ
と
は
明
治
七
年
に
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
が
官
行
と
な
る
に
至
る
由
來
は
、
大
島
高
任
ら
が
水
戶
反
射
爐
の 

た
め
の
鐵
の
鑛
石
を
釜
石
の
岩
鐵
に
求
め
、
大
橋
に
高
爐
を
築
造
し
、
と
に
か
く
慶
應
年
間
ま
で
製
鐵
稼
行
を
持
績
し
、
相
當
の
成
果
を 

あ
げ
た
事
に
、

あ
る
も
の
た
る
は
疑
ひ
な
い
。

し
か
し
、
明
治
政
府
が
釜
石
鐵
山
を
官
行
に
決
定
す
る
に
至
っ
た
に
は
又
そ
の
動
機
が
あ 

っ
た
に
違
ひ
な
い
。

い
っ
た
い
明
治
政
府
が
製
鐵
等
に
於
て
釜
石
鐵
山
に
期
待
を
か
け
た
こ
と
は
非
常
な
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
と
は 

明
治
七
年
二
月
五
日
に
「
正
院
に
禀
議
セ
ル
」
も
の
に
よ
る
と
、

明
ら
か
で
あ
る
。

日

く

「
邦
家
利
用
ノ
便
ヲ
興
ス
ノ
諸
製
作
所(

電

信
• 

鐵

道
•

船
艦
等)

ヲ
設
置
ス
ベ
ク
、
而
シ
テ
本
邦
ハ
炭
鐵
一
一
當
メ
ル
ヲ
・
以
テ
、

ソ
ノ
採
製
ノ
術
ヲ
得
バ
、
獨
り
內
國
ノ
需
用
一
一
供
ス
ル
ノ 

ミ
ナ
ラ
ズ
、
亦
輸
出
ノ 

ー
品
タ
ラ
ン
。

故
一
ー
陸
中
國
閉
伊
郡
一
ー
熔
鑛
爐
ヲ
置
キ
、

肥
前
國
長
崎
一
一
精
鐵
及
操
出
シ
器
械
等
ヲ
設
ヶ
、
而
シ

(5) 

テ
ニ
地
間
運
輸
ノ
小
汽
船
一
艘
ヲ
買
收
使
用
セ
ン
ト
欲
ス
。

ソ
ノ
費
金
ノ
槪
計
ヲ
ハ
拾
三
萬
圓
ト
ナ
ス
」 

『
沿
革
報
吿
』
に
よ
れ
ば
、
右
の
汽
船
一
艘
は
長
崎
工
作
分
局
で
明
治
十
六
年
三
月
に
落
成
し
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
・
し
か
し
、
遺
憾 

の
こ
と
に
十
五
年
の
暮
に
は
已
に
釜
石
鐵
山
は
廢
山
に
決
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
尙
、
「
長

崎
-
一
設
置
ス
ベ
キ
精
鐵
器
械
ハ
悉
皆
釜
石
ー
ー
設 

置
」
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
こ

-i
で
あ
る
。

こ
れ
は
右
の
『
報
吿
』
中
の
割
fi
に
見
出
さ
れ
る
記
錄
で
あ
る
。

さ
て
、
政
府
が
釜
石
を
官
行
鑛
山

25〇



ヽ

と
し
比
直
接
の
動
機
は
何
で
あ
っ
た
ら
う
か
。

い
っ
た
い
政
府
が
明
治
の
初
年
に
あ
っ
て
採
鑛
振
起
せ
は
か
っ
た
と
き
、

重
き
を
置
い
た 

の
は
鐵
で
は
な
か
っ
た
。
前
述
の
禀
議(

勰
)

に
出
で
ゐ
る
や
う
な
鐵
へ
の
要
求
は
、
後

の

こ
と
で
あ
る
。
初

め

は

ま

づ

金•

銀
•

銅
に 

着

目

し

た
と

思

へ
る
。

小
坂
銀
山
や
生
野
鋪

山
や
佐
渡
金
山
等
が
ま
づ
調
査
さ
れ
た
の
で
も
わ
か
る
。
何
よ
り
も
銅
が
問
題
で
あ
っ
た
。 

明
治
元
年
二
月
大
阪
の
幕
府
の
銅
座
役
所
を
收
め
て
銅
會
所
を
つ
く
っ
た
が
、

こ
れ
が
間
も
な
く
鑛
山
局
と
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

製 

鐵
へ
の
要
求
は
、

エ
部
省
が
明
治
三
年
に
創
設
せ
ら
れ
、
先
づ
造
船
及
び
鐵
道
敷
設
の
事
業
の
行
政
的
管
轄
の
こ
と
が
急
務
と
な
り
は
じ 

め
た
頃
か
ら
、
急
に
盛
に
な
っ
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。

さ
う
し
た
と
こ
ろ
で
、

釜
石
鐵
山
へ
の
着
目
は
ど
う
し
て
起
っ
た
か
。

こ
れ
を

' 

(G) 

決
定
す
る
手
掛
は
、

明
治
五
年
七
月
に
鑛

山
師
長
の
英
國
人
ジ
ェ
ー
•

ジ

ー
• H

ッ

チ•

ゴ
ッ
ト
フ
レ
ー
が
陸
羽
の
巡
檢
を
命
ぜ
ら
れ
睦 

中
國
閉
伊
郡
岩
鐵

山
は
有
益
の
良

山

た
る
こ
と
を
復
命
し
て
ゐ
る
。

ゴ

ッ

ト

フ
レ
・—
は
四
年
九
月
傭
入
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

四
年
の
暮 

に
は
、
釜
石
鐵
山
に
關
係
深
き
大
島
高
任
は
歐
洲
へ
岩
倉
一
行
に
加
は
っ
て
見
學
を
命
ぜ
ら
れ
て
日
本
を
出
發
し
て
ゐ
る
か
ら
、
高
任
の 

歐
洲
の
鑛
山
及
鑛
山
學
校
見
學
以
前
に
ゴ
ッ
ト
フ
レ
ー
と
の
交
涉
が
ど
の
位
あ
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
。

ゴ

ッ

ト

フ

レ

ー

は

「
陸
羽
等
ヲ
巡 

檢

セ

シ
ト
キ.
」
陸
中
國
閉
伊
郡
岩
鐵

山
は
良
山
で
あ
る
と
復
命
し
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
釜
石
鐵
山
を
目
ざ
し
て
行
っ
た
の
で
は
あ 

る
ま
い
。
高
任
は
同
六
年

六
月
に
は
歸
朝

し
た
が
、
『
工
部
省
沿
革
報
吿
』
に
よ
る
と
、

こ
の
年
の
七
月
に
釜
石
鐵
山
(

大

橋•

橋

野
•

佐 

比
內
•

栗

林)

は
官
掘
場
と
決

定

さ
れ
て
ゐ
る
。

か
や
う
に
し
て
、

今
の
と
こ
ろ
資
料
の
上
で
は
、
高
任
が
直
接
に
釜
石
官
行
を
誘
導
し 

た
と
見
る
こ
と
は
で
き
ぬ
や
う
で
あ
る
が
、
幕
末
の
釜
石
鐵

山
に
於
け
る
高
任
の
活
動
の
事
蹟
か
ら
推
し
て
も
、

又
、
明
治
七
年
四
月
に 

は
高
任
が
陸
中
國
閉
伊
郡
岩
鐵
山
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
た
事
實
か
ら
し
て
も
、
當
時
鑛
山
助
で
あ
つ
だ
高
任
が
、
政
府
の
釜
石
鐵
山
官
行 

の
決
定
へ
と
少
く
と
も
間
接
に
誘
導
し
た
力
は
大
き
か
っ
た
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

初
期
釜
石
製
鐵
史
硏
究
覺
書
(

三
枝)
 

ー
ー
三

251



科

學

史

硏

究
 

第
S

號 

二

四

三

釜
石
鐵
山
の
官
行
は
愈
・
い
つ
か
ら
は
じ
ま
っ
た
か
。
「
官
收
」
、
「
官

掘
」
「
官
行
」
な
ど
色
々
用
語
が
あ
っ
て
、

そ
れ
ら
を
細
か
に
決 

定
す
る
に
は
注
意
を
要
す
る
と
思
ふ
が
、

釜
石
支
廳
が
置
か
れ
た
の
は
明
治
七
年
五
月
で
あ
る?

そ
し
て
、

六
月
に
は
製
鐵
場
建
設
地
點 

が
論
議
せ
ら
れ
た
。

こ

れ

に
は

エ
ル•

ビ

ア

ン

ヒ

ー(

又
は
ビ
ア
ン
キ
ー)

な
る
傭
技
師
と
高
任
と
の
間
に
熱
心
な
檢
討
が
あ
り
、
意
見 

は
鈴
子
說
(

ビ
ア
ン
ヒ
ー)

と
大
唯
越
說
(

高

任

〉
と
に
分
れ
、
夫
々
五
、

六
ヶ
條
の
理
由
を
附
し
た
伺
書
が
提
出
せ
ら
れ
た
。

ビ
ア
ン 

ヒ
ー
の伺

¢
!

の
日
附
は
六
月
二
十
0-
で
あ
る
。•

實
現
し
た
も
の
は
、

ビ
ア
ン
ヒ
ー
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

エ
ル•

ビ
ア
ン
ヒ
ー
の
こ
と 

は
、'

『
工
部
省
沿
革
報
吿
』
の
鑛
山
の
傭
外
國
人
技
師
の
う
ち
に
も
、

又
、
『
明
治
文
化
發
祥
記
念
誌
』
の
中
に
も
見
え
な
い
。

と
に
か
く
、
 

釜
石
鑛
山
官
行
に
つ
け
て
の
關
係
外
國
人
技
師
は
、

ゴ
ッ
ト
フ
レ
ー
と
ビ
ア
ン
ヒ
ー
と
で
、

已
に
二
人
で
あ
る
。

さ
て
、
先
き
に
官
掘
場 

と
し
て
釜
石
の
四
山
が
あ
げ
ら
れ
た
が
、

七
年
の
十
一
月
廿
九
日
に
、

橋

野
•

佐

比
內
•

栗
林
の
三
鑛
山
は
官
掘
場
た
る
を
止
め
人
民
の 

借
區
を
許
し
、

大
橋
鑛
山
の
み
が
官
行
と
な
っ
た
。
前

記

『
報
吿
』

に
よ
る
と
、

八
年
二
月
廿
八
日
を
以
て
大
橋
鐵
山
が
釜
石
支
廳
に
交 

付
せ
ら
れ
る
や
う
に
岩
手
縣
に
令
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
前
述
の
高
任
、

ビ
ア
ン
ヒ
ー
の
建
設
地
論
爭
は
こ
の
大
橋
鐵
山
の
製
鐵
場
に
就 

い
て
で
あ
っ
て
、
場
所
は
同
じ
く
釜
石
村
の
內
で
大
唯
越
が
釜
石
灣
に
近
く
、
鈴

子

が

稍

ゝ
邊
鄙
で

あ
る
。

釜
石
鑛
山
の
官
行
は
じ
め
の
最
初
に
來
る
も
の
は
土
木•

建

築
•

鐵
道
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
に
就

い

て

の

資

料

が(

明
治
九
年
以
後
は 

と
に
か
く
と
し
て)

同
七
年
、
同
ハ
年
の
兩
年
の
模
樣
を
知
る
資
科
を
缺
く
の
で
、
前

記

『
報
吿
』

に
よ
っ
て
二
、

三
の
も
の
を
記
し
て 

み
る
と
、

ー
、

明

治

ハ

年

」
月

十
二
日
。

土
木
ノ
業
ヲ
起
シ
、
夥
多
ノ
職
工
ヲ
使
役
シ
、

且
ツ
外
國
人
ヲ
モ
傭
役
。/
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ー
、
同

年

五

月

十

四

日

.0
鐵
道
寮
傭
助
工
師
英
人
ヂ
ー
パ
ー
セ
ル
ヲ
本
寮
土
木
師
ト
ナ
シ
、
當
山
ー
ー
派
シ
大
橋
ヨ
リ
釜
石
灣
ー
ー
至
ル
ノ
鐵 

路
建
築
の
業
に
從
事
せ
し
む

ー
、

同
年
九
月
二
十
四
日
。

大

橋

鐵

山

ノ

舊

鎔

鐵

爐(

舊

稼

人

ノ

築

造

セ

ル 

所)

損
壞
セ
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
撤
去
ス 

・

「
、
同
年
十
月
二
十
九
日
。
釜
石
村
鈴
子
山
鎔
礦
所
、

其
他
器
械
所
等
建
設
ノ 

地
ト
定
ム
。

第 

右
の
と
こ
ろ
に
、
「
舊
稼
人
ノ
築
造
セ
ル
所
」
と

あ

る

鎔

鑛

爐

は

、

本
稿
の 

•
(

二)

に
於
て
述
べ
た
高
任
ら
が
大
橋
に
築
い
た
洋
式
高
爐
を
指
す
も
の
で
あ 

る
こ
と
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

圖

四

以
下
、
礦
石
測
量
、
高
爐
の
築
造
、
鐵
道
敷
設
、
燃
料
、
礦
石
と
採
鑛
、
送 

風
設
備
の
六
項
目
に
分
け
て
述
べ
る
。 

・

(

一)

鑛
石
測
量
。

鑛
山
採
掘
に
お
い
て
先
立
つ
も
の
は
礦
石
測
量
で
あ
る
が
、
『
工
部
省
沿
革
報
吿
』
で
見
る
と
、

こ
の
測
量
に
當
っ
た
技
師
に
つ
い
て
は 

ゴ
ヨ
ト
フ
レ
—
の
み
が
擧
っ
て
ゐ
る
が
、
前
述
の
ビ
ア
ン
ヒ
—
の
外
に
尙
も

う

一

人

ラ

ヨ

ン
(

驢

躍

喝

歆

鲤

7

貉

鎗

魏

款

 

鬆

矗

爲

躁

い

ぢ

ょ

算

蒼
^

氏

:!
驚

益

备
)

も
測
量
に
當
っ
た
。

こ
の
記
錄
は
、

明
治
十
五
年
の
四
、

五
月
の
項 

初
期
釜
石
製
鐵
史
硏
究
覺
書(

三
枝) 

ー
ー
五
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科

學

史

硏
究 

第

三

號 

•

二

六 

に
書
か
れ
た
工
學
士
桑
原
政
の
報
吿
の
中
に
あ
る
。

そ
れ
を
次
に
擧
げ
て
み
る
。

「
大
橋
礦
石
ノ
測
量
ハ
曩
一
一
鑛
山
學
士
ゴ
ッ
ト
フ
レ
ー
、
ビ
ヤ
ン
キ
ー
、
ラ
イ
マ
ン
の
三
氏
ア
リ
テ
、
各
意
見
ヲ
書
シ
タ
リ
ト
雖
モ
、
皆 

礦

石

露
出
一
一
由
テ
全

量

ヲ®

測
セ
ル
モ
ノ 

ー
ー
シ
テ
、
未
ダ
其
實
量

ヲ
得
ル
コ
ト
能

ハ
ズ
。

故
-
一
目
下
此
鑛
山-
ー
於
テ
必
要
ト
ス
ル
モ
ノ
バ

(7) 

啻
-
一
採M

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
傍
ラ
探
礦
ノ
業
ヲ
盛
一
ー
シ
先
ヅ
全
山
礦

石

ノ
量
ヲ
豫
知
シ
而
シ
テ
後
來
ノ
目
途
ヲ
確
定
セ
ズ
ン
バ
ア
ル
可
ラ
ズ
ご 

右
の
報
吿
者
桑
原
工
學
士
は
尙

つ
け
加
へ
て
、
「
釜
石
ノ
如
キ
大
業
ヲ
起
シ
タ
ル
如
キ
諸
事
權
衡
ヲ
失
シ
タ
ル
設
計
ハ
實
一
一
エ
學
者
ノ
唾 

棄
ス
ル
所

ナ
ラ
ン
カ
」

と
言
っ
て
ゐ
る
。

こ
れ
で
み
て
も
、
礦
石
測
量
が
ど
の
位
の
も
の
で
あ
っ
た
か
、
推
定
で
き
る
。

ビ
ア
ン
キ
ー
は 

大
橋
鐵
山
の
う
ち
の
前
山
の
測
量
に
は
探
礦
の
た
め
橫
坑
道
若
干
間
を
穿

掘

し
た
と

い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
尙
、
同
じ
く
桑
原
工
學
士
の
報 

吿
に
よ
る
と
、

そ
の
當
時
で
も
、

大
橋
鐵
山
內

の

新

山•

前
山
の
兩
山
で
探
礦
の
た
め
に
各
隧
道
開
鑿
中
で
あ
っ
た
。 

官
行
釜
石
鐵
山
の
廢

山
の
後

、
何
故
に
こ
の
釜
石
の
官
行
が
失
敗
に
終
っ
た
か
が
、
振

返
っ
て
考
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
は
、
 

後
述
す
る
や
う
に
ハ 

探
礦
の
不
行
屆
、
測
量
の
甚
し
い
不
充
分
が
そ
の
一
つ
と
し
て
擧

げ
ら
れ

る

の
で
あ
る
。

(

二)

高
爐
の
築
造 

次
に
高
爐
の
築
造
は
い
つ
頃
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

『
エ
部
省
沿
革
報
吿
』
で
は
、
『
釜
石
鑛

山
』

の
節
の
明
治
十
一
年
十
一
月
二
日 

の
と
こ
ろ
に
「
此
ヨ
リ
先
高
爐
附
屬
暖
風
爐
ヲ
新
設
シ
、

其

エ

竣

ル
ヲ
吿
グ
。

此

ノ

日

運

翼

驗
ス
。
」
と
あ
る
。

す
る
と
、
高
爐
の
築
造 

は

十

一
年
十

一
月
よ
り
は
か
な
り
前
に
竣
工
し
た
と
思
は
れ
る
。
前

に

記
し
た
樣
に
、
同
ハ
年

の

九

月

廿

四

日

に

は

「
大
橋
鐵
山
"

舊
鎔 

鐵
爐

損

壞

セ
ル
ヲ
以
テ
之

ヲ
撤
去
」

し
た
と

い
ふ
こ
と
で
あ
る
が
、(

尤
も
舊
爐
と
同
じ
場
所
に
新
し
い
高
爐
が
築
か
れ
た
の
で
は
あ
る
ま 

い
が)

こ
の
前
後
に
新
高
爐
の
築
造
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
記
錄
に
洩
れ
に
く
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
ふ
。

同
年
の
ハ
月
ハ
日
に
は
太 

政
大
臣
三
條
實
美
、
參
議
寺
島
宗
則
、

同
山
縣
有
朋
、
同
伊
藤
博
文
が
北
海
道
巡
視
を
兼
ね
釜
石
支
廳
に
來
視
し
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
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養E
獄:

・

共
け

初
期
釜
石
製
鍬
史
硏
究
覺
書(

三
枝)

時
高
爐
が
出
來
て
ゐ
た
ら
、

こ
れ
も
共
に
記
さ
れ
さ
う
な 

も
の
と
思
は
れ
る
が
、
『
報
吿
』
に
は
記
さ
れ
て
な
い
。

恐 

ら
く
、

そ
の
築
造
の
過
程
は
九
年
、

十
年
、
及
び
十
一
年 

の
前
半
の
頃
ま
で
の
間
に
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

第1

圖
は
、
明
治
十
二
年
十
二
月
の
序
文
の
あ
るp
N
e
,
 

S
〇
の
・ O

n

 M
i
n
i
n
g

 a
n
d

 M
i
n
e
s

 i
n  J

a
p
a
n

 &
 

の
卷
頭 

に
あ
る
鉛
筆
ス
ケ
ッ
チ
風
の
釜
石
鑛
山
の
景
で
あ
る
。

こ 

こ
に
高
爐
が
描
か
れ
て
ゐ
る
。

い
づ
れ
に
し
て
も
、

十
一 

年
の
秋
ま
で
に
は
築
造
は
一
應
終
っ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
。 

さ
て
、

こ
の
高
爐
の
築
造
に
當
っ
た
技
術
者
は
誰
で
あ 

っ
た
か
、

私
は
ま
だ
釜
石
鐵
山
に
關
す
る
一
般
の
記
錄
で 

は
見
出-
さ
な
か
っ
た
が
、
桑
原
工
學
士
の
報
吿
に
よ
る
と 

「
英
國
ノ
學
士
ホ
ル
ブ
ス
氏
ノ
計
畫
一
ー
成
ル
モ
ノ
」
と
あ
る
。 

恐
ら
く
ホ
ル
ブ
ス
は
日
本
に
來
た
の
で
あ
ら
う
が
、

ホ
ル 

ブ
ス
に
就
い
て
の
記
錄
も
亦
見
る
こ
と
を
得
な
い
。 

次

に

嗓

原

エ

學

士

の

「
鎔
礦
爐
」

の
說
明
を
擧
げ
て
見 

る
。

二
座
あ
っ
て
、

い
づ
れ
も
鈴
子
分
局
內
に
あ
っ
た
。

二

七
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科

學

史

硏

究
 

第

三

號 

-
-
A 

「
其
高
サ
凡
ソ
六
十
呎
上
部
ノ
徑
四
呎
八
吋
、
最
廣
部
ノ
徑
十
一
呎
、
底
部
ノ
徑
四
呎
六
吋
ー
ー
シ
テ
、

四
箇
ノ
送
風
管
ヲ
備
へ
、

其
上
部 

ー
ー
ハ
鐵
製
圓
錐
形
ノ
蓋
ヲ
ナ
シ
、
礦
爐
ヨ
リ
出
ル
所
ノ
瓦

斯

ハ

直

チ-
一
之
ヲ
外
部
一
ー
導
カ
ズ
、

大
ナ
ル
鐵
管
ヲ
經
過
シ
テ
三
個
ノ
暖
爐
ヲ 

暖
メ
又
鐵
管
ヲ
經
テ
氣
鑄
室
ー
ー
至
り
送
風
器
ヲ
運
轉
ス
ル
氣
鑄
テ
沸
騰
セ
シ
メ
迂
囘
シ
テ
高
ク
烟
突
ヨ
リ
空
中
一
ー
飛
散
ス
ご
第2

圖
は
右 

の
桑
原
工
學
士
の
熔
礦
爐
說
明
の
圖
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、

こ
の
熔
礦
爐
に
つ
け
て
、
送
風
の
模
樣
、
燃
料
と
し
て
の
木
炭
及
び
燃
炭
の
使
用
狀
況
、
製
造
の
狀
態
や
そ
の
技
術
、
礦 

石
裝
入
、
銃
鐵
の
裝
出
、
礦
石
溶
解
高
、
銃
鐵
の
代
價
其
他
に
就
い
て
當
時
の
あ
ら
か
た
の
製
銃
の
工
合
を
、

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

次 

は
そ
れ
に
就
い
て
先
づ
記
し
て
み
た
い
。

第3

圖
は
、
今
日
も
尙
釜
石
で
見
ら
れ
る
當
時
の
高
爐
で

あ
る
。

今
日
は

溶
劑
と

し
て

の
石
灰
石
の
加
工
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
ゐ 

る
〇1£

(1) 

『
鑛
山
發
達
史
』
三
四
九
頁
。

(2) 
『
釜
石
鑛
山
、ノ
話
併
セ
テ
我
國
鐵
業
ノ
前
途
ヲ
論
ズ
』
。
『
東
洋
學
藝
雜
誌
』

一
三
七
—

一
三
八
號
。

(3) 

『
大
島
高
任
行
實
』
二
九
〇
頁
。 

・-

(4) 

『
工
部
省
沿
革
報
吿
』
財
政
經
濟
史
料
集
成
、
第
十
七
卷
五
〇
頁
。

(5) 

同
上
一
三
三
頁
。

(6) 

『
報
吿
』
に
よ
る
と
、
ゴ
ッ
ト
フ
レ
ー
は
、
明
治
四
年
傭
入
、
同
十
年
解
傭
に
な
っ
て
ゐ
る
。

(7) 

『
釜
石
礦
山
景
況
報
吿
〇』
明
治
十
五
年
『
工
學
叢
誌
』
第
十
卷
四
ハ
ハ
頁
。 

• 

〇
)

『
工
部
省
沿
革
報
吿
』
財
政
經
濟
史
料
集
成
、
第
十
七
卷
ニ
ニ
五
頁
。
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萩
明
倫
館
の
天
文•
曆•
數
師
範
松
本
家
に
つ
い
て

•

, 

田
・
中 

助 

一

一、
緖 

言

二
、
祖 

先

萩
明
倫
館
は
、
防
長
二
州
三
十
六
萬
九
千
餘
石
を
領
し
た
毛
利
氏
の
藩 

校
で
拓
っ
て
、
享
保
四
年(

一
七
一
九)

正
月
藩
主
毛
利
吉
元
に
よ
っ
て 

開
創
せ
ら
れ
、
爾
來
明
治
維
新
に
至
る
ま
で
百
四
十
九
年
の
間
、
我
國
屈 

指
の
學
館
と
し
て
文
敎
の
興
隆
に
寄
與
す
る
と
こ
ろ
極
め
て
大
な
る
も
の 

が
あ
っ
た
。
而
し
て
そ
の
間
享
保
十
二
年(

一
七
二
七)

よ
り
維
新
後
に 

至
る
ま
で
七
代
百
四
十
餘
年
間
、
明
倫
館
の
天
文•

曆

學•

數
學•

地
理 

等
の
師
範
と
し
て
、
二
州
の
科
學
敎
育
發
展
に
貢
獻
し
た
も
の
が
卽
ち
松 

本
家
で
あ
る
。

松
本
家
の
こ
と
は
、
萩
藩
の
科
學
史
及
び
技
術
史
硏
究
上
必
要
な
ば
か 

り
で
は
な
く
、
尊
攘
運
動
史
硏
究
の
上
に
於
い
て
も
頗
る
重
要
な
の
で
あ 

る
が
、
今
日
に
至
る
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
居
ら
ぬ
の
で
あ
る
〉
余
は
從 

來
こ
の
こ
と
を
頗
る
遺
憾
と
し
て
ゐ
た
所
、
最
近
松
本
家
の
當
主
二
郞
氏 

の
好
意
に
よ
り
家
藏
の
記
錄
類
全
部
を
閱
覽
す
る
機
會
を
得
た
の
で
、
こ 

こ
に
槪
述
し
て
舊
藩
の
科
學
史
硏
究
家
諸
氏
の
御
參
考
に
供
す
る
次
第
で 

あ
る
。

萩
明
倫
館
の
天
文•

曆
・
數
師
範
松
本
家
に
っ
い
て(

田
中)

松
本
隆
光(

丨

)

隆
光
は
は
じ
め
御
幸
信
濃
頭
と
稱
し
て
周
防
山
口
の
大
內
義
隆
に
仕
へ 

て
ゐ
た
が
、
大
內
氏
の
滅
亡
後
は
毛
利
氏
の
支
藩
周
防
徳
山
藩
主
毛
利
日 

向
守
就
隆(

毛
利
輝
元
の
二
男
に
し
て
初
代
德
山
藩
主)

に
仕
へ
ま
。
暫 

く

の

叢

あ

つ-C
德
山
を
去
り
、
萩
に
出
て
毛
利
元
宣
の
許
に
寄
寓
し
、
 

慶
喜
と
號
し
た
が
、
そ
の
後
御
幸
を
改
め
て
小
原
喜
齋
と
稱
し
、
更
に
松 

本
と
改
め
ー
た
。
歿
年
、
行
年
共
に
不
明
。

松
本
亦
右
衞
門
光
治(

丨
一
六
三
六)

^
5

は
隆
光
の
子
で
あ
る
が
、
仕
官
せ
ず
し
て
寬
永
十
三
年
正
月
十
五 

日
に
歿
し
た
。
行
年
不
明
。
萩
北
古
萩
の
日
蓮
宗
妙
性
寺(

今
妙
蓮
寺
に 

合
併)

に
葬
ら
れ
た
。(

法
名
貞
譽
松
屋
宗
本
居
士) 

松
本
三
石
衞
門
光
次(

丨
一
七
一
三)

光
次
は
光
治
の
子
で
あ
る
が
、
正
徳
三
年
正
月
三
十
日
に
歿
し
・
、
同
寺 

に
葬
ら
れ
た
。(

法
名
信
解
院
宗
榮
日
俊
居
士)

=

、
師

範

歷

代

ニ

九
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科

學

史

硏

究
 

第

三

號 

松
本
伊
兵
衞
籌
海(

一
六
七
四
— 
一
七
四
入) 

籌
海
は
延
寶
二
年
光
次
の
子
と
し
て
生
れ
た"

夙
に
學
に
志
し
、
博
く 

易

學•

天
文
學•

地
理
學•

算
術
を
修
め
て
名
高
く
な
っ
た
の
で
、
元
祿 

九
年
藩
主
毛
利
吉
廣
よ
り
召
出
さ
れ
た
。
元
祿
十
四
年
吉
廣
の
參
覲
に
從 

っ
て
江
戶
・
に
出
で
、
瀧
川
春
海
の
門
に
入
っ
て
一B

曆
學
の
硏
究
に
勉
勵

圖松本籌海肖像

し
た
。

吉
廣
は
學
問
を
好
み
、
大
い
に
文
敎
を
興
さ
う
と
い
ふ
志
が
あ
っ
た
が
、
 

寶
氷
四
年
十
月
十
三
日
三
十
五
歲
を
以
て
江
戶
櫻
田
邸
に
歿
し
、
支
藩
長 

府
よ
り
吉
元
が
入
っ
て
萩
藩
主
と
な
っ
た
。

吉
元
も
亦
英
邁
に
し
て
學
を
愛
し
、
先
代
吉
廣
の
遺
志
を
繼
い
で
學
館

ー
ニ
〇 

を
創
建
せ
ん
と
し
、
老
臣
毛
利
廣
政•

吏
員
坂
時
存•

侍
講
山
縣
原
齋• 

周
南
父
子
等
に
命
じ
て
享
保
三
年
十
二
月
に
萩
城
內
三
の
廓
に
明
倫
館
を 

建
設
し
た
。
而
し
て
翌㈣

年
正
月
十
二
日
に
開
校
式
を
擧
行
し
、
初
代
祭 

酒
一
學
頭)

に
は
伊
藤
坦
庵
門
下
の
鴻
儒
小
倉
尙
齋
が
任
命
せ
ら
れ
た
。 

創
立
當
時
の
明
倫
館
は
、
漢

學•

書

道•

兵

學•

武
藝
等
の
敎
習
を
主 

と
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
開
講
几
年
後
の
享
保
十
二
年
に
至
っ
て
松 

本
籌
海
が
曆
學
師
に
任
ぜ
ら
れ
、
天
文•

暦

學•

算
術
等
を
敎
授
す
る
こ 

と
に
な
り
、

こ
、
に
始
め
て
自
然
科
學
が
正
課
と
し
て
採
用
せ
ら
れ
る
こ 

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
辭
海
の
名
聲
は
遠
近
に
聞
え
た
が
、
 

延
享
五
年(

寶
延
元
年)

十
月
三
日
七
十
五
歲
で
歿
し
、
妙
性
寺
に
葬
ら 

れ
た
。(

法

名

一
純
軒
籌
海
日
如
居
士)
 

松
本
家
に
現
存
す
る
著
書
に
は
、
「算
法
演
段
布
籌
式
」
・「
算
法
鈎
股
弦 

抄
」•

「開
方
算
法
」
・「方
圓
算
法
」
天
地•

「
古
今
算
法
記
難
問
答
術
」(

元 

祿
七
年)

等
が
あ
る
。

第
一
圖
松
本®

海
の
符
像
は
、
筆
者
不
明
で
お
る
が
、
上
に
萩
北
古 

萩
の
禪
刹
海
潮
事
の
名
僧
良
遂
が
費
曆
十
年
に
撰
っ
た
賛
が
あ
る(

松 

本
二
郎
氏
藏)

。

漩
川
春
海
昔
尹
父
子
か
ら
松
本
源
四
郞
(

後
伊
兵
衞)

宛
の
書

狀

一
通 

あ
り
、
正
し
く
讀
取
り
難
い
け
れ
ど
も
、
漩
川
氏
と
の
關
係
並
に
當
時
の 

曆
術
界
の
事
情
を
思
ふ.
へ
き
好
史
料
の
や
う
で
あ
る
か
ら
、
誼
み
得
ら
れ 

た
部
分
を
擧
げ
る
こ
と
と
し
よ
う
。

舊
冬:
:

日A
事
も
委

細
:

申
入
候:
:

其
節
幸
徳
井
宮 

內
少
輔
殿
よ0
も:
:

候
間
御
屋
敷
ま
で
as:
:

が;

：
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五
月
二
日
の
御
狀
ffl
達
救
拜
見
候
。
貴
翁
愈
御
壓
固
御
勤
之
由
目
出
度 

殄
重
存
侯
。
然
者
貴
國
主
樣
天
文
之
沙
汰
御
聞
被
成
候
樣
を
被
成
度
と 

の:
:

連
々
相
可
申
、
曆
學
は
近
年
ま
で
禁
衷
之
外
無
之
、
漸
く
只:
 

:

於
關
東
は
被
成
候
へ
共
曆
御
尊
事
は
無
之:
:

天
文
之
事
はR

々
夜 

々
御
尊
敢
、
夜
も
不
寢
、®

何
と
そ
幸
徳
井
殿
へ
戾
し
申
度
候
へ
共
、
 

彼
方
算
學
不
勝
候
敢
、
無
心
元
相
口
申
事
候
、
天
文
沙
沐
近
年
御
下:
 

:

國
主
に
も
御
沙
汰
可
有:

：®
:
:

謹

H- 

七
月
九
日 

漩
川
助
左
衞
門
春
海(

花
押)

' 

漩
川

圖

書

昔

尹
(

花
押) 

松
本
源
四
郎
様

(

松
本
二
郞
氏
藏) 

此
書
狀
は
何
年
の
も
の
か
判
ら
な
い
が
、
春
海
は
正
徳
五
年
十
月
に
七 

十
七
歲
で
歿
し
、
昔
尹
は
同
年
四
月
に
歿
し
て
居
る
し
、
松
本
籌
海
は
此 

年
四
十
三
歲
で
あ
る
か
ら
、
書
中
に
貴
翁
と
あ
る
の
は
敬
語
の
意
味
で
は 

あ
ら
う
が
、
併
し
餘
り
年
所
を
遡
ら
な
い
頃
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
は 

れ
る
。

曆
は
京
都
で
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
、
や
っ
と
關
東
で
關
係
す 

る
や̂

に
な
っ
た
が
、
京
都
の
曆
官
へ
御
返
し
す
る
こ
と
に
し
た
い
と
思 

ふ
け
れ
ど
も
、
京
都
で
は
算
學
に
勝
れ
て
居
な
い
の
で
心
元
な
し
と
云
ふ 

事
だ
と
の
報
と
見
え
る
。
こ
れ
か
ら
長
州
侯
が
近
年
天
文
の
御
沙
汰
が
あ 

る
さ
う
で
と
言
ふ
の
を
見
？>-
と
、
長
州
で
の
其
間
の
消
息
が
や
ゝ
思
は
れ 

る
や
う
で
あ
る
。

荻
阴
倫
館
の
天
文•

曆•

數
師
範
松
本
家
に
つ
い
て(

田
中)

松
本
伊
兵
衞
真
容
(

一
七
一
六
— 

一
七
七
二) 

罠
容
は
享
保
元
年
萩
藩
士
宮
田
貞
則
の
子
と
し
て
生
れ
、
松
本B

海
の 

養
子
に
な
っ
て
明
倫
館
師
範
を
繼
い
だ
が
、
明
和
九
年
十
月
土
日
五
十
七 

歲
で
歿
し
、
同
寺
に
葬
ら
れ
た
。(

法
名
凌
雲
軒
光
晞
日
行
居
士) 

二
男
一
女
が
あ
っ
た
が
、
長
男
は
出
て
他
家
を
繼
ぎ
、
次
男
は
早
世
し 

た
の
で
、

一
女
へ
養
子
し
て
家
業
を
傳
へ
た
。

松
本
彥
右
衞
門
籌
方
(

丄

ハ
一
五)
 

" 

籌
方
は
萩
藩
士
山
縣
曾
野
右
衞
門
の
子
で
あ
る
が
、
松
本
良
容
の
女
婿 

と
な
っ
て
業
を
繼
ぎ
、
文
化
十
二
年
正
月
十
日
に
歿
し
て
同
寺
に
葬
ら
れ 

た
。(

法
名
松
壽
院
玄
諦
日
翁
居
士)
 

- 

松
本
六
郞

勝

長(

一
七
六
九
— 

一
入
一
八) 

勝
長
は
明
和
六
年
萩
藩
士
上
田
宇
兵
衞
の
孑
と
し
て
生
れ
、
松
本
籌
方 

の
養
子
に
な
っ
て
業
を
繼
ぎ
、
文
化
十
五
年
四
月
四
日
五
十
歲
で
歿
し
て 

同
寺
に
葬
ら
れ
た
。(

法
名
本
正
院
事
觀
日
遊
居
士) 

一
男
鱸
遠)

二
女
(

一
女
は
籌
久
妻)

が
あ
っ
た
。 

・
松
本
彥
右
衞
門
籌
遠(

一
七
九
三!
-
 A
 
一
九
〉 

- 

籌
遠
は
寬
政
五
年
松
本
勝
長
の
子
と
し
て
生
れ
、
二
十
六
歲
に
し
て
家 

を
繼
い
だ
が
、
翟
文
政
二
年
ハ
月
十
四H
二
十
七
歲
で
歿
し
て
同
寺
に
葬 

ら
れ
た
。(

法
名
究
竟
院
自
覺
日
性
居
士) 

松
本
彥
右
衞
門
籌
久
(

一
ハ0
0
1
 
一
入
五
七) 

籌
久
は
寬
政
十
二
年
萩
藩
士
淺
野
周
助
の
三
男
と
し
て
生
れ
、
二
十
歲 

の
時
松
本
籌
遠
が
歿
し
た
の
で
、
そ
の
後
を
繼
い
だ
。
妻
は
勝
長
の
女
で 

あ
る
。

.■
ニ
ー
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科

學

史

硏

究
 

第

三

號 

文
政
三
年
よ
り
安
政
四
年
ま
で
三
十
八
年
間
明
倫
館
師
範
と
し
て
勤
務 

し
、
そ
の
間
御
銀
子
方
・
御
帳
方
助
役•

銀
守
護
役
等
を
歷
任
し
て
、
屢.
、
 

.
褒
賞
を
受
け
た
。
そ
の
專
門
は
、
「算
法
者
天
文
兼
帶
漩
川
傳
」
で
、
食
祿 

は
三
人
扶
持
十
二
石
五
斗
四
升
で
あ
っ
た
。
明
倫
館
で
敎
授
す
る
ほ
か
自 

宅
で
も
敎
へ
た
の
で
、
門
人
は
多
數
で
fe
っ
た
。

嘉
永
元
年
子
源
四
郞
を
帶
同
し
て
江
戶
に
出
で
、
父
子
揃
っ
て
壽
天 

文
方
の
山
路
彌
左
衞
門
の
門
人
に
な
り
・
同
六
年
ま
で
勉
勵
し
た
。
山
路

よ
り
授
か
っ
た
「
壬
子
根
數
」
の
免
狀
が
松
本
家
に
現
存
す
る
。
首
に
「
日 

距
と
月
離
壬
子
年
根
」
と
あ
っ
て
、
其
諸
定
數
を
擧
げ
、
さ

て

「
求
壬
子 

後
逐
年
年
根
法
」
を
說
述
し
、

右
條
々
此
度
令
授
與
候
。
维
而
誓
約
狀
之
趣
壓
相
守
、
他
見
他
漏
被
救 

間
鋪
候
者
也

壬

子

霜

月 

山 

「諧

孝
(

印)

・
松
本
彥
右
衞
門
殿

と
記
る
す
、
壬
子
は
嘉
永
五
年
で
あ
る
。

嘉
永
四
年
兵
學
修
業
の
た
め
江
戶
に
赴
い
た
吉
田
松
陰
は
、
天
文
臺
に 

於
い
て
松
本
父
子
と
面
會
し
、
五
月
五
日
萩
の
杉
百
合
之
助(

父)
•

玉
木

文
之
進(

叔
父)
.
杉
梅
太
郞(

兄)

等
へ
送
っ
た
書
中
『
天
文
臺
へ
も
此 

の
內
蔘
り
申
し
候
。
松
本
父
子
每
々
來
り
申
し
候
』
と
報
じ
て
ゐ
る
。 

嘉
永
頃
の
萩
の
落
首
に
、
『
一
の
よ
い
の
は
住
吉
町
、
二
(

荷)

の
よ
い 

の
は
川
上
叟
、
三
(

算)

の
よ
い
の
は
松
本
彥
右
衞
門
、
四
(

詩)

の
よ 

い
の
は
山
縣
太
華
、
五8

の
よ
い
の
は
渡
邊
久
平:
:

』
と
數
へ
歌 

に
唄
は
れ
た
程
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
名
聲
は
相
當
高
か
っ
た
も
の
で
あ
ら

ー
ニ
ニ

う
。

•

安
政
四
年
七
月
十
七
日
に
五
十
八
歲
で
筱
し
、
同
寺
に
葬
ら
れ
た
。(

法

名
直
至
院
道
場
日
籌
居
士)

ー
男(

籌
美)

二
女
が
あ
り
、
籌
美
が
家
を
繼

い
だ
。 

松
本
源
四
郞
籌
美(

一
ハ
三
ー
ー
ー
九
〇
ー).

籌
美
は
天
保
二
年
五
月
十
九
日
萩
城
の
東
郊
松
本
村
中
の
倉
に
生
れ
た
。

第二圖松本籌美

父
は
松
本
籌
久
で
、
幼
名
を
貞
之
進
と
稱
し
た
が
、
長
じ
て
源
四
郞
と
改 

め
、
更
に
明
治
五
年
源
一
と
改
め
た
。

近
所
に
吉
田
松
陰(

天
保
元
年
八
月
四
日
生)

が
居
っ
た
が
、
年
が
ー 

つ
違
ひ
で
あ
る
こ
と
や
、
お
互
の
家
が
明
倫
館
師
範(

吉
田
家
は
山
鹿
流 

兵
學
家)

同
志
で
あ
っ
た
や
う
な
關
係
か
ら
し
て
、
幼
時
よ
り
親
交
が
ち 

っ
た
や
う
で
あ
る
。
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籌
美
は
幼
時
よ
り
舉
を
好
み
、
家
學
を
父
に
受
け
た
が
、
嘉
永
元
年 

(

十
八
歲)

父
に
從
っ
て
江
戶
に
出
で
、
需
天
文
方
の
山
路
彌

左
衞
門 

(

諱
は
諧
孝
、
丈
化
七
年
相
續
、
文
久
元
年
歿)

に
入
門
し
て
天
文•

曆
學 

を
勉
强
し
、
そ
の
傍
內
田
彌
太
郞
(

一
八C

六

丄

ハ

八

二

、
諱
は
恭
、
 

號
觀
齋
、
後
に
五
觀
と
云
ふ)

に
つ
い
て
關
流
の
數
學
を
修
め
た
。
而
し 

て
內
田
よ
り
「
見
題
」(

嘉
永
四
年)
•

「隱
題
」(

嘉
永
六
年
正
月)
•

「伏 

題
」(

嘉
永
次
年
四
月)

の
免
許
を
受
け
、

又
山
本
兼
次
郞
虹
よ
り
も
嘉 

永
五
年
七
月
に
免
許
を
受
け
て
歸
っ
た
。
松
本
家
遺
存
の
藏
書
中
に
は
內 

田
並
に
門
下
の
著
述
が
多
い
。

安
政
二
年
正
月
、
肥
後
熊
本
藩
の
砲
術
家
池
部
啓
太(

一
七
九
八
— 

一
 

ハ
六
ハ)

に
つ
い
て
彈
道
學
を
學
修
せ
ん
こ
と
を
藩
に
請
ひ
、
同
月
廿
五 

日
に
許
可
せ
ら
れ
た
。
そ
の
時
藩
主
毛
利
敬
親
の
侍
醫
で
あ
っ
た
有
名
な 

臺

者

靑

木

周

弼(

一
入
〇
三
丄
八
六
三)

は
左
の
如
き
紹
介
狀
を
與j 

へ
て
ゐ
る
。

一
翰
致
啓
上
候
春
暄
之
節
二
御
座
候
處
彌
以
御
勇
健
可
被
遊
御
座
歡
喜 

之
御
事
ーー奉
存
候
昔
年
於
崎
陽
拜
顏
後
久
々
打
絕
御
音
容
不
相
伺
候
然 

處
一
昨
年
御
令
爛
樣
へ
於
江
戶
高
島
喜
兵
衞
方
邂
逅
拜
面
御
近
情
も
縷 

々
相
伺
奉
太
慶
御
盛
二
被
爲
在
候
段
斯
道
之
大
幸
に
奉
存
候
拥
ハ
弊
藩 

松
本
源
四
郞
と
申
者
算
學
家
筋
ー
ー
御
座
候
御
高
名
を
奉
仰
察
此
度
御
尋 

申
上
度
遙
々
罷
出
候
何
卒
御
入
門
被
仰
付
候
樣
奉
希
上
候
眞
に
蒙
生

二
 

御
座
候
間
無
御
用
捨
御
叱
鞭
可
被
下
候
委
細
は
此
者
よ
り
御
聽
可
被
下 

候
右
爲
御
願
如
此
御
座
候

恐
惶
謹
言

三

月

七

日萩
明
倫
館
の
天
文•

曆
・
數
師
範
松
本
家
に
つ
い
て(

田
中)

靑

木

周

弼
(

花
押) 

池
邊
啓
太
樣侍

史

隨
時
為
國
御
自
玉
千
萬
奉
祈
候
敬
白

(

松
本
二
郞
氏
藏2 

又
友
人
吉
田
松
陰
は
左
の
如
き
氣
附
を
書
き
與
へ
て
ゐ
る
。 

一
 

人
二
交
る
事
ハ
有
の.
儘
な
る
事
を
貴
ふ
知
之
為
知
不
知
爲
不
知
と 

申
事
御
服
膺
專
要

ニ
候
知
ぬ
事
を
知
っ
た
ふ
り
す
る
ハ
申
ー
ー
不
及
知 

っ
た
事
を
入
ぬ
謙
退
す
る
も
却
て
其
人
物
が
城
府
深
阻
な
る
樣

ーー見 

へ
て
不
宜
也

一
 

池
部
翁
ハ
御
聞
及
も
可
有
之
老
篤
實
人
な
り
萬
事
實
意
を
以
て
御 

問
難
可
被
成
輕
薄
な
る
事
ー
ー
て
ハ
松
本
が
人
物
の
落
る
の
ミ
な
ら
ず 

長
州
之
恥
也

ー
 

永
鳥
三
平
御
尊
ね
可
被
成
此
人

ハ
善
ク
人
物
ヲ
獎
勵
す
る
人
な
り 

宮
部
二
て
御
問
被
成
候
ハ
、
相
分
り
候 

ー
 

砲
術
ヲ
も
御
兼
學
可
被
成
小
生
算
之
事
も
砲
の
事
も
不
存
候
へ
ハ 

角
申
事
r.l
に
憚
り
候
へ
共
砲
ヲ
學
ふ
も
の
算
が
不
得
手
二
て
素
よ
り 

一
寸
も
不
相
成
サ
レ
ハ
砲
の
算
ニ
ハ
又
夫
々
術
も
有
之
事­-

付
事
の 

序
砲
ヲ
も
御
兼
學
被
成
候

ハ
ヽ
兩
便
ニ
可
有
之
候

一
 

人
の
話
ヲ
徒
ら
に
聞
ぬ
事
と
聞
た
事
見
た
事
皆
書
留
置
事
肝
要
の 

心
得
な
り
先
二
簿
ヲ
作
一
簿

ハ
日
錄
と
し
出
家
よ
り
家
二
歸
ル
ま
て 

の
事
ヲ
日
ヲ
追
て
錄
ス
ー
ハ
雜
錄
と
し
見
聞
の
諸
件
心
得
二
な
る
事 

有
志
奇
節
の
人
名
等
小
ま
め
ー
ー
錄
置
也
見
た
事

ハ
見
捨
聞
た
事
ハ
聞 

捨
と
申
ハ
小
兒
の
寢
も
の
語
り
更

二
不
足
取 

ー
二
三
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第

三

號(

松
本
ニ
鄭
氏
藏)

石
。
,

■■»
ま

が

よ

—
彳
，
峻
み
… 
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，
，
 

フ
つ
垂-
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ゐ
卅
ネ.
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イ
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ノ

翕

破 

矗
ノ
侈
を
厶
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へ,

え
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み0

“岸

2

、・
わ
片"
 

一
 

丄
を
罢
ノ?

：
％

 

須
叮̂
 

マ
み
よ 2
:

塚

专
锹
易
?

 

第
が• "

"
2
^
-

コ
茂
八
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 a

わ
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^
 

こ
ユ
み
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炉
化
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、峯•
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ク
を
繆
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歩Q  

す

？

丫
狈
冷

彳

〜

・
 

一
ん
诊

フ
・
修
く>

即
益
次
・
如
に
妥
ん1
 

馥
山
ほ
勿
つM

防
よ
仁
ん
一
茨
彳
慘A
 

s

-

e

初F

さ

今"

，
s

シ
カ
ハ
〜
の
お 

唱̂

イ
诉
久
一"

狰
师
了

尢

/^̂

^

第 

冷
“冬:

，め
纟
ノ
等Q

 
く
耘g

J'
IA
を
、
;,
廉
ぬ
で 

■
-

zlm
s
,
/--
申­

ち
珂̂

し1Y
 "

わ ?
 

刃
禧2

弟
，"

々
ふ
“**
.
.
•

无• 
-
/

衫
中1

咲
牛

圖吉田松陰尺牘第

か
く
て
轄
美
は
熊
本
の
池
部
熟
に
入
っ
た
が
、
同
年
五
月
廿
二
日
宮
部

ニ
ー
四 

鼎
藏
(

勤
王
の
士
、
松
陰
と
親
交
あ
り)

よ
り
左
の
書
狀
を
受
け
て
ゐ
る
。 

昨
夕
は
御
賁
臨
被
成
下
忝
く
奉
存
候
折
節
他
出
邂
逅
之
御
光
駕
拜
接 

不
仕
候
段
甚
以
失
微
且
遣
憾
之
至
奉
存
候
蒙
命
候
貴
簡
奉
敬
承
卽
明 

日
営
便
御
座
候
間
豐
前
小
倉
湊
に
て
村
上
仙
藏
と
申
渚
え
書
狀
相
添 

尊
藩
赤
馬
關
御
會
所
元
迄
相
達
候
様
申
遣
候
左
樣
御
承
知
可
被
下
候 

被
仰
置
候
縷
々
之
趣
忝
候
從
小
生
こ
そ
無
申
譯
御
無
沙
汰
仕
候
來
月 

十
日
比
ま
で
は
御
滞
在
祓
為
成
候
由
何
様
其
内
に
は
參
趨
拜
鳳
相
樂 

居
申
候
乍
慮
外
霖
雨
不
順
之
氣
候
御
旅
中
別
而
御
自
玉
萬
々
奉
拜
祈 

候
先
々
右
迄
拜
啓
仕
度
草
略
如
是
に
御
座
候®

首
拜

2L
月

せ

ー
日

再
白
先
頃
得
貰
意
申
候

JB.
何
そ
御
不
自
由
之
儀
も
被
爲
在
候
は
S:'
無 

御
遠
慮
御
申
ffi
可
被
下
奉
希
幫
候
亘
細
は
愚
弟
大
輔
よ0
可
奉
慫
候 

以
上 

ゝ

，

宮

部

卿

藏 

松

本

源

四

郎

樣梧
右

(

松
本
二
郞
氏
藏) 

翌
六
月
に
至
り
、
池
部
よ
り
左
の
如
き
免
許
狀
を
受
け
た
。 

其
元
儀
萬
動
一
貫
之
算
法
弟
子
取
指
南
之
事
無
子
細
候
尤
砲
彈
仰
俯 

角
篇
而
己
於
揚
彈
篇
而
者
尙
迫
日
可
使
免
許
者
也
仍
而
許
狀
如
件 

安
政
ニ
乙
卯
年
六
月
吉
辰 

池
部 

啓
太
春
常 

松

本

源

四

郞

殿

(

松
本
二
郎
氏
藏) 

熊
本
よ
りB

萩
し
た
年
月
日
は
明
か
で
な
い
が
、
前
揭
宮
部
の
番
に
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に
っ
て
推
察
す
る
と
、
池
部
よ
り
右
の
免
許
を
受
け
て
間
も
な
く
銀
杏
城 

辭
し
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。

歸
萩
後
二
年
經

っ
て
父
籌
久
が
歿
し
た
の
で
、
二
十
七
歲
に
し
て
家
業. 

を
繼
い
だ
が
、
安
政
六
年
七
月
廿
六
日
藩
命
に
よ
り
再
び
江
戶
に
赴
い
て 

山
路
金
之
亟
に
入
門
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

算

法

者
松

本

源

四

郞
 

右
家
業
爲
稽
古
江
戶
被
差
登
山
路
金
之
亟
殿
宅
狂
入
込
被
仰
付
候
事

(

毛
利
公
爵
家
記
錄) 

こ
れ
よ
り
先
、
安
政
四
年
七
月
十
九
日
よ
り
需
は
講
武
所
內
に
別
に 

軍
艦
敎
授
所
を
開
設
し
て
、
諸
藩
の
有
志
者
に
も
そ
の
門
戶
を
開
放
し
た 

の
で
あ
る
が
、
長
州
藩
で
は
そ
れ
に
對
し
て
さ
ほ
ど
留
意
し
な
か
っ
た
。 

そ
れ
は
長
州
藩
で
は
旣
に
安
政
二
年
六
月
よ
り
藩
曙
明
倫
館
の
管
轄
下
に 

西
奮
所
を
設
け
て
海
軍
諸
學
を
講
じ
、
又
同
年
十
月
よ
り
西
洋
兵
學 

(

海
軍)

の
長
崎
直
傳
習
と
い
ふ
こ
と
を
行
っ
て
ゐ
た
か
ら
、
必
ず
し
も
幕 

府
の
學
校
に
入
る
程
の
必
要
を
痛
感
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

然
る
に
安
政
六
年
四
月
五
日
藩
主
毛
利
敬
親
の
江
戶
着
府
後
は
、
大
い 

に
陸
海
兩
軍
の
兵
制
を
改
革
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
十
一
月
十
三
日 

北
條
源
藏•

戶
倉
豐
之
進
の
二
人
を
先
づ
軍
艦
敎
授
所
に
入
ら
し
め
、
っ 

い
で
翌
萬
延
元
年
正
月
に
は
ハ
谷
寬
右
衞
門•

松
本
源
四
郞
の
二
人
を
も 

入
學
せ
し
め
て
航
海
學
を
修
業
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
後
も
引
續
い 

て
有
為
の
靑
年
が
多
數
留
學
せ
し
め
ら
れ
て
、
後
日
長
州
藩
軍
備
の
中
心 

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

1

萩
明
倫
館
ゐ
天
文
・
曆•

數
師
範
松
本
家
に
つ
い
て(

田
中)

か
く
の
如
く
し
て
籌
美
は
、
家
業
の
天
文•

曆

學•

數
學
の
外
に
砲
術 

及
航
海
學
等
を
も
兼
修
し
、
文
久
三
年
の
下
關
に
於
け
る
長
州
藩
と
英
米 

佛
蘭
四
B-
聯
合
艦
隊
と
の
交
戰
に
當
っ
て
は
、
長
州
藩
軍
艦
壬
戍
丸
に
測 

量
方
と
し
て
乘
組
み
、,
偉
功
を
た
て
た
。

慶
應
三
年
二
月
廿
四
日
、
左
の
如
く
山
口
兵
學
校
敎
師
を
仰
付
け
ら
れ 

た
が
、
そ
の
前
に
兵
學
校
の
主
任
大
村
益
次
郞
よ0

、
書
狀
を
以
て
山
口 

に
早
々
出
仕
す
べ
き
こ
と
を
懇
請
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

・

松

本

源

四

郎 

右
兵
學
校
入
込
中
算
術
引
立
被
仰
付
候
事 

• 

慶
應
一ニ丁
卯
二
月
廿
四
日

(

松
本
家
記
錄) 

彌
御
淸
榮
大
賀
此
事
ー
ー
存
候
然

ハ
先
達
而
尊
臺
山
口
兵
學
校
fe
御
入 

込
相
成
數
學
御
引
立
之
御
沙
汰
相
成
候
樣
承0
日
夜
屈
指
御
待
申
候 

處
于
今
御
出
鴻
無
之
如
何
被
成
候
哉
何
卒
早
々
乍
御
苦
勞
御
出
鴻
相 

成
度
希
望
仕
候
若
シ
御
出
鴻
茂
六
ヶ
敷
候
八
、
何
分
・
之
御
左
右
可
被 

成
下
待
入
候
恐
々
頓
首

正
月
二
十
六
日 

大

村

益

次

郞
 

松

本

源

四

郎

樣

(

松
泮
二
郞
氏
藏) 

(

註)

鴻
は
鴻
城
卽
ち
山
口
の
こ
と 

か
く
し
て
明
治
五
年
ま
で
山
口
に
止
っ
て
、
明
治
初
年
の
防
長
敎
育
に 

多
大
の
貢
獻
を
な
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
間
の
辭
令
は
左
の
通
り
で
あ 

る
。 

・

ー
ニ
五
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學
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究
 

第

三

號 

一
、
算
學
敎
授
方
被
仰
付
候
事
(

慶
應
三
年
ハ
月
十
七
日)

"

「
 

ー
、
官
則
御
改
正
ー
ー
付
兵
學
寮
敎
授
方
助
役
被
仰
付
算
術
引
立
遂
所
勤
候 

樣

需

出

候

事(

明
治
元
年
十
一
月
五
日) 

ー
、
更
一
一
兵
學
寮
敎
授
方
助
役
一
一
而
是
迄
之
通
遂
所
勤

候

專

仰
出
候
事 

(

明®•

二
年
八
月
廿
三
日) 

ー
、、
更
一-

少
敎
授
被
仰
付
從
前
之
通
遂
所
勤

候

蠶

仰

出

候

事(

明
治
二 

年
十
月
十
八
日)

ー
、
更
一
一
任
三
等
敎
授
山
口
兵
學
寮
洋
學
寮
所
勤
數
學
引

立

希

付

候

事 

(

明
治
三
年
十
一
月)

ー
、
改
正
一
一
而
兵
學
寮
所
勤
差
除
候
事(

明
治
四
年
七
月
入
日) 

•
-

、
本
官
を
以
兵
學
舍
數
學
三
等
敎
授
兼
掌
申
付
候

事
-

明
治
四
年
七
月

廿
三
日)

一'

兵
學
舍
數
學
三
等
敎
授
釐
の
處
差
除
候(

明
治
五
年
四
月
ハ
日) 

一'

任
二
等
敎

授(

明
治
五
年
五
月
廿
三
日) 

ー
、
免
ニ
等
敎
授(

同 

年
九
月 

) 

ー
、
山
口
變
則
中
學
敎
授
申
付
候
(

同
年
十
月
卅
日)
 

明
治
六
年
右
の
職
を
辭
し
て
上
京
し
、
三
月
廿
三
日
陸
軍
省
築
造
局
处 

課
に
勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
內
務
省
御
用
掛
地
理
局
測
量 

課
勤
務(

明
治
十
年
九
月
一
日)
•

東
京
天
文
臺(

明
治
廿
三
年
四
月
十
九 

日)
•

東
京
帝
國
大
學
理
科
大
學
技
手(

明
治
廿
四
年
ハ
月
十
六R

)
等
を 

歷
任
し
た
。 

' 

明
治
三
十
四
年
一
月
八
日
七
十
一
歲
で
東
京
に
病
歿
し
、
靑
山
墓
地 

(

乙
種
十
二
號
九
側
五
番)

に
葬
ら
れ
た
。
室
佐
伯
氏
と
の
間
に
男
子(

彥

ー
二
六

一)

が
一
人
あ
っ
た
。

松
本
氏
藏
書
の
中
に
は
內
田
五
觀
並
に
其
門
下
の
著
述
が
多
い
。
內
田 

恭
、
觀
齋
、
宇
宙
堂
主
人
と
あ
る
の
は
、
皆
五
觀
で
あ
る
。
梅
園
立
介
は 

廣
島
藩
士
、
久
保
田
年
栾
は
但
州
豐
岡
、
桑
本
正
明
は
津
和
野
、
創
持
章 

行
は
上
州
澤
渡
、
野
村
逸
齋
は
丹
後S

人
で
上
總
に
住
し
、
藤
岡
有
貞
は 

雲
州
松
江
、
藤
森
臺
藏
も
同
藩
で
あ
っ
た
。
此
諸
人
は
皆
內
田
の
門
人
で 

あ
る
。
此
諸
書
の
存
在
は
松
本
氏
と
內
田
の
關
係
を
示
め
す
も
の
で
あ
る
。 

內
田
門
人
伊
藤
雋
吉
か
ら
內
田
老
先
生
及
び
松
本
源
一
宛
の
二
通
の
書
狀 

が
遺
っ
て
あ
る
の
も
、
亦
其
關
係
を
見
る
べ
き
史
料
で
あ
る
.0
前
者
は
十 

月
十
八
日
附
で
、
二
十
一
日
の
日
曜
日
に
內
田
へ
來
て
吳
れ
、
昨
日
長
州 

松
本
氏
を
訪
ふ
た
が
不
在
で
fc
っ
た
か
ら
「
內
田
か
ら
手
紙
を
出
し
て
同 

行
し
て
吳
れ
と
云
ふ
の
で
あ
り
、
後
者
は
十
月
廿
日
附
で
、
松
本
へ
其
事 

を
申
送
っ
て
居
る
。

伊
藤
雋
吉
は
丹
後
田
邊
の
藩
士
で
、
内
田
五
觀
に
算
法
を
學
び
、
村
田 

藏
六
(

後
の
大
村
益
次
郞)

か
ら
軍
學
を
受
け
て
、
明
治
年
中
に
は
海
軍 

に
入
り
て
日
淸
戰
爭
當
時
の
海
軍
次
官
た
り
、
男
爵
を
授
け
ら
れ
、
退
官 

後
に
は
再
び
和
算
を
探
索
し
て
老
を
養
ひ
大
正
十
年
前
後
の
頃
に
ハ
十
餘 

歲
で
歿
し
た
。

松
本
彥

一(

一
ハ
五
九
ー
ー
ハ
九
九)

彥

ー・は
安
政
六
年
三
月
廿
七
日
萩
松
本
中
の
倉
に
生
れ
、
長
じ
て
家
學 

を
修
め
、
中
央
氣
象
臺
技
手•

埼
玉
縣
薯
測
候
所
所
長
等
を
奉
職
し
た 

が
、
父
籌
美
に
先
だ
っ
て
明
治
三
十
二
年
十
二
月
三
日
四
十
一
歲
で
歿
じ
、
 

靑
山
墓
地
に
葬
ら
れ
た
。
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彥

ー
に
は
二
男
が
あ
っ
た
が
、
長
男
太
郞
は
十
九
歲
の
時
病
歿
し
、
次 

男
二
郞
が
家
を
繼
ぎ
、
現
在
山
口
縣
立
萩
高
等
女
學
校
敎
諭(

國

語•

漢 

文
科
擔
任)

と
し
て
育
英
の
業
に
從
事
し
て
居
ら
れ
る
。

(

備
考)

松
本
家
累
代
の
墓
は
萩
市
北
古
谦
妙
蓮
寺(

日
蓮
宗)

に
あ 

っ
た
が
、
明
治
年
間
に
合
葬
せ
ら
れ
、
今
は
六
郎
勝
長
の
墓
の
み
ー
基 

-

殘
っ
て
ゐ
る
。

松
本
家
は
百
數
十
年
間
藩
校
明
倫
館
の
師
範
で
あ
っ
た
關
係
上
、
多
數 

の
專
門
書
を
所
藏
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、.
そ
の
う
ち
天
文•

曆
學
に 

關
す
る
も
の
は
籌
美
の
歿
後
東
京
天
文
臺
よ
り
買
ひ
取
ら
れ
、
實
家
に 

あ
っ
た
書
籍
記
錄
類
は
十
數
年
前
火
災
に
罹
っ
て
大
部
分
烏
有
に
歸 

し
、
又
明
治
初
年
よ
り
萩•

山
口•

東
京•

熊
谷•

萩
の
間
を
移
轉
し 

た
た
め
に
大
分
散
佚
し
、
現
在
は
他
家
に
委
托
し
て
あり

た
た
め
に
火 

災
や
散
佚
の
機
會
を
免
か
れ
た
も
の
が
僅
か
に
殘
っ
て
ゐ
る
。(

一
七
・
 

四•

ニ
ニ)

本
稿
を
終
る
に
あ
た
り
、
御
敎
ホ
御
校
閱
を
賜
っ
た
三
上
義
夫•

松
本 

二
郞
兩
先
生
に
深
謝
す
。

主
要
參
考
文
獻

ー
、
小
倉
金
之
助 

日
本
の
數
學(

昭
和
十
五
年)

二
、
 

末
松
謙
澄
・
防
長
囘
天
史(

大
正
十
年)

三
、
 

東
京
科
學
博
物
館 

江
戶
時
代
の
科
學(

昭
和
十
三
年)

四
、
 

山
口
縣
敎
育
會 

山
口
縣
敎
育
史(

大
正
十
四
年)

五
、
 

毛
利
公
爵
家
記
錄

六
、
 

松
本
家
記
錄

萩
明
倫
館
の
天
文•

曆

。
數
師
範
松
本
家
に
つ
い
て(

田
中)

ー
ニ
七

小 
宮 
山

劍 桑 久 
保 
田

日 川 香霍葛 

塑西 

會泰 

戛明 
△奢

梅 內 內 同 同 同

持 本
下

原 

左 

右

月 園 田

忠 章 正 年 貞 立 觀

良 
著

行 
著

明 
著

渠 
著

誠 
著

平 
著

庵 
著

介 
著

齋 
著

航 
海

會同同池市同色宇
宙
堂
主
人(

內
耳
恭)

著

招

差

術
(

乾
坤)

田部 野
(

附)

松
本
家
現
存
圖
書
目
錄

安啓 茂平

明
著

太
著 

喬
著

三
著

歸
除
術
、
對
數
表
起
源 

開
方
變
商
術

算
法
之
分
術

萬
動
貫
通
砲
彈
篇(

下
篇) 

弧
三
角
品
彙(

文
政
二) 

楕
圓
周
通
術(

文
政
七) 

田
令
圖
解
抄(

安
政
三)

(

犬

保

十

三
)
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科

學

史

硏

究
 

第

三

號

齋

藤

宜

義
著 

算
法
圓
理
鑑
(

天
保
五) 

佐

藤

一

淸

著
•
•

初
學
容
題
集
算
法
貫
通
術 

同 

算
法
双
鈎
招
差
法

鈴

木

安

明

著

田

島
 

基
著

同同竹

內

修

敬

著

ー
ニ
ハ

安

島

直

圓

著
 

同同

當
世
塵
劫
記
解
同
附
錄 

兩
子
綴
術
策

,

圓
類
五
十
問 

三
斜
容
圓
術

山

路

連

貝

軒

著

樹
SI

渡

邊
• 

一
著

廉
術
變
換(

天
明
四) 

球
內
四
不
等
球
術

三
斜
三
圓
術

算
法
集
成
庚
上
・
下
(

延
享)

絳
老
餘
算(

別
錄
十
、
草
術
七
、
統
術
七
、
正
編 

十)點
鑫
指
南
錄
評
判(

文
政
八)

淺
問
邪
正
辨(

天
保
十
一)

變
源
手
引
草
。(

卷
首
に
武
田
定
周
文
政
十
一
年
の
題
術
あ
り
。內
田
恭
編
か)

野

村

逸

齋

著
 

間 

重

新

著
 

藤

岡
 

貞
著 

藤

田

定

資

著
 

同內

田 

恭
著 

藤

森

臺

藏

著 

松

永

良

弼

著
 

同松

本

籌

海

著
 

同同

矩
合M

要
(

天
保
十) 

比
例
尺(

文
政
十) 

算
法
活
問
答(

後
篇) 

精
要
算
法
、
上
中
下(

安
永
ハ) 

精
要
算
法
解(

中
、
下) 

神
壁
算
法
解
義
五
册(

文
政
五)
 

績
算
學
小
筌
解(

上
、
下) 

方
圓
算
經
五
册(

元
文
三)
 

同 

ノ
 

(

元
文
四) 

算
法
演
段
布
籌
式 

算
法
鉤
股
弦
抄 

古
今
算
法
記
難
問
答
術(

元
祿
七)

開
方
算
法 

方
圓
算
法(

天
、
地)

雜

・
問

算
法
解
義
草
稿

・
解
術

淺
問
抄
解
義

桑
氏
算
法
解
術
草
稿
集
・

因
解
術

極
數
求
積
階
梯

算
顆
術
拾
題
集

我
術

奉
額
邪
正
問(

弘
化
丁
未)

東
南
極
率
表
解

豁
術
草

開
平
方 

雜

術
 

無

題

二
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比
例
尺(

安
永
三)

/f.
瀬
先
生
草
稿 

同
理
豁
術
草 

根
源
記
一
百
五
十
好
之
難
問

角

定
 

眞

術
 

輕
易
勾
股
集 

算
法
理
解 

因
解
算
法

萩
明
倫
館
の
天
文•

曆
・
數
師
範
松
本
家
に
っ
い
・
て(

田
中)

算
躲
術

鈎
股
二
百
好(

上

・
下)

草
術
ー

算
法
草
術(

五)

招
差
五
條
傳(

上
中
下)

讚
三
角
記

-'JI-

航
海
の
算(

萬
延
二
年)

(

以

上

〉

ー
ニ
九
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科

學

史

硏

究
 

第

三

號 

一
三
〇

資
料•

緖

方

洪

庵

『勤

仕

向

日

記

』よ

ま

へ

が

き

緖
方
洪
庵
に
『勤
仕
向
日
記
」
の
あ
っ
た
こ
と
は
私
の
『緖
方
洪
庵
傳
』 

(

頁
六
六)

に
も
ふ
れ
て
お
い
た
が
、
そ
の
內
容
は
、
こ
れ
ま
で
一
度
も 

發
表
じ
た
事
が
な
い
の
で
、玆
に
活
字
に
う
つ
し
て
御
參
考
に
供
し
た
い
。 

・
日
記
の
表
紙
に
は
、
『
文
久
二
年
壬
戌
ハ
月
廿
一
日
ヨ
リ
勤
仕
向
日 

記
』
と
書
い
て
あ
る
が
、
內
容
は
、
洪
庵
が
需
か
ら
召
さ
れ
て
、
大
阪 

か
ら
江
戶

へ 

つ
い
た
日
、
す
な
は
ち
ハ
月
十
九
日
か
ら
は
じ
ま
り
、
文
久 

三
年
三
月
十
三
日
に
を
は
っ
て
ゐ
る
。
洪
庵
は
こ
の
年
の
六
月
十
日
に
五 

十
四
歲
で
歿
し
た
。

奧
醫
師
で
醫
學
所
頭
収
を
兼
ね
た
洪
庵
が
、
ど
ん
な
環
境
に
あ
っ
て
、
 

ど
ん
な
生
活
を
し
て
ゐ
た
か
。
そ
れ
を
い
ろ
く
の
角
度
か
ら
な
が
め
て 

い
た
だ
け
れ
ば
幸
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
洪
庵
の
日
記
と
し
て
わ
れ
く
の
手
も
と
に
の
こ
っ
て
ゐ 

る
の
は
、
『緖
方
洪
庵
傳
』
の
附
錄
と
し
て
か\

げ

た

『
癸
丑
年
中
日
次
之 

記
』(

嘉
永
六
年)

と
、
『
壬
戌
旅
行
日
記
』(

文
久
二
年)

と' 

そ
し
て
こ 

の

『
勤
仕
向
日
記
』(

文
久
二!

三
年
〉
と
の
三
つ
だ
け
で
あ
る
。
あ
と
の 

二
つ
は
年
代
的
に
は
ほ
と
ん
ど
つ
づ
い
て
ゐ
る
が
、
第
一
の
は
、
日
常
の

緖

方
 

富

雄
 

生
活
の
記
錄
と
し
て
、
第
二
の
は
、
旅
の
生
活
の
記
錄
と
し
て
、
第
三
の 

は
、
奧
醫
師
で
醫
學
所
頭
取
を
兼
ね
た
も
の
の
公
の
生
活
の
記
錄
と
し
て
、
 

そ
れ
ぞ
れ
お
も
む
き
を
こ
と
に
し
た
洪
庵
が
描
が
き
出
さ
れ
て
ゐ
る
と
こ 

ろ
が
、
せ
め
て
も
で
あ
る
。

原
文
を
讀
み
解
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
史
料
編
纂
所
の
桃
裕
行
氏
に 

一
方
な
ら
ぬ
お
世
話.
に
な
っ
た
。
あ
っ
く
御
禮
を
申
し
あ
げ
る
。

ハ
月
十
九
日
晴
暑
强
ツ

晚

曇

小

雨

降

風

吹

ー
、
朝
七
ッ
過
金
川
出
立
。
九
ツ
時
品
川
ニ
て
晝
飯
。
ハ
ツ
時
廣
尾
屋
敷 

に
着0

ー
、
長
屋
一
軒
貸
シ
被
吳
。
上
下
七
人
焚
出
し
。
御
賄
受
ル\
。
御
賄
方
遠 

藤
千
藏
父
子
世
話
い
た
し
吳
ル
。

ー
、
着
早
々
目
附
上
村
徳
左
衞
門
、
用
人
松
浦
今
右
衞
門
、
小
川
九
十
九
、
 

留
守
居
上
村
繁
、
助
役
淸
水
理
平
等
諸
家
中
囘
勤
。

ー
、
高
松
洞
琳
の
父
桑
原
三
六
來
ル
。

ー
、
村
田
藏
六
、
坪
井
信
道
來
ル
。
坪
井
へ
賴E
伊
東
長
春
院
へ
傳
言
申

遣
ス
。
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ー
、
夜
半
長
春
院/

使
差
越
。
明
廿
一
日
早
朝
か
明
後
廿
一
日
夕
か
在
宿 

に
候
間
可
相
成
几
明
朝
可
參
と
の
事
ナ
レ
圧
旅
疲
甚
敷
明
朝
之
事
宀
斷 

申
遣
ス
。

同

廿

日

晴

曇

不

定

ー
、
今
早
朝
留
守
居
上
村
繁
ヲ
以
て
昨
晚
着
到
之
御
屆
申
上
ル
。 

ー
、
早
朝/

村
田
藏
六
來
り
種
々
世
話
い
た
し
吳
ル
。 

ー
、
小
川
新
平
、
高
松
洞
琳
同
道
二
て
來
ル
。

一.
、
竹
內
靜
庵
來
ル
。

一
ヽ
夜
五
ッ
時
前
御
用
番
御
老
中
よ
り
申
遣
之
旨
有
之
よ
し
達
シ
來
。
助 

役
淸
水
理
平
罷
出
の
よ
し
上
村
繁/

為
知
有
之
。
• 

同

廿

一

日
•
晴

ー
、•
曉
ハ
ッ
半
時
留
守
居
上
村
繁/

今
廿
一
日
御
用
召
之
旨
申
達
ス
。 

ー
、
正
六
ツ
時
廣
尾
屋
敷
ヲ
出
テ
日
の
出
登
城
。
但
し
上
村
繁
同
道
供
囘 

り

若 

黨 

一
人 

藥 

籠

，

一
人 

草

履

取
 

一
人 

陸 

尺 

四
人 

右
坪
井
信
道
心
配M

て
召
連
レ
來
り
吳
ル
〇 

ー
、
右
止
村
繁
同
道
御
玄
關/

上
り
御
中
ノ
ロ
ニ
囘
り
休
息
所
半
時
計
り
、
 

西
洋
書
所
俗
事
一
役
具
島
嘉
左
衞
門
出
迎
ひ
上
村
繁
と
相
別
レ
、
御 

掃
除
之
間
休
息
所
二
至
り
、
久
敷
相
待
ツ
內
、
伊
東
長
春
院
出
來
り
面 

會
。
引
續
キ
竹
內
玄
同
、
林
洞
海
出
來
り
面
會
。
九
ッ
時
案
內
有
之
、
 

緖
方
洪
庵
『
勤
仕
向
日
記
』(

緖
方)

御
時
計
之
間
外
二
至
り
差
扣
居
ル
事
半
時
斗
。
御
祐
筆
高
峯
次
郞
引 

囘
し
習
禮
抓
致
し
、
無
程
御
時
計
之
間
二
於
て
御
老
中
若
年
寄
列
坐
、
 

水
野
和
泉
守
殿
左
之
通
被
申
渡
。

木
下
備
中
守
家
來 

緖

方

洪

庵
 

被.
召
出
奧
醫
師
被
仲
付
御
扶
持
方
三
十
人
扶
持
被
下
勤
之
內 

貳
百
俵
之
高
被
御
足
高
被
下
並
之
通
御
番
料
貳
百
俵
被
下
之 

右
御
請
申
上
御
時
計
間
外
二
再
び
差
扣
へ
居
ル
處
ゝ
御
祐
筆
來
り
制
紙 

之
習
禮
致
し
暫
時
工
し
て
於
新
部
屋
水
野
和
泉
守
殿
、
若
年
寄
一
人
附 

添
御
祐
筆
兩
人
立
合
制
紙
血
判
相
濟
。
其
後
御
時
計
之
下
ニ
差
扣
居
候 

處
若
年
寄
被
罷
出
御
膳
番
元
懸
り
御
小
納
戶
頭
取
福
村
淡
路
守
へ
御
渡 

被
相
成
頭
取
部
屋
工
て
長
春
院
代
林
洞
海
へ
御
引
渡
に
相
成
御
醫
師
部 

屋
へ
出
洞
海
同
道
御
前
御
禮
相
濟
御
休
息
ニ
於
て
平
岡
丹
波
守
殿
御
取 

合
せ
二
て
申
上
夫/

御
用
懸
り
御
部
屋
泊
り
方
御
部
屋
へ
罷
出
御
禮
申 

上
、
次
に
頭
取
御
膳
番
御
小
性
頭
取
御
小
性
奧
之
番
、
御
小
納
戶
部
屋 

こ
こ
へ
罷
出
、
又
次
に
長
春
院
同
道
御
廣
式
へ
罷
出
御
醫
師
部
屋
へ
上 

り
吹
聽
い
た
し
、
夫/

表
霜
岡
へ
謁
し
御
禮
申
上
、
御
廣
式
御
用
人 

番
之
頭
部
屋
へ
罷
出
、
再
ヒ
御
醫
師
部
屋
へ
戾
り
、
二
丸
へ
囘
り
表
使 

へ
謁
し 

本□

匕
ご
院
樣
へ
御
禮
申
上
御
用
人
番
之
頭
部
屋
へ
罷
出
夫 

ふ
御
表
御
醫
師
部
屋
へ
戾
り
直
樣
退
出
。
御
老
若
御
用
懸
り
御
匙
法
印 

へ
囘
勤
左
之
通
り 

但
し
供
囘
り
今
朝
之
上
若
黨
一
人 

召
侍
一
人
增
す
。

一
三
一
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科

學

吏

硏

究
 

若老若若 

・

老若老老若匕
並

用用用匕用用用匕匕匕 

同

樣

取

簷

擧 

匕 

取

聾

擧

第

三

號 

遠

山

美

濃

守

殿
 

松

平

豐

前

守

殿
 

加

納

遠

江

守

殿
 

稻

葉

兵

部

少

輔

殿 

脇

阪

中

務

太

輔

殿 

田

沼

玄

蕃

頭

殿
 

板

倉

周

防

守

殿
 

水

野

和

泉

守

殿
 

堀

出

雲

守

殿
 

竹

內

玄

同
 

村

松

出

羽

守

殿
 

坪

內

伊

豆

守

殿
 

大

久

保

越

中

守

殿

平久蜷小 

岡貝川川 

丹河相仙 
波內模； 

守守守春 

殿殿殿院

伊津多多 

東輕紀紀 

長 永養 

春玄春春 

院意院院

右
囘
勤
序
坪
井
信
道
宅
立
寄
先
師
ノ
靈
ヲ
拜
ス
。

一
三
二

同

廿

二

日

晴

ー
、
正
六
ツ
時
登
城
御
定
式
御
診
御
休
息

竹 

內

玄 

小

川

玄

ー
、
當
番

初
御
診
見
習 

緖土

奧

詰
 

佐林

井

ト

方

洪
 

生 

玄

藤

道洞

同 叔 憐 庵 昌 安海

ー
、
御
膳
後
御
藥
部
屋
ニ
於
て
御
膳
番
へ
初
御
診
御
禮
申
上
御
膳
番
部
屋

頭
取
部
屋
へ
罷
出
頭
取
差
圖
工
て
平
岡
丹
波
守
殿
へ
笹
之
間
工
て
見
懸 

り
御
禮
申
上
ル
。

ー
、
今
日
左
之
通
書
附
を
以
て
洞
海/

頭
取
へ
差
出
し
、
頭
取/

若
年
寄

へ
差
出
ス
。

私
儀
麻
布
南
部
枭

下
備
中
守
屋
敷
內
二
罷
在
候
處
由
緖
も
有 

之
候
二
附
下
谷
和
泉
橋
通
奧
御
醫
師
伊
東
長
春
院
方
へ
同
居
今 

日
引
移
申
候
依
之
此
段
御
屆
申
上
候 

以
上 

奧
御
翳
師

ハ
月
廿
二
日 

緖

方

洪

庵
 

奧
御
醫
師

緖

方

洪

庵
 

右
洪
庵
儀
是
迄
麻
布
南
部
阪
木
下
備
中
守
屋
敷
內
二
罷
在
候
處-
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由
緖
も
有
之
候
ー
ー
付
私
方
へ
同
居
爲
仕
當
分
之
內
差
置
申
候
依 

之
此
段
御
屆
申
上
候

奧
御
醫
師 

ハ
月
廿
二
日 

伊

東
.
長

春

院
 

御
目
附
方
へ
御
奧
組
頭
ヲ
以
て
相
達
候
書
附M
M
M
■ 

拙
者
儀
麻
布
南
部
阪
木
下
備
中
守
屋
敷
內
に
罷
在
候
處
由
緖
も 

冇
之
候
ーー付
下
谷
和
泉
橋
通
奧
御
醫
師
伊
東
長
春
院
方
へ
同
居 

,

仕
今
日
引
移
申
候
依
之
此
段
御
達
申
候
已
上

奧
御
醫
師 

ハ
月
廿
二
日 

緖

方

洪

庵
 

同
居
ニ
付
御
表
幷
御
廣
式
へ
左
之
通
張
り
出
し 

私
義
今
日
片
當
分
之
內
下
谷
和
泉
橋
通
り
伊
東
長
春
院
宅
に
同 

•

居
仕
候

巳

上
'

ハ
月
廿
二
日 

緖

方

洪

庵
 

ー
、
七
ッ
時
洞
海
同
道
頭
取
御
膳
番
へ
屆
ケ
御
廣
式
へ
罷
出
表
使
へ
申
上 

退
旳

ー
、
歸
路
廣
尾
屋
敷
へ
罷
越
目
附
留
守
居
用
人
等
へ
屆
ヶ
置
佐
野
日
向
守 

へ
囘
勤
夜
分
伊
東
へ
歸
ル
。

同

廿

三

日

晴

暑
强
シ

午

後/

翌
朝
迄
風
强
く
吹
ク 

ー
、
朝
六
ツ
時
登
城
定
例
拜
診
御
休
息

井

上

玄

幡

緖
方
洪
庵
『
勤
仕
向
日
記
』(

緖
方)

ー
、

ー
、

見

習

奧

詰
 

石
川
元
貞
事
今
日
御
用
召
奧
醫
師 

當
番

戶 中 杉 本 緖 林 太

塚 川 枝 康 方
膳

靜 隆 仙 ZlN 洪
洞 亮

海 玄 貞 達 庵 海 庵

ー
、
ハ
ッ
半
時
靜
海
同
道
頭
取
御
膳
番
へ
屆
ケ
御
廣
式
ニ
も
罷
越
同
段
表

使
へ
申
上
退
出
ス
。 

ー
、
歸
路
囘
勤
左
之
通

頭

取

御

膳

番

戶

塚

靜

 

遠

田

澄

 

桂

川

甫

 

小

堀

祐

 

篠

崎

三

 

土

生

玄

 

石

坂

宗

 

渡

邊

雄

 

,
半

井

ト

 

吉

田

秀

海 应 周 益 伫 昌 哲 们 山 貞

林依

田

洞 

海

駿

河

守

溝

口

孫

四

郞

一
三
三
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科

學

史

硏

究

當 
番

立
合
拜
見
御
平
便-

御
軟
便
交
り
居
候
ノ E
別
二
子
細
も
有
之
間
敷
御

氏舞希

見

習

、廿 
正四 
さ日 

4:午 

登前 
城晴

例タ 
拜曇

泊 

り 

方

御 

膳 

番

伊 渡 石 小 石 緖 三 戶 多 伊 室 服 小 

笠 

原 

加 

賀 

守 

殿

東

長

春

邊 坂 堀 川 方 上 塚
紀

養

春

澤
賀

美

部

藤

'雄 祐 元 洪 快 靜 盤 作

守

左

衞

院 伯 哲 益 貞 庵 庵 海 院, 安 殿 門

第

三

號

廿
七
日
終
日
雨
降

廿

五

日

終

日

曇

天

冷

氣
見

習

當

番

廿

H

冷
見

習

當

番

石 林 石 竹

川 川 內

元
洞

元 玄

貞 海 貞 同

一
三
四

御 御 頭 御 頭 泊 
り 
方

頭

膳 膳 取 膳 取 取

朝 村 杉 本 尾 佐 秋 福 遠 井 鹽

比

奈
山 枝 康

島

大

藤
山

兵

村

淡

山

安
上

谷

豐
兵

A

自 仙 宗
和

道
三 路

藝

守
玄

後

郞 伯 貞 達 守 安 郞 守 殿 幡 守

272



韻

取

泊 
り
方

泊 
り 
方

頭

取

御 
膳 
番

泊 
り 
方

御 
右 
筆

頭

取

當

番

石 三 朝 新 士 伊 岡 小 大 野 跡 高 佐 大 西 樋 戶

川

元

上
倉

播

磨

見 

伊 

勢 

守

田 東
部 

因 

幡 

守

笠 

原 

甲 

斐

膳

亮

間

郞

左 

衞

部 

伊 

賀 

守

木

幸

次

野

伊

豫

槻
洋

醫

學

ロ

喜

左

衞

塚

快 收 貫 玄 靜

貞 庵 守 殿 庵 齋 殿 守 庵 門 殿 郞 守 俊 所 門 海

廿
ハ
日 

終
日
曇
天 

時
々
小
雨
降 

夜
半
後
雨
强
降
ル

ー
、
四
ツ
時
長
春
院
同
道
登
場
頭
取
へ
今
日
初
泊
り
番
相
勤
候
事
申
出
甲 

斐
守
差
圖
二
て

御
側
泊
り
方 

室

賀

美

作

守

殿
 

緖
方
洪
庵
『勤
仕
向
日
記
』(

緖
方)

蕭

菁

號

但

し

添

小

笠

原

加

賀

守

殿

御 
膳 
番

牡

溝

ロ

孫

四 

郞

近 

藤 

七 

郞 

左 

衞 

門

ー
、
九
ツ
時
御
廣
式
調
合
立
合
戶
塚
靜
海/

申
來
ル
ニ
附
長
春
院
同
道
見 

習
立
合
相
勤
厶

ー
、
九
・
ッ
半
時
頭
取
部
屋
ふ
當
番
可
罷
出
旨
申
來
り
折
節
長
春
院
不
居
合 

洪
庵
罷
越
候
處
小
笠
原
甲
斐
守d

岡
部
善
之
介
事
昨
夜
病
死
之
趣
被
達 

­

、
今
日
明
番
戶
塚
靜
海
、
當
番
伊
東
長
春
院
初
泊
り
番
緖
方
洪
庵
向
フ 

伊
澤
盤
庵 

-

一
、
初
泊
り
ニ
付
吸
物
煮X

照
燒
菓
子
十
貳
人
前
部
屋
へ
差
出
ス

ニ
ニ
五

奧

詰

二廿 

早九 
朝日
!終 

定日

之曇 
通天

楓 
之 
間

竹 松 杉 本 緖 伊 篠 伊

內 本 枝 康 方 澤 崎
東

長

玄 龍 仙 洪 盤 三
春

同 甫 貞 達 庵 庵 白 院
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科

學

吏

硏

究
.
第

三

號 

初
泊
り 

石

・

川

元

貞

 

一
、A

ツ
時
御
膳
番
へ
屆
退
出
、
御
廣
式
へ
竹
內
玄
同
同
道
工
て
罷
出
御 

使
番
へ
金
三
百
疋
祝
義
遣
ス
。

・
晦
日
終
日
曇
夜
半
雨
降

當

番
 

林 

・
洞 

海

閏

ハ

月

朔

日

ー
、
五
ッ
時
出
宅
登
城
御
禮
濟
四
ッ
半
比®

宅 

頭
取
屆-
ー
不
及 

御
廣
式
へ
も
不
罷
出 

ー
、
當
番 

•

戶 

塚 

靜 

海 

二
日 

當

番
 

長 

春 

•

院 

ー
、
ハ
ッ
半
比
御
廣
式
御
使
番d

す
し
大
鉢 

壹

此
比
目
六
遣
候
挨
拶
と
し
て
到
來 

使
兩
人
へ
貳
百
銅
ツ
、
遣
ス
。 

三
日 

當

番
 

洞

，
 

海 

一'

夜
五
ッ
時
前
御
城d

短
册
之
箱
工
て

・
 

依

田

駿

河

守
 

緖
方
洪
庵K

福

村

淡

路

守
 

朝

倉

播

磨

守
.

ニ
ー
ー
六駿 

洪

庵

樣
 

淡郝

一 

'

駿

河

守 

/

洪

庵

樣
 

淡

路

一

守
• 

一

, 

播

磨

■ 

以
手
紙
申
達
候
然
者
別
紙
御
書
付
美
濃
守
殿
御
渡
之
旨
泊
方
加 

賀
守
殿
被
相
渡
候
ー
ー
付
爲
持
雀
進
申
候
御
落
手
刻
限
不
達
樣
御 

出
可
有
之
候
依
之
此
段
申
達
候 

已

上

閏
ハ
月
三
日

と
認
メ
來
り
中
二
上
封
半
紙
半
分
切

河
，

守

路 

守

磨 

守
、

と
認
中
卷
懸
ヶ

御
達
書

奧S

師

緖

方

洪

庵

明
四
日
四
時 

・

御
城
江
罷
出
在
之
候
事

閏
ハ
月
三
日

早
々
請
書
認
メ
使
差
返
し

-{ai
^

ハ
ー
栓
卽
刻
御
用
番
遠
山
美
濃
守
腿 

へ
御
受
一
ー
罷
出
ル
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御
請
書
認
メ
方
一

四

日

終

日

曇

夜

半

小

雨

降

ー
、
正
五
ッ
時
登
城
今
日
御
用
召
に
付
罷
出
候
事
幷
初
當
番
相
勤
候
事
頭 

取
衆
へ
屆
ヶ
泊
り
方
御
側
衆
部
屋
へ
も
相
屆
ヶ
又
後
今
日
初
當
番
相
勤 

候
書
附
ヲ
以
て
泊
り
方
へ
罷
出
室
賀
美
作
守
殿
へ
差
出
ス
。

ー
、
九
ッ
時
比
林
洞
海
同
道
御
時
計
之
間
爲
御
禮
御
祐
筆
高
峯
次
鄭
世 

話
い
た
し
吳
暫
時
二
し
て
被
呼
出
於
御
時
計
之
間
若
年
寄
遠
山
美
作
守 

殿
左
之
御
書
附
被
渡

緖

方

洪

庵

わ

緖

方

洪

庵
 

醫
學
所
頭
取
兼
帶
被
仰
付
蘭
科
奧
醫
師
申
談
諸
事
引
受
世
話
可 

被
致
候

右
頂
戴
頭
取
部
屋
へ
御
禮
エ
出
。
御
禮
式
受
取
左
之
通 

ー
、
御
用
懸
り
衆
へ
見
懸
り
御
禮
申
上 

ー
、
泊
り
方
御
側
衆
御
部
屋
へ
罷
出 

ー
、
被
仰
渡
之
若
年
寄
衆
御
用
懸
り
衆
へ
罷
越

何
も
十
德 

右
之
外
御
禮
無
之 

ー
、
今
日
初
當
番
一
一
付
明
ヶ
番
洞
海
七
ッ
時
迄
滯
り
扶
助
い
た
し
被
吳 

一
、
夕
飯
煮/

幷
工
菓
子
十
人
前
持
參
相
番
幷
陸
尺
共
へ
振
舞 

緖
方
洪
庵
『
勤

需

日

記

』(

緖
方)

ー
、
部
屋
番
一
統
へ
貳
百
疋
目
六
遣
ス 

ー
、
御
藥
方
御
坊
主
へ
三
百
疋0

六
遣
ス 

但
し
是
は
例
ナ
キ
事
の
よ
し
法
印
の
心
附
き
な
る
趣
也 

ー
、
相
番 

大
膳
亮
章
庵 

一
、
夜
五
ツ
前
比
御
目
附
山
口
勘
兵
衞
面
會
い
た
し
度
よ
し
坊
主
ヲ
以
て 

申
來
り
表
へ
參
ゲ
御
目
附
部
屋
外
一
ー
テ
面
會
ス
。

同
人
之
說
舊
來
之S

®

唯
俗
事
之
郭
ノ
み
多
く
更
に
學
問
邊
の
爲
メ 

・
一
不
相
成
此
度
之
醫
學
所
モ
右
同
樣
の
も
の
二
相
成
候
て
ハ
折
角
造
立 

の
甲
斐
も
無
之
歎
ヶ
敷
至
り
・
一
候
間
可
成
丈
俗
弊
二
陷
ら
ざ
る
樣
い
た 

し
度
折
角
其
邊
の
事
心
配
可
致
心
附
之
事
も
有
之
rr
早
々
可
申
し
出
と 

の
事
な
り 

答 

私
事
今
日
頭
取
被
仰
付
候
ノ
ミ
未
タ
醫
學
所
の
風
儀 

如
何
と
も
不
存
仕
合
未
だ
何
と
も
不
得
申
上
何
分
難
有
御
趣
意
エ
候
事 

長
春
鬍

海

樣

へ

篤
と

承
り
合
セ
尙
其
風
儀
等
篤
と
見
聞
仕
候
上
何
乎 

御
賴
申
上
候
事
も
可
有
之
万
々
宜
ク
賴
入
候
と
申
置
ク
。

，

五
日

ー
、
御
定
式
如
例
楓
之
間奧

詰

一
三
七

服 杉 本 緖 大 多

部 枝 康 方
膳 紀

亮 養

良 仙 洪
春

伯 貞 達 庵 庵 院
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e

科

學

史

硏

究
 

第

三

號 

ー
、
當
番 

竹 

內 

玄 

同 

五
ッ
半
比
出
仕
但
し
一
昨
日
不
快
ニ
付
洞
海
と
代
り
合
ヒ
被
相
勤 

ー
、
九
ッ
時
退
出
美
濃
守
殿
出
雲
守
殿
へ
囘
勤
御
用
掛
御
側
衆
一
一
同
斷

六
日

ー
、
長
春
院
娘
病
死-
一
付
忌
引
込

石 

川 

玄

貞

七
日 

當

番

一
ヽ
今
日
御
用
召

奧
詰
御
醫
師
製
藥
所
掛
り
被
仰
付

戶 

塚 

佐 

田 

川 

島 

池 

田

靜 玉 宗 太

被
召
出
一
生
之
內
貳
十
人
扶
持
被
下
醫
學
所
預
り
被
仰
付

海按 瑞 仲

A0■ 

當

番
 

竹 

內 

玄 

同 

一
、
今
日
御
用
召

松 

本 

良 

順 

被
召
出
奧
詰
御
醫
師
被
仰
付
御
切
米
百
俵
番
料
貳
十
人
扶
持
被
下 

西
洋
醫
學
所
頭
取
助
被
仰
付 

一
ヽ
今
晚
伊
東
貫
齋
金
川
へ
御
用
二
て
罷
越
ス 

九
日
曇
晴
不
定 

明
ヶ 

玄 

同

一
三
ハ 

ー
、
四
ッ
時
登
城
當
番
相
勤 

ー
、
長
春
院
忌
御
免
被
仰
付
番
と
り
改
厶 

ー
、
明
細
書
數
通
洪
庵
玄
貞
兩
人
分
一
緖
二
頭
取
淡
路
守
へ
差
出X
 

ー
、
部
屋
番
今
藏
へ
時
服
羽
二
重
代
一
兩
三
步
部
屋
二
て
渡
す 

ー
、•
異
國
人
御
目
見
二
付
十
德
に
て
罷
出
ル' 

一
、
部
屋
番
久
平
へ
諸
道
具
一
式
之
代
三
十
貳
夂
五
分
渡
ス 

一
、
夜
分
石
谷
鐵
之
亟
診
察
小
林
道
碩
診
察 

ー
、
相
番 

半 

井 

卜 

仙 

一
ヽ
松
本
良
順
事
御
用
二
て
今
晚
出
立
金
川
へ
罷
越
よ
し 

ー
、
洪
庵
名
前
順
達
二
て
佐
田
、
川
島
、
池
田
、
松
本
四
人
被
仰
付
候
方 

囘
文
蘭
科
奧
醫
中
へ
差
出
ス 

十

日

辰

刻/

雨
降
終
日
不
止
冷
氣
殊
之
外
甚
し 

ー
、
御
定
式
如
例
楓
之
間

篠 

崎 

三 

伯 

半 

井 

ト 

仙 

緖 

方 

洪 

庵 

土 

生 

玄 

昌 

佐 

藤 

道 

安 

吉 

田 

ー
、
拜
診
之
節
當
番
御
腹
診
可
仕
事
不
案
內
ニ
て
一
應
相
退
キ
御
催
促
工 

て
更
工
御
腹
診
申
上
ル
無
御
異
狀 

ー
、
泊
り 

林 

洞 

海
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ー
、
ハ
ッ
前
退
出
歸
路
朝
比
奈
甲
斐
守
石
川
新
介
へ
見
舞 

一
、
歸
宅
後
醫
學
所
へ
出
勤
月
岡
勝
二
郞
と
面
談

十

一

日

雨

天

ー
、
當
番

石

川

玄 

貞

十
二
日

一
、
當
番

ー
、
佐
田
玉
振
川
島
宗
瑞
初
御
診

ー
、
來
ル
十
五
日
當
番
之
處
種
痘
日
二
付
石
川
と
替
り
合
度
法
印
相
賴
替 

番
等
札
相
認
メ
今
朝
出
勤
之
上
同
人
へ
願
入
之
事
申
托
ス

伊

東

長

春

院

ー
、

十
三
日 

ー
、
當
番

戶 

塚 

靜 

海

十
四
日

ー
、
當
番 

竹 

內 

玄 

同 

一
ゝ
明
十
五
日
御
禮
御
斷
狀
左
之
通
翩
メ
早
朝
御
城
へ
可
持
參
旨
部
屋
へ 

申
付
ル
。

以
手
紙
啓
上
仕
候
然
者
今
十
五
日
爲
御
禮
出 

營
可
仕
之
處
昨
夜/

風 

邪
二
て
寒
熱
頭
痛
仕
候
ニ
付
何
分
登 

城
仕
兼
候
間
御
斷
之
儀
宜
敷
御 

取
斗
被
下
候
樣
仕
度
此
段
奉
願
候
已
上 

:

-
-

日

緖
方
洪
庵
『
勤
仕
向
日
記
』(

緒
方)

竹

內

玄 

石

川

玄

十
五
日

當
番

ー
、

ー
、

同
樣 

貞
樣

緖

方

洪
庵
と
替
り

石

五
ッ
過
比
池
田
多
仲
來
ル 

四
時
醫
學
所
出
勤
出
席
如
左

御
徒
士
目
付

御
小
人
目
付 

新
種
痘
兒
四
人
小
管
純
淸
施
術 

於
醫
學
所
入
門

小 阪 吉 手 池 大 彥

川 

玄 

貞

管 

純 

淸 

上

池

院

父

子
 

田塚田
久 阪

藤 保銀

松
平
土
佐
守
家
來 

石
川
元
貞
門
人 

右
洪
庵
良
仙
多
仲
三
人
立
會
許
容
ス
〇 

一
ヽ
今
日
長
春
院
登
城
之
歸
り
持
來
ル
御
用
召
書
附 

・
 

緖 

方

右
明
十
六
日
四
時 

御
城
へ
罷
出
在
之
候
事

一
三
九

元 良 多
三彌 次

洪

舜 郞 祐 郞庵
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科

學

史

硏

究
 

第

三

號 

閏
ハ
月
十
五
日

十
六
日 

ー
、
當

'®
林 

洞 

海 

ー
、
御
用
召
ニ
付
五
時
ぷ
よ
り
登
城
扣
居
候
處
九
ッ
時
比
林
洞
海
へ
御
祐 

筆
ふ
左
之
書
附
出
雲
守
殿
御
渡
之
積
り
御
用
多
ニ
付
其
心
得
二
て
受
取 

り
可
申
旨
也
.a

緒

方

洪
•

庵 

下
谷
利
泉
橋
通
烏
居
織
部
同
所
正
木
助
次
郞
屋
敷
此
度
爲
差
上 

暫
學
所
圍
込

ー一相
成
右
地
所
之
內
匸
て
頭
取
相
勤
候
內
拜
借
地 

被
仰
付
之
間
伊
東
長
稼
院
林
洞
梅
申
談
地
所
講
3R
候
樣
可
被
致 

侯
尤
家
作
は
自
分
匸
て
被
取
建
追
而
家
作
之
儀
ほ
相
對=

て
讓 

渡
之
積
可
被
心
得
候 

右
御
禮
式I
 

ー
、
御
用
掛
衆
へ
御
禮
申
上 

ー
、
泊
方
御
側
衆
御
部
屋
へ
罷
出
候 

ー
、
御
月
番
御
老
中
方
御
取
扱
若
年
寄
衆
御
用
懸
り
衆
御
宅
へ
罷
越

候 

殿

中

平

服

御
宅
囘
り
十
徳 

ー
、
九
ッ
半
比
小
笠
原
甲
斐
守
よ
り
左
之
書
附
被
渡
_
_
_
_
_
_

 

御
醫
帥
之
義
其
家
に
規
則
相
立
候
儀
尤-

は
候
へ
共
向
後
漢
科 

之
家
に
て
も
爾
科
相
學
ヒ®

科
迎
も
漢
科
相
囁

儀
不
苦
旨
去 

酉
年
相
達
候
趣
も
有
之
候
へ
共
追
々
西
洋
醫
術
御
採
用
相
成
旣

一
四
〇

- 

御
匙
に
も̂

『
 

何
付
候
儀
一-

付
漢
方
而
已
心
懸
候
御
醫
師
も
彌
西
洋
療
法
を
も 

相
學
拔
羣
御
用
立
候
樣
相
互
に
可
被
心
懸
候
事 

ー
、
前
段
御
禮
式
小
笠
原
甲
斐
守d

受
取 

御
用
掛
坪
內
伊
豆
守
殿
へ
見
懸
り
御
禮
申
上 

泊
り
方
室
賀
美
作
守
殿
新
見
伊
勢
守
殿
へ
申
上 

御
老
若
御
用
掛
宅
囘
り
之
義
ハ
今
日
洞
海
之
替
り
諸
相
勤
候=

付 

明
日
二
て
不
苦
旨
孫
四
郞d

申
聞
明
日
當
番
之
事
申
出
候
處
明
後 

・

日
の
退
出
懸
二
て
も
不
苦
よ
し
申
聞 

ー
、
洞
海
事
春
嶽
殿
病
用
御
願
出-
一
付
伺
之
上
罷
越
候-
一
付
洪
庵
暫
時
替 

■

り
詰
い
た
し
候
羈
仰
渡
洞
海
事
ハ
ッ
半
比
ふ
靈
岸
島
へ
罷
越 

ー
、
御
作
事
奉
行
へ
達
し
書
差
之
通

醫
學
所
續
鳥
居
織
部
正
木
助
次
郎
屋
敷
此
度
醫
學
所
へ
圍
込­- 

相
成
右
地
所
之
內
緖
方
洪
庵
亞
拜
借
被
仰
付
候
間
坪
數
相
應
相 

渡
殘
地
は
醫
學
所
御
用
地
ー
ー
可
被
救
候
尤
御
作
事
奉
行
¢2
可
談 

旨
出
雲
停
殿
被
仰
渡
候
依
之
御
達
申
候
・ 

以

上

奧
御
醫
師 

!
 

' 

閏

ハ

ノ
 

伊

東

長

春

院

林 

洞

海
 

右
書
付
奧
御
肝
煎
坊
主
小
林
良
碩
相
賴
み
御
作
事
奉
行
へ
遣

ス

.0 

一
、
林
洞
海
へ
左
之
書
附
出
雲
守
殿
ふ
御
渡
二
相
成
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ヽ

伊

東

長

春

“院 

林 

洞

海
 

醫
學
所
續
鳥
居
織
部
正
木
助
次
郞
屋
敷
此
度
醫
學
所
圍
込
二
相 

成
右
地
面
之
內
緖
方
洪
庵
沱
拜
借
地
被
仰
付
候
間
坪
數
相
應
相 

渡
殘
地
は
醫
學
所
御
用
地
二
可
被
致
候
尤
御
作
事
奉
行
可
被
談 

候

ー
、
表
御
右
筆
ぷ
問
合
書

奧

醫

師緖

方

洪

庵
 

右
八
月
幾
日
新
規
被 

召
出
三
十
人
扶
持
被
下
置
御
足
高
五
十 

俵
御
扶
持
高
詰
貳
百
俵
之
高
二
相
成
御
番
料
貳
百
俵
有
之
候
哉 

御
問
合
之
御
事

閏

ハ

月
 

吉

田

源

次

郞

頭
取
部
屋
書
役M

申
付
左
之
通
下
ヶ
札
し
頭
取
へ
差
出
ス
。 

ハ
月
廿
一
日
被
召
出
三
十
人
扶
持
被
下
置
柑
勤
候
內
貳⑺

俵
之 

高
二
御
足
高
被
下
置
之
通
御
番
料
貳
百
俵
被
下
之

十
七
日 

ー
、
當
番

元

貞

桁

緖

方

洪

庵

緖
方
洪
庵
『勤
仕
向
日
記
』(

緖
方)

朝
四
ッ
時
出
營
洞
海
と
交
代
ス

ー
、
奧
醫
師
沱
新
規
御
達
之
御
書
附
出
雲
守
殿
御
渡
之
旨
伊
勢
守
殿
被
渡 

甲
斐
守
達
し

別
に
寫
し
取

ー
、
長
春
院
御
用
二
て
今H
も
出
營
洪
庵
假
住
居
願
洪
哉
長
崎
執
行
願
同 

人/

差
出

ー
、
向
番 

半 

井 

卜 

仙 

ー
、
夜
御
小
性
池
田
政
吉
風
邪
診
察
被
賴
藥
遣
ス
。
元
來
戶
塚
二
賴
候
よ

し
今
夕
藥
持
參
不
致
故
乞
ヒ
出
ル
也
。

第

麥

口

力

口

口

コ

ム

廿 

三
貼

一
ヽ
御
膳
番
野
田
三
郞
右
衞
門
咳
嗽
肩
背
痛
輕
症
診
察
藥
ハ
不
遣
野
間
與 

五
郞
衞
門
と
暫
時
談
話
ス
。

ー
、
御
小
性
山
名
佐
渡
診
察
腹
滿
雷
鳴
泡
劑
遣
勺 

登
後
薄
茴
木
廿 

二
貼

十
八
日

ー
、
御
定
式
如
例
楓
之
間當

番

遠 

田 

半 

井 

緖 

方 

小 

堀 

石 

坂

澄 

庵 

ト 

仙 

洪 

庵 

祐 

益 

宗 

哲

渡 

邊

一
四
一

雄 

伯
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科

學

史

硏

究
 

第

三

號

吉 

田 

收

庵

一
四
ー
ー

野
田
三
郞
右
衞
門
二
謁
ス

ー
、
五
ッ
時
御
小
性
室
賀
但
馬
守
診
察
下
利
一
行
無
余
症

ー
、
當
番 

伊

東

長

春
 

ー
、
九
ッ
半
退
出
直
に
一
昨
日
之
御
禮
囘
勤
左
之
通
り

板 如 蜷 坪 久

月
番
御
老
中 

御
取
扱
若(

年)

寄 

御

用

掛

倉

周

防

守
 

出

雲

守
 

川

相

內

伊•

貝

河

內

守

模 豆

守 守

院殿殿 殿 殿

御 

右 

筆

//
御 

目 

付

〃

高 樋 大 山 服 神 村 大 

久 

保 

越 

中 

守 

殿

木 ロ 井 ロ
部

陽

保 松

幸
喜

左
十 勘 伯

出

羽

次 衞 太 兵 耆
守

郞 門 郞 衞 一 守 殿

十
九
日 

ー
、
當
番

伊

東 

貫

齋

廿
日

ー
、
當

番, 

戶 

塚 

靜

海

 

廿

一

日

雨

ー
、
當
番 

緖 

方 

洪 

庵 

五
ッ
半
出
營
靜
海
と
代
ル
。
頭
取
い
よ
守
御
膳
番
服
部
藤
左
衞
門
朝
比 

奈
兵
八
郞
へ
屆

一'

伊
東
長
春
院
竹
內
玄
同
御
用
嵐­
一
付
四
ッ
時
出
營
松
本
良
順
奧
詰
御 

番
一
、
多
紀
永
春
院
ふ
差
出
候
醫
學
館
出
勤
之
伺
書
玄
番
頭
殿
書
付
添
御
右 

筆
金
之
助/

相
渡
し
法
印
相
談
左
之
手
紙
添
爲
持
遣
ス
〇 

以
手
紙
啓
上
仕
候
然
者
別
紙
貳
通
奧
御
右
筆
金
之
助/

被
渡
候
間
御 

屆
申
上
候
御
落
手
可
被
下
候
依
之
此
段
為
可
得
御
意
如
此
御
座
候

已

上
 

右
卷
掛
封
！
樣
と
致
し
狀
箱
表
ハ
書
き
殿
付
ヶ
爲
持
遣
ス
。 

ー
、
木
村
玄
筑
と
申
ス
坊
主
今
朝
ふ
泄
瀉
の
よ
し
診
察
モ
ル
ヒ
子
散
rt
六 

分
rL
量
に
て
三
貼
遣
す
、
ハ
ッ
前
也
。

ー
、
七
ッ
時
比
同
人
診
察
泄
瀉
止
ミ
逆
上
ス
モ
ル
ヒ
ネ
貳
貼
服
せ
し
よ
し 

故
後
服
ヲ
止
メ
左
之
造
劑
遣
ス
。

伏
ー
麥
一
穗
薄
ヨ
、
妻_
=

匚

ン

鑒
 

三
貼 

ー
、
相
番 

伊

澤

盤

安

 

暮
過
室
賀
但
馬
守
診
察
偏
頭
痛
レ
ウ
マ
チ
症
ナ
レ
疋
胃
中
痙
滿
ス° 

伏

登

後

サ

ル

ヒ

ア

薄

宿

健
 

二
貼

遣
ス
。
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ー
、
五
ッ
半
比
石
谷
銀
之
丞
腹
痛
の
よ
し
ヒ
ヨ
ス
几
ソ
ー
分
ヲ
二
丸
ト
シ 

遣
ス
。

世

一

日

雨

-

、
御
定
式
如
例
楓
之
間

津
，

輕

玄

意

 

伊 

澤 

盤 

安 

緖 

方 

洪 

庵 

土 

生 

玄 

昌 

佐 

藤 

道 

奏 

御
專
能
被
爲
入
候
旨
謁
藤
左
衞
門 

一
、
室
賀
但
馬
守
診
察
逆
上
多
し 

鎭
痙
散
一
包
遣
す
。

，
 

­

、
松
本
良
順
五
ッ
半
比
出
營
頭
取
衆
み
返
事
之
旨
有
之
よ
し
也

­

、
當
番

竹 

內 

玄 

同

四
ツ
半
出
營

ー
、
ハ
ッ
前
退
出
歸
路
石
谷
因
幡
守
小
出
修
理
戶
塚
靜
海
へ
立
寄
暮
前
歸 

宅
。

ー
、
夜
半
比
當
番
御
目
付
よ
り
周
防
守
殿
御
申
渡
し
書
附
寫
貳
通
達
し
來 

り
卽
刻
本
紙
醫
學
所
へ
爲
持
遣
ス
但
し
衣
服
制
度
御
改
革
工
て
御
謠
初 

嘉
定
玄
猪
御
規
式
廢
止
等
之
御
書
附
也
別
一
一
寫
ス
。

廿
三
日

­

、
當

番

・
 

林 

洞 

海 

緖
方
洪
庵
『勤
仕
向
日
記
』(

緖
方)

ー
、
松
本
良
順
初
診
に
付
法
印
七
ツ
半
時
出
營 

一'

竹
內
玄
同
醫
學
所
取
締
方
長
春
院
同
樣 

可
相
勤
旨
被
仰
付

林
洞
海
同
所
取
締
方
手
傳
御
免
被
仰
付 

•
一
、
今
日
囘
章
を
以
て
左
之
通
申
來
る2  

出
雲
守
殿
御
渡
之
旨
泊
御
方
加
賀
守
殿
ふ
被
仰
渡
候 

醫
業
之
儀
追
々
西
洋
醫
術
御
採
用
ひ
相
成
旣
二 

御
匙
工
被
仰
付
候
儀
ニ
付
漢
科
之
家=

て
も
西
洋
療
法
も
相
學
ひ
、
普 

く
硏
究
い
た
し
熟
達
之
奢
出
來
拔
羣
御
用
立
候
樣
可
被
心
得
候

壬

ハ

月

右
之
通
御
目
付
へ
相
達
候
事 

ハ
月
廿
三
日 

・

廿
四
日

ー
、
當
番 

石 

川 

玄 

貞 

一' 

一
昨
夜
御
被
仰
渡
書
寫
醫
學
所
へ
達
候
處
昨
夜
太
仲
面
會
候=

同
人 

未
タ
承
知
不
致
全
ク
俗
事
役
之
無
念
エ
候
事
故
今
朝
呼
二
遣
し
遠
藤
安 

兵
衞
來
り
候
ニ
付
已
來
右
樣
不
行B

無
之
樣
急
度
申
渡
ス
〇 

ー
、
昨
夜
深
更
一
一
當
番
御
目
付
ぷ

の
達
書
貳
封
但
し
被
仰
渡
書
寫
五
通
也 

醫
學
所
へ
今
朝
早
天
爲
持
遣
ス
。

廿
五
日 

ー
、
當
番

伊

東

長

春

院

一
四
三
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右
囘
狀
御
城/

來
ル

科

學

史

硏

究
 

第

三

號 

ー
、
池
田
太
仲
御
扶
持
御
進
達
書
認
替
俗
事
役/

差
越
候
ニ
付
明
朝
宅
使 

へ
托
し
遣
候
積
り
書
狀
差
添
法
印
宅
二
賴
む 

一
、
林
洞
海
事
御
製
藥
所
懸
り
被
仰
付
候
よ
し
奉
札
來
る
。

加 遠

納 山

遠 美

江 濃

守 守

殿 殿

廿
六
日

ー
、
當
番 

伊 

東 

貫 

齋

二
御
目
附/

之
達
し

此
度
御
改
革
被
仰
出
候
ニ
付
て
ハ
目
切
駕
籠
之
儀
不

親

候
病
氣
等
之 

節
ハ
切
棒
相
用
可
申
候
且
登
城
退
其
外
共
步
行
可
爲
勝
手
次
第
候
尤
馬 

爲
牽
候
樣
可
致
候
事

閏

ハ

月

御
規
式
事
都
而
御
省
略
很
候
ニ
付
て
は
以
來
年
始
御
禮
之
節
御
流
御 

盃
斗
被
下
時
服
は
不
被
下
已
上

閏

ハ

月

廿
七
日

御
品
合
エ
付
長
春
院
替
番
と
成
ル

ー
、
當
番 

戶 

塚 

靜 

海 

ー
、
種
痘
日エ

付
五
ッ
半/

醫
學
所
へ
出
勤
松
本
良
順
坪
井
信
道
石
川
元 

貞
收
山
修
卿
相
山
鳳
卿
阪
上
池
院
吉
田
元
舜
池
田
太
仲
出
席
收
山
修
卿

一
四
四

へ
石
川
元
貞
ノ
跡
肝
煎
役
之
事
松
本
良
順
立
合
頭
取
部
屋
二
・
て
申
渡 

廿

入

日

晴

ー
、
當
番 

洪 

庵 

五
ッ
半
出
宅
登
城
戶
塚
靜
海
と
代
ル
但
し
ー
兩
日
御
品
合
エ
付
昨
夜
長 

春
院
替
番
之
姿
二
翟
兩
人
共
泊
り
也
。

ー
、
竹
內
玄
同
孫
兒
今
曉
死
去
之
よ
し
屆
方
洪
庵
へ
賴
來
ル
出
勤
前
故
靜 

海
長
春
院
兩
人
二
御
取
斗
方
相
す
む
。

ー
、
九
ッ
時
御B

番
孫
四
郞/

下
利
丸
藥
召
上
り
度
旨
申
聞
其
節
長
春
院 

御
质
式
へ
槌
出
有
之
早
々
申
遣
し
歸
り
來
り
其
用
意
い
た
し
候
。

ー
、
ハ
ッ

IW
御
冷
之
よ
し
申
來
り
孫
四
郞
よ
り
御
入
浴
之#

尋
ニ
付
今
日 

丈
ヶ
御
免
相
願
候
樣
長
春
院
申
置
之
體
ニ
申
入
ル
。

ー
、
ハ
ツ
過
甲
斐
守/

大
目
付
逹
之.
：
" 

ゝ
し
孚
々
韶
帳
へ
ヨ 

夕
方
又
一
通
達
し
有
之
同
斷
。

ー
、
御
小
性
木
村
下
野
守
診
察
風
邪
頭
痛
咳
嗽
左
ノ
泡
劑
遣
す
。 

ノ

梗

黃

藏

カ

ミ

ル

廿
 

三
貼 

ー
、
洪
哉
傳
習
願
二
付
戶
塚
大
槻
佐
藤
等
之
被
下
物
聞
合
せ
御
右
筆

ヽ

向 
番

大 湯 樋

膳 淺 ロ

亮 貫 考

一 八

庵 郞 郞
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廿
九
日

ー
、
六
ツ
時
御
床
出
御
診

ー
、

長 章 玄 洪 

中
川
飛
驛
守
溝
口
孫
四
郞
二
謁
ス
。

御
定
式
如
例

ー
、

ー
、

春

院 庵 同 庵

杉 本 緖 竹 大 津 伊

枝 康 方 內
膳

輕
東

亮 長

仙 宗 洪 玄 玄
春

貞,「達 庵 同 庵 意 院

御
膳
番
近
藤
七
郞
右
衞
門
へ
謁
ス 

九
ッ
半
比
退
出
歸
路
石
川
玄
貞
方
二
立
寄
り
ハ
ッ
半
比
歸
宅 

當
番 

、
 

竹

內 

玄

同

九
月
朔
日

ー
、
當
番 

林 

洞 

海

一
、
法
印/

先
月
中
此
左
之
願
書
差
出
し
有
之
處
今
夕
願
之
通
り
不
苦
旨 

被
仰
出
。

緖
方
洪
庵
『
勤
仕
向
日
記
』(

緖
方)

奧
御
醫
師 緖

方

洪

庵
 

右
洪
庵
義
此
度
醫
學
所
圍
込
地
所
之
內
相
應
之
坪
數
致
拜
借
家 

作
取
建
頭
取
相
勤
候
中
住
居
仕
候
樣
被
仰
付
難
有
仕
合
奉
存
候 

當
時
私
方
に
同
居
仕
罷
在
候
得
共
手
狹
二
て
難
濫
仕
且
家
作
出 

來
迄
も
日
合
も
有
之
候
事
故
外
借
地
仕
候
而
も
假
住
居
仕
度
候 

得
共
遠
方
二
罷
在
候
て
ハ
醫
學
所
之
御
用
二
差
支
候=

付
當
人 

家
作
出
來
迄
之
處
醫
學
所
內
二
家
作
も
有
之
候
間
右
場
所
闲
假 

住
居
仕
候
得
は
御
用
も
辨
し
家
作
取
建
候
ー
ー
も
辨
利
二
而
双
方 

都
合
宜
御
座
候
間
當
分
之
內
醫
學
所
內
二
假
住
居
之
儀
願
之
通 

被
仰
付
被
下
置
候
樣
仕
度
此
段
奉
願
候 

巳
上

奧
御
醫
師

伊

東

長

春

院

閏

ハ

月

左
之
通
被
仰
渡

書
面
願
之
通
醫
學
所
內
论
假
住
居
致
し
不
苦
候

九

月
®

日

二 

H

ー
、
當
番 

石 

川 

玄 

貞 

三

日

一
四
五
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ー
、
當
番

科

學

史

硏

究

第

三

號

長
春
院
桁
替

戶 

塚 

靜 

海

一
、
今
日
濱
御
成
御
先
番
玄
同
ト
仙
夕
方
還
御
之
節
法
印
御
診
被
出
營

四

日

ー
、
當
番 

・
 

伊 

東 

貫 

齋 

ー
、
七
ッ
時/

松
本
良
順
申
合
せ
社
中
肝
煎
敎
授
職
一
同
へ
案
內
集
會
酒 

飯
差
出
し
講
釋
輪
講
等
之
事
示
談
し
夜
半
比
退
散
但
し
島
村
鼎
甫
三
宅 

艮
齋
不
快
に
付
斷
り
永
田
宗
見
主
家
病
用
に
付
斷
り
。

五

日
 

・

・
 

戶
塚
桁
替
番

ー
、
當
番 

竹 

內 

玄 

同 

一
ヽ
今
朝
囘
文
ヲ
以
て
來
ル
十
二
日/

講
釋
輪
講
相
始
候
旨
蘭
科
奧
醫
師 

ー
統
小
普
請
醫
師
一
統
社
中
肝
煎
一
統
へ
三
通
差
出
ス
。

六

日

曇

時

夕

小

雨

夜

中

風

雨

ー
、
當
番 

緖 

方 

洪 

庵 

ー
、
五
ッ
半
出
宅
畫
八
郞
へ
立
寄
四
ッ
時
出
營
玄
同
と
交
代
。

ー
、
池
田
多
仲
事
表
御
右
筆
ふ
身
分
尋
之
張
り
紙
返
答
書
キ
小
笠
甲
斐
守 

へ
差
出
候
處
當
人
返
答
之
文
言
ナ
ラ
デ
ハ
不
相
成
且
つ
伺
ヒ
中
と6

伺 

之
上
と
か
可
認
旨
に
被
申
候
ニ
付
辨
當
便
之
節
法
印
へ
否
や
承
り
ニ
遣 

ス
。

一
四
六

ー
、
洪
庵
假
住
居
願
之
通
被
仰
付
書
付
長
春
院/

之
ハ
リ
紙
付
け
樋
口
喜 

左
衞
門
へ
渡

一
、
明
後
八
日
上
野
御
參
詣
篇
出
候
ニ
付
兩
法
印
へ
左
之
通
文
通
二
及 

フ
以
手
紙
啓
上
仕
候
然
者
明
後
ハ
日
五
時
之
御
供
揃
工
て
上
野 

浚
明
院
樣
御
靈
前
に
御
參
詣
被
仰
出
候
旨
朝
倉
播
磨
守
相
達
候
爲 

御
心
得
此
段
申
上
候

月 

日

玄 洪

以

上 意 庵

兩
法
印
各
通

ー
、
夕
方
脇
坂
中
務
大
輔
殿
矍
ニ
付
願
之
通
御
役
御
免
需
付
旨
頭
取 

播
磨
守
矍
候
エ
付
三
通
觸
囘
鑿
出
ス
。

ー
、
向
番

七

日

晴
 

ー
、
御
定
式
如
例

佐 渡 石 緖 伊 津 津

田 邊 坂 方 澤 輕 輕

玉 雄 zK 洪 盤 玄 玄

振 伯 哲 庵 安 意 意

ー
、
昨
日
上
野
御
先
番
之
事
不
辣
長
春
院
花
文
通
を
以
て
尋
遣
置
候
處 

今
朝
宅
使
へ
林
洞
海
御
先
當
工
て
同
人
當
番
は
貫
齋
と
替
番
之
旨
返
事
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申
來
ル
ニ
付
懸
ヶ
札
頭
取
部
屋
へ
差
出
英
趣
早
朝
洞
海
へ
文
通
二
及
ブ
〇

八

日

ー
、
當
番

洞
海
替
番

伊 

東 

貫 

ー
、
五
ッ
時
上
野
御
參
詣
四
ッ
半
還
御

齋

九

日

­

、
當
番

玄
貞
替
番

伊

東

長

春
 

ー
、
五
ッ
時
出
營
御
禮
申
上
御
廣
式
表
使
へ
同
斷
申
ハ
ッ
時M

宅

院

十

日
 

ー
、
當
番

十

一
日

一
ゝ
當
番

石

川 

玄

貞

貫

齋

桁
林 

一
ヽ
午
後
頭
取
衆
ぶ
左
之
通
達
し
來
る
。

洞

海

緖
方
洪
庵
『
勤
仕
向
日
記
』(

緖
方)

以
手
紙
申
達
候
然
者
別
紙
御
書
付
出
雲
守
殿
御
渡
之
旨
泊
方
加 

賀
守
殿
被
相
渡
候
間
則
御
達
申
候
御
落
手
可
有
之
候
依
之
此
段 

申
達
候 

以 

上

九
月
十
一
日

別 

紙

奧

醫

師 緖

方

洪

庵

明
十
二
日
四
時 

御
城
沦
可
被
罷
出
候
事 

九
月
十
一
日

・ ヽ

•

' 

一
四
七
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科

學

史

硏

究
 

第

三

號

會 

報

我
科
學
史
學
會
が
誕
生
し
て
か
ら
と
い
ふ
も
の
は
、

一
般
に
も
科
學
史 

の
硏
究
は
と
み
に
活
潑
に
な
っ
て
き
た
樣
に
思
は
れ
る
。
勿
論
こ
れ
は
、
 

わ
が
學
會
が
陰
に
陽
に
つ
よ
い
影
響
を
與
へ
て
ゐ
る
か
ら
だ
と
信
ず
ン
。 

例
へ
ば
、
出
版
物
を
取
り
あ
げ
て
み
て
も
、
科
學
史
書
と
目
さ
れ
る
も
の 

が
科
學
書
の
う
ち
の
幾
割
か
を
占
め
て
ゐ
る
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は 

大
い
に
喜
ぶ
べ
き
事
で
あ
る
が
、
併
し
ま
だ
な
か
に
は
い
か
ヾ
は
し
い
も 

の
や
首
肯
し
か
ね
る
も
の
の
あ
る
事
は
遣
憾
で
あ
る
。
學
會
は
、
こ
れ
ら 

の
も
の
に
對
す
る
よ
き
忠
吿
と
助
言
を
決
し
て
惜
し
ま
な
い
で
あ
ら
う
。 

會
員
數
も
次
第
に
增
加
し
て
を
り
、
次
號
あ
た
り
に
會
員
名
簿
を
揭
載 

す
る
豫
定
で
ゐ
る
。
目
下
行
な
は
れ
て
ゐ
る
事
業
は
、
科
學
史
辭
典
の
編 

纂
で
あ
る
。
桑
木
會
長
以
下
委
員
幹
事
の
手
で
只
今
企
劃
が
論
議
さ
れ
て 

ゐ
る
が
、近
く
決
定
を
見
次
第
、會
員
諸
子
の
御
援
助
を
乞
ふ
答
で
あ
る
。

第
二
囘
年
會

昭
和
十
七
年
五
月
三
十
日(

土)

午
後
四
時
よ
り
學
士
會
館
に
て
、
出 

席
者
五
十
五
名
。

會
長
の
辭
に
續
き
、
篠
遠
委
員
よ
り
會
務
報
吿
が
あ
り
、
次
ぎ
に 

授
時
曆
に
つ
い
て.
.
.
.
.
.
.
.
.
•

・

平

山

淸

次

氏

一
四
ハ

の
講
演
あ
り
。
終
っ
て
六
時
半
よ
り
會
食
す
。
會
食
中
、
寫
眞
撮
影
を
な 

し
、
食
後
卓
を
圍
ん
で
、
山
崎
佐
氏
と
平
山
淸
次
氏
と
の
間
に
曆
に
關
す 

る
質
問
應
答
あ
り
。
菅
井
委
員
に
よ
り
關
西
支
部
發
會
式
の
模
樣
が
報
吿 

さ
れ
、
次
で
田
中
館
、
太
田
、
矢
野
、
中
村
、
平
山
、
武
谷
、
今
野
、
三 

枝
、
芦
田
の
諸
氏
こ
も
ご
も
立
っ
て
感
想
や
希
望
を
述
べ
て
一
座
を
賑
は 

し
、
午
後
九
時
盛
會
裡
に
閉
會
す
。

例 

會 

・ 

◊

第
九
囘
例
會 

昭
和
十
七
年
七
月
十
八
日(

土)

午
後
七
時
よ
り
日
本 

醫
師
會
館
に
て
、
出
席
者
二
十
四
名
。

1

、
唐
代
の
星
圖
格
子
月
進
圖
附
日
本
の
尺
度
に 

つ
い
て.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

神

田
 

茂
氏 

2
ヽ
南
方
よ
り
歸
り
て.
.
.
.
.
.
.

江

崎

悌

三

氏
 

會
に
先
だ
ち
、
南
方
よ
り
歸
國
さ
れ
た
江
崎
氏
を
委
員
等
に
て
學
士
會 

館
に
招
待
す
。

◊

第
十
囘
例
會
倔
和
十
七
年
九
月
二
十
八
日(

月)

午
後
六
時
半
よ
り 

日
本
醫
師
會
館
に
て
、
出
席
者
二
十
四
名
。

熱
輻
射
論
と
疑
子
論
の
起
源.
.
.
.
.

天 

野 

淸 

氏 

委 

員 

會

委
員
會
は
七
月
十
一
日
と
ハ
月
六
日
と
九
月
ハ
日
に
開
催
し
た
。
、そ
し
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て
桑
木
會
長
出
席
の
も
と
に
次
ぎ
の
事
項
を
取
決
め
た
。

1
、
 

今
後
、
科
學
史
書
の
書
評
を
適
當
な
機
會
に
會
員
が
集
っ
て
推 

こ
な
ふ
こ
と
。

2
、
 

委
員
に
神
田
茂
、
都
築
洋
次
郞
の
兩
氏
を
加
へ
、
さ
ら
に
地
方 

委
員
と
し
て
江
崎
悌
三(

九
州y

三
宅
剛
一(

東
北)

、
早
坂
一 

郎
(

姦
北)

の
三
氏
を
依
賴
す
。 

'

3
、
 

長
谷
部
言
人
、•

山
崎
佐
、
板
澤
武
雄
の
三
氏
の
顧
間
依
矚
。

4
、
 

常
任
委
員
と
し
て
新
た
に
神
田
茂
、
野
口
彌
吉
兩
氏
を
指
命
す
。

5
、
 

幹
事
と
し
て
更
に
武
谷
三
男
、
田
中
實
、
茂
串
茂
、
大
矢
眞
一
、 

中
井
淳
の
五
氏
を
加
ふ
。

6
、
 

分
科
會
開
催
の
件
。

關

西

支

部

例

會

△

第
一
囘
例
會 

五
月
二
十
三H
 
(

土)

午
後
二
時
よ
り
阪
大
理
學
部
大 

講
義
室
に
て
、
出
席
者
約
五
十
名
。

1
、
 

具
注
曆
斷
簡.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

上 

H
 

穰

氏

2
、
 

リ
ー
マ
ン
幾
何
學
成
立
の
背
景.
.
.

近

藤

洋

逸

氏

<
1

第
二
囘
例
會 

七
月
四
日(

土)

午
後
二
時
よ
り
京
都
市
新
聞
會
餡
五 

階
會
議
室K

て
、
出
展
者
約
十
五
名
。

1
、
 

我
國
に
打
け
る
東
洋
天
文
學
史
の
硏
究:

能 

田 

忠

亮

氏

2
、
 

文
化A
年
彗
星
の
江
戶
と
大
阪
の
觀
測:

石

橋
 

榮 

達

氏

會 

報

第二囘年會に於ける會食中の出席者の一部



顧

問

一
五
〇

日
本
科
學
史
學W

顧
問
及
役
員
氏
名(
五
十
音顺)

安
藤
廣
太
郞 

岡

田

武

松 

桑

木

嚴

翼 

柴

田

雄

次 

田

邊

元
 

長
谷
部
言
人 

松
原
行
一 

山

崎

佐

伊

東

忠

太 

小
倉
金
之
助 

小

泉

丹
 

高

木

貞

治 

中
村
淸
二 

平

山

淸

次 

眞

島

利

行

石

原

純
 

太

田

正

雄 

小
出
滿
二 

竹
內
松
次
郞 

西
田
幾
多
郎 

藤
浪
剛
一 

三
上
義
夫

板

澤

武

雄 

狩

野

享

吉 

柴

田

桂

太 

田
中
館
愛
橘 

橋

田

邦

彥 

藤
原
松
三
郞 

村
上
直
次
郞

會

長

桑

木

孩

・

雄

委

員

彌

永

昌

吉

丘

英

通

江

崎

悌

三

・

緖

方

富

雄

・
神

田

茂

・
菅
井
準
一

・
野

口

彌

吉

三
枝
博
音 

玉
蟲
文
一 

早

坂

一

郞

•
篠

遠

喜

人 

都
築
洋
次
郎 

三
宅
剛
一

下
村
寅
太
郞 

富
成
喜
馬
平 

矢

島

祐

利

幹

事

天

野
 

田
中 

茂
^

淸

稻

沼

瑞

穗
 

實

中

井

淳

茂

湯

淺

明

大

矢

眞

一

武

谷

三

男
 

平

田

寬

古

川

晴

男
 

湯

淺

光

朝

關
西
支
凱
役
員
氏
名 

支

部

長

上

田

穰
 

支
部
委
員
靑
木
一
郞 

能

田

忠

亮

原
 

光

雄

伏

見

康

治

日
本
科
學
史
學
會
會
則 

第
一
章
名
稱
及
事
務
所 

第
一
條
本
會
八
日
本
科
學
史
學
會
ト
稱
ス 

第
二
條
本
會
ノ
事
務
所
ハ
之
ヲ
東
京
ー
ー
置
ク 

第
二
章
，
目
的
及
事
業 

第
三
條 

本
會
ハ
科
學
史
及
技
術
史
ヲ
硏
究
シ 

日
本
ニ
於
ケ
ル
科
學
及 

技
術
ノ
進
步
發
展
二
寄
與
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス 

第
四
條
本
會
八
前
條
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
タ
メ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ 

一
ヽ
年
會(

總
會
ヲ
兼
ヌ)

ヲ
開
ク

二
、
 

每
月
一
囘
例
會
ヲ
開
ク

三
、
 

特
殊
部
門
ニ
關
ス
ル
分
科
會
ノ
設
置

四
、
 

硏
究
機
關
雜
誌
「
科
學
史
硏
究
」
ノ
定
期(

年
四
囘)

發
行 

•
五
、
公
開
講
演
會
及
史
料
展
覽
會
ノ
開
催

六
、
 

文
獻
目
錄
、
覆
刻
、
解
說
、
著
譯
ノ
編
纂
及
出
版

七
、
 

科
學
史
圖
書
餉
ノ
設
立

ハ
、
科
學
史
硏
究
調
査
ノ
タ
メ
會
員
ノ
內
地
及
海
外
派
遣 

九
、
其
他
必
要
ト
認
メ
タ
ル
諸
事
業 

第
三
章
會
員
及
役
員 

第
五
條 

會
員
ハ 

本
會
ノ
趣
旨
ー
ー
贊
同
ス
ル
者
ニ
シ
テ 

會
員
二
名
以
上 

ノ
推
薦
一
ー
ヨ
リ
役
員
會
ノ
承
認
ヲ
經
タ
ル
モ
ノ
ト
ス 

第
六
條 

會
員
ハ
會
費
ト
シ
テ
年
額
金
四
圓
ヲ
納
厶 

第
七
條
本
會
二
次
ノ
役
員
ヲ
置
ク

會

長
 

一

名
 

委

員
 

若

干

名 

第
八
條 

會
長
八
總
會
ー
ー
於
テ
之
ヲ
選
擧
シ 

委
員
メ
會
長
之
ヲ
指
名
ス 

第
九
條 

會
長
八
本
會
ヲ
代
表
シ
粥
會
務
ヲ
總
理
ス 

第
十
條
委
員
ハ
會
長
ノ
命
ヲ
受
ケ
會
務
ヲ
處
理
ス 

第
十
一
條 

本
會
二
顧
問
若
干
名
ヲ
置
ク
网
顧
問
ハ
會
長
之
ヲ
依
喔
ス 

孽

二

條
 

會
長
及
委
員
ノ
任
期
ハ
二
年
ト
ス 

但
シ
重
任
ヲ
妨
ゲ
ズ

第

四

章

附

則
 

第
十
三
條
本
會
ハ
適
當
ト
認
メ
タ
ル
地
方
一
ー
支
部
ヲ
設
ク
ル
ヲ
得
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編 

輯 

後 

記 

◊

科
學
史
硏
究
が
科
學
振
興
の
渡
に
の
っ
て
急 

に
流
行
し
始
め
た
の
は
三
四
年
此
方
の
こ
と
で 

あ
リ
ゝ
近
頃
で
は
む
し
る
下
火
に
な
っ
て
行
く 

樣
子
だ
。
勿
論
こ
の
は
や0

も
の
の
科
學
史
硏 

究
の
雜
多
な
論
說
、
著
作
の
中
に
は
な
る
べ
く 

早
く
退
場
し
て
い
た
k'
き
た
い
も
の
も*

り
、
 

さ
う
か
と
思 

へ
ば
負
に
立
派
な
力
作
が
あ
っ
た 

0

し
て
誠
に
玉
石
混
淆
で
は
ち
っ
た
が
、
本
誌 

の
出
現
は
そ
れ
に
少
く
と
も
一
つ
の
示
標
を
與 

へ
「
科
學
史
硏
究
は
か
く£

る
べ
し
」
と
云
ふ 

理
念
を
、
硏
究
者
に
も
ま
た
そ
の
讚
者
に
も
敎 

へ 

て
來
る
こ
と
に
役
立
っ
た
も
の
と
信
じ
て
る 

る
。
そ
し
て
流
行
が
下
火
に
な
っ
て
行
く
頃
に 

な
っ
て
は
じ
め
て
本
物
が
の
こ
る
の
だ
ら
う
。 

そ
れ
は
硏
究
者
ば
か0

で
な
く
、
所
謂
フ
ァ
ン 

に
殊
に
著
し
い
現
象
で
あ
る
。

◊

「
科
學
史
硏
究
」
創
刊
の
當
時
は
、
こ
の
機
關 

雜
誌
を
利
用
し
て
あ
れ
も
や
り
た
い
、
こ
れ
も 

や
り
た
い
と
考
へ
た
、
否
今
で
も
種
々
と
考
へ 

て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
個
人
の
硏
究
發
表
は
そ
の 

當
人
さ
へ
や.e

ば
濟
む
こ
と
だ
が
、
學
會
の
爲 

め
の
事
務
的
、
編
纂
的
の
仕
事
と
な
る
と
何
を

措
い
て
も
人
手
が
な
い
し
、
や
ゝ
大
規
模
に
と. 

考
へ
れ
ば
金
が
な
い
。
文
字
通0
多
忙
々
々
に 

日
衣
を
送
っ
て
ゐ
る
多
く
の
人
を
、
之
以
上
勞 

力
奉
仕
さ
せ
る
こ
と
は
中
々
に
困
難
で
あ
る
。 

每
月
の
本
誌
の
內
容
が
見
事
な
の
は
こ
の
個
人 

硏
究
の
成
果
の
み
に
よ
る
と
い
ふ
こ
と
も
、K
 

を
云 

へ
ば
余
自
體
の
綜
合
的
の
仕
事
が
そ
れ
上 

り
も
遲
れ
滕
ち
で
あZ

こ
と
を
自
狀
し
て
ゐ
る 

わ
け
で
あ
る
。

◊

本
號
か
ら
二
段
組
を
多
く
し
た
。
紙
の
儉
約 

の
た
め
で
固
る
。
毎
月
豫
定
の
T1
頁
を
は
る
・
か 

に
超
え
る
の
で
や
む
を
得
ず
し
た
の
で
ち
る 

が
、
時
局
下
止
む
を
得
ま
い
。
來
月
號
は
pq
號 

五
號
の
合
併
號
と
し
て
、
科
學
史
硏
究
の
論
文 

(

本
年
度)

及
び
單
行
本
の
文
獻
目
錄
を
揭
載
す 

る
。
勿
論
古
い
も
の
も
そ
の
ま
ゝ
つ
ド
け
て
行 

く
つ
も
り
で*

る
。
更
に
會
員
名
簿
も
の 

せ
た 

い
所
存
で
あ
る
が
頁
數
の
關
係
上
未
だ
決
定
的 

に
は
申
上
ら
れ
な
い
。
發
行
遲
延
に
つ
い
て
は 

編
輯
部
は
全
く
申
譯
な
い
こ
と
と
新
詫
す
る
ば 

•

か0

で
あ
る
。

昭
和
十
七
年
十
一
月
二
日
印
刷 

昭
和
十
七
年
十
一
月
五
日
發
行 

®

定
價
壹 

凰(

郵
稅
四
錢) 

日
本
科
學
史
學
會 

需

班
 

代
表®

桑

木

域

雄
 

東
京
市
神
田
幅
美
止
代

SIJ
一
六?S
地 

印

刷

者
(

處
東
三
五)

^

冨

士

雄 

東
京
市
神
田
品
美
土
代
町
一
六
番
地 

印
刷
所 

篠

三
 

秀 

舍 

東
京
市
本̂

區

東
京
帝
幽
大
展
理
舉
部
植
物
感
敎
室
內 

致

存

所
 

日
本
科
學
史
學
會 

振
替
口
座
取
京
一
七
五=
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